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詩
と
向
き
合
う

九　
　

里　
　

順　
　

子

私
が
本
学
日
本
文
学
科
に
着
任
し
た
の
は
、
一
九
九
二
年
四
月
で
あ
る
。
二
六
四
号
線
は
大
学
の
前
ま
で
し
か
工
事
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

し
ん
と
し
て
い
た
。
大
学
も
桜
ヶ
丘
に
移
転
し
て
か
ら
十
年
程
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
も
美
し
く
整
っ
て
い
た
が
、
赤
煉
瓦
の
建
物
も
中
庭

の
赤
松
も
芝
生
も
、
時
間
の
深
み
が
加
わ
る
の
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
印
象
で
あ
っ
た
。

何
よ
り
こ
れ
か
ら
だ
っ
た
の
は
、
自
分
自
身
で
あ
る
。
三
月
ま
で
は
北
海
道
大
学
の
大
学
院
生
で
、
看
護
予
備
校
や
高
校
の
非
常
勤
講
師

の
経
験
は
あ
る
も
の
の
、
大
学
生
を
教
え
る
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。

教
育
実
習
生
の
教
壇
実
習
を
見
に
行
く
と
、
生
徒
の
反
応
を
ち
ゃ
ん
と
見
な
が
ら
落
ち
着
い
て
授
業
を
進
め
て
い
く
姿
に
、
大
し
た
も
ん

だ
と
感
心
す
る
。
し
か
し
、
時
に
か
つ
て
の
自
分
の
姿
が
重
な
る
場
合
も
あ
る
。
一
所
懸
命
な
の
だ
が
、
相
手
の
様
子
を
見
な
が
ら
語
る
こ

と
を
変
え
て
い
く
余
裕
が
な
く
、
語
ろ
う
と
決
め
た
こ
と
を
語
り
切
る
こ
と
に
頭
が
い
っ
ぱ
い
な
の
だ
。
そ
ん
な
私
を
大
ら
か
に
受
け
止
め

て
く
れ
た
当
時
の
学
生
た
ち
に
は
、
只
々
感
謝
で
あ
る
。

往
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
学
生
た
ち
は
、
教
え
る
側
と
教
え
ら
れ
る
側
と
い
う
立
場
の
違
い
を
踏
ま
え
て
の
誠
実
な
交
流
を
教
え
て
く

れ
た
。
演
習
で
は
、
北
原
白
秋
、
石
川
啄
木
、
北
村
透
谷
、
あ
る
い
は
時
代
を
追
っ
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
近
代
の
代
表
的
な
詩
人
を
読
ん
で

き
た
。
同
じ
詩
人
、
同
じ
作
品
を
扱
っ
て
も
、
学
生
た
ち
の
読
み
や
問
題
意
識
は
同
じ
で
は
な
い
。
発
表
者
に
は
、
こ
ち
ら
か
ら
担
当
作
品

や
担
当
箇
所
の
テ
ー
マ
は
割
り
振
っ
て
い
る
が
、
学
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
そ
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
く
る
。
一
人
一
人
に
向

き
合
い
、
学
生
た
ち
の
問
題
意
識
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
は
、
毎
時
間
緊
張
を
伴
っ
た
が
、
授
業
と
は
触
発
し
触
発
さ
れ
る
知
の
時
間
を
共

有
す
る
こ
と
だ
と
身
を
以
て
気
付
か
さ
れ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
表
現
の
肌
理
や
陰
影
や
響
き
合
い
に
き
ち
ん
と
目
を
向
け
る
こ
と
も
、
授
業
を
通
し
て
学
ん
だ
の
だ
と
思
う
。
す

日
本
文
学
ノ
ー
ト
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ぐ
れ
た
作
品
は
一
義
的
な
読
み
に
収
斂
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
多
層
的
な
厚
み
を
持
っ
て
い
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
が
異
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

見
え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
営
み
を
重
ね
る
こ
と
で
文
学
の
豊
か
さ
が
体
感
で
き
る
の
で
あ
る
。
大
学
院
時
代
の
演
習
は
、

『
戦
後
文
学
論
争
』
上
下
巻
（
番
町
書
房
）
や
『
現
代
日
本
文
学
論
争
史
』
上
中
下
巻
（
未
来
社
）
と
い
う
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
、
論
争
史

の
分
析
、
整
理
、
位
置
付
け
に
明
け
暮
れ
た
。「
国
民
文
学
論
争
」「
政
治
と
文
学
論
争
」「
シ
ェ
ス
ト
フ
論
争
」
と
い
っ
た
近
代
の
代
表
的

な
論
争
の
流
れ
を
知
り
、
内
実
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
文
学
が
ど
の
よ
う
に
時
代
と
関
わ
り
、
広
く
問
題
意
識
を
掬
い
上
げ
て
テ
ー
マ
に
し

て
き
た
の
か
、
を
知
る
上
で
確
か
に
有
益
で
あ
っ
た
。
資
料
的
裏
付
け
と
論
理
の
一
貫
性
の
大
切
さ
も
学
ん
だ
。
し
か
し
、
一
人
の
発
表
担

当
が
一
ヶ
月
、
連
続
し
て
四
、
五
回
に
及
ぶ
と
い
う
ハ
ー
ド
さ
も
大
き
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
文
学
を
味
わ
う
と
い
う
実
感
は
な
か
っ
た
。

当
時
は
、
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
や
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
等
の
文
学
理
論
を
援
用
し
て
分
析
す
る
と
い
う
動
き
が
前
面
化
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
如
何
に
明
晰
に
整
合
的
に
論
じ
る
か
が
最
優
先
さ
れ
た
。
更
に
言
え
ば
普
遍
的
な
読
み
の
理
論
と
い
う
も
の
を
夢
想
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

文
学
を
読
む
こ
と
は
、
閉
じ
た
知
的
ゲ
ー
ム
で
は
な
い
。
学
生
た
ち
に
馴
染
み
が
な
い
、
硬
い
分
析
の
言
葉
で
い
き
な
り
文
学
を
語
っ
て

も
心
に
響
く
筈
が
な
い
。
目
の
前
に
あ
る
作
品
に
向
き
合
う
こ
と
、
具
体
的
な
表
現
を
丁
寧
に
見
て
い
く
こ
と
。
読
む
原
点
は
そ
こ
な
の
だ
。

こ
れ
に
気
付
か
な
け
れ
ば
、
文
学
理
論
に
す
っ
き
り
当
て
は
ま
る
層
だ
け
を
取
り
上
げ
て
、
明
晰
な
読
み
だ
と
勘
違
い
し
て
い
た
か
も
知
れ

な
い
。
そ
れ
は
、
学
部
の
卒
業
論
文
の
地
点
に
立
ち
戻
っ
て
み
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

学
部
の
四
年
間
を
過
ご
し
た
福
井
大
学
は
、
県
内
で
唯
一
の
国
立
大
学
で
、
当
時
は
教
育
学
部
と
工
学
部
し
か
な
か
っ
た
。
教
育
学
部
は

教
員
採
用
試
験
一
直
線
と
い
う
感
じ
で
は
全
く
な
く
、
む
し
ろ
、
教
養
的
知
を
深
め
る
こ
と
に
熱
心
で
、
緩
や
か
な
空
気
が
流
れ
て
い
た
。

私
は
、
小
学
校
教
員
養
成
課
程
の
国
文
学
専
攻
で
あ
っ
た
が
、
文
字
通
り
、
何
よ
り
国
文
学
（
当
時
の
呼
称
）
を
し
っ
か
り
研
究
す
る
こ
と

が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
卒
論
で
取
り
組
ん
だ
の
が
、
北
村
透
谷
で
あ
る
。『
蓬
莱
曲
』（
明
24
・
５
）
を
読
ん
で
、
矛
盾
や
亀
裂
、
断
層
や
飛

躍
が
同
居
し
て
い
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
衝
撃
を
受
け
、
何
と
か
自
分
な
り
に
そ
の
内
実
を
解
き
明
か
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
主

人
公
の
世
界
像
に
根
源
的
な
も
の
を
感
じ
た
の
で
、
北
欧
の
荒
寥
と
し
た
創
世
神
話
エ
ッ
ダ
を
援
用
し
た
り
も
し
た
。
勿
論
、
透
谷
と
エ
ッ

ダ
は
何
の
影
響
関
係
も
な
く
、
余
り
に
も
唐
突
で
あ
る
。
口
頭
試
問
で
は
、「
あ
な
た
の
卒
業
論
文
を
保
証
し
て
い
る
も
の
は
何
で
す
か
」

詩
と
向
き
合
う
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と
尋
ね
ら
れ
も
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
れ
た
文
学
は
、
人
を
外
側
へ
連
れ
出
す
の
で
あ
る
。

文
学
は
、
誰
も
が
同
じ
読
み
に
到
達
で
き
る
も
の
な
ど
で
は
な
く
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
に
受
け
止
め
た
モ
ヤ
モ
ヤ
や
ド
キ
ド
キ
を
、
自
分

の
腑
に
落
ち
る
言
葉
で
語
る
旅
を
始
め
る
よ
う
に
仕
向
け
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
読
み
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
誰
も
保
証
し
て
く
れ
な

い
、
思
考
停
止
に
陥
る
と
終
わ
っ
て
し
ま
う
旅
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
私
た
ち
が
生
き
る
姿
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。
全
て
を
語
り
つ

く
せ
な
い
の
が
言
葉
で
あ
り
、
不
完
全
さ
を
前
提
に
互
い
に
理
解
し
、
心
を
通
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
が
人
間
で
あ
る
。
文
学
は
生
き
る
こ
と

と
根
幹
で
繋
が
っ
て
い
る
。

去
る
三
月
十
六
日
は
、
深
夜
に
震
度
六
弱
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
肝
を
冷
や
し
た
。
厭
で
も
、
三
・
一
一
の
記
憶
が
甦
っ
た
。
あ
の
時
は
、

住
ん
で
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
大
規
模
半
壊
と
な
り
、
そ
の
日
か
ら
避
難
所
生
活
、
避
難
所
が
閉
じ
た
後
は
棲
家
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
私
を
、

澤
邉
裕
子
先
生
が
快
く
自
宅
に
招
い
て
泊
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
や
っ
と
見
つ
か
っ
た
ホ
テ
ル
住
い
、
そ
の
後
漸
く
見
つ
か
っ
た
新
し
い
マ
ン

シ
ョ
ン
へ
の
引
越
し
の
際
も
、
澤
邉
先
生
、
深
澤
昌
夫
先
生
、
そ
の
後
関
西
学
院
大
学
に
移
ら
れ
た
星
山
健
先
生
、
現
在
は
名
誉
教
授
の
犬

飼
公
之
先
生
、
伊
狩
弘
先
生
、
卒
業
生
の
大
沼
郁
子
氏
を
始
め
と
し
て
、
学
科
の
み
な
ら
ず
大
学
の
皆
さ
ん
、
御
近
所
の
方
々
が
暖
か
い
手

を
差
し
伸
べ
て
惜
し
み
な
く
お
力
添
え
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
無
事
研
究
を
続
け
ら
れ
た
の
も
、
良
き
同
僚
や
知
人
に
恵
ま
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
学
生
や
教
職
員
の
皆
さ
ん
、
周
り
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、
三
十
年
間
の
研
究
者
生
活
を
恙
無
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
改
め
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
申
し
上
げ
る
。

着
任
当
時
、
何
だ
こ
れ
は
、
と
驚
い
た
仙
台
大
観
音
も
、
青
空
の
下
の
眩
し
い
白
さ
や
夕
映
え
の
中
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
心
懐
か
し
く
思
う

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
月
日
が
流
れ
た
。
人
文
館
三
階
の
日
文
ロ
ビ
ー
か
ら
眺
め
ら
れ
る
、
松
の
木
と
体
育
館
の
向
こ
う
側
の
夕
焼
空
は
、
四

季
お
り
お
り
の
表
情
を
見
せ
る
。
講
堂
の
上
に
浮
ぶ
巻
貝
の
名
残
の
よ
う
な
雲
は
、
夢
の
よ
う
に
美
し
い
。
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
見
え
る
風
景

は
、
い
つ
も
ひ
と
時
心
を
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
本
学
、
そ
し
て
日
本
文
学
科
が
、
生
き
る
こ
と
の
根
底
を
養
う
知
と
心
を
培
う
場
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

私
も
文
学
の
旅
を
続
け
て
、
豊
か
な
時
間
を
生
き
て
い
き
た
い
と
思
う
。

日
本
文
学
ノ
ー
ト

　
第
五
十
七
号
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九
里
順
子
教
授
略
歴　

一
九
六
二
年
三
月  

福
井
県
大
野
市
に
生
れ
る
。

一
九
八
〇
年
三
月 

福
井
県
立
大
野
高
等
学
校
卒
業
。

一
九
八
四
年
三
月 
福
井
大
学
教
育
学
部
小
学
校
教
員
養
成
課
程
国
文
学
専
攻
卒
業
。

一
九
八
四
年
四
月 
北
海
道
大
学
大
学
院
研
究
科
修
士
課
程
国
文
学
専
攻
入
学
。

一
九
八
七
年
三
月 

同
課
程
修
了
。

一
九
八
七
年
四
月 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
国
文
学
専
攻
入
学
。

一
九
九
二
年
三
月 

同
課
程
単
位
取
得
退
学
。

一
九
九
二
年
四
月 

宮
城
学
院
女
子
大
学
学
芸
学
部
日
本
文
学
科
に
助
教
授
と
し
て
着
任
。

一
九
九
九
年
四
月 

同
教
授
。

二
〇
〇
四
年
六
月 

学
位
請
求
論
文
『
明
治
詩
史
論

―
透
谷
・
羽
衣
・
敏
を
視
座
と
し
て

―
』
を
以
て
北
海
道 

 

大
学
よ
り
博
士
号
（
文
学
）
授
与
。

二
〇
〇
七
年
四
月
～
二
〇
〇
八
年
一
〇
月 

日
本
文
学
科 

学
科
長
。

二
〇
一
五
年
四
月
～
二
〇
一
六
年
三
月 

日
本
文
学
科 

学
科
長
。

二
〇
一
九
年
四
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月　

 

宮
城
学
院
女
子
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
所
所
長
。

二
〇
一
九
年
四
月
～
二
〇
二
二
年
三
月　

 

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
日
本
語
・
日
本
文
学
専
攻 

専
攻
主
任
。

二
〇
二
一
年
九
月 

『
詩
人
・
木
下
夕
爾
』（
翰
林
書
房　

二
〇
二
一
・
七
）
に
よ
り
第
二
三
回
小
野
十
三
郎
賞
詩
評 

 

論
書
部
門
特
別
奨
励
賞
受
賞
。

二
〇
二
二
年
三
月 

選
択
定
年
制
に
よ
り
退
職
。

九
里
順
子
教
授
略
歴

－4－



　
　
　
研
究
業
績　

【
著
書
】

『
明
治
詩
史
論

―
透
谷
・
羽
衣
・
敏
を
視
座
と
し
て

―
』（
和
泉
書
院　

二
〇
〇
六
年
三
月
）

『
室
生
犀
星
の
詩
法
』（
翰
林
書
房　

二
〇
一
三
年
七
月
）

『
文
化
に
お
け
る
〈
風
景
〉』（
人
文
社
会
科
学
研
究
所
編　

翰
林
書
房　

二
〇
一
六
年
七
月
、
共
著
）

『
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
は
何
か
』（
人
文
社
会
科
学
研
究
所
編　

翰
林
書
房　

二
〇
一
八
年
九
月
、
共
著
）

『
詩
人
・
木
下
夕
爾
』（
翰
林
書
房　

二
〇
二
〇
年
七
月
、
第
二
三
回
小
野
十
三
郎
賞
詩
評
論
書
部
門
特
別
奨
励
賞
）

『〈
往
還
〉
の
諸
相
』（
人
文
社
会
科
学
研
究
所
編　

翰
林
書
房　

二
〇
二
一
年
七
月
、
共
著
）

句
集
『
静
物
』（
邑
書
林　

二
〇
一
三
年
七
月
）

句
集
『
風
景
』（
邑
書
林　

二
〇
一
六
年
九
月
）

エ
ッ
セ
イ
集
『
詩
の
外
包
』（
翰
林
書
房　

二
〇
二
一
年
一
二
月
）

【
論
文
】

「
北
村
透
谷
、
初
期
の
「
経
歴
」
に
お
け
る
自
己
仮
構
に
つ
い
て
」（『
国
語
国
文
研
究
』
七
九
号　

一
九
八
八
年
三

月
）

「『
楚
囚
之
詩
』
論

―
「
余
」
の
再
生
過
程

―
」（『
国
語
国
文
研
究
』
八
〇
号　

一
九
八
八
年
七
月
）

「「
宿
魂
鏡
」
論

―
芳
三
の‶

決
断
″
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
国
語
国
文
研
究
』
八
四
号　

一
九
八
九
年
一
二
月
）

「『
帰
省
』
の
「
普
遍
性
」

―
誘
導
力
の
形
成
過
程

―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
三
〇
号　

一
九
九
一
年
三
月
）

「『
蓬
莱
曲
』
の
構
成
力
」（『
異
徒
』
九
号　

一
九
九
一
年
一
〇
月
）

「「
懶
惰
の
歌
留
多
」
に
お
け
る
形
式
の
試
み
」（『
国
語
国
文
研
究
』
九
一
号　

一
九
九
二
年
三
月
）

日
本
文
学
ノ
ー
ト

　
第
五
十
七
号
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「
明
治
二
十
年
代
の
文
学
に
現
わ
れ
た
「
闇
」

―
原
抱
一
庵
『
闇
中
政
治
家
』
の
場
合

―
」（『
宮
城
学
院
女
子

大
学
研
究
論
文
集
』
七
六
号　

一
九
九
二
年
一
二
月
）

「「
人
生
相
渉
論
争
」
の
問
題

―
言
説
の
政
治
性

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
二
八
号　

一
九
九
三
年
一
月
）

「「
若
菜
集
」
に
お
け
る
自
然

―
「
草
枕
」
論

―
」（『
国
語
国
文
研
究
』
九
四
号　

一
九
九
三
年
七
月
）

「
新
体
詩
に
お
け
る
「
自
由
」
の
表
現

―
壮
士
か
ら
詩
人
へ
、
屈
山
・
透
谷
・
独
歩

―
」（『
宮
城
学
院
女
子
大

学
研
究
論
文
集
』
七
九
号　

一
九
九
四
年
六
月
）

「
田
山
花
袋
の
新
体
詩
㈠

―
和
歌
に
お
け
る
志
向
性

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
三
一
号　

一
九
九
六
年
一
月
）

「
田
山
花
袋
の
新
体
詩
㈡

―
月
・
花
と
恋
愛

―
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
二
九
号　

一
九
九

六
年
三
月
）

「
武
島
羽
衣
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

―
和
歌
的
措
辞
の
特
徴

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
三
二
号　

一
九
九
七
年
一

月
） 

 

「
武
島
羽
衣
に
お
け
る
雅
語
の
受
容

―
「
戦
死
卒
」
の
同
時
代
性
に
つ
い
て

―
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所

研
究
年
報
』
三
一
号　

一
九
九
八
年
三
月
）  

 
 

 

「
武
島
羽
衣
に
お
け
る
俗
謡
の
摂
取
」（『
宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集
』
八
八
号　

一
九
九
八
年
十
二
月
） 

「
武
島
羽
衣
に
お
け
る
詩
歌
の
根
拠
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
三
二
号　

一
九
九
九
年
三
月
） 

「
上
田
敏
に
お
け
る
「
趣
味
」
と
芸
術
観
（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
三
五
号　

二
〇
〇
〇
年
一
月
） 

 

「
上
田
敏
に
お
け
る
俗
謡
的
表
現
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
三
六
号　

二
〇
〇
一
年
一
月
） 

 

「
上
田
敏
と
口
語
自
由
詩

―
自
然
主
義
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら

―
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』

三
五
号　

二
〇
〇
二
年
三
月
） 

 
 

 
 

「
口
語
自
由
詩
に
お
け
る
「
主
観
」

―
上
田
敏
の
批
判
力

―
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
三
六

号　

二
〇
〇
三
年
三
月
）  

 
 

 
 

研
究
業
績
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「
室
生
犀
星
に
お
け
る
詩
的
原
点
の
仮
構

―
『
十
九
春
詩
集
』
論

―
（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
三
九
号　

二
〇
〇

四
年
七
月
）

「
近
藤
潤
一
に
お
け
る
〈
気
配
〉」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
三
八
号　

二
〇
〇
五
年
三
月
） 

「「
庭
」
論

―
笑
う
弟
、
笑
わ
ぬ
兄

―
」（
和
泉
書
院
『
太
宰
治
研
究
』
第
三
輯　

二
〇
〇
五
年
六
月
） 

「『
抒
情
小
曲
集
』
論
（
一
）

―
〈
さ
び
し
さ
〉
の
リ
ズ
ム

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
四
〇
号　

二
〇
〇
五
年

七
月
） 

「『
抒
情
小
曲
集
』
論
（
二
）

―
樹
上
の
死

―
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
三
九
号　

二
〇
〇
六

年
三
月
）

「
上
田
敏

―
韻
律
の
変
奏

―
」（『
國
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
五
一
巻
九
号　

二
〇
〇
六
年
八
月
） 

「『
抒
情
小
曲
集
』
論
（
三
）

―
葱
と
天
鵞
絨

―
（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
四
〇
号　

二
〇
〇

七
年
三
月
）　
　

「〈
高
台
〉
の
視
点

―
『
愛
の
詩
集
』
～
『
寂
し
き
都
会
』
論

―
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
四

一
号　

二
〇
〇
八
年
三
月
） 

「
遍
在
す
る
〈
星
簇
〉

―
『
星
よ
り
来
れ
る
者
』
の
「
星
」
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
四
三
号

　

二
〇
〇
九
年
七
月
）

「
定
型
の
仮
構
性

―
犀
星
の
詩
法

―
」（『
文
学
』
九
巻
四
号　

二
〇
〇
八
年
七
―
八
月
） 

 
 

「〈
す
ら
り
と
〉
書
く
と
い
う
こ
と

―
『
星
よ
り
来
れ
る
者
』
と
『
田
舎
の
花
』

―
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究

所
研
究
年
報
』
四
二
号　

二
〇
〇
九
年
三
月
） 

 
 

 
 

 
 

 

「〈
定
位
〉
と
い
う
領
野

―
『
忘
春
詩
集
』
論

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
四
四
号　

二
〇
〇
九
年
七
月
） 

「〈
文
章
以
前
〉
か
ら
の
抒
情

―
『
鶴
』
論

―
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
四
三
号　

二
〇
一
〇

年
三
月
）

日
本
文
学
ノ
ー
ト

　
第
五
十
七
号
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「
引
き
寄
せ
る
口
語

―
犀
星
『
鶴
』
前
夜
の
詩
集
群

―
」（『
日
本
現
代
詩
歌
研
究
』
九
号　

二
〇
一
〇
年
三

月
） 

「〈
山
〉
の
肉
体
／
媒
体
の
〈
硝
子
〉

―
室
生
犀
星
『
鉄
集
』
論

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
四
五
号　

二
〇
一

〇
年
七
月
）

「
肉
体
的
還
元
と
い
う
起
点

―
戦
時
下
の
犀
星
詩

―
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
四
四
号　

二

〇
一
一
年
三
月
）

「
風
景
の
醸
成

―
『
哈
爾
濱
詩
集
』
論
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
四
六
号　

二
〇
一
一
年
一
二
月
） 

 

「
疎
開
地
と
詩

―
室
生
犀
星
『
旅
び
と
』
を
中
心
に

―
』（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
四
五
号　

二
〇
一
二
年
三
月
）

「
口
語
自
由
詩
で
あ
る
こ
と

―
室
生
犀
星
晩
年
の
世
界

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
四
七
号　

二
〇
一
二
年
七

月
） 

「
北
園
克
衛
の
句
観

―
『
風
流
陣
』
を
中
心
に

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
四
九
号　

二
〇
一
四
年
七
月
） 

「
暮
鳥
の
〈
青
空
〉

―
風
景
の
中
の
詩
人

―
」（『
人
文
社
会
科
学
論
叢
』
二
四
号　

二
〇
一
五
年
三
月
） 

「
北
園
克
衛
の
句
作

―
犀
星
評
価
を
視
座
と
し
て

―
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
四
八
号　

二

〇
一
五
年
三
月
）

「
室
生
犀
星
、
芭
蕉
受
容
と
句
作
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
五
〇
号　

二
〇
一
五
年
七
月
） 

 
 

「
北
園
克
衛
に
お
け
る
詩
と
俳
句

―
詩
集
『
鯤
』
の
試
み

―
」『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
五
一
号　

二
〇
一
六
年
七

月
）

「
木
下
夕
爾
、『
田
舎
の
食
卓
』
に
お
け
る
〈
イ
メ
ー
ジ
〉」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
五
〇
号　

二

〇
一
七
年
三
月
）

「
木
下
夕
爾
『
生
れ
た
家
』
の
〈
現
実
〉」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
五
二
号　

二
〇
一
七
年
七
月
） 

 

研
究
業
績
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「
木
下
夕
爾
『
昔
の
歌
』

―
戦
後
の
出
発

―
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
五
二
号　

二
〇
一
八

年
三
月
）

「
木
下
夕
爾
『
晩
夏
』

―
俳
句
的
空
間

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
五
三
号　

二
〇
一
八
年
七
月
） 

「
木
下
夕
爾
『
笛
を
吹
く
ひ
と
』

―
不
在
の
リ
ア
リ
テ
ィ

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
五
四
号　

二
〇
一
九
年

七
月
） 

「
木
下
夕
爾
、「
生
き
ら
れ
る
」
と
い
う
生
き
方
」（『
人
文
社
会
科
学
論
叢
』
二
九
号　

二
〇
二
〇
年
三
月
） 

「
室
生
犀
星
、
老
年
の
生
の
言
葉

―
入
院
記
「
黄
と
灰
色
の
問
答
」「
蝶
紋
白
」

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
五

五
号　

二
〇
二
〇
年
七
月
）

「
地
を
這
う
透
谷

―
「
亡
友
反
古
帖
」
よ
り
見
え
る
も
の

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
五
六
号　

二
〇
二
一
年

七
月
）

【
エ
ッ
セ
イ
】

「
近
代
詩
漫
歩
」
第
一
回
～
一
二
回
（『
里
』
八
七
号
～
九
八
号　

二
〇
一
〇
年
六
月
～
二
〇
一
一
年
五
月
）

「
見
せ
る
こ
と
、
隠
す
こ
と
。」（『
鬣
』
五
三
号　

二
〇
一
四
年
一
一
月
）

「
一
九
七
二
年
の
さ
び
し
さ
」（『
鬣
』
五
四
号　

二
〇
一
五
年
二
月
）

「
狛
犬
の
道
」（『
路
上
』
一
三
一
号　

二
〇
一
五
年
三
月
）

「
し
あ
わ
せ
、
そ
れ
と
も
か
っ
こ
よ
さ
」（『
鬣
』
五
五
号　

二
〇
一
五
年
五
月
）

「
色
硝
子
の
ム
ー
ド
・
コ
ー
ラ
ス
」（『
鬣
』
五
六
号　

二
〇
一
五
年
八
月
）

「
リ
ボ
ン
・
ケ
ー
キ
／
蝶
々
結
び
」（『
鬣
』
五
七
号　

二
〇
一
五
年
一
一
月
）

「
モ
ダ
ン
の
街
角
」（『
鬣
』
五
八
号　

二
〇
一
六
年
二
月
）

「
食
の
泉
」
一
四
五
～
一
五
〇
回
（「
白
魚
の
目
」「
小
鳥
を
食
べ
る
」「
杏
を
思
う
」「
都
市
の
メ
ロ
ン
」「
ガ
ラ
ス

の
マ
カ
ロ
ニ
」「
蟹
の
味
」『
河
北
新
報
』
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
〇
日
～
二
五
日
）
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「
骨
ま
で
、
逢
わ
ず
に
愛
し
て
」（『
鬣
』
五
九
号　

二
〇
一
六
年
五
月
）

「
葦
原
の
女
」（『
鬣
』
六
〇
号　

二
〇
一
六
年
八
月
）

「
ず
れ
る
こ
と
か
ら
」（『
鬣
』
六
一
号　

二
〇
一
六
年
一
一
月
）

「『
婦
人
公
論
』
と
室
生
犀
星
」（『
日
本
古
書
通
信
』
一
〇
四
八
号　

二
〇
一
六
年
一
一
月
）

「
地
下
茎
」（『
鬣
』
六
二
号　

二
〇
一
七
年
二
月
）

「
お
す
も
う
さ
ん
の
鈴
」（『
鬣
』
六
三
号　

二
〇
一
七
年
五
月
）

「
暮
ら
す
人
の
本
質
性
」（『
鬣
』
六
三
号　

二
〇
一
七
年
五
月
）

「
岩
を
毀
つ
」（『
鬣
』
六
四
号　

二
〇
一
七
年
八
月
）

「
地
球
の
肉
体
」（『
鬣
』
六
五
号　

二
〇
一
七
年
一
一
月
）

「
唐
獅
子
牡
丹
」（『
鬣
』
六
六
号　

二
〇
一
八
年
二
月
）

「
ビ
ー
ト
で
こ
ん
に
ゃ
く
」（『
鬣
』
六
六
号　

二
〇
一
八
年
二
月
）

「
菫
か
ら
ゴ
リ
ラ
」（『
鬣
』
六
七
号　

二
〇
一
八
年
五
月
）

「〈
或
る
こ
と
〉
の
ざ
わ
め
き
」（『
鬣
』
六
八
号　

二
〇
一
八
年
八
月
）

「
恋
は
水
色
の
洋
館
（『
鬣
』
六
九
号　

二
〇
一
八
年
一
一
月
）

「
私
の
中
の
少
年
少
女
」（『
鬣
』
七
〇
号　

二
〇
一
九
年
二
月
）

「
山
の
遠
近
法
」（『
鬣
』
七
一
号　

二
〇
一
九
年
五
月
）

「
マ
ッ
チ
を
覗
く
」（『
鬣
』
七
二
号　

二
〇
一
九
年
八
月
）

「
固
有
名
詞
の
力
」（『
俳
壇
』
二
〇
一
九
年
八
月
）

「
始
ま
り
の
想
像
力
」（『
鬣
』
七
三
号　

二
〇
一
九
年
一
一
月
）

「
瞼
の
窓
」（『
鬣
』
七
四
号　

二
〇
二
〇
年
二
月
）

「
木
下
夕
爾
・
陰
影
の
詩
人
」（『
俳
壇
』
二
〇
二
〇
年
三
月
）
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「
花
は
生
き
て
い
る
」（『
鬣
』
七
五
号　

二
〇
二
〇
年
五
月
）

「
何
と
な
く
、
西
行
」（『
鬣
』
七
六
号　

二
〇
二
〇
年
八
月
）

「
家
々
や
」（『
鬣
』
七
七
号　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
）

「
た
ん
ど
う
谷
、
ゴ
ト
ゴ
ト
谷
」（『
北
の
歴
史
か
ら
』
三
号　

二
〇
二
〇
年
一
二
月
）

「
空
に
は
言
葉
が
あ
る
」（『
鬣
』
七
八
号　

二
〇
二
一
年
二
月
）

「『
夕
べ
の
雲
』
庄
野
潤
三

―
日
常
へ
の
意
志

―
」（『
ひ
と
お
も
い
』
三
号　

二
〇
二
一
年
七
月
）

「
飛
び
越
え
る
な
、
す
り
抜
け
よ
」（『
鬣
』
八
〇
号　

二
〇
二
一
年
八
月
）

「
昭
和
歌
謡
の
懐
」（「
カ
リ
ヨ
ン
の
調
べ
」『
河
北
新
報
』
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
三
日
）

「
言
葉
」（『
鬣
』
八
一
号　

二
〇
二
一
年
一
一
月
）

「
愛
の
壁
」（『
鬣
』
八
二
号　

二
〇
二
二
年
二
月
）

「
そ
こ
に
い
る
夕
爾
」（『
福
井
新
聞
』
二
〇
二
二
年
三
月
一
六
日
）

【
評
論
】

「
眼
が
狩
る
、
眼
を
狩
る

―
齋
藤
玄
論
」（『
里
』
一
〇
七
号　

二
〇
一
二
年
二
月
）

「
林
火
、「
俳
句
と
い
ふ
短
詩
」」（『
鬣
』
五
八
号　

二
〇
一
六
年
二
月
）

「
孤
独
に
根
を
下
ろ
す
た
め
に
」（『
鬣
』
六
六
号　

二
〇
一
八
年
二
月
）

「
俳
句
と
身
体
」（『
鬣
』
七
四
号　

二
〇
二
〇
年
二
月
）

「
詩
の
外
包
一　

長
い
赤
い
き
れ
を
踏
む
」（『
鬣
』
六
七
号　

二
〇
一
八
年
五
月
）

「
詩
の
外
包
二　

紅
の
女
た
ち
」（『
鬣
』
六
八
号　

二
〇
一
八
年
八
月
）

「
詩
の
外
包
三　

数
寄
屋
橋
の
夕
映
え
に
」（『
鬣
』
六
九
号　

二
〇
一
八
年
一
一
月
）

「
詩
の
外
包
四　

燃
え
上
が
る
リ
ズ
ム
」（『
鬣
』
七
〇
号　

二
〇
一
九
年
二
月
）

「
詩
の
外
包
五　

つ
ら
つ
ら
つ
ば
き
」（『
鬣
』
七
一
号　

二
〇
一
九
年
五
月
）
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「
詩
の
外
包
六　

風
景
に
音
が
見
え
る
」（『
鬣
』
七
二
号　

二
〇
一
九
年
八
月
）

「
詩
の
外
包
七　
「
死
ん
で
も
」
歌
謡
曲
」（『
鬣
』
七
三
号　

二
〇
一
九
年
一
一
月
）

「
詩
の
外
包
八　

犀
星
、
硝
子
戸
と
遊
ぶ
」（『
鬣
』
七
四
号　

二
〇
二
〇
年
二
月
）

「
詩
の
外
包
九　

残
像
の
津
村
信
夫
」（『
鬣
』
七
五
号　

二
〇
二
〇
年
五
月
）

「
詩
の
外
包
十　

木
下
夕
爾
と
広
島
の
〈
窓
〉」（『
鬣
』
七
六
号　

二
〇
二
〇
年
八
月
）

「
詩
の
外
包
十
一　
「
山
姥
と
山
姫
」（『
鬣
』
七
七
号　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
）

「
詩
の
外
包
十
二　
〈
仙
姫
〉
の
行
方
」（『
鬣
』
七
八
号　

二
〇
二
一
年
二
月
）

「
詩
の
外
包
十
三　

二
人
の
ミ
ュ
ー
ズ
」（『
鬣
』
七
九
号　

二
〇
二
一
年
五
月
）

「
詩
の
外
包
十
四　

里
山
の
春
を
離
れ
て
」（『
鬣
』
八
一
号　

二
〇
二
一
年
一
一
月
）

「
詩
の
外
包
十
五　

駅
前
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」（『
鬣
』
八
二
号　

二
〇
二
二
年
二
月
）

【
書
評
】

「
藪
禎
子
著
『
透
谷
・
藤
村
・
一
葉
』
を
読
む　
「
恐
れ
る
男
」
と
「
恐
れ
な
い
女
」
の
可
能
性
」（『
国
語
国
文
研

究
』
九
二
号　

一
九
九
二
年
一
二
月
）

「『
総
力
討
論
「
漱
石
の
こ
こ
ろ
」
小
森
陽
一　

中
村
三
春　

宮
川
健
郎
編
』「
文
学
研
究
」
の
深
み
へ
」（『
秋
田
魁

新
報
』
一
九
九
四
年
四
月
一
八
日
）

｢

尾
西
康
充
著
『
北
村
透
谷
研
究

―
〈
内
部
生
命
〉
と
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教

―
』｣

（『
日
本
文
学
』
二
〇
〇

六
年
一
二
月
）

「
宮
沢
春
花
『
熊
子
の
ラ
ッ
パ
』」
邑
書
林　

二
〇
一
二
年
刊
（『
里
』
一
〇
九
号　

二
〇
一
二
年
七
月
）

「
打
田
峨
し
ゃ
ん　

句
集
『
光
速
樹
』」（『
鬣
』
五
五
号　

二
〇
一
五
年
五
月
）

「
松
本
恭
子　

句
集
『
花
陰
』
／
エ
ッ
セ
イ
『
ち
ぎ
れ
そ
う
な
り
ん
ご
の
皮
の
夜
祭
り
』」（『
鬣
』
五
七
号　

二
〇
一

五
年
一
一
月
）
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「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
『
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
』」（『
鬣
』
五
八
号　

二
〇
一
六
年
二
月
）

「
藤
野
武　

句
集
『
火
蛾
』」（『
鬣
』
五
九
号　

二
〇
一
六
年
五
月
）

「
能
地
克
宣
『
犀
星
と
い
う
仮
構
』」（『
日
本
文
学
』
六
五
巻
七
号　

二
〇
一
六
年
七
月
）

「
花
開
く
ビ
ニ
ー
ル
傘
」（『
暮
尾
淳
詩
集
』
書
評
、『
鬣
』
六
一
号　

二
〇
一
六
年
一
一
月
）

「
高
橋
睦
郎　

句
集
『
十
年
』」（『
鬣
』
六
二
号　

二
〇
一
七
年
二
月
）

「
春
田
千
歳　

句
集
『
蝉
氷
』」（『
鬣
』
六
三
号　

二
〇
一
七
年
五
月
）

「「
鬣
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」
六
十
四
号
評
」（『
鬣
』
六
五
号　

二
〇
一
七
年
一
一
月
）

「
日
原
傳　

句
集
『
燕
京
』」（『
鬣
』
六
六
号　

二
〇
一
八
年
二
月
）

「
安
西
篤　

句
集
『
素
秋
』」（『
鬣
』
六
七
号　

二
〇
一
八
年
五
月
）

「
歌
集
『
夏
至
南
風
』
伊
良
部
喜
代
子
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
五
三
号　

二
〇
一
八
年
七
月
）

「
前
田
霧
人
『
新
歳
時
記
通
信
』
第
十
一
号
」（『
鬣
』
六
八
号　

二
〇
一
八
年
八
月
）

「
川
端
善
明
『
影
と
花　

説
話
の
径
を
』」（『
鬣
』
六
九
号　

二
〇
一
八
年
一
一
月
）

「
対
中
い
ず
み　

句
集
『
水
瓶
』」（『
鬣
』
七
〇
号　

二
〇
一
九
年
二
月
）

「
青
木
亮
人
『
近
代
俳
句
の
諸
相
』」（『
鬣
』
七
一
号　

二
〇
一
九
年
五
月
）

「
庄
野
潤
三
『
夕
べ
の
雲
』」（『
鬣
』
七
一
号　

二
〇
一
九
年
五
月
）

「
齋
藤
愼
爾
『
逸
脱
す
る
批
評
』」（『
鬣
』
七
二
号　

二
〇
一
九
年
八
月
）

「「
鬣
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」
七
二
号
評
」（『
鬣
』
七
三
号　

二
〇
一
九
年
一
一
月
）

「
西
池
冬
扇
『
高
浜
虚
子
・
未
来
へ
の
触
手
』」（『
鬣
』
七
四
号　

二
〇
二
〇
年
二
月
）

「
鴇
田
智
哉　

句
集
『
エ
レ
メ
ン
ツ
』」（『
鬣
』
七
八
号　

二
〇
二
一
年
二
月
）

【
俳
句
】

「
青
葉
風
」（『
河
北
新
報
』
二
〇
一
四
年
五
月
一
八
日
）
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「
太
陽
の
扉
」（『
里
』
一
三
九
号　

二
〇
一
四
年
一
〇
月
）

「
心
な
き
窗
」（
ウ
ェ
ブ
俳
句
マ
ガ
ジ
ン
『
週
刊
俳
句
』
三
七
四
号　

二
〇
一
四
年
一
一
月
九
日
）

「
九
里
だ
フ
ロ
リ
ダ
」（『
里
』
一
四
七
号　

二
〇
一
五
年
六
月
）

「
背
景
」（『
里
』
一
六
五
号　

二
〇
一
六
年
一
二
月
）

「
去
年
今
年
」（『
俳
壇
』　

二
〇
一
七
年
三
月
）

「
緑
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
」（『
鬣
』
六
四
号　

二
〇
一
七
年
八
月
）

「
星
影
さ
や
か
に
」（『
鬣
』
六
五
号　

二
〇
一
七
年
一
一
月
）

「
十
月
の
台
風
」（『
鬣
』
六
六
号　

二
〇
一
八
年
二
月
）

「
越
え
て
ゆ
く
」（『
鬣
』
六
七
号　

二
〇
一
八
年
五
月
）

「
三
月
の
魚
座
」（『
鬣
』
六
八
号　

二
〇
一
八
年
八
月
）

「
ゆ
く
夏
」（『
鬣
』
六
九
号　

二
〇
一
八
一
一
月
）

「
花
も
紅
葉
も
」（『
鬣
』
七
〇
号　

二
〇
一
九
年
二
月
）

「
一
陽
来
復
」（『
鬣
』
七
一
号　

二
〇
一
九
年
五
月
）

「
光
る
水
」（『
鬣
』
七
二
号　

二
〇
一
九
年
八
月
）

「
風
鎮
」（『
鬣
』
七
三
号　

二
〇
一
九
年
一
一
月
）

「
遥
か
な
空
」（『
鬣
』
七
四
号　

二
〇
二
〇
年
二
月
）

「
地
上
の
燈
」（『
鬣
』
七
五
号　

二
〇
二
〇
年
五
月
）

「
春
」（『
鬣
』
七
六
号　

二
〇
二
〇
年
八
月
）

「
新
涼
」（『
鬣
』
七
七
号　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
）

「
美
文
韻
文
」（『
鬣
』
七
八
号　

二
〇
二
一
年
二
月
）

「
水
の
や
う
に
光
の
や
う
に
」（『
鬣
』
七
九
号　

二
〇
二
一
年
五
月
）
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「
街
路
」（『
鬣
』
八
〇
号　

二
〇
二
一
年
八
月
）

「
点
描
」（『
鬣
』
八
一
号　

二
〇
二
一
年
一
一
月
）

「
暖
色
」（『
鬣
』
八
二
号　

二
〇
二
二
年
二
月
）

【
そ
の
他
】

『
ひ
つ
じ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー　

小
説
編
Ⅰ
』（
ひ
つ
じ
書
房　

一
九
九
五
年
四
月
）
の
「
懶
惰
の
歌
留
多
」
注
釈
及
び
解

説
（「
形
式
と
声
」）

「
新
体
詩
人
武
島
羽
衣
」（『
社
会
文
学
通
信
』
四
九
号
「
自
由
フ
ォ
ー
ラ
ム
」　

一
九
九
八
年
四
月
）

『
國
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究　

特
集　

よ
み
が
え
る
石
川
啄
木　

こ
と
ば
・
う
た
・
思
想
』（
一
九
九
八
年
一
一

月
）
の
「
啄
木
の
歌
新
鑑
賞
五
〇
首
」
の
う
ち
一
〇
首
担
当

『
現
代
詩
大
事
典
』（
三
省
堂　

二
〇
〇
八
年
一
月
）
の
項
目
執
筆
（
蒲
原
有
明
、
薄
田
泣
菫
、
土
井
晩
翠
、
武
島
羽

衣
） 

一
句
鑑
賞
「
飯
田
蛇
笏
一
〇
〇
句
」（『
鬣
』
五
六
号　

二
〇
一
五
年
八
月
）

「
文
学
展
示
会
時
評
「
北
杜
夫

―
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
の
生
涯

―
」
仙
台
文
学
館
」（『
鬣
』
五
六
号　

二
〇
一

五
年
八
月
）

「
愛
蔵
五
句
」（『
鬣
』
五
七
号　

二
〇
一
五
年
一
一
月
）

紹
介
「
犬
飼
公
之
著
『
ア
ラ
ラ
ギ
と
万
葉

―
正
岡
子
規
と
扇
畑
忠
雄
論

―
』」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
五
一
号

二
〇
一
六
年
七
月
）

一
句
鑑
賞
「
須
田
優
子
句
集
『
白
炎
』」（『
鬣
』
六
二
号　

二
〇
一
七
年
二
月
）

「
文
学
展
示
会
時
評
「
医
と
文
学
～
杉
田
玄
白
か
ら
か
こ
さ
と
し
、
山
崎
光
夫
ま
で
～
」
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
」

（『
鬣
』
六
五
号　

二
〇
一
七
年
一
一
月
）

一
句
鑑
賞
「
中
里
夏
彦
『
無
帽
の
帰
還
』」（『
鬣
』
七
〇
号　

二
〇
一
九
年
二
月
）

日
本
文
学
ノ
ー
ト
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紹
介
「
森
晴
雄
著
『
再
生
の
文
学
・
室
生
犀
星　

晩
年
と
初
期
の
作
品
群
』
／
黒
崎
真
美
著
『
室
生
犀
星
論　

童
子

と
笛
の
音
と
富
山
と
』」（『
日
本
近
代
文
学
』
一
〇
〇
集　

二
〇
一
九
年
五
月
）

「
愛
蔵
五
句
」（『
鬣
』
七
一
号　

二
〇
一
九
年
五
月
）

一
句
鑑
賞
「
白
泉
一
〇
〇
句
」（『
鬣
』
七
二
号　

二
〇
一
九
年
八
月
）

一
句
鑑
賞
「
永
田
耕
衣
一
〇
〇
句
」（『
鬣
』
七
六
号　

二
〇
二
〇
年
八
月
）

一
句
鑑
賞
「
坪
内
稔
典
一
〇
〇
句
」（『
鬣
』
八
〇
号　

二
〇
二
一
年
八
月
）

一
句
鑑
賞
「
2 1
世
紀
俳
句
選
集
」（『
鬣
』
八
一
号　

二
〇
二
一
年
一
一
月
） 

感
想　
「
第
二
三
回
小
野
十
三
郎
賞
特
別
奨
励
賞　

受
賞
の
言
葉
」（『
樹
林
』
六
七
八
号　

二
〇
二
一
年
一
二
月
）

【
口
頭
発
表
】

学
会
発
表　
「「
我
牢
獄
」
論
」（
日
本
近
代
文
学
会
東
北
北
海
道
支
部
合
同
研
究
集
会　

一
九
八
五
年
七
月
二
七
日
）

学
会
発
表　
「
北
村
透
谷
の
初
期
書
簡
」（
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
大
会　

一
九
八
七
年
六
月
七
日
）

学
会
発
表　
「『
楚
囚
之
詩
』
論
」（
社
会
文
学
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
第
一
四
回
例
会　

一
九
八
七
年
一
〇
月
三
一
日
）

報
告　
「
北
村
透
谷
『
若
菜
集
』
に
お
け
る
「
癒
し
」
に
つ
い
て
」（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所　

一
九
九
二
年
度
第

五
回
例
会　

一
九
九
二
年
一
一
月
二
六
日
）

学
会
発
表　
「『

美
文

韻
文

花
紅
葉
』
の
意
義

―
武
島
羽
衣
の
詩
論
と
作
品

―
」（
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
大

会　

一
九
九
三
年
一
一
月
二
一
日
）

報
告　
「『
抒
情
詩
』
に
現
わ
れ
た
恋
愛

―
田
山
花
袋
の
場
合

―
」（
様
式
史
研
究
会　

一
九
九
四
年
七
月
九
日

　

於
宮
城
学
院
女
子
大
学
第
二
会
議
室
）

報
告　
「
北
村
透
谷
の
詩
に
お
け
る
和
歌
的
措
辞
」（
北
村
透
谷
研
究
会　

一
九
九
四
年
一
〇
月
一
日
）

報
告　
「
暮
鳥
の
〈
青
空
〉

―
風
景
の
中
の
詩
人

―
」（
人
文
社
会
科
学
研
究
所　

二
〇
一
三
年
度
第
二
回
研
究

会　

二
〇
一
三
年
七
月
二
五
日　

於
Ａ
五
四
九
）

研
究
業
績
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生
涯
学
習
講
座　
「
歌
人
・
与
謝
野
晶
子

―
『
み
だ
れ
髪
』
を
中
心
に

―
」（
二
〇
一
四
年
六
月
二
一
日
）

学
会
発
表　
「『
若
菜
集
』、
恋
愛
詩
に
お
け
る
果
実
」（
島
崎
藤
村
学
会
第
四
二
回
全
国
大
会　

二
〇
一
五
年
九
月
二

六
日　

於
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

報
告　
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
自
立
す
る
ま
で

―
「
故
郷
」
か
ら
の
距
離

―
」（
人
文
社
会
科
学
研
究
所　

二
〇
一

七
年
度
第
一
回
研
究
会　

二
〇
一
七
年
五
月
一
五
日　

於
Ａ
五
四
九
）

報
告　
「
室
生
犀
星
、「
終
り
の
あ
と
さ
き
」
の
往
還
」（
人
文
社
会
科
学
研
究
所　

二
〇
一
九
年
度
第
一
回
研
究
会

二
〇
一
九
年
五
月
二
四
日　

於
Ａ
五
四
九
）

基
調
講
演
及
び
討
論　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
詩
人
と
俳
句

―
俳
句
と
詩
の
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
」
基
調
講
演
「
ト
レ

イ
ニ
ン
グ
と
扉

―
克
衛
・
犀
星
・
夕
爾
」（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日　

愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所

事
業
二
〇
二
〇　

国
際
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
）

最
終
講
義　
「
状
況
と
詩

―
木
下
夕
爾
と
秋
谷
豊

―
」（
二
〇
二
二
年
一
月
二
六
日　

於
Ｃ
三
〇
八
）

日
本
文
学
ノ
ー
ト
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和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─

大　
　

場　
　

美　
　

波

　
　
　
　

は
じ
め
に

　
「
霞
」
と
い
う
語
を
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
調
べ
る
と
、「
空
気
中
に
広
が
っ
た
微
細
な
水
滴
や
ち
り
が
原
因
で
、
空
や
遠
景
が
ぼ
ん
や

り
す
る
現
象
。
ま
た
、
霧
や
煙
が
あ
る
高
さ
に
た
だ
よ
っ
て
、
薄
い
帯
の
よ
う
に
見
え
る
現
象
。
比
喩
的
に
、
心
の
悩
み
、
わ
だ
か
ま
り
な

ど
を
い
う
こ
と
も
あ
る
。」
と
い
う
説
明
が
あ
る
（
注
一
）。
ま
た
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
で
は
、
歌
こ
と
ば
と
し
て
の
「
霞
」
の
変
遷

に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
霞
は
多
く
春
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
、『
古
今
集
』
以
降
の
霞
は
、
春
の
到
来
や
春
ら
し
い

風
景
を
象
徴
す
る
こ
と
、
遠
く
に
あ
る
見
た
い
も
の
を
隔
て
た
り
隠
し
た
り
す
る
と
い
う
性
質
を
持
ち
そ
れ
が
恋
歌
に
も
転
じ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
二
）。
和
歌
の
世
界
に
お
い
て
「
霞
」
は
、
や
が
て
春
の
景
物
と
し
て
の
座
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

景
状
と
人
々
の
美
意
識
や
心
情
な
ど
が
関
わ
り
合
い
、
様
々
な
歌
境
を
生
み
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
霞
」
が
生
み
出
す
イ

メ
ー
ジ
は
、
時
代
を
経
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
変
遷
し
、
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、

『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
霞
」
を
詠
ん
だ
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
や
変
遷
を
探
っ
て
み
た
い
と
考
え
る
。
第
一
章
で
は
『
万
葉

集
』、
第
二
章
で
は
『
古
今
和
歌
集
』、
第
三
章
で
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
「
霞
」
に
つ
い
て
考
え
る
。
特
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
集
に
お
け

る
固
有
の
特
徴
や
共
通
す
る
特
徴
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
い
、「
霞
」
に
新
た
な
価
値
を
見

出
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
集
全
体
の
傾
向
と
、
収
録
さ
れ
た
「
霞
」
を
詠
ん
だ
歌
の
特
徴
に
関
係
性

を
見
出
せ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
古
来
か
ら
和
歌
の
世
界
で
親
し
ま
れ
て
き
た
「
霞
」
と
い
う
景
物
に
新

た
な
光
を
当
て
る
と
と
も
に
、「
霞
」
を
通
し
て
映
さ
れ
る
人
々
の
心
に
つ
い
て
も
考
え
を
巡
ら
せ
て
み
た
い
。

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─
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第
一
章　
『
万
葉
集
』
の
「
霞
」

　

ま
ず
、
第
一
章
で
は
、『
万
葉
集
』
の
「
霞
」
に
つ
い
て
考
え
る
。『
万
葉
集
』
の
長
歌
・
短
歌
に
は
「
春
霞
」「
朝
霞
」
と
い
っ
た
熟
語

や
、
枕
詞
「
霞
立
つ
」
を
含
め
て
七
十
七
例
の
「
霞
」
が
あ
る
。
万
葉
の
霞
は
、「
霞
立
つ
（
ち
）」（
十
六
例
）、「
霞
た
な
び
く
（
き
）」

（
二
十
五
例
）
と
い
っ
た
類
句
を
な
し
、「
霞
立
つ
春
」
や
「
霞
た
な
び
く
…
…
春
来
た
る
ら
し
」
の
よ
う
な
決
ま
り
文
句
の
中
に
現
れ
る
こ

と
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、「
雑
歌
」
と
「
相
聞
」
そ
れ
ぞ
れ
の
部
立
に
お
い
て
詠
ま
れ
る
「
霞
」
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
雑
歌

に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
る
。

①　

霞
立
つ
長
き
春
日
を
か
ざ
せ
れ
ど
い
や
な
つ
か
し
き
梅
の
花
か
も　
　
　
　

 

（
八
四
六
・
小
野
氏
淡
理
）

②　

霞
立
つ
野
の
上
の
方
に
行
き
し
か
ば
う
ぐ
ひ
す
鳴
き
つ
春
に
な
る
ら
し 

（
一
四
四
三
・
丹
比
真
人
乙
麻
呂
）

③　

ひ
さ
か
た
の
天
の
香
具
山
こ
の
夕
霞
た
な
び
く
春
立
つ
ら
し
も　
　
　

 

（
一
八
一
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

④　

見
渡
せ
ば
春
日
の
野
辺
に
霞
立
ち
咲
き
に
ほ
へ
る
は
桜
花
か
も　
　
　

 

（
一
八
七
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

　

①
で
は
「
霞
立
つ
」
が
「
長
き
春
日
」
を
導
い
て
い
る
。
②
か
ら
は
「
霞
が
立
ち
鶯
が
鳴
く
か
ら
春
が
来
た
」
と
い
う
当
時
の
季
節
感
を

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
③
は
②
と
同
様
の
趣
向
で
、霞
が
た
な
び
く
様
子
が
春
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
④
は
「
霞
」

と
「
桜
」
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
雑
歌
で
は
、「
霞
」
が
春
の
風
景
や
春
の
到
来
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ

た
り
、「
霞
」
と
「
桜
」
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
相
聞
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
歌
を

取
り
上
げ
る
。

⑤　

春
日
山
霞
た
な
び
き
心
ぐ
く
照
れ
る
月
夜
に
ひ
と
り
か
も
寝
む　
　
　
　
　
　

 

（
七
三
五
・
坂
上
大
嬢
）

⑥　

心
ぐ
く
思
ほ
ゆ
る
か
も
春
霞
た
な
び
く
時
に
言
の
通
へ
ば　
　
　
　
　
　
　

 

　
（
七
八
九
・
大
伴
家
持
）

⑦　

霞
立
つ
春
の
永
日
を
恋
ひ
暮
ら
し
夜
も
更
け
行
く
に
妹
も
逢
は
ぬ
か
も　

 

（
一
八
九
四
・
柿
本
人
麻
呂
）

⑧　

春
の
野
に
霞
た
な
び
き
咲
く
花
の
か
く
な
る
ま
で
に
逢
は
ぬ
君
か
も 

　
（
一
九
〇
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

⑨　

遠
山
に
霞
た
な
び
き
い
や
遠
に
妹
が
目
見
ね
ば
我
恋
ひ
に
け
り　
　
　

 

　
（
二
四
二
六
・
柿
本
人
麻
呂
）
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⑤
で
は
霞
が
た
な
び
き
月
の
光
が
ぼ
ん
や
り
と
差
す
と
い
う
夜
景
が
、
詠
者
の
す
っ
き
り
と
し
な
い
心
情
に
奥
行
き
を
与
え
て
い
る
。
⑤

に
お
け
る
「
霞
」
に
は
、
晴
れ
な
い
心
や
不
安
な
気
持
ち
、
心
の
中
で
思
い
悩
む
よ
う
な
気
持
ち
を
映
し
出
す
と
い
う
効
果
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
⑥
は
、
藤
原
朝
臣
久
須
磨
呂
か
ら
の
自
分
の
娘
へ
の
求
婚
に
、
娘
の
父
で
あ
る
大
伴
宿
禰
家
持
が
答
え
て
贈
っ
た
一
首
で
あ
り
、

こ
こ
で
の
「
霞
」
は
、
久
須
磨
呂
か
ら
の
求
婚
に
悩
ん
で
す
っ
き
り
と
し
な
い
父
の
心
情
を
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。
⑤
、
⑥
は
、「
心
ぐ
く
」

と
い
う
言
葉
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、「
心
が
晴
れ
ず
す
っ
き
り
と
し
な
い
状
況
」
と
「
霞
」
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
共
通

し
て
い
る
。
⑦
に
お
い
て
、
霞
が
立
ち
込
め
る
と
い
う
状
況
は
、
逢
い
た
い
人
に
逢
え
ず
じ
れ
っ
た
く
思
う
気
持
ち
や
、
そ
の
よ
う
な
状
況

下
で
恋
し
い
人
を
待
ち
焦
が
れ
る
気
持
ち
を
増
幅
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑧
で
は
、
④
と
同
様
に
「
霞
」
と
「
花
」
の
組
み

合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。
⑨
で
は
、
霞
が
た
な
び
き
よ
り
遠
く
に
感
じ
る
山
と
、
長
い
間
逢
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
遠
く
に
感
じ
る
恋
い

慕
う
人
と
が
重
な
る
。
こ
こ
で
は
「
何
か
を
隔
て
る
」
と
い
う
「
霞
」
の
特
性
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
、
距
離
的
に
、
ま
た
時
間
的
に
隔
て

ら
れ
た
人
の
こ
と
を
恋
し
く
思
う
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
何
か
を
遮
っ
た
り
、
朦
朧
と
し
た
不
鮮
明
な
情
景
を
生
み
出
す
「
霞
」
の

特
性
が
、
恋
を
す
る
人
の
心
境
を
表
す
の
に
も
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
ほ
か
、「
霞
」
を
用
い
て
春
の
憂
い
を
詠
っ
た
歌
も
あ
る
。　

⑩　

あ
し
ひ
き
の
八
つ
峰
の
雉
鳴
き
と
よ
む
朝
明
の
霞
見
れ
ば
悲
し
も　
　
　

 

　
（
四
一
四
九
・
大
伴
家
持
）

⑪　

春
の
野
に
霞
た
な
び
き
う
ら
悲
し
こ
の
夕
影
に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も　
　
　

 

　
（
四
二
九
〇
・
大
伴
家
持
）

　

⑩
は
夜
明
け
の
雉
の
鳴
き
声
や
霞
が
、
暁
に
相
手
と
別
れ
る
辛
さ
に
同
情
を
誘
う
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
⑪
は
春
を
象
徴
す
る
よ

う
な
場
面
で
あ
る
が
、
詠
者
は
い
つ
か
は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
春
や
時
の
儚
さ
を
感
じ
感
傷
的
な
気
分
に
浸
っ
て
い
る
。
⑩
、
⑪
で
は
「
霞
」

が
愁
い
や
切
な
さ
を
増
幅
さ
せ
る
景
物
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
「
霞
」
の
持
つ
多
様
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、「
霞
」
と
組
み
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
動
詞
は
「
立
つ
」
や
「
た
な
び
く
」
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
違
い
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た

い
。「
霞
立
つ
」
と
い
う
表
現
は
、「
霞
た
な
び
く
」
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
①
、
②
、
⑦
な
ど
の
よ
う
に
「
霞
」
の
出
現
や
存
在
、
そ
の

時
空
間
を
切
り
取
る
こ
と
に
重
み
が
置
か
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
、「
霞
た
な
び
く
」
と
い
う
表
現
は
、
⑤
、
⑥
、
⑨
の

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─
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よ
う
に
「
霞
」
が
空
中
に
ぼ
ん
や
り
と
漂
う
と
い
う
実
景
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
々
の
す
っ
き
り
と
し
な
い
心
情
と
重
ね

合
わ
せ
ら
れ
、
相
聞
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、「
霞
」
が
「
立
つ
」
か
「
た
な
び
く
」
か
に
よ
っ
て
そ
の
意
味

合
い
は
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
鈴
木
宏
子
氏
は
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
霞
」
は
、「
他
の
景
物
と
の
組
み
合
わ
せ
よ
り
も
、
朝
・
夕
・
夜
の
時
刻
や
、
野

や
山
な
ど
の
場
所
と
の
結
び
つ
き
の
中
に
見
出
さ
れ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
三
）。
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
和
歌
で
検
討
す
る
と
、
③
、

⑤
、
⑨
は
「
山
」
と
、
④
、
⑧
、
⑪
は
「
野
」
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
⑩
は
「
朝
」
と
、
③
、
⑪
は
「
夕
」
と
、
⑤
、
⑦
は
「
夜
」

と
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
た
鈴
木
氏
に
よ
る
と
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、「
霞
」
と
春
の
景
物
で
あ
る
桜
な
ど
の
「
花
」
と
の
結
び
つ
き
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
④
、
⑧
の
よ
う
に
「
霞
」
と
「
花
」
と
い
う
春
の
景
物
を
組
み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
た
も
の
は
全

く
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　

以
上
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
歌
を
見
て
き
た
が
、
主
に
四
つ
の
特
徴
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
目
は
、
②
、
③
な
ど
の
よ
う
に
、「
霞
」
は
春
の
風
景
や
春
の
到
来
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う

こ
と
だ
。「
霞
が
た
な
び
い
て
い
る
か
ら
春
が
来
た
」
と
い
う
発
想
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
同
時
に
、
霞
が
導
く
春
の
到
来
は
、

⑪
の
よ
う
に
喜
ば
し
い
だ
け
で
な
く
愁
い
や
切
な
さ
を
も
た
ら
す
と
い
う
捉
え
方
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
つ
目
は
、
⑨
の
よ
う
に
「
霞
」
が
表
す
「
何
か
を
遮
る
も
の
」
と
し
て
の
特
性
が
相
手
と
の
距
離
や
時
間
の
隔
た
り
を
表
し
た
り
、
⑤
、

⑥
、
⑦
の
よ
う
に
朦
朧
と
し
た
不
鮮
明
な
情
景
が
人
々
の
「
す
っ
き
り
し
な
い
心
情
」
や
「
不
安
な
心
境
」
を
表
現
し
た
り
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
相
聞
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、「
霞
に
煙
る
春
景
の
お
ぼ
つ
か
な
さ
」
と
、「
恋
を
し
て
い
る
人
の
晴

れ
や
ら
ぬ
思
い
」
が
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
相
聞
の
中
で
も
⑤
、
⑦
、
⑧
、
⑨
な
ど
は
、

恋
人
と
逢
う
こ
と
が
で
き
な
い
時
の
心
情
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
面
で
「
霞
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
と
い
う
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

　

三
つ
目
は
、
④
、
⑧
の
よ
う
に
他
の
春
の
景
物
と
組
み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
る
場
合
が
、
少
な
い
な
が
ら
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
④
、

⑧
で
は
、「
霞
」
と
「
花
」
の
二
つ
が
春
の
野
と
い
う
空
間
に
取
り
込
ま
れ
て
お
り
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
「
霞
」
と
「
花
」
が
詠
ま
れ
る
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場
合
、
こ
の
二
つ
の
景
物
は
時
と
場
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

四
つ
目
は
、「
霞
」
が
「
立
つ
」
場
合
と
「
た
な
び
く
」
場
合
、
表
現
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
に
違
い
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
霞

立
つ
」
と
い
う
表
現
は
、
①
、
②
、
⑦
な
ど
の
よ
う
に
「
霞
」
の
出
現
や
存
在
、
そ
の
時
空
間
を
切
り
取
る
こ
と
に
重
み
が
置
か
れ
て
い
る

傾
向
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
霞
た
な
び
く
」
と
い
う
表
現
の
場
合
、
⑤
、
⑥
、
⑨
の
よ
う
に
「
霞
」
が
空
中
に
ぼ
ん
や
り
と
漂
う

と
い
う
実
景
と
、
人
々
の
す
っ
き
り
と
し
な
い
心
情
が
結
び
つ
く
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
霞
」
は
、「
春
」
と
い
う
季
節
と
結
び
つ
く
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
花
」
と
の
組
み
合
わ

せ
が
見
ら
れ
た
り
、
そ
の
特
性
か
ら
、
恋
を
し
て
い
る
人
や
恋
人
と
逢
う
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
晴
れ
や
ら
ぬ
思
い
を
表
し
た
り
、
様
々
な

機
能
や
効
果
を
見
出
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
第
二
章
で
は
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
「
霞
」
が
ど
の
よ
う
に
詠
ま

れ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　

第
二
章　
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
霞
」

　
第
一
節
　『
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
に
お
け
る
「
霞
」

　

第
二
章
で
は
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
「
霞
」
が
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
。
鈴
木
宏
子
氏
は
、『
古
今
和

歌
集
』
に
お
い
て
は
三
十
例
の
「
霞
」
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
十
四
例
が
「
花
」
と
と
も
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
四
）。

第
一
節
で
は
ま
ず
、『
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
に
お
け
る
「
霞
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、『
古
今
和
歌
集
』「
春

歌
上
・
下
」
に
お
け
る
「
霞
」
が
詠
ま
れ
た
十
四
の
歌
で
あ
る
。

①　

春
霞
た
て
る
や
い
づ
こ
み
よ
し
の
の
吉
野
の
山
に
雪
は
ふ
り
つ
つ　
　
　
　
　

 

（
三
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

②　

霞
た
ち
木
の
芽
も
は
る
の
雪
降
れ
ば
花
な
き
里
も
花
ぞ
散
り
け
る　
　
　
　
　
　

 

　
　
（
九
・
紀
貫
之
）

③　

春
の
き
る
霞
の
衣
ぬ
き
を
薄
み
山
風
に
こ
そ
乱
る
べ
ら
な
れ　
　
　
　
　

 

　
（
二
三
・
在
原
行
平
朝
臣
）

④　

春
霞
立
つ
を
見
す
て
て
行
く
雁
は
花
な
き
里
に
住
み
や
な
ら
へ
る　
　
　
　
　
　

 

　
　
（
三
一
・
伊
勢
）

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─
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⑤　

山
桜
わ
が
見
に
く
れ
ば
春
霞
峰
に
も
尾
に
も
立
ち
か
く
し
つ
つ　
　
　
　
　

 

（
五
一
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

⑥　

誰
し
か
も
と
め
て
折
り
つ
る
春
霞
立
ち
か
く
す
ら
む
山
の
さ
く
ら
を　
　
　
　
　
　

 

（
五
八
・
紀
貫
之
）

⑦　

春
霞
た
な
び
く
山
の
桜
花
移
ろ
は
む
と
や
色
か
は
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　

 

　
（
六
九
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

⑧　

春
霞
な
に
隠
す
ら
む
さ
く
ら
花
散
る
ま
を
だ
に
も
見
る
べ
き
も
の
を　
　
　
　

 

　
　
（
七
九
・
紀
貫
之
）

⑨　

花
の
色
は
霞
に
こ
め
て
見
せ
ず
と
も
香
を
だ
に
ぬ
す
め
春
の
山
か
ぜ　
　
　
　

 

　
（
九
一
・
良
岑
宗
貞
）

⑩　

三
輪
山
を
し
か
も
隠
す
か
春
霞
人
に
知
ら
れ
ぬ
花
や
咲
く
ら
む　
　
　
　
　
　
　

 

　
（
九
四
・
紀
貫
之
）

⑪　

春
霞
色
の
ち
く
さ
に
見
え
つ
る
は
た
な
び
く
山
の
花
の
影
か
も　
　
　
　
　

 

　
（
一
〇
二
・
藤
原
興
風
）

⑫　

霞
立
つ
春
の
山
辺
は
遠
け
れ
ど
吹
き
く
る
風
は
花
の
香
ぞ
す
る　
　
　
　
　

 

　
（
一
〇
三
・
在
原
元
方
）

⑬　

花
の
散
る
こ
と
や
わ
び
し
き
春
霞
た
つ
た
の
山
の
う
ぐ
ひ
す
の
声　
　
　
　

 

　
（
一
〇
八
・
藤
原
後
蔭
）

⑭　

惜
し
め
ど
も
と
ど
ま
ら
な
く
に
春
霞
帰
る
道
に
し
立
ち
ぬ
と
思
へ
ば　
　
　

 

　
（
一
三
〇
・
在
原
元
方
）

　

こ
れ
ら
十
四
の
歌
の
う
ち
、「
花
」
と
「
霞
」
が
結
び
つ
い
て
詠
ま
れ
る
歌
は
十
一
首
あ
る
。
②
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧
、
⑨
、
⑩
、

⑪
、
⑫
、
⑬
で
あ
る
。
鈴
木
宏
子
氏
は
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、「『
古
今
集
』
四
季
歌
の
霞
は
、〈
花
と
霞
の
組
み
合
わ
せ
〉
を
表
現
の
中
心

に
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
（
注
五
）。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
歌
を
具
体
的
に
解
釈
し
な
が
ら
、

「
花
」
と
「
霞
」
の
組
み
合
わ
せ
に
お
い
て
「
霞
」
が
果
た
す
役
割
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
。
特
に
、「
霞
」
が
「
花
」
を
「
隠
す
」
も

の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
点
、「
霞
」
と
「
色
」
が
結
び
つ
い
て
い
る
点
、「
花
」、「
霞
」、「
風
」
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
点
な
ど
に
つ

い
て
指
摘
し
た
い
。

　

②
は
、
春
の
季
語
と
し
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
、「
雪
」
が
春
を
象
徴
す
る
「
花
」
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　

④
は
、「
春
霞
」
が
伊
勢
、
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
や
っ
て
き
て
春
た
け
な
わ
の
中
を
帰
っ
て
い
く
「
雁
」
が
伊
勢
が
思
い
を
寄
せ
る
男

性
、
と
い
う
解
釈
が
で
き
る
。「
春
霞
」
が
女
性
や
自
分
自
身
に
喩
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

⑤
で
は
、
詠
者
は
霞
が
桜
を
隠
す
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
鈴
木
宏
子
氏
は
⑤
の
歌
に
つ
い
て
、「「
見
た
い
と
思
う
桜
を
、
霞
が
峰
に
も
尾

に
も
立
っ
て
隠
し
て
い
る
」
と
い
う
歌
で
あ
り
、
霞
と
桜
の
間
に
は
「
隠
す
・
隠
さ
れ
る
」
と
い
う
関
係
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。」
と
述
べ
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て
い
る
（
注
六
）。
そ
し
て
、『
古
今
和
歌
集
』
の
〈
花
と
霞
の
組
み
合
わ
せ
〉
の
歌
は
、
そ
の
「
隠
す
・
隠
さ
れ
る
」
と
い
う
関
係
に
基
づ

く
も
の
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
対
象
を
「
隠
す
」
と
い
う
「
霞
」
の
特
性
は
、『
万
葉
集
』
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

で
あ
り
、『
古
今
和
歌
集
』
独
自
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

⑥
は
、
⑤
と
同
様
に
山
の
桜
を
「
隠
す
」
も
の
と
し
て
「
霞
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
花
を
隠
す
「
霞
」
も
花
と
同
様
に
美

し
い
景
物
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
霞
」
は
、
桜
を
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
桜
の
美
し
さ
や
神
秘
性
を
際
立
た
せ
、
人
々
が
思
い

を
寄
せ
る
桜
を
「
見
た
い
」
と
思
う
気
持
ち
を
掻
き
立
て
る
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
詠
者
の
眼
前
に

あ
る
の
は
一
枝
の
「
折
れ
る
桜
」
で
あ
る
。
こ
の
一
枝
か
ら
、
桜
を
隠
し
て
い
た
は
ず
の
「
霞
」
が
想
起
さ
れ
、
花
を
求
め
て
中
に
入
っ
た

人
の
こ
と
が
思
わ
れ
る
。

　

⑦
に
お
け
る
「
春
霞
」
は
、
中
国
的
な
茜
色
を
帯
び
た
霞
を
い
う
と
さ
れ
る
。
花
の
色
の
移
ろ
い
に
寄
せ
る
詠
者
の
心
が
窺
え
る
。

　

⑧
は
、
⑥
や
⑩
と
同
様
に
、「
霞
」
が
花
を
隠
す
と
い
う
情
感
を
背
景
に
、
桜
を
惜
し
む
心
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
「
霞
」
は
「
散
る

桜
」
ま
で
も
隠
し
て
い
る
。

　

⑨
は
、「
霞
」、「
花
」
に
加
え
「
風
」
が
詠
ま
れ
る
こ
と
や
、「
霞
が
花
の
色
を
閉
じ
込
め
る
」
と
い
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。

花
の
姿
は
見
え
な
い
が
「
風
」
が
伝
え
る
香
に
よ
っ
て
花
の
存
在
を
知
る
と
い
う
点
で
、
⑫
と
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
霞
」

に
隠
さ
れ
「
花
」
の
存
在
が
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の
匂
い
を
運
ぶ
「
風
」
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
こ
の
点
に
、「
霞
」、「
花
」、

「
風
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
巧
妙
さ
が
窺
え
る
。

　

⑩
は
、「
霞
」
か
ら
「
花
」
が
連
想
さ
れ
、「
隠
す
」、「
隠
さ
れ
る
」
と
い
う
「
霞
」
と
「
花
」
の
関
係
性
が
強
く
意
識
さ
れ
た
歌
で
あ
る

と
言
え
る
。

　

⑪
は
、
山
の
花
に
映
じ
て
霞
が
様
々
な
色
に
見
え
る
様
子
を
詠
っ
て
い
る
。
詠
者
は
花
の
色
や
影
が
霞
に
映
じ
る
様
子
を
見
て
霞
に
隠
さ

れ
た
花
の
存
在
に
思
い
を
馳
せ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
「
霞
」
が
「
花
」
を
「
隠
す
」
こ
と
で
生
ま
れ
る
心
の
動
き
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

⑫
は
、「
霞
」、「
花
」、「
風
」
と
い
う
三
つ
の
組
み
合
わ
せ
が
⑨
と
共
通
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
①
で
は
霞
が
立
つ
こ
と
が
春
の
到
来
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
③
は
春
を
生
命
の
あ
る
も
の
と
し
て
見
て

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─
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お
り
、
風
に
乱
れ
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な
「
霞
」
の
儚
さ
が
、
春
と
い
う
季
節
の
心
も
と
な
さ
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
⑭
は
霞
が
「
立
つ
」

こ
と
と
出
発
す
る
と
い
う
意
味
の
「
発
つ
」
を
か
け
て
い
る
。
春
霞
が
「
立
つ
」
と
言
え
ば
「
現
れ
る
、
立
ち
こ
め
る
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
を
春
が
帰
途
に
「
発
つ
」
と
い
う
意
味
に
転
用
し
た
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
る
。
⑬
で
は
霞
が
「
立
つ
」
こ
と
と

「
た
つ
た
の
山
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
、『
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
歌
の
う
ち
、
主
に
「
霞
」
と
「
花
」
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ

る
歌
十
一
首
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
歌
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
と

考
え
る
。

　

一
つ
目
は
、
⑤
、
⑥
、
⑧
、
⑨
、
⑩
、
⑪
の
よ
う
に
「
霞
」
が
「
花
」
を
隠
す
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
こ
で
「
霞
」
と

「
花
」
に
は
、「
隠
す
」「
隠
さ
れ
る
」
と
い
う
関
係
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
霞
」
と
「
花
」
の
関
係
性
は
、

『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
窪
田
空
穂
氏
は
、「「
見
た
い
」
と
思
う
美

し
い
も
の
を
、
そ
れ
を
秘
め
て
見
ま
い
と
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
憧
れ
に
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
こ
の
当
時
に
共
通
の
耽
美
的
部
分
が
反
映
さ

れ
て
い
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「「
隠
す
も
の
」
と
し
て
の
霞
と
関
係
づ
け
る
こ
と
で
、
見
る
者
の
花
に
寄
せ
る
切
な
い
愛

情
が
く
っ
き
り
浮
か
び
上
が
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
注
七
）。
美
し
い
も
の
、
人
々
が
「
見
た
い
」
と
憧
れ
や
興
味
を
抱
く
も
の
と
、
そ
れ

を
秘
め
隠
し
て
し
ま
う
「
霞
」
の
関
係
や
、
そ
れ
を
見
る
人
々
の
心
の
動
き
は
、
当
時
の
人
々
の
美
意
識
に
も
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
万
葉
集
』
で
は
、「
霞
」
や
「
花
」
が
春
の
風
景
や
季
節
感
を
表
現
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
が
、『
古
今
和
歌

集
』
で
は
、「
花
」
を
「
隠
す
」
と
い
う
「
霞
」
の
特
性
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
霞
」
が
、
隠
さ
れ
た
「
花
」
の
存
在
に
つ
い
て
読

者
の
想
像
を
豊
か
に
広
げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
つ
目
は
、
⑦
、
⑨
、
⑪
の
よ
う
に
「
霞
」
と
「
色
」
が
結
び
つ
き
、「
霞
」
が
花
の
色
を
閉
じ
込
め
た
り
、
花
の
色
を
映
し
出
し
た
り

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
⑨
、
⑪
の
よ
う
に
詠
者
は
霞
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
色
や
映
し
出
さ
れ
た
色
か
ら
「
花
」
の
存
在
を
感
じ
、

「
霞
」
が
、
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い
も
の
に
対
す
る
好
奇
心
や
憧
れ
を
よ
り
一
層
掻
き
立
て
る
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、「
盛
り
を
す
ぎ
る
と
散
っ
て
し
ま
う
花
」
の
よ
う
に
、
詠
者
は
、
壊
れ
や
す
く
脆
い
も
の
や
盛
り
の
後
の
移
ろ
い
に
思
い
を
馳
せ
て
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い
る
と
い
う
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。

　

三
つ
目
は
、
⑨
、
⑫
の
よ
う
に
「
霞
」「
花
」「
風
」
の
三
つ
が
組
み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
霞
」
が

隠
し
た
「
花
」
の
存
在
を
「
風
」
が
知
ら
せ
る
と
い
う
点
で
、「
霞
」、「
花
」、「
風
」
の
組
み
合
わ
せ
は
巧
妙
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

以
上
、『
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
に
お
け
る
「
霞
」
に
つ
い
て
、
主
に
三
つ
の
特
徴
を
挙
げ
た
。
第
二
節
で
は
、
第
一
節
を
ふ
ま

え
、『
古
今
和
歌
集
』「
恋
歌
」
に
お
け
る
「
霞
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
第
二
節
　『
古
今
和
歌
集
』「
恋
歌
」
に
お
け
る
「
霞
」

　

第
二
節
で
は
、『
古
今
和
歌
集
』「
恋
歌
」
に
お
け
る
「
霞
」
に
つ
い
て
考
え
る
。
特
に
、『
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
と
同
様
に

「
霞
」
と
「
花
」
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
点
、「
花
」
を
隠
す
「
霞
」
の
特
性
が
恋
い
慕
う
相
手
へ
の
思
い
や
執
着
を
増
大
さ
せ
る
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
点
な
ど
を
指
摘
し
た
い
。
ま
ず
、『
古
今
和
歌
集
』「
恋
歌
」
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
全
三
首
を
挙
げ
る
。

①　

山
ざ
く
ら
霞
の
間
よ
り
ほ
の
か
に
も
見
て
し
人
こ
そ
恋
し
か
り
け
れ 

（
四
七
九
・
紀
貫
之
）

②　

君
に
よ
り
わ
が
名
は
花
に
春
霞
野
に
も
山
に
も
立
ち
み
ち
に
け
り　
　

 

　
（
六
七
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

③　

春
霞
た
な
び
く
山
の
桜
花
見
れ
ど
も
飽
か
ぬ
君
に
も
あ
る
か
な　
　
　
　
　

 

　
　
（
六
八
四
・
紀
友
則
）

　

①
は
、「
霞
」
と
「
桜
」
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
、「
霞
」
が
美
し
い
も
の
を
隠
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
山
桜
が
「
霞
の

間
」
か
ら
「
ほ
の
か
に
」
見
え
る
か
ら
こ
そ
い
っ
そ
う
の
見
た
さ
を
誘
わ
れ
る
よ
う
に
、
ほ
の
か
に
見
た
人
を
よ
り
一
層
恋
い
慕
う
気
持
ち

が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
二
章
第
一
節
で
述
べ
た
、「
花
」
を
隠
す
「
霞
」
の
特
性
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま

た
、
桜
や
女
性
が
わ
ず
か
に
見
え
る
と
い
う
状
況
は
、
そ
れ
ら
が
霞
が
か
か
っ
た
不
鮮
明
な
情
景
の
間
に
ふ
と
現
れ
る
鮮
明
さ
や
、
そ
れ
ら

を
垣
間
見
た
一
瞬
の
と
き
め
き
を
、
よ
り
際
立
た
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

②
も
、
①
と
同
様
に
「
霞
」
と
「
花
」
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。「
た
ち
満
ち
に
け
り
」
の
「
た
つ
」
は
、「
霞
が
立
つ
」
の
意
と

「
噂
が
立
つ
」
の
意
を
掛
け
て
い
る
。
立
つ
と
同
時
に
広
範
囲
に
広
が
る
「
霞
」
の
特
性
が
、「
噂
」
が
す
み
ず
み
に
ま
で
広
が
る
様
子
を
表

現
す
る
の
に
効
果
的
に
働
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
万
葉
集
』
に
お
い
て
「
霞
」
が
「
立
つ
」
と
い
う
こ
と
は
、「「
霞
」
の
出
現
や
存

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─
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在
、
そ
の
時
空
間
を
切
り
取
る
こ
と
に
重
み
が
置
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
よ
う
な
「
立
つ
」
と
い
う
表
現

の
特
性
は
、
噂
が
一
時
的
に
湧
い
て
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
意
味
で
の
、
噂
が
「
立
つ
」
と
い
う
状
況
や
表
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
ま
た
『
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
で
は
、「
霞
」
が
「
花
」
を
「
隠
す
」
と
い
う
関
係
性
が
見
ら
れ
た
が
、
②
に
お
い
て
も
、

隠
さ
れ
た
も
の
の
正
体
が
定
か
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
「
知
り
た
い
」、「
見
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
募
り
、
そ
の
気
持
ち
に
よ
り
「
噂
」
が

す
み
ず
み
ま
で
広
が
っ
て
い
く
様
子
が
想
像
で
き
る
。「
霞
」
と
「
花
」
と
、「
噂
」
と
「
噂
の
対
象
」
の
関
係
や
特
性
に
は
共
通
す
る
部
分

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

③
は
、
美
し
い
女
性
を
山
桜
に
喩
え
て
お
り
、
春
を
代
表
す
る
「
霞
」
や
「
桜
」
と
い
う
景
物
が
恋
歌
に
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
古
今
和
歌
集
』「
恋
歌
」
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
三
首
に
は
、
全
て
「
霞
」
と
「
花
」
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら

れ
た
。
①
で
は
、
わ
ず
か
に
垣
間
見
た
女
性
へ
の
恋
心
が
、
美
し
い
「
桜
」
と
そ
れ
を
隠
す
「
霞
」
と
い
う
景
物
を
用
い
て
表
現
さ
れ
て
い

る
。
②
は
、「
た
つ
」
と
い
う
言
葉
に
、「
霞
が
立
つ
」
こ
と
と
「
噂
が
立
つ
」
こ
と
の
二
つ
の
意
味
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
花
を
隠
す
霞
が

空
中
に
漂
い
広
が
る
様
子
は
、
噂
が
広
が
っ
て
い
く
様
子
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
③
で
は
、
恋
い
慕
う
人
へ
の
思
い
が
、

「
霞
」
と
「
桜
」
と
い
う
春
の
代
表
的
な
景
物
に
寄
せ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
片
桐
洋
一
氏
は
、『
古
今
和
歌
集
』
に
つ
い
て
、
全
体
を
通
し
て
「
過
ぎ
去
り
ゆ
く
も
の
や
過
ぎ
去
り
ゆ
く
人
生
を
惜
し
む
姿
勢
」

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
「『
古
今
和
歌
集
』
の
和
歌
は
『
万
葉
集
』
の
和
歌
と
比
較
し
、
対
象
そ
の
も
の
を
詠
む
と

い
う
よ
り
も
対
象
に
寄
せ
る
自
ら
の
「
心
」
を
詠
ん
で
お
り
、「
恋
歌
」
に
関
し
て
も
「
待
つ
恋
」
や
「
偲
ぶ
恋
」
な
ど
、
相
手
に
寄
せ
る

切
実
な
思
い
を
詠
ん
だ
も
の
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
八
）。『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
「
対
象
に
寄
せ
る
自
ら
の

「
心
」
を
詠
ん
で
い
る
歌
が
多
い
」
と
い
う
片
桐
氏
の
指
摘
を
ふ
ま
え
る
と
、『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
場
合
、
四
季

の
歌
、
恋
歌
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、「
霞
」
が
「
花
」
や
「
恋
い
慕
う
人
」
な
ど
の
対
象
を
隠
し
た
り
隔
て
た
り
す
る
こ
と
で
、
対
象
に

寄
せ
る
詠
者
の
「
心
」
の
表
現
の
幅
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

以
上
、『
古
今
和
歌
集
』「
恋
歌
」
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
や
共
通
点
な
ど
を
考
え
た
。
第
三
節
で
は
、

『
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
や
「
恋
歌
」
以
外
で
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
歌
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
れ
ら
を
解
釈
し
な
が
ら
そ
の
特
徴
を
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考
え
て
い
き
た
い
。

　
第
三
節
　『
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」、「
恋
歌
」
以
外
に
お
け
る
「
霞
」

　

以
下
、「
春
」
や
「
霞
」
と
、「
雁
」
の
結
び
つ
き
が
見
ら
れ
る
点
、「
春
霞
」
か
ら
「
都
」
が
連
想
さ
れ
る
点
、「
霞
」
が
死
者
を
象
徴
す

る
歌
で
用
い
ら
れ
る
点
、
浮
気
な
人
を
喩
え
る
こ
と
が
あ
る
点
な
ど
を
指
摘
し
た
い
。
そ
し
て
、『
古
今
和
歌
集
』
全
体
の
傾
向
と
、
霞
を

詠
ん
だ
歌
の
数
の
多
さ
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
。
全
八
首
を
取
り
上
げ
る
。

①　

春
霞
か
す
み
て
い
に
し
か
り
が
ね
は
今
ぞ
鳴
く
な
る
秋
霧
の
う
へ
に 

 

（
秋
歌
上
・
二
一
〇
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

②　

消
ぬ
が
う
へ
に
ま
た
も
降
り
し
け
春
霞
立
ち
な
ば
み
雪
ま
れ
に
こ
そ
見
め 

 

（
冬
歌
・
三
三
三
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

③　

か
へ
る
山
あ
り
と
は
聞
け
ど
春
霞
立
ち
別
れ
な
ば
恋
し
か
る
べ
し　
　

 

（
離
別
歌
・
三
七
〇
・
紀
利
貞
）

④　

山
か
く
す
春
の
霞
ぞ
う
ら
め
し
き
い
づ
れ
都
の
さ
か
ひ
な
る
ら
む　
　
　

 

　
（
羇
旅
歌
・
四
一
三
・
乙
）

⑤　

草
深
き
霞
の
谷
に
影
か
く
し
照
る
日
の
く
れ
し
今
日
に
や
は
あ
ら
ぬ  

（
哀
傷
歌
・
八
四
六
・
文
屋
康
秀
）

⑥　

か
ず
か
ず
に
我
を
忘
れ
ぬ
も
の
な
ら
ば
山
の
霞
を
あ
は
れ
と
は
見
よ  

（
哀
傷
歌
・
八
五
七
・
敦
慶
親
王
）

⑦　

春
霞
た
な
び
く
野
辺
の
若
菜
に
も
な
り
み
て
し
が
な
人
も
摘
む
や
と 

（
雑
体
歌
・
一
〇
三
一
・
藤
原
興
風
）

⑧　

思
へ
ど
も
な
ほ
う
と
ま
れ
ぬ
春
霞
か
か
ら
ぬ
山
の
あ
ら
じ
と
思
へ
ば 

（
雑
体
歌
・
一
〇
三
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

　

①
で
は
、「
霧
」
が
対
象
を
「
隠
す
」
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
霧
」
は
、
目
に
は
見
え
な
い
が
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
で

「
雁
」
の
存
在
が
想
起
さ
れ
る
、
と
い
う
状
況
を
作
り
出
す
の
に
効
果
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
「
霞
」
は
『
万
葉
集
』

の
場
合
と
同
様
に
春
の
到
来
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
春
」
と
「
秋
」、「
霞
」
と
「
霧
」
な
ど
季
節
や
季
語
の
対
比

に
加
え
、「
春
」
や
「
霞
」
と
、「
雁
」
の
結
び
つ
き
も
見
ら
れ
る
。

　

②
に
つ
い
て
、「
霞
が
立
つ
」
こ
と
は
「
春
が
来
る
」
こ
と
を
表
す
が
、
そ
れ
は
同
時
に
「
雪
が
消
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
多
く
見
ら
れ
た
よ
う
な
、「
霞
が
た
つ
か
ら
春
が
来
た
」
と
い
う
発
想
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

③
の
詞
書
に
は
、「
越
へ
ま
か
り
け
る
人
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
」
と
あ
る
。
③
に
お
い
て
「
霞
」
が
「
た
つ
」
こ
と
は
「
別
れ
」
の

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─
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場
面
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
別
れ
の
悲
哀
に
加
え
風
流
な
風
景
も
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
霞
」
が
隔
て
た
先
と
の
「
距
離
」

を
想
起
さ
せ
る
こ
と
や
、「
霞
」
と
「
都
」
が
結
び
つ
く
と
い
う
こ
と
も
③
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。「
霞
」
と
「
都
」
が
結
び
つ
く
と
い
う

特
徴
は
、「
山
た
か
み
都
の
春
を
見
渡
せ
ば
た
だ
ひ
と
む
ら
の
霞
な
り
け
り
」（
後
拾
遺
和
歌
集
・
三
八
・
大
江
正
言
）、「
都
を
ば
霞
と
と
も

に
立
ち
し
か
ど
秋
風
ぞ
ふ
く
白
川
の
関
」（
後
拾
遺
和
歌
集
・
五
一
八
・
能
因
法
師
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
③
か
ら
は
、「
都
」
を
離
れ
る

こ
と
の
名
残
惜
し
さ
や
切
な
さ
が
、「
霞
」
が
広
が
る
風
景
と
と
も
に
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　

④
で
「
霞
」
は
、「「
山
」
を
「
隠
す
」
も
の
」、「
行
き
先
の
見
当
を
つ
け
る
こ
と
を
遮
る
も
の
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
こ
で
詠
者

は
、
帰
京
の
途
中
に
「
霞
」
に
「
都
」
を
隠
さ
れ
鬱
々
と
し
た
気
持
ち
を
詠
ん
で
い
る
。

　

⑤
に
つ
い
て
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
11　

古
今
和
歌
集
』
で
は
、「
天
皇
や
皇
族
の
死
を
落
日
に
た
と
え
る
こ
と
は
宮
廷
詩
歌
に
よ

く
見
ら
れ
る
が
、
日
の
落
ち
る
所
を
「
霞
の
谷
」
と
し
た
の
は
葬
儀
の
時
の
実
景
か
ら
の
連
想
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
解
説
が
あ
る
（
注
九
）。

　

⑥
は
死
を
予
期
し
た
妻
の
辞
世
の
歌
で
、
自
分
の
火
葬
の
煙
を
霞
に
喩
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
⑤
と
⑥
は
「
死
を
象
徴
し
た
歌
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
大
野
ロ
ベ
ル
ト
氏
は
、「
霞
」
の
何
か
を
「
隠

す
」
と
い
う
性
質
に
着
目
し
、「
こ
こ
で
は
霞
は
、
人
を
こ
の
世
か
ら
永
遠
に
「
隠
し
て
」
し
ま
う
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
注
十
）。

『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、「
霞
」
の
対
象
を
「
隠
す
」
と
い
う
性
質
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
点
に
着
目
す
る
と
、「
霞
」
は
花
や

山
、
都
だ
け
で
な
く
、
人
を
も
こ
の
世
か
ら
永
遠
に
隠
し
て
し
ま
う
と
い
う
見
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

⑦
か
ら
は
、
霞
が
た
な
び
く
「
春
」
と
い
う
季
節
か
ら
「
若
菜
摘
み
」
を
連
想
す
る
と
い
う
当
時
の
発
想
が
窺
え
る
。

　

⑧
に
お
け
る
「
霞
」
は
浮
気
な
人
を
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。「
か
か
る
」
は
、「
霞
が
か
か
る
」
の
意
味
と
「
人
が
あ
ち
こ
ち
に
関
わ
る

（
関
係
す
る
）」
の
二
つ
の
意
味
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
』「
恋
歌
」
に
お
い
て
は
、
噂
が
広
が
る
様
子
と
霞
が
立
ち
広
が
る
様

子
を
重
ね
合
わ
せ
て
表
現
さ
れ
た
歌
が
見
ら
れ
た
が
、「
あ
ち
こ
ち
に
か
か
り
、
立
っ
て
は
消
え
る
」
と
い
う
「
霞
」
は
、「
噂
」
や
「
浮
気

な
人
」
を
表
現
す
る
の
に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
春
歌
上
・
下
」、「
恋
歌
」
以
外
の
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
歌
を
八
首
取
り
上
げ
た
。
そ
の
主
な
特
徴

と
し
て
四
点
を
挙
げ
る
。
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一
つ
目
は
、
①
の
よ
う
に
、「
霞
」、「
春
」、「
雁
」
の
結
び
つ
き
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
霞
」
が
立
っ
て
春
が
訪
れ
る
こ
と
と

「
雁
」
が
去
っ
て
い
く
こ
と
を
結
び
つ
け
た
こ
と
は
、『
古
今
和
歌
集
』
収
録
歌
に
お
け
る
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
③
、
④
の
よ
う
に
「
春
霞
」
か
ら
「
都
」
が
連
想
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
こ
れ
は
、「
都
に
帰
る
」、

ま
た
は
「
都
を
離
れ
る
」
場
面
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
の
「
霞
」
に
は
、
霞
の
先
に
あ
る
「
都
」
へ
の
思
い
や
、「
都
」

か
ら
離
れ
る
こ
と
に
対
す
る
詠
者
の
心
が
託
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、「
対
象
そ
の
も
の
と

い
う
よ
り
対
象
に
寄
せ
る
自
ら
の
「
心
」
を
詠
む
も
の
が
多
い
」
と
い
う
『
古
今
和
歌
集
』
全
体
の
傾
向
と
も
一
致
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

霞
が
た
な
び
き
詠
者
と
都
が
隔
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詠
者
と
都
と
の
距
離
が
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
霞
が
対
象
を
隠
し
霞
の
先
に

あ
る
も
の
を
想
像
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
歌
に
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
霞
」
が
隠
す
対
象
は
「
花
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
山
」
や

「
都
」
な
ど
広
が
り
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

　

三
つ
目
は
、
⑤
、
⑥
の
よ
う
に
「
霞
」
が
死
者
を
象
徴
す
る
歌
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。『
古
今
和
歌
集
』
で
は

「
霞
」
の
対
象
を
「
隠
す
」
と
い
う
特
性
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
点
に
着
目
す
る
と
、「
霞
」
は
人
を
も
こ
の
世
か
ら
永
遠
に
隠

し
て
し
ま
う
と
い
う
考
え
方
も
で
き
る
。

　

四
つ
目
は
、
⑧
の
よ
う
に
「
霞
」
が
「
浮
気
な
人
」
を
喩
え
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。『
古
今
和
歌
集
』「
恋
歌
」
に
お
い
て
も
、

噂
が
広
が
る
様
子
と
「
霞
」
が
立
ち
広
が
る
様
子
を
重
ね
合
わ
せ
た
歌
が
見
ら
れ
た
が
、「
あ
ち
こ
ち
に
か
か
り
、
立
っ
て
は
消
え
る
」
と

い
う
「
霞
」
は
、「
噂
」
や
「
浮
気
な
人
」
を
表
現
す
る
の
に
効
果
的
な
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
④
な
ど
は
、
霞
の
奥
に
あ
る
も
の
に
心
を
寄
せ
た
歌
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
も
、
先
述
の
『
古
今
和
歌
集
』
全
体
の
傾

向
と
一
致
す
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
霞
」
が
対
象
を
隠
し
た
り
隔
て
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
に
寄
せ
る
詠
者
の
思
い

は
よ
り
一
層
募
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
「
霞
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌

が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、「
霞
」
が
対
象
へ
の
詠
者
の
思
い
を
募
ら
せ
る
の
に
効
果
的
な
役
割
を
果
た
す
た
め
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
も
で

き
る
だ
ろ
う
。

　
『
万
葉
集
』
と
比
較
し
て
、『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
霞
」
の
表
現
は
『
万
葉
集
』
よ
り
も
類
型
化
し
洗
練
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─
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表
現
の
幅
は
広
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
た
と
え
ば
、「
霞
」
と
「
花
」
が
組
み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
「
隠
す
」、「
隠
さ
れ
る
」
と
い
う
関
係

性
が
意
識
さ
れ
る
点
、「
霞
」
か
ら
「
都
」
が
連
想
さ
れ
る
点
、「
霞
」
が
死
者
を
象
徴
し
て
い
る
点
な
ど
で
あ
る
。
特
に
、「
隠
す
」、「
隠

さ
れ
る
」
と
い
う
関
係
性
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
「
霞
」
を
詠
ん
だ
歌
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、『
古
今
和
歌
集
』
全
体
の
傾
向
と
関
連
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
過
ぎ
去
り
ゆ
く
も
の
や
過
ぎ
去
り
ゆ
く
人
生
を
惜
し
む
姿
勢
が
見
ら
れ
る
」
こ
と

や
「
対
象
そ
の
も
の
を
詠
む
と
い
う
よ
り
も
対
象
に
寄
せ
る
自
ら
の
「
心
」
を
詠
む
歌
が
多
い
」
こ
と
な
ど
の
特
徴
と
、「
霞
」
の
立
っ
て

は
消
え
る
性
質
や
「
対
象
を
「
隠
す
」」
と
い
う
性
質
を
取
り
込
ん
だ
歌
の
数
の
多
さ
は
、
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
立
っ
て
は
消
え
る
「
霞
」
が
、「
花
」
や
「
恋
い
慕
う
人
」
な
ど
の
対
象
を
「
隠
す
」
こ
と
で
対
象
に
寄
せ
る
詠
者
の
「
心
」

に
奥
行
き
が
生
ま
れ
、
そ
の
表
現
の
幅
が
広
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

第
三
章　
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
「
霞
」

　

第
一
節
　『
新
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
に
お
け
る
「
霞
」

　

第
三
章
で
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
「
霞
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
特
に
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
表
現
の
系
譜
を
ふ
ま
え
さ
ら
に
新

し
い
発
想
を
生
み
出
す
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
点
、
絵
画
的
な
美
し
さ
や
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
持
つ
歌
が
多
い
点
、「
霞
」
と
組
み
合
わ

せ
て
詠
ま
れ
る
景
物
が
増
え
る
点
な
ど
を
指
摘
し
た
い
。
そ
し
て
、『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
と
比
較
し
た
際
の
、『
新
古
今
和
歌

集
』
に
お
け
る
「
霞
」
を
詠
ん
だ
歌
の
特
徴
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

①　

ほ
の
ぼ
の
と
春
こ
そ
空
に
来
に
け
ら
し
天
の
香
具
山
霞
た
な
び
く　
　
　
　
　
　
　

 

（
二
・
太
上
天
皇
）

②　

風
ま
ぜ
に
雪
は
降
り
つ
つ
し
か
す
が
に
霞
た
な
び
き
春
は
来
に
け
り　
　
　
　

 

（
八
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

③　

天
の
原
富
士
の
煙
の
春
の
色
の
霞
に
な
び
く
あ
け
ぼ
の
の
空　
　
　
　
　

 

　
（
三
三
・
前
大
僧
正
慈
円
）

④　

朝
霞
深
く
見
ゆ
る
や
煙
立
つ
室
の
八
島
の
わ
た
り
な
る
ら
ん　
　
　
　
　

 

　
（
三
四
・
藤
原
清
輔
朝
臣
）
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⑤　

な
ご
の
海
の
霞
の
間
よ
り
な
が
む
れ
ば
入
る
日
を
あ
ら
ふ
沖
つ
白
波　
　

 

（
三
五
・
後
徳
大
寺
左
大
臣
）

⑥　

霞
立
つ
末
の
松
山
ほ
の
ぼ
の
と
波
に
は
な
る
る
横
雲
の
空　
　
　
　
　
　

 

　
（
三
七
・
藤
原
家
隆
朝
臣
）

⑦　

知
る
ら
め
や
霞
の
空
を
な
が
め
つ
つ
花
も
に
ほ
は
ぬ
春
を
嘆
く
と　
　
　
　

 

　
　
　
　
（
三
九
・
中
務
）

⑧　

大
空
は
梅
の
に
ほ
ひ
に
か
す
み
つ
つ
曇
り
も
果
て
ぬ
春
の
夜
の
月　
　
　

 

　
（
四
〇
・
藤
原
定
家
朝
臣
）

⑨　

高
瀬
さ
す
六
田
の
淀
の
柳
原
緑
も
深
く
か
す
む
春
か
な　
　
　
　
　
　
　

 

　
（
七
二
・
権
中
納
言
公
経
）

⑩　

春
風
の
霞
吹
き
解
く
絶
え
間
よ
り
乱
れ
て
な
び
く
青
柳
の
糸　
　
　
　
　

 

　
（
七
三
・
殷
富
門
院
大
輔
）

⑪　

ゆ
か
ん
人
来
ん
人
し
の
べ
春
霞
た
つ
た
の
山
の
初
桜
花　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
（
八
五
・
中
納
言
家
持
）

⑫　

花
の
色
に
あ
ま
ぎ
る
霞
立
ち
ま
よ
ひ
空
さ
へ
に
ほ
ふ
山
桜
か
な　
　
　

 

　
（
一
〇
三
・
権
大
納
言
長
家
）

⑬　

霞
立
つ
春
の
山
べ
に
桜
花
あ
か
ず
散
る
と
や
鶯
の
鳴
く　
　
　
　
　
　

 

　
（
一
〇
九
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

⑭　

散
り
散
ら
ず
お
ぼ
つ
か
な
き
は
春
霞
た
な
び
く
山
の
桜
な
り
け
り　
　
　

 

　
　
（
一
一
五
・
祝
部
成
仲
）

⑮　

暮
れ
て
ゆ
く
春
の
み
な
と
は
知
ら
ね
ど
も
霞
に
落
つ
る
宇
治
の
柴
舟　
　
　

 

　
（
一
六
九
・
寂
蓮
法
師
）

　

①
の
本
歌
は
「
ひ
さ
か
た
の
天
の
香
具
山
こ
の
夕
霞
た
な
び
く
春
立
つ
ら
し
も
」（
万
葉
集
・
一
八
一
二
）
で
あ
る
。
天
の
香
具
山
に

「
霞
」
が
「
た
な
び
く
」
様
子
を
詠
う
こ
と
は
、
香
具
山
を
中
心
に
天
地
に
広
が
る
春
の
気
分
を
壮
大
に
表
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　

②
は
、「
し
か
す
が
に
」
と
い
う
第
三
句
に
急
所
を
置
い
て
、
冬
の
季
節
感
と
春
の
季
節
感
と
の
交
錯
を
と
ら
え
て
い
る
。「
霞
」
が
「
た

な
び
く
」
様
子
は
、
春
の
到
来
を
表
現
す
る
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

③
か
ら
は
、
一
枚
の
絵
画
の
よ
う
な
優
美
な
情
景
が
色
彩
と
と
も
に
想
像
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
風
景
に
と
け
こ
ん
で
広
が
る
と
い
う

「
霞
」
の
特
性
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。『
新
古
今
和
歌
集
』
の
叙
景
歌
は
、
絵
画
的
、
幻
想
的
、
象
徴
的
、
観
念
的
な

ど
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
③
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
性
質
が
窺
え
る
（
注
十
一
）。

　

④
に
お
け
る
「
室
の
八
島
」
は
水
気
が
煙
の
よ
う
に
立
ち
の
ぼ
る
と
い
う
こ
と
で
歌
枕
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。「
朝
霞
」
が
深
く
立
ち

込
め
る
様
子
と
湯
気
が
立
ち
の
ぼ
る
様
子
が
リ
ン
ク
し
、
そ
の
幻
想
的
な
風
景
が
思
い
浮
か
ば
れ
る
。

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─
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⑤
は
、「
晩
霞
」
と
い
う
題
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
歌
は
、「
霞
」
と
「
山
」、「
霞
」
と
「
花
」
な
ど
の
組
み
合
わ
せ

が
多
か
っ
た
が
、
⑤
で
は
「
霞
」
と
「
海
」
や
「
波
」
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。「
入
る
日
」
を
隠
す
「
霞
」
の
間
か
ら
切
り
取
っ
た
、

「
今
し
も
入
る
日
を
洗
う
よ
う
な
白
波
」
は
、
絵
画
の
よ
う
な
美
し
さ
が
あ
る
。

　

⑥
の
詞
書
に
は
、「
摂
政
太
政
大
臣
家
百
首
歌
合
に
、
春
曙
と
い
ふ
心
を
よ
み
侍
り
け
る
」
と
あ
る
。
⑥
で
詠
者
は
、
春
の
曙
の
夢
か
ら

さ
め
た
後
の
夢
か
う
つ
つ
か
定
か
で
は
な
い
よ
う
な
感
覚
を
、
優
美
な
言
葉
と
と
も
に
詠
ん
で
い
る
。
山
の
景
色
と
海
の
景
色
が
融
合
し
、

複
合
的
な
世
界
観
を
形
成
し
て
い
る
。

　

⑦
に
つ
い
て
、
本
来
な
ら
春
に
な
る
と
花
は
咲
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
期
待
を
裏
切
り
花
が
咲
か
な
い
と
い
う
状
況
に
自
身
の
身
の

上
を
暗
示
し
て
い
る
点
に
、
詠
者
の
発
想
の
広
が
り
や
う
ね
り
が
窺
え
る
。
ま
た
こ
こ
で
詠
者
は
、「
霞
の
空
」
に
自
身
の
晴
々
と
し
な
い

じ
れ
っ
た
い
心
情
を
投
影
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑧
は
、「
梅
の
に
ほ
い
に
か
す
み
つ
つ
」
と
「
曇
り
も
果
て
ぬ
」
と
い
う
部
分
が
響
き
合
い
、
上
句
と
下
句
の
世
界
観
が
美
し
く
調
和
し

て
い
る
。

　

⑨
に
は
、「
建
仁
元
年
三
月
、
歌
合
に
、
霞
隔
遠
樹
と
い
ふ
こ
と
を
」
と
い
う
詞
書
が
あ
る
。
霞
が
六
田
の
淀
の
柳
原
の
緑
を
隔
て
て
い

る
と
い
う
情
景
と
と
も
に
、
そ
の
緑
と
一
つ
に
な
っ
て
霞
む
春
の
風
景
が
想
像
さ
れ
る
。

　

⑩
で
は
、「
風
」
が
「
霞
」
を
吹
き
解
く
と
い
う
趣
向
が
見
ら
れ
る
。「
霞
」
が
隠
す
対
象
は
「
花
」
や
「
桜
」
で
は
な
く
「
青
柳
」
で
あ

る
こ
と
も
⑩
の
面
白
さ
で
あ
る
。

　

⑪
は
、
春
霞
が
「
立
つ
」
こ
と
と
「
立
田
山
」
の
「
立
」
を
か
け
て
い
る
。
立
田
山
の
初
咲
き
の
桜
花
の
愛
ら
し
さ
を
慈
し
ん
だ
歌
で
あ

る
。

　

⑫
で
は
、
桜
の
美
し
さ
が
空
に
ま
で
広
が
っ
て
い
く
様
子
と
、
霞
が
そ
の
美
し
さ
を
伝
え
る
よ
う
に
豊
か
に
広
が
る
様
子
が
壮
大
に
表
現

さ
れ
て
い
る
。
詠
者
の
視
点
の
広
が
り
も
窺
え
る
。

　

⑬
は
、「
霞
立
つ
」「
春
の
山
辺
」
と
い
う
類
型
的
な
表
現
が
見
ら
れ
、
春
の
山
の
風
景
の
象
徴
と
し
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

⑭
で
は
、
春
霞
が
桜
を
隠
し
て
い
る
た
め
に
桜
が
咲
い
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
ず
も
ど
か
し
く
思
う
詠
者
の
気
持
ち
が
、
春
霞
が
広
が
る
不
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鮮
明
な
情
景
と
重
な
る
。『
古
今
和
歌
集
』
で
多
く
見
ら
れ
た
「
霞
」
と
「
花
」
の
「
隠
す
」、「
隠
さ
れ
る
」
と
い
う
関
係
が
取
り
込
ま
れ
、

そ
れ
に
際
す
る
詠
者
の
心
が
窺
え
る
。

　

⑮
で
は
、
柴
舟
が
霞
の
中
を
ゆ
る
や
か
に
消
え
て
い
く
様
子
と
、
行
き
着
く
先
も
わ
か
ら
な
い
春
が
か
す
む
よ
う
に
去
っ
て
い
く
様
子
が

重
な
る
。
こ
こ
で
「
霞
」
は
、
切
な
さ
や
曖
昧
さ
、
儚
さ
、
余
情
を
残
す
こ
と
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

以
上
、『
新
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
」
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
歌
十
五
首
を
取
り
上
げ
た
。
い
く
つ
か
の
歌
に
共
通
す
る
特
徴
を
五

点
挙
げ
る
。

　

一
つ
目
は
、
①
、
②
、
⑬
の
よ
う
に
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
表
現
の
系
譜
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
新
し
い
発
想
を
生
み
出
す
と
い
う
傾
向
が

見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
②
で
は
、「
風
ま
じ
り
に
雪
が
降
り
続
け
る
」
と
い
う
冬
の
季
節
感
と
、「
霞
が
た
な
び
き
春
が
来
た
」
と

い
う
『
万
葉
集
』
以
来
の
春
の
季
節
感
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
新
し
さ
が
あ
る
。『
万
葉
集
』
の
発
想
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
新
し

い
発
想
を
加
え
て
新
た
な
価
値
を
見
出
す
と
い
う
傾
向
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
全
体
に
お
い
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

二
つ
目
は
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑨
、
⑩
な
ど
の
よ
う
に
、
絵
画
的
な
美
し
さ
や
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
持
つ
歌
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
特
徴
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
全
体
の
特
徴
と
も
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
霞
が
風
景
に
調
和
し
、
全

体
で
一
つ
の
風
景
と
し
て
の
美
し
さ
を
持
つ
歌
が
多
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。『
新
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
で
は
、『
古
今
和
歌
集
』

で
多
く
見
ら
れ
た
よ
う
に
詠
者
の
心
が
風
景
に
託
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
風
景
の
客
観
的
な
美
し
さ
の
方
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
つ
目
は
、
⑤
、
⑨
、
⑩
、
⑭
の
よ
う
に
、「
霞
」
が
対
象
を
隔
て
た
り
隠
し
た
り
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
り
わ
け
⑤
や
⑩
は
、

「
霞
」
の
切
れ
間
か
ら
切
り
取
っ
た
風
景
が
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、『
古
今
和
歌
集
』
で
見
た
よ
う
な
、
詠
者

の
対
象
に
寄
せ
る
思
い
や
憧
れ
の
よ
う
な
感
情
は
あ
ま
り
見
出
せ
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
そ
の
風
景
の
客
観
的
な
美
し
さ
の
方
に
主
眼
が
置

か
れ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

四
つ
目
は
、
①
、
③
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧
、
⑫
な
ど
の
よ
う
に
、「
霞
」
と
「
空
」、「
霞
」
と
「
海
」
な
ど
、「
霞
」
と
組
み
合
わ
せ
て
詠

ま
れ
る
景
物
が
増
え
る
点
で
あ
る
。
①
、
③
、
⑥
、
⑦
、
⑧
、
⑫
で
は
、『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
、

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─
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「
霞
」
と
「
空
」
や
「
大
空
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。
⑦
は
「
霞
の
空
」
に
自
身
の
晴
々
と
し
な
い
心
境
を
投
影
し
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
霞
の
空
」
と
い
う
表
現
は
、『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
発
想
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
る
こ

と
が
窺
え
る
。
ま
た
、「
霞
」
と
「
空
」
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
詠
ま
れ
る
こ
と
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
、
対
象
か
ら
一
歩
引
い

た
地
点
か
ら
広
が
る
開
け
た
景
色
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
④
、

⑤
、
⑥
、
⑨
、
⑮
で
は
、
水
辺
の
霞
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
春
に
山
辺
に
立
つ
も
の
だ
け
で
な
く
、
水
辺
の
靄
な
ど
も
含
め
て
「
霞
」
と
捉
え

ら
れ
、「
霞
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
対
象
に
広
が
り
が
見
ら
れ
る
。

　

五
つ
目
は
、
⑮
の
よ
う
に
「
霞
」
が
切
な
さ
を
醸
成
し
、
余
情
を
残
す
こ
と
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
な
特
徴

は
、『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
「
霞
」
と
「
都
」
が
詠
ま
れ
る
歌
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、

「
霞
」
が
、
詠
者
が
都
を
離
れ
る
際
の
寂
し
さ
や
心
許
な
さ
な
ど
を
増
長
さ
せ
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
、
⑮
な
ど
に
お
け
る
「
霞
」

も
、
遠
ざ
か
っ
て
い
く
も
の
に
思
い
を
馳
せ
た
り
、
切
な
さ
を
誘
っ
た
り
す
る
の
に
効
果
的
に
機
能
し
て
お
り
、
両
者
に
共
通
す
る
部
分
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。「
霞
」
は
、
人
々
の
切
な
さ
を
増
長
さ
せ
、
心
情
に
余
韻
を
持
た
せ
る
働
き
を
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
。

　
『
新
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
歌
は
、
全
体
的
に
風
景
の
美
し
さ
を
詠
ん
だ
歌
が
多
か
っ
た
。「
霞
」
が
風

景
に
溶
け
込
み
、
幻
想
的
で
優
艶
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、「
対
象
そ
の
も
の
を
詠
む
と
い
う
よ
り
も
対
象

に
寄
せ
る
自
ら
の
「
心
」
を
詠
む
歌
が
多
い
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、「
霞
」
を
詠
ん
だ
歌
の
多
さ
も
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
指
摘
し
た
が
、『
新
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
で
は
、
対
象
に
寄
せ
る
「
心
」
が
詠
ま
れ
る
と
い
う
よ
り
は
「
霞
」
を
含
め
た

風
景
そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
詠
ん
だ
歌
が
多
く
見
ら
れ
た
。
他
の
部
立
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
節
で
は
、「
春
歌
上
・
下
」
以
外
に

お
け
る
調
査
を
進
め
て
み
た
い
。

　

第
二
節
　『
新
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
以
外
に
お
け
る
「
霞
」

　

第
二
節
で
は
、「
春
歌
上
・
下
」
以
外
の
部
立
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
歌
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
全
十
二
首
を
取
り
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上
げ
る
が
、
特
に
、
哀
傷
歌
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
点
、「
霞
」
が
対
象
を
「
隠
す
」
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
点
、

「
雲
」
と
の
関
連
で
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
点
な
ど
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
。

①　

あ
は
れ
な
り
わ
が
身
の
果
て
や
浅
緑
つ
ひ
に
は
野
べ
の
霞
と
思
へ
ば　

 

（
哀
傷
歌
・
七
五
八
・
小
野
小
町
）

②　

春
霞
か
す
み
し
空
の
な
ご
り
さ
へ
今
日
を
限
り
の
別
れ
な
り
け
り 

（
哀
傷
歌
・
七
六
六
・
摂
政
太
政
大
臣
）

③　

立
ち
の
ぼ
る
煙
を
だ
に
も
見
る
べ
き
に
霞
に
ま
が
ふ
春
の
あ
け
ぼ
の 

（
哀
傷
歌
・
七
六
七
・
前
左
兵
衛
督
惟
方
）

④　

思
へ
君
燃
え
し
煙
に
ま
が
ひ
な
で
立
ち
お
く
れ
た
る
春
の
霞
を     

  

（
哀
傷
歌
・
八
二
二
・
源
三
位
）

⑤　

に
ほ
ふ
ら
ん
霞
の
う
ち
の
桜
花
思
ひ
や
り
て
も
惜
し
き
春
か
な  

 

（
恋
歌
一
・
一
〇
一
六
・
清
原
元
輔
）

⑥　

思
ひ
あ
ま
り
そ
な
た
の
空
を
な
が
む
れ
ば
霞
を
分
け
て
春
雨
ぞ
降
る 

（
恋
歌
二
・
一
一
〇
七
・
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
）

⑦　

春
霞
た
な
び
き
わ
た
る
折
に
こ
そ
か
か
る
山
べ
は
か
ひ
も
あ
り
け
れ 

（
雑
歌
上
・
一
四
四
七
・
東
三
条
入
道
前
摂
政
太
政
大
臣
）

⑧　

紫
の
雲
に
も
あ
ら
で
春
霞
た
な
び
く
山
の
か
ひ
は
な
に
ぞ
も   

（
雑
歌
上
・
一
四
四
八
・
円
融
院
御
歌
）

⑨　

お
ぼ
つ
か
な
霞
立
つ
ら
ん
武
隈
の
松
の
く
ま
漏
る
春
の
夜
の
月 

（
雑
歌
上
・
一
四
七
五
・
加
賀
左
衛
門
）

⑩　

須
磨
の
浦
の
な
ぎ
た
る
朝
は
目
も
は
る
に
霞
に
ま
が
ふ
海
人
の
釣
舟 

（
雑
歌
中
・
一
五
九
八
・
藤
原
孝
善
）

⑪　

見
わ
た
せ
ば
霞
の
う
ち
も
か
す
み
け
り
煙
た
な
び
く
塩
竈
の
浦 

（
雑
歌
中
・
一
六
一
一
・
藤
原
家
隆
朝
臣
）

⑫　

い
に
し
へ
の
な
れ
し
雲
居
を
し
の
ぶ
と
や
霞
を
分
け
て
君
尋
ね
け
ん 

（
雑
歌
下
・
一
七
二
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

　

①
で
「
野
辺
の
霞
」
は
火
葬
さ
れ
て
立
ち
な
び
く
煙
を
暗
示
し
て
い
る
。
②
も
①
と
同
様
に
「
霞
」
が
火
葬
の
煙
を
暗
示
し
、
火
葬
の
煙

と
な
っ
て
消
え
た
母
へ
の
慕
情
が
惜
春
の
情
と
融
合
し
て
い
る
。

　

③
で
は
、
火
葬
の
煙
と
霞
が
ま
ぎ
れ
る
様
子
が
詠
ま
れ
、
春
の
曙
の
霞
む
風
景
と
と
も
に
亡
き
人
へ
の
思
い
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

　

④
の
贈
歌
は
、「
あ
は
れ
君
い
か
な
る
野
べ
の
煙
に
て
む
な
し
き
空
の
雲
と
な
り
け
ん
」（
八
二
一
・
弁
乳
母
）
で
あ
る
。
贈
歌
の
「
む
な

し
き
空
の
雲
」
と
、
④
の
「
立
ち
お
く
れ
た
る
春
の
霞
」
が
対
応
し
、「
立
ち
お
く
れ
た
る
春
の
霞
」
に
詠
者
自
身
を
暗
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
③
、
④
、
⑩
は
「
ま
が
ふ
」
と
い
う
動
詞
が
使
わ
れ
て
お
り
、
他
の
も
の
に
入
り
混
じ
る
と
い
う
「
霞
」
の
性
質
が
取
り
込
ま
れ
る
こ

と
が
多
い
こ
と
が
窺
え
る
。

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─
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⑤
で
は
、
霞
に
隠
さ
れ
た
桜
花
を
「
心
引
か
れ
た
美
し
い
女
性
」
に
喩
え
て
お
り
、
同
様
の
趣
向
は
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
も
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
霞
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
花
や
物
越
し
に
み
た
女
性
を
想
像
す
る
こ
と
に
伴
う
心
の
動
き
や
期
待
感
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、「
霞
」
が
花
を
隠
し
、
女
性
を
は
っ
き
り
と
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
心

情
な
の
だ
と
考
え
る
。

　

⑥
で
は
、
恋
し
く
思
う
人
の
方
角
の
空
を
見
る
と
「
霞
」
を
分
け
て
春
雨
が
降
り
、
お
ぼ
ろ
な
春
の
景
色
は
ま
す
ま
す
霞
ん
で
い
る
。
詠

者
は
そ
の
空
模
様
と
同
じ
よ
う
に
す
っ
き
り
と
し
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
、
も
の
思
い
に
沈
ん
で
い
る
。「
霞
」
と
「
春
雨
」
と
い
う
新

た
な
組
み
合
わ
せ
も
見
ら
れ
る
。

　

⑦
の
詞
書
に
は
、「
東
三
条
院
、
女
御
に
お
は
し
け
る
時
、
円
融
院
つ
ね
に
渡
り
給
ひ
け
る
を
聞
き
侍
り
て
、
ゆ
げ
ひ
の
命
婦
の
も
と
に

遣
は
し
け
る
」
と
あ
る
。
⑦
に
お
け
る
「
春
霞
」
は
円
融
院
を
暗
示
し
て
お
り
、「
わ
た
る
」
は
円
融
院
が
女
御
の
も
と
に
お
い
で
に
な
る

と
い
う
意
味
の
「
渡
る
」
を
か
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
詠
者
自
身
を
「
山
辺
の
峡
」
に
喩
え
、
詠
者
の
娘
の
女
御
が
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
て

い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
「
霞
」
に
寄
せ
て
詠
ん
で
い
る
。

　

⑧
は
、
⑦
の
返
歌
で
あ
る
。『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
43　

新
古
今
和
歌
集
』
で
は
、「
贈
歌
の
「
春
霞
」
の
心
を
一
転
さ
せ
、
不
満
の

辛
い
述
懐
に
し
て
い
る
。」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
詠
者
は
、
皇
后
の
異
称
で
あ
る
「
紫
の
雲
」
と
、「
霞
」
を
対
比
さ
せ
、
満
た
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
思
い
を
詠
ん
で
い
る
。

　

⑨
か
ら
は
、
月
の
様
子
が
朧
ろ
で
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
を
じ
れ
っ
た
く
思
う
詠
者
の
気
持
ち
が
窺
え
る
。

　

⑩
で
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
「
海
」
の
上
の
「
霞
」
が
詠
ま
れ
、
静
謐
な
風
景
の
美
し
さ
が
感

じ
ら
れ
る
。

　

⑪
は
、「
見
わ
た
せ
ば
」
と
い
う
開
か
れ
た
視
点
か
ら
「
海
辺
の
霞
」
を
詠
ん
で
い
る
。

　

⑫
に
お
い
て
「
雲
居
」
は
「
霞
」
の
縁
語
で
あ
り
、「
雲
居
を
し
の
ぶ
」
と
「
霞
を
分
け
て
」
の
通
わ
せ
方
が
巧
妙
で
あ
る
。

　

以
上
、『
新
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
以
外
の
部
立
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
歌
十
二
首
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て

考
え
た
。
主
な
特
徴
と
し
て
次
の
四
点
を
挙
げ
る
。
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一
つ
目
は
、
①
、
②
、
③
、
④
の
よ
う
に
哀
傷
歌
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
で
「
霞
」
は
、

『
古
今
和
歌
集
』
の
場
合
と
同
様
に
「
火
葬
の
煙
」
に
喩
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
①
、
④
は
「
霞
」
に
自
身
の
身
の
上
や
死
を
暗
示
し
て

お
り
、
そ
の
点
に
『
新
古
今
和
歌
集
』
独
自
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
は
、
⑤
、
⑨
の
よ
う
に
「
霞
」
が
対
象
を
「
隠
す
」
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
対
象
と
な
る
「
花
」

や
「
月
」
は
「
霞
」
に
よ
り
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
詠
者
は
対
象
の
美
し
さ
を
想
像
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

「
花
」
や
「
月
」
な
ど
美
し
い
も
の
が
「
霞
」
に
隠
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
特
徴
は
『
古
今
和
歌
集
』
と
共
通
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

三
つ
目
は
、
⑧
、
⑫
の
よ
う
に
「
雲
」
と
の
関
連
で
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
霞
」
は
「
雲
」
の
縁
語
で
あ

る
が
、
⑧
の
よ
う
に
「
紫
の
雲
（
皇
后
）」
と
対
比
さ
れ
て
詠
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
方
で
、
⑦
の
よ
う
に
「
春
霞
」
が
天
皇
に
喩
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、「
霞
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
多
様
性
が
窺
え
る
。

　

四
つ
目
は
、
⑩
、
⑪
の
よ
う
に
、
海
辺
の
霞
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。『
新
古
今
和
歌
集
』「
春
歌
上
・
下
」
に
お
い
て

も
水
辺
の
霞
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、「
春
歌
上
・
下
」
以
外
に
お
い
て
も
海
辺
に
静
か
に
霞
が
漂
う
情
景
の
美
し

さ
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
水
辺
の
霞
」
に
関
連
し
て
、
⑥
で
は
「
霞
」
と
「
春
雨
」
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
た
。「
霞
」
と
「
雨
」

と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
見
ら
れ
る
新
た
な
組
み

合
わ
せ
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
、
第
三
章
を
通
じ
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
霞
」
が
詠
ま
れ
る
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
た
。
第
三

章
全
体
を
通
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
で
は
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
霞
」
の
表
現
の
系
譜
を
ふ
ま
え
つ
つ
新
た
な

発
想
や
価
値
を
見
出
し
た
り
、「
霞
」
と
組
み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
る
景
物
に
広
が
り
が
見
ら
れ
た
り
、
叙
景
歌
で
は
絵
画
的
な
美
し
さ
や
幻

想
的
な
雰
囲
気
を
持
つ
歌
が
多
く
風
景
そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
詠
ん
だ
歌
が
多
か
っ
た
り
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
の
も
の
に
ま
ぎ

れ
て
調
和
し
た
り
、
複
数
の
も
の
を
橋
渡
し
し
て
融
合
さ
せ
た
り
、
風
景
や
人
々
の
心
情
に
余
韻
を
持
た
せ
た
り
す
る
よ
う
な
「
霞
」
の
特

性
や
機
能
が
、
和
歌
に
効
果
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
新
古
今
和
歌
集
』
全
体
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

「
幽
玄
の
美
」
の
理
念
や
、
複
数
の
景
色
が
融
合
す
る
な
ど
の
複
合
的
な
要
素
を
持
つ
歌
が
多
い
と
い
う
特
徴
は
、
先
に
指
摘
し
た
「
霞
」

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─
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の
特
徴
と
も
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

現
代
に
お
い
て
「
霞
」
は
、「
空
気
中
に
広
が
っ
た
水
滴
や
ち
り
が
原
因
で
空
や
遠
景
が
ぼ
ん
や
り
す
る
現
象
」
や
、「
霧
や
煙
が
あ
る
高

さ
に
漂
い
薄
い
帯
の
よ
う
に
見
え
る
現
象
」
の
こ
と
を
示
す
が
、
和
歌
史
に
お
い
て
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
や
表
現
、
託
さ
れ
る
心
情
、
組
み

合
わ
さ
れ
る
景
物
な
ど
、
時
代
と
と
も
に
様
々
な
変
化
や
広
が
り
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
最
後
に
、『
万
葉
集
』、『
古
今

和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
「
霞
」
の
特
徴
を
改
め
て
ま
と
め
た
い
。

　

ま
ず
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
特
徴
は
主
に
三
点
あ
る
。
そ
れ
は
、「
霞
」
が
春
の
風
景
や
春
の
到
来
を
象
徴
す
る
点
、「
霞
」
の
何
か
を

遮
る
も
の
と
し
て
の
特
性
が
相
手
と
の
距
離
や
時
間
の
隔
た
り
を
表
し
、「
す
っ
き
り
し
な
い
心
情
」
や
「
不
安
な
心
境
」
が
投
影
さ
れ
そ

れ
が
恋
歌
に
も
用
い
ら
れ
る
点
、「
花
」
や
「
桜
」
な
ど
他
の
春
の
景
物
と
組
み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
る
場
合
が
少
な
い
な
が
ら
あ
る
と
い
う

点
だ
。

　

次
に
、『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
特
徴
は
主
に
五
点
に
集
約
で
き
る
。
一
つ
目
は
、「
霞
」
と
「
花
」
が
組
み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
る
歌
が

増
え
、「
霞
」
が
花
を
隠
す
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、「
霞
」
と
「
色
」
が
結
び
つ
き
、「
霞
」
が
花
の
色
を
閉

じ
込
め
た
り
花
の
色
を
映
し
出
し
た
り
し
て
、
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い
も
の
に
対
す
る
好
奇
心
や
憧
れ
を
よ
り
一
層
掻
き
立
て
る
よ
う
な

役
割
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、「
花
」、「
風
」、「
雁
」
な
ど
、「
霞
」
と
組
み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
る
景
物
の
種
類
が
増
え
る
点
で

あ
る
。
四
つ
目
は
、「
春
霞
」
か
ら
「
都
」
が
連
想
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
都
に
帰
る
」
場
面
や
「
都
を
離
れ
る
」
場
面
と
関
連

し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
点
で
あ
る
。
五
つ
目
は
、「
霞
」
を
火
葬
の
煙
に
喩
え
、
死
者
を
象
徴
す
る
歌
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
点

で
あ
る
。

　
『
万
葉
集
』
と
『
古
今
和
歌
集
』
を
比
較
す
る
と
、『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
霞
」
の
表
現
は
類
型
化
し
洗
練
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ

の
表
現
の
幅
は
広
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
「
霞
」
を
詠
ん
だ
歌
の
数
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、『
古

今
和
歌
集
』
全
体
の
傾
向
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
過
ぎ
去
り
ゆ
く
も
の
や
過
ぎ
去
り
ゆ

日
本
文
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く
人
生
を
惜
し
む
姿
勢
が
見
ら
れ
る
」
こ
と
や
、「
対
象
そ
の
も
の
を
詠
む
と
い
う
よ
り
も
対
象
に
寄
せ
る
自
ら
の
「
心
」
を
詠
む
歌
が
多

い
」
こ
と
な
ど
の
特
徴
と
、「
霞
」
の
立
っ
て
は
消
え
る
性
質
や
「
対
象
を
「
隠
す
」」
と
い
う
性
質
を
取
り
込
ん
だ
歌
の
数
の
多
さ
は
、
密

接
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
立
っ
て
は
消
え
る
「
霞
」
が
、「
花
」
や
「
恋
い
慕
う
人
」
な
ど
の
対
象
を
「
隠
す
」
こ
と

で
、
対
象
に
寄
せ
る
詠
者
の
「
心
」
に
奥
行
き
が
生
ま
れ
、
そ
の
表
現
の
幅
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

最
後
に
、『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
特
徴
は
主
に
四
点
あ
る
。
一
つ
目
は
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
霞
」
の
表
現
の
系
譜
を
ふ
ま
え
、

さ
ら
に
新
し
い
発
想
を
生
み
出
す
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、「
空
」
や
「
雲
」、「
海
」
や
「
川
」
な
ど
、「
霞
」
と

組
み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
る
景
物
が
さ
ら
に
増
え
る
点
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
絵
画
的
な
美
し
さ
や
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
持
つ
歌
が
多
く
、
風

景
の
客
観
的
な
美
し
さ
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
四
つ
目
は
、『
古
今
和
歌
集
』
と
同
様
に
哀
傷
歌
に
お
い
て
「
霞
」
が
詠
ま

れ
る
こ
と
が
多
く
、「
霞
」
に
自
身
の
身
の
上
や
死
を
暗
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
の
も
の
に
ま
ぎ
れ
て
調
和
し
た
り
、
複
数

の
も
の
を
橋
渡
し
し
て
融
合
さ
せ
た
り
、
風
景
や
人
々
の
心
情
に
余
韻
を
持
た
せ
た
り
す
る
よ
う
な
「
霞
」
の
特
性
や
機
能
が
、
和
歌
に
効

果
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
こ
で
指
摘
し
た
「
霞
」
の
特
徴
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
全
体
の
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
「
幽
玄
の
美
」
の
理
念
や
、
複
数
の
景
色
が
融
合
す
る
な
ど
の
複
合
的
な
要
素
が
取
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

と
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
時
代
を
経
る
ご
と
に
広
が
り
を
見
せ
、
そ
の
詠
ま
れ
方
の
特
徴
は
歌
集
全
体

の
傾
向
と
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
単
な
る
事
象
や
景
物
と
し
て
の
「
霞
」
だ
け
で
な
く
、
不
鮮
明
な

状
況
を
作
り
出
す
「
霞
」
の
特
性
が
詠
者
の
じ
れ
っ
た
い
思
い
を
投
影
し
た
り
、「
霞
」
が
何
か
を
「
隠
す
」
こ
と
に
よ
り
詠
者
の
心
の
動

き
に
奥
行
き
が
生
ま
れ
た
り
、「
霞
」
が
複
数
の
景
色
を
橋
渡
し
し
て
融
合
さ
せ
た
り
、
時
代
の
経
過
と
と
も
に
「
霞
」
の
特
性
や
他
の
景

物
な
ど
を
効
果
的
に
取
り
入
れ
た
歌
が
増
え
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
現
代
で
は
少
し
馴
染
み
が
薄
い
よ
う
に
も
思
え
る
「
霞
」
で
あ
る

が
、
和
歌
に
お
い
て
は
様
々
な
場
面
、
心
情
を
表
現
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
汎
用
性
の
高
い
景
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
は
、
同
時
代
の
物
語
に
お
け
る
影
響
を
考
え
た
り
、
そ
の
後
の
歌
集
や
詩
歌
に
お
け
る
「
霞
」
の
特
徴
や
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
り

す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷

─
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て

─
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※
『
万
葉
集
』
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
8　

萬
葉
集
①
～
④
』
に
、『
古
今
和
歌
集
』
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
11　

古
今
和
歌
集
』
に
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
43　

新
古
今
和
歌
集
』
に
拠
る
。

　　
　

注

（
注
一
）  

『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
）

（
注
二
）  

久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）

（
注
三
） 

鈴
木
宏
子
「『
古
今
集
』
に
お
け
る
〈
景
物
の
組
合
わ
せ
〉
―
花
を
隠
す
霞
・
紅
葉
を
染
め
る
露
―
」（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
編
『
国
語
と 

 

国
文
学
』
第
十
二
巻
、
一
九
八
九
年
十
二
月
）

（
注
四
）  

（
注
三
）
に
同
じ

（
注
五
）  

（
注
三
）
に
同
じ

（
注
六
）  

（
注
三
）
に
同
じ

（
注
七
）  

窪
田
空
穂
『
古
今
和
歌
集
評
釈
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
〇
年
）

（
注
八
）  

片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
一
年
）

（
注
九
）  

小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
校
注
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
11　

古
今
和
歌
集
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）

（
注
十
）  

大
野
ロ
ベ
ル
ト
「
歌
こ
と
ば
「
霞
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
自
然
と
言
葉
―
」（『
国
際
基
督
教
大
学
学
報
３
―
Ａ
ア
ジ
ア
文
化
研
究
別
冊
』
20 

 

号
、
国
際
基
督
教
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
）

（
注
十
一
） 

佐
藤
恒
雄
・
馬
場
あ
き
子
『
新
潮
古
典
文
学
ア
ル
バ
ム
10　

新
古
今
和
歌
集
・
山
家
集
・
金
槐
和
歌
集
』（
新
潮
社
、
一
九
九
〇
年
）

日
本
文
学
ノ
ー
ト

　
第
五
十
七
号

－41－



　
　
　
古
代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景

　
　
　
　
　
　
　
─
幻
影
の
リ
ア
リ
ズ
ム

	

犬　
　

飼　
　

公　
　

之

　
　
　
　

Ⅰ　

国
見
歌
の
風
景

　

私
は
こ
こ
で
古
代
和
歌
に
う
た
わ
れ
た
風
景
の
あ
り
よ
う
（
と
言
っ
て
も
そ
の
一
端
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
）
を
論
じ
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
う
た
わ
れ
た
風
景
」
は
、
た
と
え
ば
「
恋
の
風
景
」
と
か
「
老
い
の
風
景
」
と
い
う
ふ
う
に
、
人
事
に
か
か
わ
っ
て
多
様
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
あ
わ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
こ
と
ば
ど
お
り
自
然
を
対
象
と
し
て
う
た
わ
れ
た
風
景
を
中
心
に
と
り
あ
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
自
然
を
対
象
と
す
る
風
景
は
、
大
岡
信
氏
が
言
う
よ
う
に
日
本
の
詩
歌
作
品
の
中
核
を
占
め
て
き
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
加
え
て

氏
は
そ
の
本
質
的
な
あ
り
よ
う
は
「
単
に
風
景
・
景
色
を
描
写
し
叙
述
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
」
そ
れ
を
通
し
て
「
内
面
の
感
情
の
動
き
を
、

感
動
を
こ
め
て
う
た
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
」
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
（
注
1
）。
こ
の
こ
と
も
留
意
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
ま
ず
、
古
代
和
歌
に
う
た
わ
れ
た
国
見
歌
の
風
景
に
目
を
向
け
た
い
と
思
い
ま
す
（
注
2
）。
中
西
進
氏
が
言
う
よ
う
に
「
風

景
と
よ
ば
れ
る
自
然
」
の
「
ご
く
初
期
的
な
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
国
見
歌
と
よ
ば
れ
る
歌
に
歌
わ
れ
た
自
然
で
あ
る
」（『
万
葉
と
海
彼
』）

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
『
古
事
記
』
仁
徳
天
皇
条
に
み
ら
れ
る
次
の
歌
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
国
見
歌
と
し
て
知
ら
れ
る
一
首
で
す
。
そ
こ
に
は
、

古
代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景

─
幻
影
の
リ
ア
リ
ズ
ム
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淡
路
島
に
坐い

ま

し
て
遥

は
ろ
ば
ろに

望み
さ

け
て
歌う

た曰
ひ
た
ま
は
く
、

　
　

お
し
て
る
や　

難
波
の
崎
よ　

出
で
立
ち
て　

わ
が
国
見
れ
ば　

淡あ
は
し
ま島　

お
の
ご
ろ
島　

あ
ぢ
ま
さ
の
島
も
見
ゆ　

さ
け
つ
島
見
ゆ　

　
　
（
記
謡
54
）

と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
歌
は
「
見
れ
ば
」「
見
ゆ
」
つ
ま
り
「
見
る
と
」「
見
え
る
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

ま
ず
、
お
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
『
古
事
記
』
の
文
脈
に
沿
っ
て
い
う
と
、
仁
徳
天
皇
は
難
波
の
崎
を
出
発
し
淡
路
島
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
海
上
を
は
る
ば
る
と
眺
め
て
、

　
　
（
陽
光
の
照
り
わ
た
る
）
難
波
の
崎
か
ら
出
で
立
っ
て
わ
が
国
を
見
る
と
、
淡
島
や
お
の
ご
ろ
島
や
檳
榔
の
島
も
見
え
る
。
さ
け
つ
島　

　
　

も
見
え
る
。

と
う
た
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
海
上
に
点
在
す
る
島
々
が
見
え
る
と
い
う
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
た
、
中
西
氏
が
『
万
葉
集
原
論
』
を
は
じ
め
く
り
返
し
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
物
理
的
に
実
在
す
る
島
々
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
言
で
い
う
と
見
え
ざ
る
島
々
で
す
。

　

周
知
の
と
お
り
「
淡
島
」
も
「
お
の
ご
ろ
島
」
も
神
話
上
の
島
。『
古
事
記
』
に
よ
る
と
「
淡
島
」
は
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が
は
じ
め

に
生
ん
だ
島
の
一
つ
。
泡
の
よ
う
な
島
を
い
う
と
み
ら
れ
、
ヒ
ル
コ
（
水
蛭
子
）
と
と
も
に
「
子
の
例か

ず

」
に
入
ら
な
い
島
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
お
の
ご
ろ
島
」
は
海
の
潮
が
お
の
ず
か
ら
凝
り
固
ま
っ
た
島
の
こ
と
と
み
ら
れ
、
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
聖
婚
の
舞
台
と
な
っ
た
島
。

こ
れ
ま
た
、
実
在
の
島
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
「
あ
ぢ
ま
さ
の
島
」
も
檳び

ん
ろ
う榔

が
繁
茂
す
る
南
方
の
島
の
こ
と
と
み
ら
れ
、
こ
れ
も
淡
路
島
の
海
域
に
実
在
す
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。「
さ

け
つ
島
」
も
遥
か
に
遠
い
島
を
い
う
と
も
、
豊
穣
な
島
の
こ
と
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
実
在
す
る
島
と
い
う
よ
り
想
念
の
島
を

い
う
の
で
し
ょ
う
。

　

と
す
る
と
、
こ
の
歌
は
『
古
事
記
』
が
い
う
よ
う
に
淡
路
島
か
ら
海
上
を
「
遥
に
望
け
て
」
う
た
わ
れ
た
に
し
て
も
、
う
た
わ
れ
た
そ
の

風
景
は
実
景
を
写
し
と
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歌
人
は
い
わ
ば
不
可
視
の
領
域
に
目
を
向
け
、「
虚
」
の
景
を
う
た
っ
た
と
い
え
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ま
し
ょ
う
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
歌
人
が
想
像
力
（
創
造
力
）
を
駆
使
し
て
造
形
し
た
風
景
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
な
ら
ば
歌
人
は
ど
の
よ
う
に
想
像
力
を
駆
使
し
て
こ
の
風
景
を
造
形
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
し
、
そ
の
背
後
に
こ
の
祭
祀
共
同

体
が
培
っ
て
き
た
切
な
る
観
念
や
記
憶
の
蓄
積
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
そ
こ
に
古
代
日
本
の
国
土
創
成
神
話
を
想
起
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
神
話
に
お
い
て
淡
路
島
や
そ
の
海
域
は
重
い
意
味
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
『
古
事
記
』
に
よ
る
と
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
は
ヒ
ル
コ
や
淡
島
を
生
ん
だ
後
、
あ
ら
た
め
て
結
婚
し
国
生
み
を
し
ま
す
。
そ
の
最
初
に

生
ま
れ
た
子
が
淡
路
島
（
淡あ

は
ぢ
の
ほ
の
さ
わ
け
の
し
ま

道
之
穂
之
狭
別
島
）。
次
い
で
四
国
（
伊い

よ
の
ふ
た
な
の
し
ま

予
之
二
名
島
）
を
生
む
と
い
う
ふ
う
に
、
淡
路
島
を
第
一
子
と
し
て

大お
お
や
し
ま

八
島
国
を
生
ん
だ
と
い
う
の
で
す
。

　

西
郷
信
綱
氏
は
そ
こ
に
淡
路
島
の
重
み
を
と
ら
え
て
「
そ
れ
が
日
本
列
島
の
へ
そ
の
ご
と
き
位
置
を
占
め
る
島
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
」
と
言
っ
て
い
ま
す
（『
古
事
記
注
釈
』
第
一
巻
）。

　
『
日
本
書
紀
』
で
は
大お

お
や
ま
と
と
よ
あ
き
づ
し
ま

日
本
豊
秋
津
島
を
は
じ
め
に
生
み
、
次
い
で
淡
路
島
を
生
ん
だ
と
語
る
神
話
も
あ
り
ま
す
が
、『
古
事
記
』
と
等
し

く
淡
路
島
を
第
一
子
と
す
る
神
話
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
「
産こ

う

む
時
に
及い

た至
り
、
先
づ
淡
路
洲
を
以
ち
て
胞ゑ

と
為
す
」（
正
文
）、「
淡
路

洲
を
以
て
胞ゑ

と
し
て
、
大
日
本
豊
秋
津
洲
を
生
む
」（
一
書
第
九
）
な
ど
が
そ
れ
で
す
。

　

し
か
も
『
日
本
書
紀
』
は
そ
の
第
一
子
の
表
記
に
わ
ざ
わ
ざ
「
胞
」
と
い
う
漢
字
を
あ
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
西
氏
は
そ
の
表
記
を
と
り
あ
げ
「
胞
」
と
は
「
も
の
の
中
心
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
ま
す
（『
天
つ
神
の
世
界　

古
事
記
を
読
む

１
』）。

　

思
う
に
淡
路
島
は
国
生
み
の
中
心
地
で
あ
り
拠
点
で
あ
っ
て
、
淡
路
島
と
そ
の
海
域
に
は
国
土
創
成
に
か
か
る
始
原
的
・
神
話
的
な
記
憶

や
観
念
が
秘ひ

と
く匿

さ
れ
集
積
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
淡
路
島
に
立
つ
こ
と
は
そ
こ
に
集
積
さ
れ
た
観
念
や
記
憶
を
踏
ま
え

る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

加
え
て
い
う
と
、
こ
の
国
見
歌
は
「
わ
が
国
見
れ
ば
」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
こ
の
国
見
の
主
旨
は
「
わ
が
国
」
を
不
可
視
の

領
域
に
た
し
か
め
る
こ
と
に
あ
り
、「
わ
が
国
見
れ
ば
」
は
そ
の
要
請
に
従
っ
た
表
現
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
す
る
と
、
こ
こ
が
国

古
代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景

─
幻
影
の
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ア
リ
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生
み
の
中
心
地
で
あ
り
、
拠
点
で
あ
る
こ
と
を
歌
人
が
意
識
し
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

歌
人
は
淡
路
島
に
立
ち
、
こ
の
地
に
秘
匿
さ
れ
集
積
さ
れ
て
い
る
始
原
的
・
神
話
的
な
観
念
や
記
憶
を
踏
ま
え
て
「
わ
が
国
」
の
風
景
を

う
た
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
歌
人
の
想
像
力
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
た
風
景
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
見
と
い
う
祭
式
に
求

め
ら
れ
る
「
あ
る
べ
き
風
景
」
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

　

し
た
が
っ
て
こ
こ
に
う
た
わ
れ
た
風
景
は
、
淡
路
島
の
海
域
の
実
景
を
対
象
に
知
覚
さ
れ
獲
得
さ
れ
た
風
景
と
い
う
よ
り
も
、
淡
路
島
と

そ
の
海
域
に
秘
匿
さ
れ
集
積
さ
れ
て
い
る
観
念
や
記
憶
を
踏
ま
え
て
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使
し
て
造
形
さ
れ
た

風
景
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
つ
ま
り
そ
れ
は
歌
人
の
創
造
的
な
想
像
力
の
所
産
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
こ
の
歌
の
全
容
を
と
ら
え
得
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
、
お
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

見
て
き
た
と
お
り
こ
の
歌
は
「
見
れ
ば
」「
見
ゆ
」
つ
ま
り
「
見
る
と
」「
見
え
る
」
と
う
た
い
、
不
可
視
の
領
域
に
秘
匿
さ
れ
て
い
る

「
わ
が
国
」
の
、
そ
の
見
え
ざ
る
風
景
を
見
る
と
い
う
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
見
え
な
い
も
の
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
日
常
的
に
は
あ
り
得

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
国
見
歌
の
祭
式
性
に
も
と
づ
く
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

歌
に
焦
点
を
あ
て
て
い
う
と
、
歌
人
は
歌
の
作
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
祭
式
の
担
い
手
で
あ
り
、
祭
式
の
求
め
に
応
じ
て
不
可
視
の

領
域
に
秘
匿
さ
れ
て
い
る
「
わ
が
国
」
に
目
を
向
け
、
そ
の
風
景
を
と
ら
え
（
事
実
と
し
て
は
想
像
力
を
駆
使
し
て
そ
の
風
景
を
造
形
し
）、
ま
た
、

切
な
る
祈
り
の
力
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
い
う
と
、
目
と
こ
と
ば
の
力
に
よ
っ
て
そ
の
風
景
を
国
見
の
場
に
現
出
さ
せ
る
の
で
す
。

　

そ
う
思
う
（
思
ふ
）
と
か
、
そ
う
思
わ
れ
る
（
思
ほ
ゆ
）
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
の
島
々
は
た
し
か
に
現
（
う
つ
つ
）
の
地
平
に
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
歌
人
が
「
見
ゆ
」
と
断
言
す
る
こ
と
で
、
秘
め
ら
れ
て
い
た
「
わ
が
国
」
の
風
景
は
ま
さ
し
く

国
見
の
場
に
現
出
し
、
そ
の
場
に
い
る
す
べ
て
の
人
々
が
そ
の
現
前
を
共
有
す
る
こ
と
で
国
見
の
主
旨
が
達
成
さ
れ
る
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
に
国
見
と
い
う
祭
式
の
場
に
お
い
て
「
見
れ
ば
」「
見
ゆ
」
と
い
う
表
現
は
必
然
的
な
意
味
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
が
、
も

う
一
つ
お
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
「
見
ゆ
」（
見
え
る
）
と
い
う
こ
と
ば
の
重
み
で
す
。

　

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
古
代
日
本
人
に
と
っ
て
現
実
は
顕
現
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
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た
（
拙
著
『
影
の
古
代
』）。

　

た
と
え
ば
『
日
本
書
紀
』（
神
代
巻
）
は
「
顕
」
に
つ
い
て
「
こ
れ
を
ば
う
つ
し
と
い
ふ
」（
此
云
于
都
斯
）
と
注
記
し
て
い
ま
す
。「
う
つ

し
」
は
『
岩
波
古
語
辞
典
』
が
い
う
よ
う
に
「
目
に
見
え
る
よ
う
に
存
在
す
る
」
意
の
形
容
詞
で
す
。

　

同
じ
く
「
顕
見
蒼
生
」
に
つ
い
て
「
こ
れ
を
ば
う
つ
し
き
あ
を
ひ
と
く
さ
と
い
ふ
」（
此
云
宇
都
志
枳
阿
烏
比
等
久
佐
）
と
記
し
て
い
ま
す
。

「
顕
見
」
は
「
顕
現
」
に
等
し
く
、「
蒼
生
」
は
こ
の
世
に
生
き
て
あ
る
人
の
こ
と
。
つ
ま
り
人
間
と
い
う
存
在
は
目
に
見
え
る
こ
と
で
認
識

さ
れ
る
と
い
う
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
現
実
を
意
味
す
る
「
う
つ
つ
」
と
い
う
日
本
語
は
目
に
見
え
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
う
つ

し
」
の
語
根
を
重
ね
た
「
う
つ
う
つ
の
約
」
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
目
に
見
え
る
領
域
・
目
に
見
え
る
存
在
を
表
示
す
る
こ

と
ば
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

と
す
る
と
、
古
代
日
本
人
が
う
け
と
め
る
現
実
（
つ
ま
り
「
う
つ
つ
」）
は
物
理
的
・
肉
体
的
な
存
在
を
い
う
だ
け
で
な
く
、
見
え
る
こ
と
・

見
え
る
も
の
す
べ
て
を
含
め
て
と
ら
え
ら
れ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

存
在
を
意
味
す
る
「
あ
り
」（「
あ
る
」）
と
い
う
日
本
語
も
そ
れ
で
、「
あ
り
」
は
現
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
存
在
を
表
示
す
る
こ
と
ば

で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
現
出
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
生
ま
れ
る
こ
と
・
誕
生
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
も
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
私
は
古
代
日

本
人
の
こ
の
認
識
の
あ
り
よ
う
を
重
視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
き
の
国
見
歌
に
即
し
て
い
う
と
、
海
上
は
る
か
に
島
々
が
点
在
し
て
見
え
る
と
い
う
の
は
、
も
と
よ
り
歌
人
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
た
幻

影
で
あ
り
ま
す
が
、
古
代
日
本
人
の
認
識
に
お
い
て
は
、
そ
こ
に
現
出
し
、
現
前
し
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

　

見
え
ざ
る
も
の
が
見
え
る
。
そ
れ
を
歌
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
る
の
が
歌
人
で
あ
っ
て
、
一
言
で
い
う
と
こ
の
国
見
歌
の
歌
人
に
求
め
ら
れ

た
の
は
幻
影
の
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
『
万
葉
集
』
舒
明
天
皇
の
国
見
歌
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
題
詞
に
は
舒
明
天
皇
が
香
具
山
に
登
っ
て
国
見
を
さ
れ
た
時
の
御
製
歌

古
代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景

─
幻
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ア
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（
天
皇
登
香
具
山
望
国
之
時
御
製
歌
）
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

大や
ま
と和

に
は　

群む
ら
や
ま山

あ
れ
ど　

と
り
よ
ろ
ふ　

天あ
め

の
香か

ぐ
や
ま

具
山　

登
り
立
ち　

国く
に
み見

を
す
れ
ば　

国く
に
は
ら原

は
煙

け
ぶ
り

立
ち
立
つ　

海
原
は　

か
ま
め

　
　

立
ち
立
つ　

う
ま
し
国
そ　

あ
き
づ
島　

大
和
の
国
は
（
１
二
）

　

さ
き
の
仁
徳
天
皇
の
国
見
歌
が
難
波
の
崎
か
ら
う
た
い
は
じ
め
「
わ
が
国
見
れ
ば
」（
わ
が
国
を
見
る
と
）
と
う
た
っ
て
い
る
の
に
似
て
、

こ
れ
は
明
日
香
の
地
か
ら
う
た
い
は
じ
め
「
大
和
に
は
多
く
の
山
は
あ
る
が
、
と
り
わ
け
み
ご
と
な
聖
な
る
香
具
山
の
」
と
い
い
、
そ
の
香

具
山
の
頂
き
に
立
っ
て
「
国
見
を
す
れ
ば
」（
国
見
を
す
る
と
）
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
そ
の
国
見
の
風
景
が
「
国
原
に
は
煙
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
立
ち
の
ぼ
り
」「
海
原
に
は
鴎
が
さ
か
ん
に
飛
び
か
っ
て
い
る
」
と
う
た

わ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
美
し
い
国
よ
」「
あ
き
づ
島　

大
和
の
国
は
」
と
う
た
わ
れ
ま
す
。

　

周
知
の
と
お
り
「
あ
き
づ
島　

大
和
の
国
」
は
日
本
列
島
全
域
を
指
示
す
る
表
現
で
す
か
ら
、
こ
れ
が
日
本
列
島
全
域
を
視
野
に
お
い
た

国
土
讃
美
の
歌
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
「
国
原
は　

煙
立
ち
立
つ　

海
原
は　

か
ま
め
立
ち
立
つ
」
は
国
土
の
全
域
を
視
野
に
お
い
た
風
景
で
あ
っ
て
、
眼
下
の
実

景
を
う
た
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と
よ
り
香
具
山
か
ら
海
原
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
た
、
さ
き
の
仁
徳
天
皇
の

国
見
歌
と
似
て
、
歌
人
の
想
像
力
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
た
風
景
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
鴎
が
大
海
原
を
飛
び
交
う
風
景
は
海
の
豊
漁
を
約
束
す
る
風
景
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
国
原
に
煙
が

さ
か
ん
に
た
ち
の
ぼ
る
風
景
は
炊す

い
は
ん飯

の
煙
と
も
、
野
焼
き
の
煙
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
炊
飯
の
煙
で
あ
れ
ば
人
々
の
豊
か
な
生
活
が
保

障
さ
れ
て
い
る
風
景
で
あ
り
、
野
焼
き
の
煙
で
あ
る
と
す
る
と
、
大
地
の
豊
穣
を
予
祝
す
る
風
景
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
国
土
讃
美
に
ふ
さ
わ
し
い
風
景
で
あ
り
、
国
見
の
意
図
に
か
な
う
風
景
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

要
は
そ
れ
が
国
土
全
域
に
わ
た
る
風
景
と
し
て
造
形
さ
れ
る
あ
り
よ
う
で
す
。
く
り
返
し
て
い
う
と
、
こ
れ
は
眼
下
の
実
景
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
な
ら
ば
歌
人
は
明
日
香
の
地
に
い
な
が
ら
、
い
か
に
し
て
国
土
全
域
に
視
座
を
広
げ
得
た
の
か
。
私
は
こ
の
国
見
が
香
具
山
で

行
わ
れ
た
こ
と
を
、
そ
し
て
特
に
香
具
山
に
対
す
る
人
々
の
意
識
を
重
視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
『
日
本
書
紀
』
神
武
天
皇
即
位
前
紀
九
月
条
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。「
夢
に
天
神
」
の
教
え
が
あ
り
、
そ
れ
に
し
た
が
い
香
具
山
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の
土
を
取
っ
て
「
八
十
平
甕
」（
や
そ
ひ
ら
か
・
聖
な
る
器
）
を
作
り
、
天
地
の
神
を
祭
っ
て
「
区
宇
」（
あ
め
の
し
た
・
天
下
）
を
平
定
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
。

　

ま
た
、『
日
本
書
紀
』
崇
神
十
年
九
月
条
の
記
事
に
は
、
タ
ケ
ハ
ニ
ヤ
ス
ヒ
コ
（
武
埴
安
彦
）
が
謀
叛
を
企
て
ひ
そ
か
に
香
具
山
の
頂
き
の

土
を
取
っ
て
来
て
、
そ
の
一
塊
の
土
に
対
し
て
「
こ
れ
は
大
和
の
国
の
物
実
（
も
の
ざ
ね
）」
で
あ
る
と
言
い
（
是
、
倭
国
の
物
実
）、
こ
と
の

成
就
を
願
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
記
事
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
香
具
山
は
人
々
に
と
っ
て
国
土
全
域
の
、
あ
る
い
は
国
家
全
体
の
か
な
め
（
要
地
）
で
あ
り
、

オ
リ
ジ
ン
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
観
念
を
踏
ま
え
る
と
、
香
具
山
の
頂
き
に
立
つ
こ
と
は
国
土
全
域
を
踏
ま
え
て
立
つ
こ
と
に

等
し
か
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
歌
が
国
土
全
域
に
わ
た
る
視
野
を
持
ち
得
た
の
は
そ
の
故
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

歌
人
は
香
具
山
に
集
積
さ
れ
た
観
念
や
記
憶
を
踏
ま
え
、
国
見
の
要
請
に
応
じ
て
国
土
全
域
を
視
野
に
し
た
風
景
を
造
形
し
た
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
そ
の
土
地
に
秘
匿
さ
れ
集
積
さ
れ
た
観
念
や
記
憶
を
踏
ま
え
て
う
た
う
あ
り
よ
う
は
、
さ
き
の
仁
徳
天
皇
の
国
見
歌
に
類
似
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
こ
こ
に
う
た
わ
れ
た
風
景
は
香
具
山
と
い
う
地
を
お
い
て
あ
り
得
な
か
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
国
見
が
行
わ
れ
た

の
も
そ
の
故
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
歌
は
仁
徳
天
皇
の
国
見
歌
の
よ
う
に
「
見
れ
ば
」「
見
ゆ
」
と
う
た
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。「
国
見
を
す
れ
ば
」
と
あ
り
ま
す

が
、「
見
ゆ
」（
見
え
る
）
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
「
国
原
」
や
「
海
原
」
の
風
景
が
見
え
て
い
た
こ
と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
「
う
ま
し
国
そ　

あ
き
づ
島　

大
和
の
国
は
」
と
い
う
国
土
讃
美
は
成
立
し
得
な
い
。「
う
た
わ
れ
た
風
景
」
は
仁
徳
天
皇
の

国
見
歌
と
同
様
、
そ
こ
に
現
出
し
、
現
前
し
、
ま
さ
し
く
見
え
て
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
『
古
事
記
』
か
ら
も
う
一
首
。
応
神
天
皇
の
国
見
歌
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。『
古
事
記
』
に
よ
る
と
天
皇
は
近
江
国
に
山
越
え
で
お
出
か
け

に
な
り
、
そ
の
途
次
、
宇う

じ遅
野
に
お
立
ち
に
な
っ
て
葛か

づ
の野

を
眺
望
し
て
次
の
よ
う
に
う
た
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
（
天
皇
、
近
淡
海
国
に
越
え

幸
し
し
時
に
、
宇
遅
野
の
上
に
御
立
し
て
、
葛
野
を
望
み
て
、
歌
ひ
て
曰
く
）。

古
代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景

─
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千
葉
の　

葛か
づ
の野

を
見
れ
ば　

百も
も
ち
だ

千
足
る　

家や
に
は庭

も
見
ゆ　

国
の
秀ほ

も
見
ゆ
（
記
謡
41
・
紀
謡
34
）

　

こ
れ
ま
た
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
と
お
り
「
見
れ
ば
」「
見
ゆ
」
と
う
た
わ
れ
「
千
葉
の
葛
野
を
見
る
と
、
家
並
の
広
が
る
村
里
が
見
え

る
。
小
高
い
丘
も
見
え
る
」
と
い
う
の
で
す
。

　
『
古
事
記
』
が
「
葛
野
を
望み

さ

け
て
」
と
い
う
と
お
り
、
こ
の
歌
は
葛
野
の
実
景
を
眺
望
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
う
た
わ
れ
て
い
る
と
い
え

ま
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
葛
野
の
実
景
を
対
象
に
知
覚
さ
れ
獲
得
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
う
た
わ
れ
た
風
景
だ
と
い
え
ま
す
が
、

そ
れ
が
不
十
分
な
理
解
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
い
わ
れ
て
い
る
と
お
り
で
す
。

　
「
国
の
秀
」
は
隆
起
し
た
地
形
、
小
高
い
丘
を
い
う
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
秀
」（
ほ
）
と
と
ら
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
秀
抜
な
地
で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。「
百
千
足
る　

家
庭
」
も
家
並
の
広
が
り
を
い
う
に
違
い
な
い
の
で
す
が
、「
百
千
足
る
」

は
生
命
の
充
足
を
い
う
表
現
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
葛
野
は
豊
穣
な
土
地
だ
と
い
う
の
で
す
。「
千
葉
の　

葛
野
」
と
い
う
の
も
こ
こ
は
草

木
が
生
い
茂
り
、
生
命
力
の
横
溢
し
た
土
地
だ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。

　

つ
ま
り
歌
人
は
こ
の
土
地
に
潜
在
す
る
秀
抜
な
生
命
力
や
属
性
（
さ
が
）
に
目
を
向
け
、
そ
う
あ
る
べ
き
希
求
の
風
景
を
う
た
っ
て
い
る

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
一
言
で
い
う
と
仁
徳
天
皇
の
国
見
歌
や
舒
明
天
皇
の
国
見
歌
と
等
し
く
幻
影
の
風
景
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
幻
影
の
風
景
は
「
見
ゆ
」（
見
え
る
）
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
見
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
今
、
こ
こ
に
現
前
し
て
い
る
と
い

う
の
で
す
。
こ
の
あ
り
よ
う
も
仁
徳
天
皇
の
国
見
歌
や
舒
明
天
皇
の
国
見
歌
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
仁
徳
天
皇
、
舒
明
天
皇
、
応
神
天
皇
と
、
と
り
あ
げ
て
き
た
国
見
歌
は
い
ず
れ
も
天
皇
の
歌
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
、
い
ず
れ
も
公
的
な
祭
式
と
し
て
行
わ
れ
た
国
見
に
う
た
わ
れ
た
歌
々
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

た
し
か
に
舒
明
天
皇
の
国
見
歌
は
日
本
列
島
全
域
を
視
野
に
お
い
た
風
景
を
う
た
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
国
土
讃
美
の
歌
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
公
的
な
、
と
い
う
よ
り
も
国
家
的
な
祭
式
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
仁
徳
天
皇
の
国
見
歌
は
「
わ
が
国
」
を
見
よ
う
と
い
い
、
そ
の
海
域
に
秘
匿
さ
れ
集
積
さ
れ
て
い
る
始
原
的
・
神
話
的
な
観
念
や

記
憶
を
踏
ま
え
て
、
神
話
上
の
島
々
や
豊
穣
な
島
々
が
点
在
す
る
風
景
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
公
的
な
国
家
的
な
祭
式
に
ふ
さ
わ
し

い
歌
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
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そ
れ
に
対
し
て
応
神
天
皇
の
国
見
歌
は
葛
野
と
い
う
土
地
に
執
着
し
、
葛
野
の
土
地
（
く
に
）
ぼ
め
に
終
始
し
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
違
い
は
ど
こ
に
起
因
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
国
見
の
始
原
的
な
あ
り
よ
う
を
想
起
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
見
は
も
と
も
と
村
落
の
土
俗
的
な
行
事
で
、
一
年
の
豊
作
を
予
祝
し
、
土
地
（
く
に
）
を
讃
美
す
る
祭
式
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
応
神
天
皇
の
国
見
歌
は
、
そ
う
し
た
国
見
の
始
原
的
な
あ
り
よ
う
を
引
き
継
い
で
い
る
か
、
あ
る
い
は
葛
野
の
地
方
で
う
た

わ
れ
た
国
見
歌
が
応
神
天
皇
の
国
見
歌
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

仁
徳
天
皇
の
国
見
歌
や
舒
明
天
皇
の
国
見
歌
も
、
淡
路
島
な
り
香
具
山
な
り
、
現
地
に
立
ち
現
地
に
執
着
し
て
も
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ

に
国
見
の
土
俗
的
な
あ
り
よ
う
を
引
き
継
い
で
い
る
と
も
い
え
ま
す
が
、
そ
れ
が
公
的
な
国
家
的
な
視
座
に
お
い
て
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
疑
い
な
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
そ
の
幻
影
の
風
景
は
、
応
神
天
皇
の
国
見
歌
に
比
し
て
、
創
造
的
な
想
像
力
を
駆
使
し
た
高
み
に
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
（
た
だ

し
、
そ
れ
は
文
学
的
な
価
値
を
云
々
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

し
か
し
、
く
り
返
し
て
い
う
と
応
神
天
皇
の
国
見
歌
に
お
い
て
も
、
歌
人
は
そ
の
土
地
に
潜
在
す
る
秀
抜
な
生
命
力
や
属
性
に
目
を
向
け

つ
ま
り
不
可
視
の
領
域
に
目
を
向
け
て
「
あ
る
べ
き
風
景
」
を
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
あ
り
よ
う
は
仁
徳
天
皇
の
国
見
歌
や
舒

明
天
皇
の
国
見
歌
と
類
似
し
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
は
そ
の
あ
り
よ
う
を
重
視
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
記
紀
万
葉
に
み
ら
れ
る
国
見
歌
の
あ
り
よ
う
を
個
条
書
き
ふ
う
に
お
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

①　

国
見
は
自
然
を
対
象
と
す
る
祭
式
で
あ
り
、
国
見
歌
は
そ
れ
に
の
っ
と
っ
て
「
見
れ
ば
」
と
い
い
「
国
見
を
す
れ
ば
」
と
う
た
っ
て 

い
ま
す
。
つ
ま
り
国
見
歌
は
国
見
と
い
う
祭
式
の
主
旨
を
踏
ま
え
て
、
自
然
を
う
た
う
必
然
性
を
持
ち
得
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

 

②　

し
か
し
、
そ
こ
に
う
た
わ
れ
た
風
景
は
実
景
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
自
然
を
対
象
と
し
て
知
覚
さ
れ

獲
得
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
う
た
っ
た
と
み
ら
れ
る
風
景
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
土
地
に
秘
匿
さ
れ
集
積
さ
れ
て
い
る
観
念
や
記
憶
を
踏
ま
え

て
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使
し
造
形
さ
れ
た
風
景
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
言
で
い
う
と
国
見
歌
の
風
景
は
幻

古
代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景

─
幻
影
の
リ
ア
リ
ズ
ム

－50－



影
の
風
景
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。　

 
③　

と
は
い
え
、
そ
れ
は
「
見
ゆ
」（
見
え
る
）
と
う
た
わ
れ
、
人
々
に
と
っ
て
今
、
そ
こ
に
、
現
出
し
現
前
し
て
い
る
風
景
で
あ
り
、

「
う
つ
つ
」（
現
）
の
風
景
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
が
記
紀
万
葉
に
み
ら
れ
る
国
見
歌
の
あ
り
よ
う
で
あ
り
、
古
代
和
歌
に
う
た
わ
れ
た
自
然
の
始
原
的
・
初
期
的
な
あ
り
よ
う
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

は
じ
め
に
大
岡
信
氏
の
論
に
触
れ
て
言
っ
た
よ
う
に
、
自
然
を
対
象
と
し
て
う
た
わ
れ
る
風
景
は
日
本
の
詩
歌
作
品
の
中
核
を
占
め
て
き

た
と
み
ら
れ
、
国
見
歌
の
風
景
は
そ
う
し
た
作
品
群
の
始
原
的
・
初
期
的
な
あ
り
よ
う
で
も
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
そ
れ
が
幻
影
の
風
景
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
詩
歌
史
は
そ
の
中
核
に
、
少
な
く
と
も

そ
の
一
端
に
、
幻
影
の
風
景
を
基
層
と
す
る
展
開
を
持
ち
あ
わ
せ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
。
幻
影
の
風
景
は
国
見
歌
の
よ
う
に
祭
式
の
場
の
歌
に
み
ら
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
的
で
日
常
的
な
場
の
歌
に
も
み

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
然
を
対
象
と
し
て
う
た
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
恋
情
や
哀
惜
に
か
か
わ
っ
て
う
た
わ
れ
て
も
い
ま
す
。
幻
影
の
風
景

は
古
代
和
歌
に
一
定
の
広
が
り
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
広
が
り
の
な
か
で
見
過
ご
し
が
た
い
歌
々
が
影
や
面
影
を
う
た
う
歌
々
で
す
。
そ
も
そ
も
影
・
面
影
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
に
等

し
く
、
幻
影
お
よ
び
心
象
（
心
像
）
を
意
味
す
る
こ
と
ば
で
あ
り
、
そ
の
古
代
的
な
タ
ー
ム
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

次
の
歌
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
初
期
万
葉
の
挽
歌
に
み
ら
れ
る
倭
大
后
の
一
首
。

　
　
　
　

天
皇
の
崩

か
む
あ
がり

ま
し
し
後
の
時
に
、
倭

や
ま
と
の
お
ほ
き
さ
き

大
后
の
作
り
ま
せ
る
御
歌
一
首

　
　

人
は
よ
し
思
ひ
止や

む
と
も
玉

た
ま
か
づ
ら鬘

影
に
見
え
つ
つ
忘
ら
え
ぬ
か
も
（
２
一
四
九
）

 

　

天
智
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
後
に
、
倭
大
后
が
作
ら
れ
た
歌
一
首

　
　
　

他
人
は
よ
し
や
思
い
慕
う
こ
と
を
や
め
よ
う
と
も
、
私
に
は
、
あ
の
方
が
影
と
し
て
見
え
て
見
え
て
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。

　

こ
の
歌
に
お
い
て
影
は
き
わ
め
て
重
い
意
味
を
担
っ
て
い
ま
す
。「
思
ひ
止
む
」
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
他
人
と
、「
忘
ら
え
ぬ
」
私
を
隔
て

る
の
は
「
影
に
」
見
え
る
か
否
か
で
あ
り
、
私
に
は
あ
の
方
が
影
と
し
て
し
き
り
に
見
え
、
忘
れ
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
と
い
う
の
で
す
。
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そ
の
影
が
亡
き
夫
（
天
智
天
皇
）
の
姿
を
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
も
と
よ
り
肉
体
を
持
っ
た
生
身
の
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
し

く
幻
影
で
あ
り
、
心
象
（
心
像
）
で
あ
り
、
俤
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
大
后
に
は
そ
の
幻
影
が
し
き
り
に
見
え
る
と
い
う
の
で
す
。
そ

れ
は
大
后
の
心
に
秘
匿
、
集
積
さ
れ
て
い
る
観
念
や
記
憶
を
踏
ま
え
て
再
生
さ
れ
、
造
形
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
に
は
古
代
日
本
人
に
寄
り
添
っ
た
理
解
が
必
要
で
す
。
古
代
日
本
人
は
影
・
面
影
を
魂
の
姿
と
と
ら
え
て
い
ま
し
た
。

大
后
の
う
た
う
影
も
そ
れ
で
、
大
后
に
と
っ
て
こ
れ
は
亡
き
夫
の
魂
の
姿
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

周
知
の
と
お
り
魂
は
目
に
見
え
ざ
る
霊
的
な
存
在
で
あ
り
、
人
間
が
人
間
と
し
て
存
在
し
生
存
す
る
た
め
の
原
形
、
原
質
の
統
合
体
と
し

て
う
け
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
魂
は
肉
体
に
付
属
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
立
し
た
存
在
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
魂
は
時
に
生
身
の
肉
体
か
ら
遊
離
し
、
ま
た
、
肉
体
の
死
と
と
も
に
肉
体
を
捨
て
て
、
他
界
に
移
り
住
み
、
そ
こ
に
生
き
つ
づ
け

る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
時
に
他
界
か
ら
此
界
を
訪
ね
て
来
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

　

天
智
天
皇
の
魂
も
今
、
大
后
の
も
と
を
訪
ね
て
き
た
。
大
后
に
と
っ
て
そ
れ
は
亡
き
夫
が
自
分
を
思
い
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
の
証
し
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
私
に
は
あ
の
人
を
忘
れ
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
と
い
う
の
で
す
（
拙
著
『
影
の
古
代
』）。

　

そ
の
思
い
を
保
証
す
る
表
現
が
「
影
に
見
え
つ
つ
」
で
す
。
も
っ
と
端
的
に
い
う
と
「
見
え
る
」
こ
と
の
重
み
に
あ
り
ま
し
ょ
う
。
天
智

天
皇
は
目
に
見
え
る
姿
を
も
っ
て
（
お
そ
ら
く
生
前
と
変
わ
ら
ぬ
に
等
し
い
姿
で
）
今
、
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
影
で
あ
り
、
幻
影
で
あ
っ
て
、
物
理
的
・
肉
体
的
な
存
在
と
等
し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
古
代
日
本
人

に
と
っ
て
そ
れ
は
一
つ
の
現
実
（「
う
つ
つ
」）
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
こ
に
「
見
え
る
」
こ
と
の
重
み
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
重
み
は
、
さ
き
の
国
見
歌
に
う
た
わ
れ
た
幻
影
の
風
景
に
も
通
底
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。注

1　

大
岡
氏
は
『
日
本
う
た
こ
と
ば
表
現
辞
典
④

―
叙
景
編
』
の
「
監
修
の
こ
と
ば
」
に
お
い
て
「
日
本
の
詩
歌
の
歴
史
は
、
ま
た
日
本

　

 

の
自
然
界
が
示
す
活
き
た
姿
の
全
容
を
記
録
す
る
歴
史
で
も
あ
っ
た
」「
そ
れ
ゆ
え
、
自
然
界
が
示
す
さ
ま
ざ
ま
な
外
観
を
え
が
き
、 

そ 

古
代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景

─
幻
影
の
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ア
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の
奥
深
い
秘
密
に
せ
ま
ろ
う
と
す
る
詩
歌
、
つ
ま
り
「
叙
景
」
の
詩
歌
作
品
が
、
数
に
お
い
て
も
質
に
お
い
て
も
、
日
本
の
詩
歌
作
品

　
　

 

の
ま
さ
に
中
核
の
部
分
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
当
然
な
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

注
2　

国
見
歌
は
国
見
に
お
い
て
う
た
わ
れ
る
歌
。
国
見
と
は
一
年
の
豊
作
を
予
祝
し
、
高
所
か
ら
眺
望
し
て
土
地
を
讃
美
す
る
祭
式
で
あ
っ 

　
 

た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
記
紀
万
葉
に
お
い
て
は
天
皇
の
祭
式
と
し
て
土
俗
性
を
離
れ
国
土
、
国
家
に
か
か
わ
る
祭
式
と
し
て
の
展
開

　

 
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

Ⅱ　

家
持
の
幻
影

　

当
然
と
は
い
え
国
見
歌
に
と
っ
て
、
こ
れ
が
国
見
と
い
う
祭
式
の
歌
で
あ
る
こ
と
の
意
味
は
重
い
。
な
に
よ
り
も
祭
式
の
主
旨
に
も
と
づ

き
、
国
見
歌
は
自
然
を
対
象
と
し
て
う
た
う
必
然
性
を
持
ち
得
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
う
た
わ
れ
る
風
景
は
古
代
和
歌
に
お
け
る
自
然
の
、

始
原
的
・
初
期
的
な
あ
り
よ
う
を
指
示
し
得
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
も
と
よ
り
自
然
は
国
見
歌
に
う
た
わ
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
葉
歌
を
一
望
す
る
と
、
行
幸
歌
な
ど
の
公
的
で
祭
式
的

な
場
に
お
い
て
も
、
私
的
で
日
常
的
な
場
に
お
い
て
も
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
は
、
国
見
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
国
」「
わ
が
国
」
の
風
景
と
い
っ
た
あ
り
よ
う
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ば
そ
う
し
た
拘
束
を
越
え

て
私
的
な
恋
情
や
哀
惜
な
ど
の
感
情
と
結
び
あ
い
、
広
範
囲
に
わ
た
り
、
多
様
な
あ
り
よ
う
を
持
っ
て
う
た
わ
れ
て
き
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
う
し
た
な
か
か
ら
、
私
は
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
う
た
わ
れ
る
歌
々
の
あ
り
よ
う
を
と
ら
え
、
特
に
大
伴
家
持
歌
に
目
を
向
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
家
持
は
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
う
た
う
あ
り
よ
う
に
こ
だ
わ
り
、
そ
こ
に
新
た
な
詩
的
風
景
を
切
り
拓
い
た
と
み
ら

れ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
自
然
を
う
た
う
万
葉
歌
の
家
持
歌
以
前
の
あ
り
よ
う
を
、
ま
ず
、
一
瞥
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
〇
〇
を
見
る
」「
〇
〇
を
望
む
」
な
ど
と
い
う
ふ
う
に
題
さ
れ
た
歌
々
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
次
の
歌
。
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十と
を
ち
の
ひ
め
み
こ

市
皇
女
の
、
伊
勢
の
神
宮
に
参ま

ゐ
お
も
む赴

き
し
時
に
、
波は

た多
の
横
山
の
巌い

は
ほを

見
て
吹ふ

き
の
と
じ

黄
刀
自
の
作
れ
る
歌

　
　

河
の
辺へ

の
ゆ
つ
岩い

は
む
ら群

に
草
生む

さ
ず
常つ

ね

に
も
が
も
な
常と

こ
を
と
め

処
女
に
て
（
１
二
二
）

　
　
　

川
の
ほ
と
り
の
聖
な
る
岩
群
に
は
苔
も
生
え
て
い
な
い
。
あ
の
よ
う
に
永
遠
の
少
女
と
し
て
十
市
皇
女
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ず
あ
り
つ

　
　
　

づ
け
て
ほ
し
い
。

　

こ
れ
は
『
万
葉
集
』
第
二
期
・
白
鳳
万
葉
期
の
歌
。
題
詞
は
十
市
皇
女
が
「
伊
勢
の
神
宮
に
」
赴
い
た
折
、
同
行
し
て
い
た
吹
黄
刀
自
が

「
波
多
の
横
山
の
巌
を
見
て
」
こ
の
歌
を
作
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
た
し
か
に
「
河
の
辺
の
ゆ
つ
岩
群
に
草
生
さ
ず
」
と
う
た
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
歌
は
ま
さ
し
く
「
波
多
の
横
山
の
巌
」
を
見
て
う
た
わ
れ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
と
い
っ
て
こ
の
歌
の
主
想
が
「
波
多
の
横
山
」
の
自
然
を
描
写
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
十

市
皇
女
の
永
遠
の
「
寿
を
祈
っ
た
歌
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
（
講
談
社
文
庫
『
万
葉
集
』
頭
注
）。

　

吹
黄
刀
自
は
「
波
多
の
横
山
」
の
、
と
り
わ
け
聖
な
る
「
巌
」
に
目
を
向
け
、
そ
の
岩
群
が
持
ち
あ
わ
せ
る
不
変
の
生
命
力
を
う
け
と
め
、

そ
の
よ
う
に
皇
女
は
永
遠
の
少
女
（
常
処
女
）
と
し
て
変
わ
ら
ず
生
き
つ
づ
け
て
ほ
し
い
と
う
た
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
あ
り
よ

う
に
お
い
て
、
こ
の
歌
は
「
波
多
の
横
山
の
巌
を
見
て
」
作
ら
れ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
「
〇
〇
を
見
る
」「
〇
〇
を
望
む
」
と
題
さ
れ
た
歌
の
多
く
は
、
こ
の
歌
の
よ
う
な
あ
り
よ
う
を
持
っ
て
、
自
然
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
題
さ
れ
て
い
な
く
と
も
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
自
然
を
う
た
う
歌
々

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
自
然
は
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
う
た
わ
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
聞
く
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
う
た
わ
れ
て
も
い
ま

す
。
と
い
う
よ
り
も
五
感
を
駆
使
し
て
う
た
わ
れ
る
の
で
す
が
、
視
覚
は
そ
の
中
核
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
人
間
は
視
覚
を
基
本
と
し
て
「
も
の
」（
自
然
）
を
認
識
す
る
か
ら
で
あ
り
、
万
葉
歌
の

自
然
が
多
く
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
う
た
わ
れ
る
の
は
そ
の
必
然
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
「
鳥
を
詠
め
る
」「
霞
を
詠
め
る
」「
柳
を
詠
め
る
」「
花
を
詠
め
る
」
な
ど
と
い
っ
た
詠
物
歌
（
巻
十
・
雑
歌
）
や
、「
鳥
に
寄

せ
た
る
」「
花
に
寄
せ
た
る
」「
霜
に
寄
せ
た
る
」「
霞
に
寄
せ
た
る
」
な
ど
の
寄
物
歌
（
同
・
相
聞
）
も
、
そ
の
大
半
は
「
見
る
」
こ
と
を
踏

古
代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景

─
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ま
え
て
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
歌
々
の
作
歌
年
時
は
不
詳
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
あ
り
よ
う
は
初
期
万
葉
歌
以
来
、
天
平
万
葉
歌
に
至
る
ま
で
つ
づ
い

て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
は
「
〇
〇
を
見
る
」「
〇
〇
を
望
む
」
な
ど
と
題
さ
れ
た
歌
々
が
、
断
続
的
で
あ
る
と
は
い
え
、
万

葉
史
に
遍
在
し
て
い
る
こ
と
に
認
め
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
国
見
歌
を
想
起
し
ま
し
ょ
う
。
さ
き
に
見
た
と
お
り
国
見
歌
は
基
本
的
に
「
見
れ
ば
」（
見
る
と
）「
見
ゆ
」（
見
え
る
）
と
う
た
わ

れ
ま
す
。
そ
の
風
景
は
疑
い
な
く
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
う
た
わ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

し
た
が
っ
て
国
見
歌
の
風
景
は
古
代
和
歌
に
う
た
わ
れ
る
自
然
の
始
原
的
・
初
期
的
な
あ
り
よ
う
を
指
示
す
る
と
同
時
に
、「
見
る
」
こ

と
を
踏
ま
え
て
う
た
う
自
然
の
淵
源
に
位
置
づ
け
う
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
古
代
和
歌
に
お
い
て
自
然
は
、
国
見
歌
を
は
じ
め
と
し

て
天
平
万
葉
歌
に
至
る
ま
で
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
う
た
わ
れ
続
け
て
来
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　　

そ
こ
で
家
持
歌
に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
さ
き
に
言
い
さ
し
て
お
い
た
よ
う
に
家
持
は
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
う
た
う
あ
り
よ
う
に

こ
だ
わ
り
、
新
た
な
詩
的
風
景
を
切
り
拓
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
さ
し
く
家
持
歌
に
は
「
〇
〇
を
見
る
」
と
題
す
る
歌
（「
見
て
」「
望
み
見
て
」「
仰
ぎ
見
て
」
な
ど
）
は
も
と
よ
り
、
そ
の
よ
う
に
題

さ
れ
て
い
な
く
と
も
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
う
た
っ
た
と
み
ら
れ
る
歌
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
春
愁
の
絶
唱
歌
と
い
わ
れ
る
、

　
　

春
の
野
に
霞
た
な
び
き
う
ら
悲
し
こ
の
夕
か
げ
に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
（
19
四
二
九
〇
）

な
ど
も
、
題
詞
に
は
「
興
に
依
り
て
作
れ
る
歌
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
自
然
を
う
た
う
あ
り
よ
う
と
し
て
う
け
と

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
た
、
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
家
持
は
「
属し

ょ
く
も
く目

」
と
い
う
こ
と
ば
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。『
万
葉
集
』
に
お
い
て
こ
の
こ
と
ば
を

用
い
た
の
は
家
持
で
あ
り
、「
属
目
」
へ
の
こ
だ
わ
り
は
家
持
に
独
擅
的
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
「
属
目
」
と
は
目
を
属
（
つ
）
け
る
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』
が
い
う
よ
う
に
「
目
を
つ
け
て
視
る
」「
注
目
し
て
視
る
」
こ
と
を
意
味
し
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ま
す
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
「
見
る
」
こ
と
を
基
本
と
す
る
行
為
で
あ
り
、
ざ
っ
く
り
い
う
と
「
見
る
」
こ
と
と
類
語
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。

　

家
持
歌
に
お
け
る
「
見
る
」
こ
と
お
よ
び
「
属
目
」
に
か
か
わ
る
論
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
こ
こ
で
居
駒
永
幸
氏
の
論
を
と
り

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
（「
家
持
の
属
目
歌
―
―
天
平
二
十
年
諸
郡
巡
行
歌
を
中
心
に
―
―
」『
萬
葉
研
究
』
第
６
号
昭
和
六
十
年
一
九
八
五
年
十
月
）。

　

氏
は
家
持
歌
全
体
に
か
か
る
基
礎
的
な
分
析
を
踏
ま
え
「
属
目
」
は
「
作
歌
動
機
が
視
覚
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
心
の
動
き
で
あ
る
こ
と

を
示
す
点
」
で
「
見
る
」
こ
と
と
等
し
い
と
い
い
、
家
持
歌
に
み
ら
れ
る
自
然
詠
の
全
体
像
を
探
っ
て
、
そ
れ
は
三
つ
の
あ
り
よ
う
に
分
類

で
き
る
と
と
ら
え
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
「
風
景
に
心
引
か
れ
、
目
に
つ
く
ま
ま
に
そ
の
あ
り
の
ま
ま
を
詠
む
」
こ
と
。
二
つ
に
は
思
慕
や
恋
情
な
ど
「「
属
目
」
に

よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
を
歌
う
も
の
」。
三
つ
に
は
「
桃
と
李
を
詠
ん
だ
属
目
歌
」
で
「
虚
構
の
風
景
」
で
あ
る
、
と
。
氏
の
こ
の
分
類

に
目
を
向
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

古
代
和
歌
（
万
葉
歌
）
が
抒
情
詩
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
通
説
で
あ
り
（
注
3
）、
氏
は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
論
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
も
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
氏
の
分
析
を
確
か
め
つ
つ
論
を
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

氏
は
ま
ず
、
家
持
歌
に
お
い
て
「
属
目
」
の
語
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
天
平
二
十
年
（
七
四
八
年
）
の
諸
郡
巡
行
の
歌
に
注
目
し
、「
風
景

に
心
引
か
れ
、
目
に
つ
く
ま
ま
に
そ
の
あ
り
の
ま
ま
を
詠
む
」
と
い
う
あ
り
よ
う
を
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

次
の
歌
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

珠す
す
の
こ
ほ
り

洲
郡
よ
り
発ふ

な
だ
ち船

し
て
治ち

ふ布
に
還
り
し
時
に
、
長
浜
の
湾う

ら

に
泊
て
て
、
月
の
光
を
仰
ぎ
見
て
作
れ
る
歌
一
首

　
　

珠
洲
の
海
に
朝
び
ら
き
し
て
漕
ぎ
来
れ
ば
長
浜
の
浦
に
月
照
り
に
け
り
（
17
四
〇
二
九
）

　
　
　

珠
洲
の
海
を
夜
明
け
と
と
も
に
漕
ぎ
出
し
て
来
る
と
、
い
つ
か
長
浜
の
浦
に
月
が
照
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

 

右
の
件く

だ
りの

歌う

た詞
は
、
春
の
出す

い
こ挙

に
依
り
て
、
諸
郡
を
巡
行
し
、
当そ

の
と
き時

当そ
の
と
こ
ろ

所
に
し
て
属
目
し
て
作
れ
り
。　

大
伴
宿
禰
家
持

　

題
詞
は
「
珠
洲
郡
よ
り
出
航
し
治
布
に
還
っ
て
き
た
」「
時
に
、
長
浜
の
浦
に
停
泊
し
た
」
が
、
こ
れ
は
そ
の
折
「
月
の
光
を
仰
ぎ
見
て

作
っ
た
歌
」
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
お
り
歌
も
「
長
浜
の
浦
に
月
照
り
に
け
り
」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
こ
れ
は
「
見
る
」

古
代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景
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こ
と
を
踏
ま
え
て
う
た
わ
れ
た
歌
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
左
注
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
こ
の
歌
だ
け
の
注
記
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
右
の
件
の
歌
詞
」
と
は
「
砺と

な
み波

郡
の

雄を
か
み
か
は

神
川
の
辺ほ

と
りに

し
て
作
れ
る
歌
」（
四
〇
二
一
）
か
ら
こ
の
「
珠
洲
の
海
に
朝
び
ら
き
し
て
」
の
歌
に
至
る
一
連
九
首
を
さ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
連
九
首
は
「
春
の
出
挙
の
た
め
に
諸
郡
を
巡
り
歩
き
」「
そ
の
時
」（
当
時
）「
そ
の
所
」（
当
所
）
で
「
属
目
」
し
て
作
っ
た
歌
だ

と
い
う
の
で
す
。
つ
ま
り
国
司
と
し
て
諸
郡
巡
行
の
途
次
、
目
に
触
れ
た
対
象
を
踏
ま
え
て
こ
の
歌
々
を
作
っ
た
と
。

　

こ
れ
は
家
持
自
身
が
記
し
た
注
で
あ
り
、
こ
こ
に
属
目
と
属
目
詠
に
か
か
る
家
持
の
基
本
的
な
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

家
持
に
と
っ
て
属
目
詠
と
は
「
そ
の
時
」「
そ
の
所
」
で
邂
逅
し
た
対
象
に
目
を
属
（
つ
）
け
、
い
わ
ば
そ
の
実
景
に
即
し
て
う
た
う
こ
と

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

左
注
に
よ
る
と
九
首
は
す
べ
て
「
屬
目
し
て
」
作
ら
れ
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
こ
の
「
珠
洲
の
海
に
朝
び
ら
き
し
て
」
の
歌
も
ま
さ
し

く
そ
の
一
首
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
、
こ
の
歌
の
題
詞
は
「
長
浜
の
湾
」
で
「
月
の
光
を
仰
ぎ
見
て
」
作
っ
た
と
い
い
、
こ
れ
は
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
う
た
わ
れ

た
歌
で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
家
持
に
と
っ
て
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
う
た
う
こ
と
は
「
属
目
し
て
作
る
」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
あ
り
よ
う
は
こ
の
二
年
後
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
年
）
の
巡
行
時
の
歌
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
季き

し
ゅ
ん春

三
月
九
日
に
、

出
挙
の
政

ま
つ
り
ご
とに

擬よ

り
て
旧ふ

る
え
の江

村
に
行
き
、
道
の
上ほ

と
りに

し
て
物ぶ

つ
く
わ花

を
属
目
せ
る
詠う

た　

併
せ
て
興
中
に
作
り
し
所
の
歌
」（
晩
春
三
月
九
日
に
出
挙
の
仕
事

の
た
め
に
旧
江
村
に
行
き
、
途
中
風
景
を
目
に
し
た
歌
。
あ
わ
せ
て
感
興
の
ま
ま
に
作
っ
た
歌
）
と
あ
り
、

　
　
　
　

渋し
ぶ
た
に谿

の
崎
を
過
ぎ
て
巌い

は
ほの

上
の
樹
を
見
た
る
歌　

樹
の
名
は
つ
ま
ま

　
　

磯
の
上
の
つ
ま
ま
を
見
れ
ば
根
を
延は

へ
て
年
深
か
ら
し
神
さ
び
に
け
り
（
19
四
一
五
九
）

 

　

渋
谿
の
崎
を
通
り
、
岩
上
の
樹
を
見
た
歌　

樹
の
名
を
つ
ま
ま
と
い
う
。

　
　
　

磯
の
上
の
つ
ま
ま
を
見
る
と
、
た
く
ま
し
く
根
を
張
っ
て
何
年
も
経
て
い
る
ら
し
い
。
神
々
し
い
こ
と
よ
。

と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
し
く
「
道
の
上
に
し
て
物
花
を
属
目
せ
る
詠
」
は
「
巌
の
上
の
樹
を
見
た
る
歌
」
で
あ
り
、
邂
逅
し
た
自
然
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に
目
を
属
（
つ
）
け
、
そ
の
実
景
に
即
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

居
駒
氏
が
い
う
よ
う
に
属
目
詠
は
「
風
景
に
心
引
か
れ
、
目
に
つ
く
ま
ま
に
そ
の
あ
り
の
ま
ま
」
を
詠
む
こ
と
を
基
本
と
す
る
歌
を
い
う

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
氏
が
「「
属
目
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
を
う
た
う
」
と
い
う
歌
の
あ
り
よ
う
を
確
か
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
の
歌
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
　

ぬ
ば
た
ま
の
夜よ

わ
た渡

る
月
を
幾
夜
経ふ

と
数よ

み
つ
つ
妹い

も

は
わ
れ
待
つ
ら
む
そ
（
18
四
〇
七
二
）

　
　
　
　

右
は
、
こ
の
夕ゆ

ふ
へ　

月
の
光
遅ゆ

る

く
流
れ
、
和
風
稍や

く
やく

扇あ
ふ

ぐ
。
即
ち
屬し

ょ
く
も
く目

に
因よ

り
て
、
聊い

さ
さか

こ
の
歌
を
作
れ
り
。

　
　
　

漆
黒
の
夜
空
を
渡
る
月
を
妹
（
妻
）
は
「
幾
夜
経
た
か
」
と
数
え
つ
つ
、
わ
た
し
を
待
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

 

　

右
は
、
今
宵
は
月
光
が
ゆ
っ
た
り
と
照
り
、
和
風
が
穏
や
か
に
吹
い
て
い
る
。
そ
こ
で
屬
目
に
よ
っ
て
こ
の
歌
を
作
っ
た
。

　

家
持
は
左
注
で
「
屬
目
に
因
り
て
」（
因
属
目
）
こ
の
歌
を
作
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
目
に
触
れ
た
自
然
を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
と
い
う

の
で
す
。
左
注
に
即
し
て
い
う
と
、
家
持
は
対
象
を
「
月
の
光
遅
く
流
れ　

和
風
稍
く
扇
ぐ
」（
月
光
遅
流　

和
風
稍
扇
）
と
う
け
と
め
、
そ

れ
を
踏
ま
え
て
こ
の
歌
を
作
っ
た
と
。

　

し
か
し
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
こ
の
歌
に
月
光
や
和
風
の
風
景
は
う
た
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
居
駒
氏
は
そ
れ
を
と
ら
え
て
「
そ
こ

に
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
月
の
あ
り
の
ま
ま
の
風
景
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
妹
」
へ
の
思
慕
の
情
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
」
と
言
う
の
で
す
。

　

た
し
か
に
家
持
の
目
は
遠
く
都
に
い
る
妻
（
坂
上
大
嬢
）
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
妻
は
逢
え
な
い
夜
を
数
え
な
が
ら
、

私
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
。
も
ち
ろ
ん
都
を
遠
く
離
れ
、
妻
と
逢
え
な
い
夜
を
数
え
て
い
る
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
家
持
自
身
で
あ
り
、

こ
の
歌
の
主
想
は
そ
の
孤
独
な
恋
情
に
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

さ
き
の
春
の
出
挙
に
よ
り
諸
郡
を
巡
行
し
た
折
の
歌
々
と
の
違
い
は
、
孤
独
な
恋
情
が
直
に
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
確
か

に
「「
属
目
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
」
を
う
た
う
歌
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

し
た
が
っ
て
家
持
歌
は
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
自
然
を
う
た
う
あ
り
よ
う
と
し
て
、
邂
逅
し
た
「
風
景
に
心
引
か
れ
、
目
に
つ
く
ま

古
代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景

─
幻
影
の
リ
ア
リ
ズ
ム

－58－



ま
に
そ
の
あ
り
の
ま
ま
を
詠
む
」
こ
と
と
、「「
属
目
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
を
う
た
う
」
こ
と
の
二
つ
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
る
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「「
属
目
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
を
う
た
う
」
歌
と
み
ら
れ
る
こ
の
歌
に
は
、
対
象
の
把

握
（
あ
る
い
は
対
象
へ
の
目
の
向
け
よ
う
）
に
も
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
お
さ
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
家
持
が
目
に
し
て
い
る
月
光
と
和
風
の
風
景
は
今
宵
の
自
然
と
は
い
う
も
の
の
、
実
景
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
家
持

が
う
け
と
め
た
「
風
景
と
し
て
の
自
然
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
家
持
の
情
感
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
た
風
景
で
あ
り
、
家
持
の
孤
独

な
恋
情
を
す
で
に
内
在
す
る
風
景
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
家
持
は
そ
の
風
景
を
対
象
に
「
即
ち
屬
目
に
因
り
て
」「
聊
か
こ
の
歌
」
を

作
っ
た
の
で
あ
り
、
遠
く
都
に
い
る
妻
の
、
孤
独
な
日
々
を
思
い
描
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
い
う
と
、
こ
の
歌
に
「
月
の
あ
り
の
ま
ま
の
風
景
」
は
う
た
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
妻
（
妹
）
は
「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
を
」

見
て
い
ま
す
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
家
持
の
思
い
描
く
風
景
で
あ
り
、
月
を
見
て
い
る
の
は
家
持
自
身
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

古
代
和
歌
に
月
を
見
て
う
た
う
歌
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
歌
々
に
知
ら
れ
る
と
お
り
、
人
々
に
と
っ
て
月
（
の
面
）
は
此
界

と
異
界
の
境
界
で
あ
り
、
月
を
見
る
こ
と
は
、
恋
し
い
人
で
あ
れ
、
亡
き
人
で
あ
れ
、
そ
の
人
を
偲
ぶ
よ
す
が
（
手
段
）
で
あ
り
ま
し
た
（
拙

著
『
影
の
領
界
』）。

　

も
と
よ
り
そ
れ
は
古
代
日
本
人
の
観
念
や
感
覚
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
た
意
識
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
が
、
人
々
は
そ
の
意
識
を
共
有
し
て
い

た
と
み
ら
れ
ま
す
（
注
4
）。
こ
こ
で
家
持
も
（
そ
し
て
家
持
の
思
い
描
く
妻
も
）
そ
う
し
た
意
識
を
持
っ
て
月
を
眺
め
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
が
さ
き
の
出
挙
の
巡
行
の
折
の
歌
の
、
邂
逅
し
た
実
景
を
踏
ま
え
て
う
た
う
あ
り
よ
う
と
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
そ
う
し
た
対
象
把
握
が
「「
属
目
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
を
う
た
う
」
歌
々
だ
け
に
認
め
ら
れ
る
か
否
か
断
定
は
で
き
ま
せ
ん

が
、「「
属
目
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
を
う
た
う
」
歌
に
、
こ
の
よ
う
な
あ
り
よ
う
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

つ
ま
り
「「
属
目
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
を
う
た
う
」
歌
々
に
は
、
自
ら
の
情
感
に
よ
っ
て
切
り
取
っ
た
風
景
を
対
象
と
し
て
、

自
ら
の
思
い
を
う
た
う
と
い
っ
た
あ
り
よ
う
や
、
人
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
て
月
を
眺
め
、
遠
く
都
に
い
る
妻
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
と
い
う
よ

う
な
あ
り
よ
う
が
含
ま
れ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
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そ
う
し
た
あ
り
よ
う
を
含
め
て
家
持
歌
は
邂
逅
し
た
自
然
に
目
を
属
（
つ
）
け
、
実
景
に
即
し
て
う
た
う
あ
り
よ
う
と
、「「
属
目
」
に

よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
を
う
た
う
」
あ
り
よ
う
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
家
持
歌
に
認
め
ら
れ
る
と

い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
あ
り
よ
う
は
二
つ
な
が
ら
天
平
八
年
（
七
三
六
年
）
新
羅
に
派
遣
さ
れ
た
使
人
の
歌
々
（
15
三
五
七
八
―
三
七
二
二
）
に
も
み
ら
れ
る
の

で
あ
り
、
家
持
歌
を
含
め
て
天
平
万
葉
期
の
歌
々
に
そ
れ
な
り
の
広
が
り
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

家
持
は
そ
う
し
た
天
平
万
葉
期
の
歌
々
の
あ
り
よ
う
も
踏
ま
え
た
う
え
で
、
さ
ら
に
家
持
な
り
の
「
歌
論
」
と
、
家
持
な
り
の
歌
境
の
深

化
を
模
索
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
そ
の
全
体
を
お
話
で
き
る
だ
け
の
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
別
の
機
会
に
果
た

す
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
家
持
が
「
属
目
」
に
こ
だ
わ
り
、
こ
れ
を
タ
ー
ム
と
し
て
「
歌
の
か
た
ち
」
と
「
見
る
」
こ
と
に
広
が
る
可
能

性
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
こ
の
歌
の
左
注
「
即
ち
属
目
に
因
り
て
、
聊
か
こ
の
歌
を
作
れ
り
」
と
い
う
一
文
に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
家
持
が

「
因
り
て
」（
因
）
と
記
し
た
こ
と
の
重
み
を
う
け
と
め
、
そ
こ
に
込
め
た
家
持
の
意
図
を
と
ら
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
因
り
て
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
も
と
づ
い
て
」
の
意
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
属
目
」
に
も
と
づ
く
歌
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
一
文

で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

し
た
が
っ
て
こ
れ
は
ま
た
「
因
り
て
」
の
対
象
で
あ
る
「
属
目
」
を
タ
ー
ム
と
し
て
強
く
意
識
し
た
表
現
で
あ
り
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん

で
い
う
と
「
属
目
」
に
も
と
づ
く
「
歌
の
か
た
ち
」
を
意
識
し
た
表
現
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
こ
に
加
え
て
も
う
一
つ
。
大
伴
家
持
と
大
伴
池
主
の
歌
書
簡
に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
居
駒
氏
は
さ
き
の
論
で
家
持
の
池
主
宛
書
簡
に

「
属
目
発
思
」
と
い
う
語
が
見
え
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
を
「「
属
目
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
を
う
た
う
」
歌
の
あ
り
よ
う
に
敷
衍

し
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
私
は
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
も
う
少
し
詳
し
く
お
さ
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
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『
万
葉
集
』
に
お
い
て
そ
の
家
持
と
池
主
の
歌
書
簡
に
よ
る
往
還
は
、
天
平
二
一
年
（
七
四
九
年
）
三
月
、
さ
き
に
と
り
あ
げ
た
家
持
の

「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
を
」
の
歌
に
次
い
で
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
池
主
の
家
持
宛
書
簡
が
あ
り
、「
古
人
の
云
は
く
」（
古
人
云
・

18
四
〇
七
三
）「
物
に
属つ

き
て
思
ひ
を
発お

こ

せ
る
」（
屬
物
発
思
・
四
〇
七
四
）「
所し

ょ
し
ん心

の
歌
」（
所
心
歌
・
四
〇
七
五
）
の
三
首
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
答
え
た
家
持
の
書
簡
は
池
主
の
歌
に
い
ち
い
ち
対
応
す
る
か
た
ち
で
「
古
人
の
云
へ
る
に
答
へ
た
る
」（
答
古
人
云
・
18
四
〇
七
六
）

「
屬
目
し
思
ひ
を
発
せ
る
に
答
へ
、
兼
ね
て
遷
任
せ
る
旧
宅
の
西
北
の
隅
の
桜
樹
を
詠よ

み
て
云
へ
る
」（
答
屬
目
発
思
兼
詠
云
遷
任
旧
宅
西
北
隅

桜
樹
・
四
〇
七
七
）「
所
心
に
答
へ
、
即
ち
古
人
の
跡
を
以
ち
て
、
今
日
の
意
に
代
へ
た
る
」（
答
所
心
即
以
古
人
之
跡
代
今
日
之
意
・
四
〇
七
八
）

と
つ
づ
き
、「
更
に
目
を
矚つ

け
て
」（
更
矚
目
・
四
〇
七
九
）
を
加
え
つ
ご
う
四
首
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
こ
れ
は
単
な
る
書
簡
の
往
還
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
物
に
属
き
て
思
ひ
を
発
せ
る
」
と
か
「
所
心
の
歌
」
と
い
っ
た
表
現
が
交

わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
歌
の
実
作
と
そ
れ
に
か
ら
む
論
理
（「
歌
論
」）
の
往
還
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

池
主
と
家
持
の
そ
れ
ぞ
れ
二
首
め
に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
池
主
の
歌
は
、

　
　

桜
花
今
そ
盛
り
と
人
は
言
へ
ど
わ
れ
は
さ
ぶ
し
も
君
と
し
あ
ら
ね
ば
（
18
四
〇
七
四
）

　
　
　

桜
花
は
今
ま
っ
盛
り
と
人
は
言
う
が
、
私
は
さ
び
し
い
。
あ
な
た
と
い
っ
し
ょ
で
な
い
の
で
。

と
あ
り
、
池
主
は
こ
れ
を
「
属
物
発
思
」（
物
に
属
き
て
思
ひ
を
発
せ
る
）
と
記
し
て
い
ま
す
。
物
に
よ
っ
て
思
い
を
述
べ
た
と
い
う
の
で
す
。

「
属
物
」
と
し
て
桜
花
を
、「
発
思
」
と
し
て
桜
花
の
思
い
出
と
と
も
に
家
持
と
い
な
い
さ
び
し
さ
を
う
た
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
池

主
は
こ
の
時
、
越
中
を
去
り
、
越
前
に
赴
任
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、「
属
物
発
思
」
が
「
寄
物
発
思
」（
物
に
寄よ

せ
て
思
ひ
を
発お

こ

せ
る
）「
寄
物
陳
思
」（
物
に
寄
せ
て
思
ひ
を
陳の

ぶ
る
）
な
ど
と
同
類
、
同
種

の
タ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
す
。

　

家
持
は
池
主
の
歌
に
答
え
て
、

　
　

わ
が
背せ

こ子
が
古
き
垣か

き
つ内

の
桜
花
い
ま
だ
含ふ

ふ

め
り
一
目
見
に
来こ

ね
（
18
四
〇
七
七
）

　
　
　

あ
な
た
の
旧
宅
の
垣
根
の
な
か
の
桜
花
は
ま
だ
蕾
ん
だ
ま
ま
で
す
。
一
目
見
に
お
い
で
な
さ
い
。

と
う
た
っ
て
い
ま
す
。
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そ
し
て
こ
れ
は
「
目
に
触
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
思
い
を
述
べ
た
歌
に
答
え
、
あ
わ
せ
て
あ
な
た
が
転
任
し
て
い
っ
た
後
の
旧
宅
の
西
北
の

隅
に
あ
る
桜
の
木
を
詠
ん
だ
歌
」（
屬
目
し
思
ひ
を
発
せ
る
に
答
へ
、
兼
ね
て
遷
任
せ
る
旧
宅
の
西
北
の
隅
の
桜
樹
を
詠
み
て
云
へ
る
）
で
あ
る
と
記

し
て
い
ま
す
。

　

注
意
し
た
い
こ
と
は
池
主
が
「
属
物
発
思
」
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
家
持
が
そ
れ
を
「
属
目
発
思
」
と
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
で

す
。
家
持
は
こ
こ
で
も
「
属
目
」
と
い
う
タ
ー
ム
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
属
目
発
思
」
が
家
持
に
よ
る
独
自
の
表
現
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

　

一
方
「
属
物
発
思
」
と
い
う
表
現
は
溯
っ
て
遣
新
羅
使
人
の
歌
に
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
属
物
発
思
歌
一
首
」（
物
に
属
き
て
思
ひ
を

発
せ
る
歌
一
首
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
15
三
六
二
七
―
三
六
二
九
）。
つ
ま
り
池
主
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
タ
ー
ム
に
し
た
が
っ
て
、
自
作

歌
を
「
属
物
発
思
」
と
位
置
づ
け
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
も
と
よ
り
家
持
も
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
お
り
、
そ
の
う
え
で
「
属
目
発
思
」
と

言
い
換
え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
属
物
発
思
」
は
「
物
」（
自
然
）
を
媒
体
と
し
て
思
い
を
う
た
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
き
に
触
れ
た
と
お
り
「
寄
物
発
思
」「
寄
物
陳
思
」

に
も
通
じ
る
タ
ー
ム
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
は
屬
目
の
歌
に
も
通
じ
て
い
ま
す
。
屬
目
詠
も
自
然
（
物
）
に

目
を
属
（
つ
）
け
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
思
い
を
う
た
う
歌
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
「
属
物
」
と
「
属
目
」
は
同
じ
こ
と
だ
と
と

ら
え
る
こ
と
も
で
き
ま
し
ょ
う
（
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
』
四
頭
注
）。

　

た
し
か
に
池
主
の
歌
は
桜
花
を
踏
ま
え
て
、
家
持
と
と
も
に
い
な
い
さ
び
し
さ
を
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
こ
た
え
た
家
持
の

歌
も
思
い
出
の
桜
花
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
属
物
」
と
「
属
目
」
の
類
似
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
全
く
同
じ
で
あ
る
の
な
ら
「
属
物
」
を
「
属
目
」
な
ど
と
言
い
換
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
差
異
が

あ
る
は
ず
で
す
。「
属
物
発
思
」
と
「
属
目
発
思
」
を
対
照
す
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
違
い
は
「
物
」
と
「
目
」
に
あ
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　
「
属
物
発
思
」
に
お
け
る
「
物
」
が
対
象
と
し
て
の
自
然
を
指
示
し
、「
属
目
発
思
」
に
お
け
る
「
目
」
が
対
象
を
と
ら
え
る
人
間
の
行
為

と
そ
の
機
能
を
い
う
こ
と
は
疑
い
な
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
「
属
物
発
思
」
に
比
し
て
「
属
目
発
思
」
は
「
目
」
を
重
視
し
た
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タ
ー
ム
で
あ
り
、
人
間
を
重
視
す
る
姿
勢
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
家
持
は
「
属
目
」
に
も
と
づ
き
、「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
心
情
を
う
た
う
「
歌
の
か
た
ち
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　
「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
を
」
の
歌
を
想
起
し
ま
し
ょ
う
。
家
持
は
そ
の
夜
の
自
然
を
属
目
し
て
こ
の
歌
を
作
っ
た
と
い
う
の
で
す
が
、

さ
き
に
見
た
と
お
り
歌
は
そ
の
風
景
に
即
し
て
う
た
わ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
家
持
は
遠
く
都
に
い
る
妻
の
姿
を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　
「
屬
目
」
と
は
対
象
に
目
を
属
（
つ
）
け
る
こ
と
で
あ
り
、
属
目
の
歌
は
「
物
」（
自
然
）
に
即
し
て
う
た
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
と
い
え

ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
物
」（
自
然
）
に
即
し
て
う
た
う
だ
け
で
は
な
い
。
家
持
は
目
の
前
の
実
景
を
越
え
て
、
心
の
奥
処
（
お
く
か
）

に
目
を
向
け
「
見
え
ざ
る
景
」
を
思
い
描
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
家
持
は
「
見
る
」
こ
と
が
持
ち
あ
わ
せ
る
多

様
な
広
が
り
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
こ
に
家
持
の
「
属
目
」
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
軸
足
は
人
間
の
側
に
あ
る
。「
物
」
で
は
な
く
、「
見
る
」
側
に
あ

る
。
そ
れ
を
詩
友
で
あ
る
池
主
と
共
有
し
よ
う
と
す
る
、
そ
の
思
い
を
込
め
て
家
持
は
池
主
の
歌
を
「
属
目
発
思
」
と
言
い
換
え
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
と
よ
り
家
持
は
歌
の
詩
的
な
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
池
主
と
の
往
還
の
か
ぎ
り
で
い
う
と
「
属
目

発
思
」
は
、
居
駒
氏
が
い
う
よ
う
に
「「
属
目
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
を
う
た
う
」
こ
と
に
重
な
る
と
い
う
以
上
に
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

　

く
り
返
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
「
わ
が
背
子
が
」
の
歌
は
池
主
の
旧
宅
の
桜
樹
に
目
を
向
け
、
池
主
を
思
う
と
い
う
の
で
あ
り
、

ま
さ
し
く
「
屬
目
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
歌
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
家
持
は
「
更
に
目
を
矚
け
て
」
と
し
て
、

　
　

三み
し
ま
の

島
野
に
霞
た
な
び
き
し
か
す
が
に
昨き

の
ふ日

も
今け

ふ日
も
雪
は
降
り
つ
つ
（
四
〇
七
九
）

　
　
　

三
島
野
に
霞
が
た
な
び
い
て
い
る
。
と
は
い
え
、
昨
日
も
今
日
も
雪
は
降
り
継
い
で
。

と
い
う
歌
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
三
島
野
に
た
な
び
く
霞
の
風
景
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
雪
の
降
り
継
ぐ
風
景
を
対
照
し
て
う
た
っ
て
い
ま
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す
が
、
こ
れ
な
ど
は
属
目
詠
の
基
本
と
い
え
る
「
物
」（
自
然
）
に
即
し
て
う
た
う
と
い
う
あ
り
よ
う
を
体
現
し
た
歌
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
私
は
次
の
歌
々
に
目
を
向
け
、
家
持
が
新
た
に
切
り
拓
い
た
あ
り
よ
う
を
と
ら
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

①　
　

天
平
勝し

ょ
う
ほ
う宝

二
年
三
月
一
日
の
暮ゆ

ふ
べに

、
春
の
苑そ

の

の
桃も

も
す
も
も李

の
花
を
眺な

が矚
め
て
作
れ
る
歌
二
首

　
　

春
の
苑

そ
の
く
れ
な
ゐ

紅
に
ほ
ふ
桃
の
花
下し

た
で照

る
道
に
出
で
立
つ
少を

と
め女

（
19
四
一
三
九
）

　
　
　

春
の
苑
は
紅
に
照
り
映
え
る
。
桃
の
花
の
輝
く
下
の
道
に
、
た
ち
現
れ
る
少
女
。

　
　

我
が
園
の
李す

も
もの

花
か
庭
に
降
る
は
だ
れ
の
い
ま
だ
残
り
た
る
か
も
（
四
一
四
〇
）

　
　
　

わ
が
庭
園
の
李
の
落
花
か
。
そ
れ
と
も
庭
に
降
っ
た
ま
だ
ら
雪
が
ま
だ
消
え
残
っ
て
い
る
の
か
。

②　
　

堅か
た
か
ご

香
子
草
の
花
を
攀よ

ぢ
折
れ
る
歌
一
首

　
　

も
の
の
ふ
の
八や

そ
を
と
め

十
少
女
ら
が
汲く

み
ま
が
ふ
寺て

ら
ゐ井

の
上
の
堅か

た
か
ご

香
子
の
花
（
19
四
一
四
三
）

　
　
　
（
も
の
の
ふ
の
）
多
く
の
少
女
が
入
り
乱
れ
つ
つ
水
を
汲
む
、
そ
の
寺
井
の
ほ
と
り
の
か
た
か
ご
（
か
た
く
り
）
の
花
よ
。

　

①
の
題
詞
は
「
桃
李
の
花
を
眺
矚
め
て
作
れ
る
歌
」（
眺
矚
春
苑
桃
李
花
作
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
屬
目
詠
に
属
す
る
歌
と
と
ら
え
ら
れ
ま

し
ょ
う
。
②
の
か
た
か
ご
の
歌
も
題
詞
に
「
花
を
攀
じ
折
れ
る
」
と
あ
り
（
攀
折
堅
香
子
草
花
）、
対
象
に
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
、
こ
れ
も
屬
目
詠
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

　

ち
な
み
に
①
は
巻
十
九
の
巻
頭
歌
。
そ
れ
に
次
ぐ
歌
の
題
詞
は
「
飛
び
翔か

け

る
鴫し

ぎ

を
見
て
作
れ
る
歌
」（
四
一
四
一
）、
次
い
で
「
二
日
に
、

柳り
う
た
い黛

を
攀よ

ぢ
て
京み

や
こ師

を
思し

の

へ
る
歌
」（
四
一
四
二
）。
そ
し
て
②
を
は
さ
ん
で
「
帰
る
雁か

り

を
見
た
る
歌
」（
四
一
四
四
、
四
一
四
五
）
と
あ
り
、
そ

れ
ら
を
含
め
て
こ
の
歌
群
は
総
じ
て
「
見
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
て
自
然
を
う
た
う
歌
々
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
一
連
の
歌
群
に
関
し
て
い
ち
は
や
く
秀
れ
た
分
析
と
論
理
を
提
示
し
た
中
西
氏
の
論
を
想
起
し
ま
し
ょ
う
（「
く
れ
な
ゐ

―
家
持
の

幻
覚

―
」『
万
葉
史
の
研
究
』
所
収
）。
氏
は
た
と
え
ば
②
に
つ
い
て
こ
れ
は
「
攀よ

ぢ
折
」
っ
た
花
を
見
て
な
し
た
作
で
あ
り
「
実
際
に
寺
井

の
ほ
と
り
に
立
っ
た
写
実
詠
で
は
な
い
」
と
い
い
、
そ
れ
に
先
立
つ
「
二
日
に
、
柳
黛
を
…
…
」
の
歌
は
「
も
っ
と
は
っ
き
り
と
、
柳
を
手

に
し
た
時
の
空
想
を
歌
っ
て
い
る
」
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
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氏
は
そ
の
空
想
や
夢
想
が
こ
の
一
連
の
歌
群
に
通
底
し
て
い
る
こ
と
を
お
さ
え
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
は
等
し
く
「
一
人
感
興
の
ま
ま
に
な

し
た
作
」
で
あ
り
「
依
興
歌
」
の
そ
れ
で
あ
る
と
と
ら
え
ま
す
。
そ
し
て
た
と
え
ば
①
の
歌
境
は
望
郷
の
幻
想
の
な
か
に
あ
る
こ
と
、
お
よ

び
「
く
れ
な
ゐ
」
の
幻
想
が
美
女
の
幻
想
と
な
っ
て
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
私
は
一
点
、
言
い
添
え
た
い
と
思
い
ま
す
。「
二
日
に
、
柳
黛
を
…
…
」
の
歌
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
題
詞
は
柳
の
枝
を

「
攀よ

ぢ
て
」
都
を
思
っ
た
歌
だ
と
い
い
、

　
　

春
の
日
に
張は

れ
る
柳
を
取
り
持
ち
て
見
れ
ば
都
の
大お

ほ
ぢ路

し
思
ほ
ゆ
（
四
一
四
二
）

　
　
　

春
日
に
ふ
く
ら
ん
だ
柳
の
枝
を
折
り
と
っ
て
見
る
と
（
柳
並
木
の
）
都
大
路
が
し
の
ば
れ
る
。

と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
西
氏
が
い
う
よ
う
に
こ
れ
も
「
都
を
幻
視
す
る
望
郷
歌
」
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
（
講
談
社
文
庫
『
万
葉
集
』

脚
注
）。

　

こ
れ
を
属
目
詠
と
し
て
み
る
と
、
そ
の
「
歌
の
か
た
ち
」
は
「「
属
目
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
を
う
た
う
」
歌
の
一
類
に
あ
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
②
は
か
た
く
り
の
花
を
折
り
と
っ
て
う
た
っ
た
と
い
い
、
こ
れ
も
「
寺
井
の
ほ
と
り
に
立
っ
た
写
実
詠
で

は
な
い
」
の
で
す
が
、
そ
こ
に
登
場
す
る
「
も
の
の
ふ
の
」
少
女
た
ち
は
寺
井
の
ほ
と
り
に
入
り
乱
れ
て
水
を
汲
ん
で
い
る
と
い
う
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
少
女
た
ち
の
足
も
と
に
か
た
く
り
の
花
が
群
れ
て
咲
く
と
。
そ
れ
は
思
わ
れ
る
（
思
ほ
ゆ
）
と
い
う
の
と
は
違
い
ま
す
。

　

中
西
氏
の
こ
と
ば
を
借
り
て
い
う
と
「
あ
え
か
な
堅
香
子
草
の
花
一
輪
を
手
に
し
て
家
持
の
思
い
描
い
た
の
は
、
潺
々
と
湧
く
泉
と
そ
こ

に
揺
れ
て
い
る
堅
香
子
の
花
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
群
れ
集
う
少
女
た
ち
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
少
女
繚
乱
の
幻
覚
の
世
界
の
中
に
家
持
は
「
う

つ
ろ
ひ
」
を
歌
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
え
ま
し
ょ
う
（
同
「
く
れ
な
ゐ
」）。

　

幻
覚
で
あ
れ
幻
影
で
あ
れ
、
こ
れ
は
「
思
ふ
」「
思
ほ
ゆ
」
と
い
う
識
閾
を
超
え
て
現
出
し
た
見
え
る
風
景
で
あ
っ
て
、「「
属
目
」
に

よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
心
情
を
う
た
う
」
あ
り
よ
う
と
は
異
な
り
ま
す
。
も
と
よ
り
実
景
に
即
し
て
う
た
わ
れ
る
属
目
詠
と
も
異
な
る
。
こ
れ

は
家
持
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
た
新
た
な
詩
的
風
景
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
①
の
歌
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
題
詞
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
こ
れ
は
「
桃
李
」
を
「
眺

ち
ょ
う
し
ょ
く

矚
」
し
て
作
ら
れ
た
歌
で
あ
り
、
一

日
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首
め
が
「
桃
」、
二
首
め
が
「
李
」
と
い
う
ふ
う
に
う
た
い
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
き
に
言
っ
た
と
お
り
居
駒
氏
は
こ
の
二
首
を
「
虚
構

の
風
景
」
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
、
他
の
属
目
詠
と
区
別
し
て
い
ま
す
。

　

中
西
氏
は
こ
れ
を
「
望
郷
幻
想
の
一
首
」
で
あ
る
と
い
い
、
こ
の
一
首
自
体
は
「
あ
り
得
べ
き
春
日
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
た
幻
想
詩
」

で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
特
に
「
桃
」
の
歌
に
つ
い
て
、
家
持
の
心
理
を
探
っ
て
「
う
つ
ろ
ひ
」
を
と
ら
え
、「
く
れ
な
ゐ
」

は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
象
化
で
あ
り
、「
く
れ
な
ゐ
」
の
幻
想
が
美
女
の
幻
想
と
結
び
つ
い
て
少
女
は
桃
の
下
に
現
出
す
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。

　

題
詞
は
「
三
月
一
日
の
暮ゆ

ふ
へ」

つ
ま
り
晩
春
を
迎
え
た
そ
の
日
の
夕
方
、
家
持
は
「
春
苑
桃
李
の
花
を
眺
矚
」
し
て
こ
の
歌
を
作
っ
た
と
い

う
の
で
す
。「
ゆ
う
べ
」（
暮
・
ゆ
ふ
へ
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
春
の
苑
紅
に
ほ
ふ
」
は
桃
の
花
の
照
り
映
え
る
光
を
い
う
と
と
も
に
、

西
日
が
あ
た
り
を
赤
く
染
め
て
い
る
光
景
で
も
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

夕
べ
と
は
昼
と
夜
の
あ
わ
い
の
時
で
あ
り
、
光
と
闇
の
交
ら
う
時
間
で
あ
り
、
そ
れ
は
此
界
と
異
界
の
境
界
、
此
界
と
異
界
の
交
錯
す
る

領
域
と
し
て
う
け
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
く
れ
な
い
色
の
残
照
は
、
明
滅
し
う
つ
ろ
う
光
で
あ
り
、
人
々
は
そ
こ
に
「
も
の
」

（
魂
）
の
ゆ
ら
ぎ
を
う
け
と
め
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
夕
べ
と
は
も
の
憂
い
時
間
で
あ
り
、
も
の
0

0

の
よ
り
来
る
時
間
で
あ
っ
た

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

中
西
氏
は
そ
う
い
っ
た
一
般
的
な
理
解
の
ほ
か
に
、
家
持
の
心
理
の
あ
り
よ
う
を
と
ら
え
、「
く
れ
な
ゐ
」
の
幻
想
が
美
女
の
幻
想
と
結

び
つ
い
て
、
少
女
は
桃
の
花
の
下
に
立
ち
現
れ
る
（「
出
で
立
つ
」）
と
い
う
の
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
幻
影
の
少
女
で
す
。

　

一
方
「
李
」
の
歌
に
少
女
は
登
場
し
て
い
ま
せ
ん
。
李
の
落
花
と
ま
だ
ら
雪
の
ま
ぎ
ら
わ
し
い
風
景
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
よ
り

こ
れ
は
「
桃
」
の
歌
と
二
首
一
組
で
あ
っ
て
、
こ
の
歌
も
「
望
郷
幻
想
の
一
首
」
で
あ
り
、「
春
日
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
た
幻
想
詩
」。
こ

こ
に
も
「
桃
」
の
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
家
持
の
心
の
ゆ
ら
ぎ
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
と
は
い
え
そ
の
風
景
は
思
わ
れ
る
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
「
桃
」
の
歌
の
少
女
と
等
し
く
立
ち
現
れ
た
風
景
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
要
は
等
し
く
幻
影
の
風
景
で
あ
る
と
は
い
え
、「
桃
」
の
歌
の
少
女
も
、「
李
」
の
歌
の
風
景
も
実
在
感
を
持
ち
あ

わ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。

古
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和
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国
見
歌
を
想
起
し
ま
し
ょ
う
。
国
見
歌
の
歌
人
は
公
的
な
祭
式
性
を
負
い
な
が
ら
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
想
像
力
を
駆
使
し
て
幻
影
の
風

景
を
造
形
し
、
さ
ら
に
「
見
ゆ
」
と
い
い
、
現
前
す
る
「
う
つ
つ
」
の
風
景
を
、
祭
式
の
場
に
提
示
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
和
歌
史
を
経
過
し
て
天
平
万
葉
期
の
家
持
歌
が
ふ
た
た
び
幻
影
の
風
景
を
う
た
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
違
い
が
あ
る
こ

と
は
当
然
で
し
ょ
う
。
家
持
は
国
見
歌
の
よ
う
な
公
的
な
祭
式
性
を
負
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
個
の
意
識
に
も
と
づ
き
想
像
力
を
駆
使
し
て
幻

影
の
風
景
を
造
形
し
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
持
歌
の
幻
影
風
景
は
少
女
た
ち
を
含
ん
で
い
ま
す
し
、
家
持
歌
は
「
見
れ
ば
」「
見

ゆ
」
と
う
た
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
国
見
歌
の
風
景
も
、
家
持
歌
の
風
景
も
、
ま
た
、
そ
こ
に
登
場
す
る
少
女
も
た
し
か
な
存
在
感
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
ま
す
。
私

は
そ
こ
に
共
通
す
る
あ
る
い
は
あ
り
続
け
る
幻
影
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
読
み
と
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

影
・
面
影
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
見
え
る
こ
と
の
リ
ア
リ
テ
ィ
で
あ
り
、「
う
つ
つ
」（
現
）
へ
の
こ
だ
わ
り
あ
る
い
は
希
求
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
お
気
づ
き
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
桃
の
花
の
歌
も
、
か
た
く
り
の
歌
も
越
の
国
の
歌
で
す
。
そ
し
て
そ
の
周
辺
の
歌
々
も
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
越
の
国
の
歌
で
す
。
お
そ
ら
く
越
の
国
の
風
土
に
お
い
て
、
家
持
の
こ
の
詩
的
な
想
像
力
は
醸
成
さ
れ
た
に
違
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
次
の
歌
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

館や
か
たの

門か
ど

に
在あ

り
て
江か

う
な
ん南

の
美び

ぢ
よ女

を
見
て
作
れ
る
歌

　
　

見
渡
せ
ば
向む

か

つ
峰を

の
上
の
花
に
ほ
ひ
照
り
て
立
て
る
は
愛は

し
き
誰た

が
妻
（
20
四
三
九
七
）

　
　
　
　
　

家
（
官
舎
）
の
門
か
ら
堀
江
の
向
う
の
美
女
を
見
て
作
っ
た
歌

　
　
　

見
渡
す
と
向
か
い
の
丘
の
上
の
（
桜
）
花
が
咲
き
、
そ
れ
に
照
り
映
え
て
立
っ
て
い
る
の
は
、
愛
す
べ
き
誰
の
妻
か
。

　

こ
れ
は
越
の
国
の
任
期
を
終
え
て
、
帰
京
し
て
後
の
歌
で
す
。
こ
の
歌
も
幻
想
性
を
持
ち
あ
わ
せ
、
ま
た
、
花
が
照
り
映
え
る
な
か
に
美

日
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女
を
見
て
う
た
う
こ
と
に
お
い
て
、
桃
の
花
の
歌
と
似
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
が
、
そ
の
花
の
下
に
立
つ
の
は
「
愛
し
き
誰
の
妻
」
か
と
い

う
の
で
あ
り
、
家
持
の
詩
的
想
像
力
を
注
い
で
造
形
し
た
桃
の
花
の
下
に
立
つ
少
女
像
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

一
言
で
い
う
と
、
幻
影
の
質
量
が
違
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
さ
き
の
か
た
く
り
の
花
の
少
女
た
ち
を
加
え
て
も
い
う
こ
と
が
で
き

ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
違
い
を
と
お
し
て
あ
ら
た
め
て
、
家
持
の
幻
影
の
少
女
像
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
の
詩
的
な
想
像
力
は
、
越
の
国
の
風
土
に
お
い

て
醸
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
か
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

注
3　

 

柴
生
田
稔
氏
は
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

 　

 

叙
景
歌　

歌
学
用
語
。
自
然
の
景
観
を
客
観
的
に
表
現
し
た
歌
、
い
わ
ゆ
る
風
景
（
景
色
）
を
詠
じ
た
歌
を
い
う
。
但
し
概
念
と
し
て

　

 

明
確
と
は
言
え
ず
、
か
な
り
便
宜
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 　

 

も
と
も
と
和
歌
は
抒
情
詩
の
一
種
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
感
情
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
叙
景
と
い
っ
て
も
そ
の
範
囲
に
お
い
て

　

 

の
こ
と
で
あ
り
、
要
す
る
に
歌
の
本
質
に
触
れ
た
区
分
で
は
な
い
。
…
…
叙
景
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
代
表
で
も
あ
る
よ
う
に
言
わ
れ
る

　

 

黒
人
・
赤
人
ら
の
作
、
た
と
え
ば
「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
更
け
ぬ
れ
ば
久
木
生
ふ
る
清
き
河
原
に
千
鳥
し
ば
鳴
く
」（
九
二
五
）
等
に
し
て

　

 

も
純
粋
の
叙
景
と
は
い
え
な
い
。

 

注
4　

 

た
と
え
ば
、

　
　
　
　

 

　

 
 

遠
き
妹
が
ふ
り
さ
け
見
つ
つ
し
の
ふ
ら
む
こ
の
月
の
面
に
雲
な
た
な
び
き
（
11
二
四
六
〇
）

　
　
　
　
　
　
　

 
 

ひ
さ
か
た
の
天
照
る
月
の
隠
り
な
ば
何
に
な
そ
へ
て
妹
を
し
の
は
む
（
11
二
四
六
三
）

　
　
　
　
　
　
　

 

な
ど
の
万
葉
歌
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
す
。

 
 

　

 

　

こ
の
論
は
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）
二
月
二
八
日
（
日
）
高
志
の
国
文
学
館
（
富
山
県
富
山
市
）
で
行
っ
た
講
演
「
古 

 
 

 

代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景
―
幻
影
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」、
ま
た
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）
三
月
二
六
日
（
土
）
涌
谷
公

　

 
 

 

民
館
交
流
ホ
ー
ル
（
宮
城
県
涌
谷
町
）
の
月
将
塾
で
行
っ
た
同
題
の
（
た
だ
し
視
点
は
大
き
く
異
な
る
）
講
演
を
踏
ま
え
、

古
代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景

─
幻
影
の
リ
ア
リ
ズ
ム

－68－



　
 

 
 

補
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

　

 

　

な
お
、
Ⅰ
国
見
歌
の
風
景
の
主
旨
は
、
拙
著
『
ア
ラ
ラ
ギ
と
万
葉
―
正
岡
子
規
と
扇
畑
忠
雄
―
』
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
少 

 
 

 

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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〈
短
信
〉
前
稿
の
訂
正
と
お
詫
び

　
　
　
幷
に
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
国
郡
部
の
「
国
」
字
体
に
つ
い
て
の
覚
書

菊　
　

地　
　

恵　
　

太

　

日
本
文
学
ノ
ー
ト
第
五
十
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉「
国
」
字
体
小
考
」（
以
下
「
前
稿
」）
の
中
で
、「
国
」（
國
）
の

異
体
字
「
囻
」
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
が
あ
っ
た
。

　

 

な
お
大
東
急
本
伊
呂
波
字
類
抄
で
は
、「
囻
人
（
カ
ト
モ
リ
）」（
巻
三
・
カ
人
倫
部
）、「
囻
人
（
コ
ン-

）」（
巻
七
・
コ
畳
字
部
）
と
い 

 

う
表
記
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
本
来
「
カ
ド
モ
リ
」
に
充
て
ら
れ
る
用
字
は
「
閽
人
」
と
思
わ
れ
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
に
も
「
閽 

 

人
（
カ
ト
モ
リ
）」
と
あ
る
）、
こ
の
箇
所
は
誤
写
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
田
本
の
コ
畳
字
部
に
は
「
閽
人
」
の
掲
出
は
な
い
が
、 

 

大
東
急
本
に
お
け
る
振
仮
名
「
コ
ン
」
は
「
閽
」
の
字
音
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
こ
れ
自
体
は
「
國
」
の
異
体
字
と
し
て
「
囻
」
を
記 

 

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
誤
写
が
生
じ
た
背
景
に
は
、
当
時
既
に
「
囻
」
と
い
う
字
体
が
認
知
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考 

 

え
ら
れ
よ
う
。（
一
〇
六
頁
）

　

大
東
急
本
伊
呂
波
字
類
抄
（
室
町
前
期
写
）
に
お
け
る
「
囻
」
字
体
が
こ
の
よ
う
な
出
現
状
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、

実
際
に
は
前
稿
の
調
査
資
料
の
う
ち
、
前
田
本
色
葉
字
類
抄
（
鎌
倉
時
代
写
）
の
部
門
名
「
国
郡
」
１

の
表
記
に
「
囻
」
字
体
が
用
い
ら
れ

１　

実
際
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
部
門
名
は
イ
・
ロ
篇
の
み
「
国
郡
付
名
所
」（
ロ
篇
は
部
門
名
の
み
の
記
載
で
掲
出
語
が
な
い
）
で
、ハ
篇
以
降
は
原
則
「
国
郡
付
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
「
国
郡
部
」
と
称
す
る
。

〈
短
信
〉
前
稿
の
訂
正
と
お
詫
び　

幷
に
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
国
郡
部
の
「
国
」
字
体
に
つ
い
て
の
覚
書

－70－



て
お
り
、
前
稿
で
は
そ
の
点
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
稿
で
の
古
辞
書
の
調
査
が
見
出
し
項
目
に
現
れ
る
字
体
の
み
を
対
象
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
部
門
名
に
お
け
る
使
用
字
体
を
記
録
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
と
は
言
え
部
門
名
の
表
記
と
い
う
も
の

は
見
落
と
し
に
く
い
位
置
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
留
意
す
べ
き
字
体
の
記
録
を
残
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
大
き
な
瑕

疵
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
見
出
し
項
目
の
み
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ
る
旨
も
、
本
文
で
明
記
し
て
い
な
か
っ
た
。
極
め

て
不
正
確
な
結
果
を
示
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
茲
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　

し
か
し
、
前
田
本
色
葉
字
類
抄
に
お
い
て
「
囻
」
字
体
が
出
現
し
た
の
は
ハ
篇
国
郡
部
の
部
門
名
が
唯
一
で
あ
っ
て
、
他
の
篇
の
部
門
名

や
見
出
し
語
に
は
一
切
現
れ
て
い
な
い
。

　

前
田
本
各
篇
に
お
け
る
「
国
郡
」
部
の
「
国
」
字
体
を
示
し
て
み
る
と
表
一
の
よ
う
に
な
る
。

　

字
体
の
分
類
は
前
稿
と
同
じ
く
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

　
　

Ａ
類
：
規
範
字
体
に
近
い
形
（
國
・
谿
・
憬
に
類
す
る
例
）

　
　

Ｂ
類
：
Ａ
類
の
点
画
を
直
線
的
に
省
略
し
た
よ
う
な
形
（「
或
」
の
左
半
部
を
「
三
」
の
よ
う
に
作
る
例
）

　
　

Ｃ
類
：
Ｂ
類
が
さ
ら
に
崩
さ
れ
字
体
の
判
断
を
付
け
難
い
も
の

　
　

Ｄ
類
：
ク
ニ
ガ
マ
エ
内
部
に
明
確
に
「
王
」
を
書
く
「
囯
」

　
　

Ｅ
類
：
ク
ニ
ガ
マ
エ
内
部
に
「
玉
」
を
書
く
「
国
」

　
　

　

表
一
の
通
り
、
前
田
本
に
お
け
る
国
郡
部
の
「
国
」
字
体
は
、
上
巻
と
下
巻
で
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
巻
上
で
は
、

明
確
に
Ａ
類
「
國
・
憬
」
の
よ
う
な
形
で
書
か
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
Ａ
類
を
基
に
省
略
し
た
と
見
ら
れ
る
Ｂ
類
で
書
か
れ
る
例
が
多
い
。

冒
頭
の
イ
篇
の
み
Ｄ
類
「
囯
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
囯
」
字
体
は
本
項
目
の
見
出
し
字
に
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
特
異
な
例
と
言

え
よ
う
。

　

一
方
巻
下
で
は
、「
国
郡
」
の
部
門
名
は
字
画
を
崩
す
こ
と
な
く
明
瞭
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
Ａ
類
も
し
く
は
Ｅ
類
「
国
」
に

日
本
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表一  前田本「国郡」の「国」字体

表二  黒川本「国郡」の「国」字体

巻 篇 部門名 字体 巻 篇 部門名 字体 巻 篇 部門名 字体
イ 国郡付名所 A タ 国郡付 A コ 国郡付 A

ロ 国郡付名所（部門名のみ）A レ （掲出語なし） エ 国郡付 A

ハ 国郡付 囻 ソ 国郡（畳字部に挿入） E テ （掲出語なし）
ニ （掲出語なし） ツ 国郡付 A ア 国郡付 A

ホ （掲出語なし） ネ （掲出語なし） サ 国郡付 A

ヘ （掲出語なし） ナ 国郡付 A キ 国郡付 A

上 ト 国郡付 E ラ （掲出語なし） 下 ユ 国郡付 A

チ 国郡付 A ム 国郡付 A メ 国郡付 A

リ 国郡（官職部に挿入） A 中 ウ 国郡付 A ミ 国郡付 A

ヌ （掲出語なし） ヰ （掲出語なし） シ 国郡付 A

ル （掲出語なし） ノ 国郡付 E ヱ 国郡付 A

ヲ 国郡付 A オ 国郡付 A ヒ 国郡付 A

ワ 国郡付 A ク （掲出語なし） モ （掲出語なし）
カ 国郡付 A ヤ 国郡付 A セ 国郡付 A

ヨ 国郡付 A マ 国郡付 A ス 国郡付 A

ケ （掲出語なし）
フ 国郡付 E

巻 篇 部門名 字体 巻 篇 部門名 字体
イ 国郡付名所 D コ 国郡付 E

ロ 国郡付名所（部門名のみ） B エ 国郡付 E

ハ 国郡付 囻 テ （掲出語なし）
ニ （掲出語なし） ア 国郡付 E

ホ （掲出語なし） サ （部門名闕）
ヘ （掲出語なし） キ 国郡付 E

上 ト 国郡付 E 下 ユ （闕）
チ 国郡付 B メ （闕）
リ 国郡（官職部に挿入） B ミ （闕）
ヌ （掲出語なし） シ 国郡付 A

ル （掲出語なし） ヱ 国郡付 A

ヲ 国郡付 B ヒ 国郡付 A

ワ 国郡付 B モ （掲出語なし）
カ 国郡付 A セ 国郡付 E

ヨ 国郡付 A ス 国郡付 E

〈
短
信
〉
前
稿
の
訂
正
と
お
詫
び　

幷
に
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
国
郡
部
の
「
国
」
字
体
に
つ
い
て
の
覚
書
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明
確
に
区
分
で
き
る
。
略
字
「
国
」（
Ｅ
類
）
の
使
用
は
、
巻
上
の
部
門
名
で
は
一
箇
所
（
ト
篇
）
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
巻
下
で
は

よ
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
上
下
巻
の
書
写
態
度
の
差
異
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 　

こ
こ
で
、
前
田
本
と
同
じ
く
三
巻
本
で
、
前
田
本
の
対
照
資
料
・
補
完
資
料
と
し
て
も
頻
用
さ
れ
る
黒
川
本
（
江
戸
時
代
中
期
写
）
を
参

照
し
て
み
る
。
黒
川
本
に
お
け
る
国
郡
部
の
「
国
」
字
体
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
表
二
で
あ
る
。

　

前
田
本
と
黒
川
本
の
漢
字
字
体
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
イ
篇
の
語
彙
を
対
象
と
し
た
藤
田
（
一
九
九
五
）
の
詳
し
い
論
考
が
あ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
黒
川
本
の
字
体
は
前
田
本
と
比
較
し
て
漢
字
の
画
数
が
増
え
た
例
が
最
も
多
く
（
差
異
が
認
め
ら
れ
る
全
漢
字
の
三
五
・
二
％
）、

特
に
ク
サ
カ
ン
ム
リ
や
モ
ン
ガ
マ
エ
の
形
な
ど
、「
部
首
と
成
り
得
る
形
に
関
し
て
同
じ
種
類
の
部
首
だ
と
分
か
る
範
囲
内
で
黒
川
本
の
方

が
よ
り
丁
寧
に
点
画
を
省
略
す
る
事
無
く
書
き
写
し
て
い
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
書
写
態
度
の
差
異
は
今
回
の
「
国
」
字
体
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
。
黒
川
本
に
お
い
て
も
決
し
て
略

字
体
の
「
国
」
を
使
用
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
前
田
本
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
に
Ａ
類
字
体
へ
の
統
一
志
向
が
強
く
、
字
画
を

崩
す
こ
と
な
く
明
確
に
「
國
」
字
体
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
黒
川
本
の
書
写
当
時
、
既
に
開
成
石
経
体
と
同
一
の

「
國
」
字
体
の
認
知
度
は
高
く
な
っ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
が
（
字
体
規
範
の
変
化
に
つ
い
て
は
石
塚
（
一
九
九
九
）
を
参
照
）、
こ
う
し
た

規
範
字
体
の
変
化
も
黒
川
本
の
書
写
態
度
に
反
映
さ
れ
た
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
特
筆
す
べ
き
は
、
前
田
本
に
お
い
て
唯
一
「
囻
」
字
体
が
使
用
さ
れ
た
ハ
篇
国
郡
部
で
、
黒
川
本
に
お
い
て
も
同
部
に
「
囻
」
字

体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
黒
川
本
が
前
田
本
を
直
接
書
写
し
た
も
の
で
な
く
、
別
の
写
本
を
介
し
た
写
本
で
あ
ろ
う
こ
と

は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
（
山
田
（
一
九
二
八
））。
他
の
篇
を
見
て
も
前
田
本
の
字
体
を
忠
実
に
書
き
継
い
で
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
決
し

て
頻
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
囻
」
が
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
田
本
か
ら
黒
川
本
に
至
る
ま
で
（
恐
ら
く
は
そ

の
中
間
の
写
本
も
）、
ハ
篇
に
限
っ
て
意
図
的
に
「
囻
」
字
体
を
踏
襲
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
い
く
ら
頻
用
さ
れ
る
字
体
で
な
い
と
は
言
え
、「
国
郡
」
と
い
う
部
門
名
の
漢
字
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
書
写
者
が
底
本
の
「
囻
」

字
体
を
「
國
」
の
字
種
と
同
定
で
き
な
い
ま
ま
に
書
写
し
た
、
と
い
う
可
能
性
は
ま
ず
無
い
で
あ
ろ
う
。「
囻
」
の
字
体
に
特
別
な
意
義
を
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持
た
せ
て
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
多
種
多
様
に
存
す
る
「
國
」
の
異
体
字
の
使
用
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
今
後
は
特
に
こ
の

「
囻
」
字
体
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

付
挿
入
さ
れ
た
国
郡
部
の
語
彙
に
つ
い
て

　

三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
「
国
郡
部
」
を
巡
っ
て
は
、
収
録
語
彙
が
無
く
部
門
名
の
み
を
掲
げ
る
箇
所
（
ロ
篇
）、
国
郡
に
該
当
す
る
語
彙

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
部
門
名
が
闕
落
し
て
い
る
箇
所
（
前
田
本
サ
篇
２

）
が
あ
る
が
、
そ
の
他
に
、
他
部
門
に
「
国
郡
」
が
挿
入
さ

れ
た
と
思
し
き
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
前
掲
の
表
で
は
通
常
の
篇
と
同
様
に
部
門
名
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
態
で

記
載
さ
れ
て
い
る
国
郡
部
の
語
彙
は
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
。

巻
上
・
リ
篇
（
前
田
本 

七
十
六
丁
オ
・
黒
川
本 

六
十
丁
ウ
）

　
　
　

官
職

付

　

率
分

リ
ツ
フ
ン 

 

国
郡 

 

流
沙

リ
ウ
サ

　

律
師

リ
ツ
シ 

 

竪
者

リ
ツ
シ
ヤ

　
「
流
沙
」
以
下
の
「
律
師
」「
竪
者
」
に
つ
い
て
は
二
巻
本
（
一
五
六
五
年
写
）
に
も
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
官
職
部
の
語
彙
と
見
て
間
違
い

な
い
が
、「
流
沙
」
は
明
ら
か
に
官
職
に
属
す
べ
き
語
で
は
な
い
。「
率
分
」
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
省
率
分
所
に
関
連
す
る
役
職
を
指
し
て
い

る
可
能
性
は
あ
る
が
、
制
度
名
ま
た
は
単
純
に
「
割
合
」
の
意
味
を
指
し
て
い
る
と
す
れ
ば
「
官
職
」
と
は
見
な
し
が
た
い
。
も
し
「
率

分
」
が
官
職
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、「
官
職
」
の
部
門
名
と
、
本
来
の
官
職
部
語
彙
と
言
え
る
「
律
師
」「
竪
者
」
と
の
間
に
「
率
分　

国

郡　

流
沙
」
が
割
り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
点
は
さ
ら
に
検
討
は
必
要
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
流
沙
」
に
つ
い
て
は
、

２　

朱
書
で
「
国
濘
」
と
あ
る
が
、
慣
例
か
ら
言
っ
て
「
郡
」
を
「
濘
」
と
省
画
す
る
と
は
考
え
が
た
く
、「
部
」
の
省
画
と
見
る
べ
き
か
。

〈
短
信
〉
前
稿
の
訂
正
と
お
詫
び　

幷
に
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
国
郡
部
の
「
国
」
字
体
に
つ
い
て
の
覚
書
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仏
教
関
係
の
文
脈
で
中
国
西
部
の
砂
漠
地
帯
（
ゴ
ビ
砂
漠
・
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
）
を
「
流
沙
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
り
（『
日
本
国
語
大

辞
典
』
参
照
）、
地
名
と
し
て
「
国
郡
」
に
採
録
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

同
様
の
現
象
は
ソ
篇
畳
字
部
に
お
け
る
「
国
郡
」
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
既
に
黒
川
本
影
印
３

の
解
説
で
も
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、

ソ
篇
畳
字
部
に
「
国
郡
」
の
項
目
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

巻
中
・
ソ
篇
（
黒
川
本 
十
九
丁
ウ
）

　
　
　

畳
字

付

　
（
中
略
）

　

孤
屓

ソ
ム
ク　

虚
言

ソ
ラ
コ
ト　

為
猜

ソ
ネ
マ
ル　
　
　

ソ
ネ
マ
レ
ナ
マ
シ　

国
郡　
　

葱
嶺

ソ
ウ
レ
イ

流
沙
ー
ー　
　

側私
曰

匿
朔
而
月

見
東
方

曰
ー
ー

　
「
葱
嶺
」（
葱
、
原
文
は
「
䓗
」
に
作
る
）
の
割
註
に
「
流
沙
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
葱
嶺
」
と
は
「
流
沙
」
に
並
び
立
つ
パ
ミ
ー
ル
高
原

を
指
す
称
で
あ
る
。
そ
の
後
の
「
側
匿
」
は
畳
字
部
に
属
す
べ
き
項
目
と
思
わ
れ
る
が
、
見
出
し
字
に
「
私
曰
」
の
記
述
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
黒
川
本
の
書
写
時
或
い
は
以
後
に
私
に
追
加
さ
れ
た
語
で
あ
ろ
う
か
。

　

色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
「
国
郡
」
の
採
録
が
主
に
和
名
類
聚
抄
の
国
郡
部
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
峰
岸
（
一
九
六
四
）
ほ
か

藤
本
（
二
〇
一
三
）
に
詳
し
い
論
考
が
あ
る
が
、「
名
所
」
に
関
し
て
は
採
録
基
準
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
三
宅
（
二
〇
一
〇
）
に

よ
れ
ば
、
三
巻
本
に
お
い
て
国
外
の
地
名
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
「
韓
（
カ
ラ
ク
ニ
）」「
奴
夷
国
（
ト
イ
コ
ク
）」「
流
沙
（
リ

ウ
サ
）」「
葱
嶺
（
ソ
ウ
レ
イ
）」
の
四
語
の
み
で
あ
り
、
国
内
の
地
名
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
但
し
「
韓
」
に
つ
い
て
は
、

黒
川
本
私
注
で
は
「
山
城
内
園
韓
神
也
」、
則
ち
大
内
裏
に
存
在
し
た
園そ

の
か
ら
か
み

韓
神
社
の
こ
と
と
さ
れ
、
異
国
を
指
す
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
な
お
「
韓
」
は
管
見
に
入
っ
た
異
本
（
節
用
文
字
・
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
・
天
理
本
世
俗
字
類
抄
）
い
ず
れ
に
も
共
通
し
て
掲
出
が

３　

中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
編
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
に
総
合
索
引　

黒
川
本
影
印
篇
』
風
間
書
房
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あ
る
の
に
対
し
、「
奴
夷
国
」「
流
沙
」「
葱
嶺
」
は
三
巻
本
の
み
の
掲
出
で
あ
る
（
節
用
文
字
は
ト
・
リ
篇
闕
）。

　

少
な
く
と
も
、
こ
こ
で
別
の
部
門
に
挿
入
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
「
流
沙
」「
葱
嶺
」
は
、
明
確
に
異
国
の
地
名
と
見
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
国
郡
部
の
語
彙
と
し
て
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
と
言
え
る
。
当
初
の
編
纂
方
針
に
な
か
っ
た
異
国
の
地
名
が
前
田
本
の

書
写
よ
り
も
前
の
段
階
で
挿
入
さ
れ
、
特
に
「
流
沙
」「
葱
嶺
」
は
同
文
脈
の
同
類
の
語
と
し
て
、
同
じ
機
会
に
追
加
さ
れ
た
可
能
性
も
あ

ろ
う
。「
奴
夷
国
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
と
同
時
に
追
加
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
ト
篇
に
既
に
国
郡
部
が
設
け
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、

別
の
部
門
に
「
国
郡
」
を
挿
入
す
る
必
要
は
な
く
、
既
存
の
〝
名
所
〟
の
末
尾
（「
鳥
部
野
」
の
後
）
に
追
加
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
と
い
う

可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
、
偶
然
目
に
付
い
た
国
郡
部
の
問
題
に
つ
い
て
簡
略
に
纏
め
て
み
た
が
、
全
く
の
素
人
考
え
で
あ
る
上
に
、
ま
た
色
葉
字
類
抄
を
巡

る
浩
瀚
な
先
行
研
究
に
も
目
を
通
し
切
れ
て
い
な
い
た
め
、
見
落
し
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
編
纂
・
補
訂
の
過
程
に
つ
い
て
（
特
に
リ
篇

官
職
部
の
問
題
）、
御
教
示
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

参
考
文
献

石
塚
晴
通
（
一
九
九
九
）「
漢
字
字
体
の
日
本
的
標
準
」『
国
語
と
国
文
学
』
七
六
―
五

藤
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夏
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（
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九
九
五
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田
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黒
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葉
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抄
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の
漢
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字
体
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異
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―
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葉
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岸
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〇
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『
色
葉
字
類
抄
一　

三
巻
本
』『
色
葉
字
類
抄
二　

二
巻
本
』
八
木
書
店
（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
）／
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
に
総
合
索
引　

黒
川
本
影
印
篇
』

風
間
書
房
／
『
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
世
俗
字
類
抄　

影
印
な
ら
び
に
研
究
・
索
引
』
翰
林
書
房
／
『
節
用
文
字
』
白
帝
社

註　

引
用
に
当
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
漢
字
表
記
を
常
用
漢
字
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。
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　育実践研究指導センター研究紀要』6巻 pp.1-18（岩手大学教育学部附属教
　育実践研究指導センター、1996）
　（https://iwate-u.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=11006&　
　file_id=36&file_no=1）
・Rogan, Bjarne. (2018) "From Rivals to Partners on the Inter-War Euro-

pean Scene–Sigurd Erixon, Georges Henri Rivière and the International 
Debate on European Ethnology in the 1930s." Arv 64. pp.61-100

（https://www.siefhome.org/downloads/publications/elibrary/Rogan-　
　ARV.pdf）
　

商
工
省
工
芸
指
導
所
と
「
日
本
的
な
も
の
」

（78）
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・福留強「エコミュージアムの形成過程と開設の手順」『生涯学習研究：聖
　徳大学生涯学習研究所紀要』10巻 pp.11-22（聖徳大学、2012）
　（http://www.tunagari.jp/_userdata/kiyo/10/02fukutome.pdf）
・三須田善暢、佐藤恭子「民藝運動と昭和恐慌期の東北農村社会—ある知的
　交差の素描」
　『岩手県立大学盛岡短期大学部研究論集』21巻 pp.59-66（岩手県立大学盛
　岡短期大学部、2019）（https://iwate-pu.repo.nii.ac.jp/?action=repository_
　uri&item_id=3467&file_id=22&file_no=1）
・三橋俊雄、宮崎清、坂本勝比古「大正・昭和前期の農村工芸奨励：農商務
　省農村副業奨励、初期工芸指導所、高崎におけるブルーノ・タウトの活動
　解析を通して」
『デザイン学研究』82巻 pp.49-56（一般社団法人 日本デザイン学会、
1990）

　（https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssdj/1990/82/1990_KJ00007025708
　/_pdf）
・村上正浩「日本赤十字社の創設者、佐野常民」『形態・機能』2巻2号
　pp.35-38（コ・メディカル形態機能学会、2004）
　（https://www.jstage.jst.go.jp/article/keitaikinou2002/2/2/2_2_35/_pdf）
・森仁史　『日本〈工芸〉の近代：美術とデザインの母体として』（吉川弘文
　館、2009）
・森仁史　監修『叢書・近代日本のデザイン　産業工芸試験所30年史』29巻
　（株式会社ゆまに書房、2010）
・森仁史　監修『叢書・近代日本のデザイン　商工省工芸指導所研究試作品
　展覧会図録/輸出工芸品図録/日野厚氏講演海外工芸状況』30巻（株式会社
　ゆまに書房、2010）
・山田忠雄、酒井憲二、倉持保男、柴田武、笹原宏之、上野善道、山田明雄、
　井島正博編集『新明解国語辞典』第七版（三省堂、2012）
・横井時冬『日本工業史』（吉川半七、1898）
　（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/802766）
・米地文夫、藤原隆男、今泉芳邦「地名「東北」と東北振興論および郷土教
　育―明治後期～昭和前期の用例をめぐって―」『岩手大学教育学部附属教
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　id=21&file_no=1）
・戸田清子「万国博覧会と産業振興―明治期における「工芸」と工業化を

めぐる考察―」『奈良県立大学研究季報』第18巻第3・4合併号 pp.27-37（奈
良県立大学、2008）

　（https://narapu.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=834&file_
　id=21&file_no=1）
・新村出編集『広辞苑』第六版（岩波書店、2014）
・西田周平「初期薩摩焼における大陸陶磁器の影響について（中谷伸生教授
　古稀記念号）」『東アジア文化交渉研究』13巻 pp.103-117（関西大学大学院
　東アジア文化研究科、2020）
（https://kansai-u.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=
repository_view_main_item_detail&item_id=15939&item_no=1&page_id
=13&block_id=21）

・針貝綾「W.オーウェン・ハロッド著『ブルーノ・パウルのタイプ家具と
　ドイツ工作連盟、実用主義モダニズム1908-1918年』和訳（上）」『長崎大
　学教育学部紀要 人文科学』73巻 pp.49-62（長崎大学、2007）
 （https://nagasaki-u.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_　

download&item_id=17595&item_no=1&attribute_id=18&file_no=1）
・針貝綾「ブルーノ・パウルのタイプ家具についての一考察：手工芸連合工
　房におけるブルーノ・パウルの低価格家具」『日本デザイン学会研究発表
　大会概要集』54巻 pp.50-51（一般社団法人 日本デザイン学会、2007）
　（https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssd/54/0/54_0_B04/_pdf）
・畑智子「明治10年代の輸出工芸品にみる日本イメージの創出」
　『デザイン理論』35巻 pp.1-14（関西意匠学会、1996）
　（http://hdl.handle.net/11094/53187）
・日隈美朱「大久保利通の殖産興業政策と官庸外国人」
　『人文科学論集』98巻 pp.51-67（名古屋経済大学人文科学研究会、2019）
 （https://nue.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download
 &item_id=393&item_no=1&attribute_id=22&file_no=1）
・日野栄一「万国博覧会と日本の『美術工芸』」
　吉田光邦編『万国博覧会の研究』（思文閣出版、1986）
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　（https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssds/2/1/2_KJ00007040208/_pdf）
・庄子晃子「ブルーノ・タウトの商工省工芸指導所への提言書：10編の原典
　の検討」『デザイン学研究』43巻5号 pp.31-36（一般社団法人 日本デザイ
　ン学会、1997）
　（https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssdj/43/5/43_KJ00001647207/_pdf/-
　char/ja）
・庄子晃子「ブルーノ・タウトの商工省工芸指導所のための優良工芸品の選
　定」『デザイン学研究』45巻1号 pp.55-64（一般社団法人 日本デザイン学会、
　1998）
　（https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssdj/45/1/45_KJ00002795233/_pdf/-
　char/ja）
・庄子晃子「ブルーノ・タウトの1934年3月5日付文書の翻訳と検討：「仙台
　の工芸指導所のための私のこれまでの仕事に関する報告」について」
　『デザイン学研究』44巻3号 pp.51-58（一般社団法人 日本デザイン学会、　
　1997）
　（https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssdj/44/3/44_KJ00001647262/_pdf/-
　char/ja）
・仙台市史編さん委員会『仙台市史　特別編３』（宮城県教科書供給所、
　1996）
・田中辰明『ブルーノ・タウト』（中央公論新社、2012）
・谷本尚子「モダンデザインとしての竹家具：工芸ニュースの論説から」
　『日本デザイン学会研究発表大会概要集』59巻 p.183（一般社団法人 日本
　デザイン学会、 2012）
　（https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssd/59/0/59_183/_pdf/-char/en）
・特例財団法人 工芸財団監修 佐藤今朝夫発行『復刻版 工芸ニュース 第一
　期 第一巻』（株式会社 国書刊行会、2013）
・特例財団法人 工芸財団監修 佐藤今朝夫発行『復刻版 工芸ニュース 第二
　期 第一巻』（株式会社 国書刊行会、2013）
・利光功「工芸と装飾美術―比較芸術学的考察」『芸術世界』6巻 pp.79-83
　(東京工芸大学芸術学部、2000)
　（https://kougei.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=1489&file_
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　學經濟學會、1983）
　（https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/bitstream/2433/133992/1/
　eca1321-2_071.pdf）
・加藤周一編集『世界大百科事典　第2版』（平凡社、1998）
・木田拓也『工芸とナショナリズムと近代「日本的なもの」の創出』（吉川
　弘文館、2014年）
・黒川真頼『工芸志料』（有隣堂、1888）
　（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/854120）
・今野咲「積雪地方農村経済調査所におけるデザイン振興策：1930年代の農
　村工芸品をめぐる諸相のなかで」『デザイン理論』69巻 pp.1-14（意匠学会、
　2016）
　（http://hdl.handle.net/11094/65009）
・佐藤賢司「工芸概念の再考と工芸教育（Ⅰ）明治初期の工芸概念形成に
　関して」『上越教育大学研究紀要』第18巻第1号 pp.423-435（上越教育大学、
　1997）
　（https://juen.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=5809&file_id
　=22&file_no=1）
・敷田弘子「戦時体制下の商工省工芸指導所における機能主義と〈簡素美〉」
　『デザイン学研究』60巻6号 pp.6_1-6_10（一般社団法人 日本デザイン学会、
　2014）
　（https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssdj/60/6/60_6_1/_pdf/-char/ja）
・清水勝嘉「昭和初期の公衆衛生について―東北地方における農村保健―」
　『民族衛生』44巻2号 pp.35-51（日本民族衛生学会、1978）
　（https://www.jstage.jst.go.jp/article/jshhe1931/44/2/44_2_34/_pdf/-　
　char/en）
・庄子晃子「商工省工芸指導所に対するブルーノ・タウトの諸提言」『デザ
　イン学研究』72号 pp.107-114（一般社団法人 日本デザイン学会、1989）
・庄子晃子「商工省工芸指導所の仙台本所時代の東北工芸産業振興策(歴史
　のなかの"地域の「華」づくりとデザイン",<特集>地域の「華」づくりと
　デザイン)」 『デザイン学研究特集号』2巻1号 pp.6-9（一般社団法人 日本デ
　ザイン学会、1994）
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ⅹ　（タウトが）工芸指導所を去った…タウトは工芸指導所在任中、様々な提
　案を行ったが、それら提案の実現は遅々として進まず、失望したタウトは
　工芸指導所嘱託顧問を辞任し、工芸指導所を去った。
ⅺ　ブルーノ・パウル（1874-1968）…ドイツの建築家。ドイツ工作連盟の一
　員。規格化された寸法にみられる技術的ディテールと大量生産に適合した
　互換性のあるパーツを特徴とする、タイプ家具をデザインした。
ⅻ　ジョルジュ・アンリ・リヴィエール（1897-1985）…フランスの近代博物
　館学者。国際博物館会議の初代会長。「エコ・ミュージアム」を提唱した
　ことでも知られる。
ⅻi　山脇巌（1898-1987）…日本の建築家。東京美術学校卒業後バウハウスに
　留学。工芸指導所の産業工芸にも従事した。

【参考文献】
・浅井ふたば「文部省工芸技術講習所と東京美術学校」『東京藝術大学美術
　学部紀要』55巻 pp.5-25（東京藝術大学美術学部、2020）
　（https://geidai.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=1265&file_
　id=22&file_no=1）
・伊藤大介「総長・本多光太郎の東北振興論—農学部設置運動にみる東北
　論と大学論—」『東北大学史料館紀要』6巻 pp.1-14（東北大学史料館、　　
　2011）
　（https://tohoku.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=52025&file
　_id=18&file_no=1）
・井上祐里「商工省工芸指導所と輸出工芸」『藝叢：筑波大学芸術学研究誌』
　30巻 pp.45-54（筑波大学大学院人間総合科学研究科芸術学研究室、2015）
　（https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/record/42481/files/geiso_30_45.pdf）
・遠藤誠道「埋木」『地学雑誌』61巻2号 pp.80-84（公益社団法人東京地学協
　会、1952）
　（https://www.jstage.jst.go.jp/article/jgeography1889/61/2/61_2_80/_
　pdf/-char/ja）
・岡田知弘「日本帝国主義形成期における東北開発構想（下）―（第一次）
　東北振興会の活動を中心に—」『経済論叢』132巻1-2号 pp.71-87（京都大
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【注釈】
ⅰ　黒川真頼（1829-1906）…江戸時代・明治時代の国文学者であり、歌人。
　東京帝国大学教授。歴史、文学、美術、工芸など幅広く研究を行っていた。
ⅱ　横井時冬（1859-1906）…明治時代の経済学者。高等商業学校（現一橋大）
　の教授であり、『日本工業史』、『日本商業史』などを著作とする。
ⅲ　東北振興会…1913（大正2）年に設立した民間団体。1918（大正7）年以
　降は会に於ける最大の企画であった「東北柘植会社」構想の流産もあり、
　振興会の活動は日の出セメント株式会社の設立や東京「三越」での東北銘
　品陳列会に関係するくらいと、鈍化していった。1923（大正12）年5月28
　日には、東京で東北振興会役員と東北六県知事が協議会を開き、今後東北
　振興会を存続すべきか否かについての討論が行われている。この場では振
　興会側の大倉委員が解散論を出したが、東北六県の知事から強い要望を受
　け、会の存続発展が承認された。1927（昭和2）年には第一次東北振興会
　が解散され、第二次東北振興会が再建されている。
ⅳ　「東北柘植会社」構想…東北振興会による、東北振興のための大会社構想。
　1913年11月の懇談会にて、原敬が素案を出している。その内容は、①東北
　地方の物産の販路を開いて売りさばく、②会社自らが開墾、その他を含む
　事業を行う、③低利の資本を供給する会社を興すというものであった。
Ⅴ　木檜恕一（1881-1944）…大正-昭和時代前期の工芸デザイナー。
ⅵ　山口弘道（1851-1978）…積雪地方農村経済調査所の初代所長として1933
　（昭和8）年に赴任。雪国協会会長。東北振興のため、柳宗悦と協力体制を
　取っていた。
ⅶ　柳宗悦（1889-1961）…宗教哲学者。雑誌『白樺』の創刊に参画し美術研
　究に力を注いだ。民芸運動を提唱した人物。東京都目黒区駒場に日本民藝
　館を設立。
ⅷ　剣持勇（1912-1971）…日本の家具およびインテリアデザイナーのパイオ
　ニアとして活躍した人物。1929（昭和4）年東京高等工芸学校木材工芸
　科入学、1932（昭和7）年工芸指導所入所。タウト招聘の際、助手となる。
　1956（昭和31）年に独立し、デザイン研究所を設立。
ⅸ　規範原型…ドイツ工作連盟の理念に則した、量産品のための規範。量産
　品のためのモデルづくり。
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た。そこで、当時の政治課題となっていた東北振興を設立目的に加え、仙台
に工芸指導所が建てられることになった。工芸指導所所長である国井喜太郎
は、日本の風土で育まれた土着性を持つものを「日本的なもの」として評価
し、日本の伝統的な工芸の近代化を目指す「固有工芸」製作に取り組もうと
考えていた。
　設置目的の達成のため、輸出工芸の展覧会、試作研究、東北地方の材の利
用に関する研究など、様々な取り組みが行われた。仙台に本所があった時代
の取り組みとしては、木工品および金工品の試験研究や伝習、意匠図案の調
整、東北における指導講習、東北における工芸原材料生産状況・工芸につい
ての調査等が行われている。
　仙台の工芸指導所の設置が、東北の地域社会に与えた影響は、工芸技術の
近代的発展という面においては大きかった。東北で工芸に関する指導が行わ
れたことや、東北工芸・民芸品を対象とする調査により東北における工芸振
興が活性化されたことによって、技術のレベルは全国水準へと向上した。し
かし、あくまでも工芸指導所の目的の中心は、産業振興・輸出振興に置かれ
ていたため、東北振興の中でも農村振興の要素は薄かった。農村振興の点で
いえば、工芸指導所と同時期に設置された積雪地方農村経済調査所の方が積
極的に行っていた。
　活動自体は様々な取り組みを通して行われたものの、仙台に工芸指導所の
本所が置かれた時代における活動は、形としての成果を残さなかった。国井
が「私の在任中何等具体的の実績を挙げ得られなかった事は申訳ないと思
う。」（井上、p.49）と述べていることや、輸出工芸としての海外からの評価
が払拭されなかったことは、仙台本所時代の活動で改善されなかったことを
示す。
　しかし、仙台本所時代に東北地方を中心として行われた、産業振興を目的
とした他機関との連携体制を整えた事や、工芸の指導・啓蒙、試作品の制作、
海外からの指導者招聘は、工芸指導所職員の意欲を増進させ、かつその活動
は工芸指導所を含む産業工芸の基盤を作った。その意味でいえば、仙台本所
時代の活動は輸出品としての工芸の幅を広げることについては、貢献したと
言える。
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1935（昭和10）年には技術的、意匠的にも欠陥の多い不良品を多量に売りつ
けること、注文以上に商品の製造が行われて市場が壊されること、1936（昭
和11）年では不良品の横行が激しかったこと等という問題の指摘を受けてい
た。同年にニューヨークで開催された輸出工芸展覧会、翌年の日本工芸品
市
シ カ ゴ

我古陳列会の出品物の中には好評なものも存在したが、価格と材料の面で
多くの欠点が見られたのである。この欠点として、欧米の乾燥した気候に合
わせた造りがなされていないことが例として挙げられる。当時の輸出向けの
漆器は乾燥した気候に耐えられず、曲がる、割れるといった実用性に欠ける
品だった。その後、改良が重ねられ優良品も海外の展覧会で出品されるよう
になったものの、毎回開催地が異なったことで、良い評価が根付かなかった
ようだ。工芸指導所に招聘された指導者の一人であるシュレーマンも、日本
において優れた工芸品があるにも関わらず、「一品一例すら欧米に輸出され
てゐない」（特例財団法人 工芸財団監修 第二期 第一巻、p.594）と惜しみな
がら痛烈に批判している。

おわりに
　仙台の商工省工芸指導所は、日本の伝統的な工芸の近代化による輸出産業
としての発展、および東北振興の2つを目的として建てられた。それは当時
の輸出工芸の海外における評価が低く、改善の必要があり、かつ昭和初期が
東北振興の変革期であったからである。
　日本が明治期から参加を始めた万国博覧会では、日本の工芸品が高く評価
された。だが、その評価が生み出した需要に応えるのに必要な「工芸品」の
大量生産・大量輸出は、近代化の発展途上にあった当時の技術では継続が難
しく、劣悪品を海外へ多く送り出すことになった。劣悪品としての評価は昭
和に入っても続いており、その悪評は「惡い廉いの代名詞」（森 2010年、30
巻、p.183）とも言われるほどである。そのため、輸出向けに作られる工芸
の質を高め、改善を図る必要があったのだ。第二次世界大戦に向けて国際情
勢の緊迫が高まった1930年代には、人々の共感を得るような、土着的、伝統
的なもの、つまり「日本的なもの」が求められるようになった。その中で輸
出工芸振興を進めるべきと考えていた商工省は、もともと存在する工芸に近
代技術で手を加え、産業工芸を作り出す工芸指導所の設立を画策する。だ
が、新しい取り組みだったことから、大蔵省の査定ではなかなか通らなかっ
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交換が行われていたのかという点に関しての疑問が残る。
　しかし、彼女らもまた、タウトと同様に日本における伝統的なデザインを
重要視しており、工芸指導所に対して働きかけを行っていたことは事実であ
る。工芸指導所職員たちは「タウトの照明器具などにふれた時の感激は忘れ
られない」、「高島屋のペリアン展に徹夜で手伝ったりして、山脇氏ⅻiからお
小言を頂戴したこともあった」、「全く我々が気が付かない様な面白いアイ
ディアを次々と示してくれた」（森 2010、29巻、p.251、p.259）と語っていた。
そのことから、海外から招聘された三人の働きかけが、工芸指導所職員たち
の熱意を奮い立たせたこともまた事実だと言える。

第３章　国内外からの評価
　工芸指導所が設立された昭和初期において、海外から見た日本の工芸のイ
メージは良いとは言えないものであった。それは大量輸出を目的とした粗悪
品の横行、海外の嗜好に態と寄せた作風の工芸品の流通が増えたことで、日
本の工芸品のイメージは大きく損なわれてしまったからである。そんな状況
の中、日本における伝統の工芸を近代化させ輸出振興を図ること、東北の産
業開発を担うことを目的とした工芸指導所は、数多の工芸品を製作し、世に
送り出した。本章では、仙台に本所が置かれた時代の工芸指導所における、
国内外からの評価について取り上げる。
　まず国内からの評価として、東北における工芸技術の発展を促した点につ
いては評価された。『産業工芸試験所30年の歩み』には、「仙台にあって主に
東北の工芸に指導対象を限られたことはある意味で初期の指導所にとってか
えってプラスとなった。仙台はいわば東北6県の要である。ここから直接手
の届く東北の業界に働きかけ、そして築き上げた密接な協力体制は指導所自
体をも支える力強いバックボーンとなった」と記されている。東北地方に限
定すれば、東北地方の工芸技術を全国レベルに引き上げた事は評価される点
だったのだ。国井所長は仙台本所時代の工芸指導所の活動について「抽象的
には見る工芸を使う工芸としての概念を植え付けた事、又工芸を商品として
研究を進める為、産業工芸と云う名称が重視されるに至った事は実績とも
云えよう。」と評価し、また「私の在任中何等具体的の実績を挙げ得られな
かった事は申訳ないと思う。」（井上、p.49）とも記している。
　次に国外からの評価としては、全体的に芳しくなかったとされている。
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と言って甘くみていたのに最初からばりばりやられて女流デザイナーをあら
ためてみなおした」、子どもの遊具のデザインをしていた時に「全く我々が
気がつかない様な面白いアイディアを次々と示してくれた」（森 2010、29巻、
p.259）と語っている。

４.　招聘された指導者による影響
　痛烈な批判をした「商工省工芸指導所研究試作品展覧会」から、「仙台の
工芸指導所のための私のこれまでの仕事に関する報告」提出まで、タウトは
熱心に助言や提案を行っていた。酷評を受けてなお指導を頼み込み、前例が
なかった外国人の指導所の嘱託に苦心した国井の熱意に、タウトが応えたの
である。もともと国井は国外からの当時の日本の工芸品に対する不評是正の
ために、西欧の趣向にあった輸出工芸品の製作を進めようとしていたが、タ
ウトはそういった西欧の模倣的側面が強いものではなく、日本固有の、実用
的で質の高い工芸品製作を提案していた。工芸品のデザイン、質の向上だけ
でなく、輸出振興の課題についても提言しているところからは、タウトが真
摯に工芸指導所の課題と向き合っていた様子がうかがえる。その結果、半年
にも満たない期間で、工芸指導所の長所と欠点、課題等が明確に可視化さ
れ、質の高い工芸品製作が進められるようになったことが判る。だが、国井
が言ったように工芸指導所における外国人指導者の招聘は初めての試みであ
り、その意見を活かして実験的製品を作り出す体制は十分に整っていなかっ
た。運営基盤の根本的な改革案などについては、当時の時点では捗らなかっ
たようだ。だがタウトの教えである良質生産、「見る工芸から使う工芸へ」
といった考えが造形理念として受け継がれたことで、後の時代に「使う工
芸」である玉虫塗が開発されたことを鑑みるに、タウトの影響力が非常に大
きいものだったことが判る。
　タウトの例を受け、商工省貿易局がティリー・プリル＝シュレーマンと
シャルロット・ペリアンの外国人デザイナーの招聘を企画したことについて
は、タウト招聘以降の10年以上の間に、海外からの意見を積極的に取り入れ
ようと動く体制が整えられたことが判る。商工省の上層部が海外への輸出工
芸振興の側面において、外国人の有識者の意見を積極的に取り入れる姿勢を
取っていた一方で、工芸指導所職員の意見の中でペリアンについて「女性だ
からと甘く見ていた」と語るところからは、工芸指導所内では積極的な意見
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行っている。
　『工芸ニュース』の中で、シュレーマンは日本の工芸品における持ち味は
欧風化したモダンではなく、伝統の中に存在すると指摘し、日本の個性を出
した工芸品を輸出する場合、民芸的、手工業的なものがいいとした。また、
海外の百貨店における日本の工芸品に対する悪評の存在も明らかにしており、
合わせて日本の工芸品が国際的に通用するのかについても言及している。前
述したように、当時の海外における日本の工芸品は品質が悪く安価だという
評価がなされていたが、百貨店においても同様だった。だが、来日したシュ
レーマンの話では、輸出されていないだけで日本国内には、安価でも質の良
い工芸品が存在することに驚いたと記述がある。ここから日本の輸出工芸の
改善を前向きに検討していたことが判る。それらを踏まえて、百貨店の専門
家であったシュレーマンを招聘することで、工芸指導所は海外の消費者に近
い立場の人間の意見を取り入れようと考えたのではないかと考察する。
　次にシャルロット・ペリアン（1903-1999）について紹介する。ペリアン
は、フランスの建築家であり、デザイナーだ。1927年に建築家ル・コルビュ
ジエとピエール・ジャンヌレのアトリエに入所し、住宅の内装と設備を担当
した人物である。1937年に同アトリエを辞職し、来日している。来日の理由
は、商工省の貿易局からの招聘、近代博物館学者ジョルジュ・アンリ・リ
ヴィエールⅻからのパリの人類学博物館創設に関する日本の写真資料の収集
に関する依頼の2つであった。
　ペリアンは1940（昭和15）年11月に東北地方の工芸指導に赴いている。そ
の際、商工省管轄の工芸指導所だけでなく、農林省管轄の雪調にも訪れてい
た。そこで彼女は木と藁を使った長椅子の作成に関与し、民藝運動家の高い
評価を得ている。
　工芸指導所の仕事では、各地でデザイン講習会を開き、輸出向工芸品の意
匠改善に努めた。1941（昭和16）年4月には、「伝統―選択―創造」のテーマ
で自作品展覧会（正式名称は「ペリアン女史 日本創作品展覧会 2601年住宅
内部装備への示唆」）を開き、その中で日本の材料（竹材、木材）と「日本
の伝統」を生かした作品を展示している。ここでいう「日本の伝統」とは、
日本各地の民芸分野における意匠、技術のことだと考えられる。
　東京本所の設計室でペリアンと関わった職員である寺島祥五郎は、ペリア
ンについて「設計室から4、5人が指導を受けることになったが、女性だから
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価したタウトは、それらを活かした産業工芸を価値ある工芸とみなしたのだ。
（4）教育的仕事は、大規模なプログラムで明示した方針に則った所員の指
導を指す。昭和9年（1934）3月5日「質の問題」というタウトの講演の中で、
材料の正しい選択、諸材料の正しい取合せ、材料の正しい処理、用の充足の
4項目で詳しく語られた。（5）実際的な仕事は、金工部と木工部で実際に行
われたデザインと設計と施策についての報告である。金工部でタウト自身が
ドアハンドルを15種デザインしたことと、設計図面を引き、試作品完成を示
したことが報告されている。木工部についての報告では、安くて良い大量生
産の椅子のデザインと設計と試作品作りの指導を行ったことが書かれている。
　工芸指導所を去ったⅹ後、タウトは工芸指導所の嘱託だった井上房一郎と
共に群馬県高崎市にて、地域の工芸活動、工芸の近代化運動に貢献した。そ
の際、タウトは日本の工芸の中でも農村工芸・農家工芸に目を向けており、
三橋、宮崎、坂本は論文で「地域工芸振興に示唆する点が多い」と指摘して
いる。

3.　ティリー・プリル＝シュレーマンとシャルロット・ペリアン
　商工省工芸指導所が1939（昭和14）年、1940（昭和15）年に招聘したティ
リー・プリル＝シュレーマン、シャルロット・ペリアンについて取り上げる。
この二人は両者ともに、輸出振興を図る目的で招かれた「海外消費地の需要
傾向に理解がある外国人専門家」である。彼女らがほぼ同時期に工芸指導所
に招聘されていることからは、当時の海外需要の実体を知るために招かれた
と考えられる。
　まずティリー・プリル＝シュレーマンについて取り上げる。シュレーマン
はドイツの百貨店の室内工芸専門家だ。シュレーマンは建築家ブルーノ・パ
ウルⅺの下で学び、パリ、ニューヨーク、イタリア、北欧、イギリスなど各
地を訪れており、仕事としては主に室内装飾ならびに展覧会事業に携わって
いた。そのため、『工芸ニュース』第8巻12号の中では各国の工芸事情に明る
い人物として評価されている。貿易局嘱託として欧州視察に赴いていた宮下
孝雄教授の人選によって、1939（昭和14）年9月に貿易局から招聘された後、
11月に工芸指導所にて指導を行っていた。彼女は各地方物産のデザイン指導
に当たり、日本工芸の無性格性と、伝統工芸の美点の指摘、展示法について
教示を行ったという。仙台の工芸指導所には3週間滞在し、批評と新設計を
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二点による、仕事の抽象化を挙げている。さらに課題としては、「[Ⅰ]工業生
産のための規範原型の製作を行うこと、[Ⅱ]本所の特許を基礎として、工芸
指導所独自の領域を持つこと、[Ⅲ] 蒐集ならびに日本固有の極めて進んだも
の、質の良いものを作る（Qualität Arbeit）ための委員会を組織すること」

（森 2010年、29巻、p.284）の三点を挙げている。これら課題のうち、特に
タウトは規範原型の製作に力を入れており、質の良い量産品製作のために批
評と提案を度々出していたという。工芸指導所の造形理念として良質生産
(Qualität Arbeit)、「見る工芸から使う工芸へ」という考えが存在していた所
からは、タウトの教えを工芸指導所側も重要視していたことが判る。
　最後にタウトの仕事に関する「報告」について紹介する。⑨には工芸指導
所における、タウトの仕事内容がまとめられている。⑨に記された仙台の工
芸指導所のためのタウトの仕事は、大きく（1）大規模なプログラム、（2）
個別的なプログラム、（3）優良品の選択、（4）教育的仕事、（5）実際的な仕
事の5種類である。（1）の大規模なプログラムは、上記の②を指す。タウト
は②のプログラムについて、自らが口述したものが刷られ、工芸指導所内の
職員の討議が行われた様子から、一般的に受け入れられたものとしている。

（2）個別的なプログラムは、（1）の大規模なプログラムを踏まえ、金工部と
木工部に対するより具体的な計画提案と小工芸品に関するデザインと作品化
の方策を示したものだ。③で工芸製作の現場を訪問していることから、現場
での状況を踏まえた、具体的な提案を出したものだと考える。（3）優良品の
選択は見本品と輸出用の参考にするために、工芸指導所が、世界に通用する
日本の工芸品の選択と海外の近代的優良製品の選定とをタウトに依頼した仕
事を指す。依頼を受けたタウトは、1933（昭和8）年12月15日から二か月弱
の間、東京、大阪、京都へ視察に向かい、伝統工芸の優良品を選択した上
で、工芸指導所に送っている。12月13日の日記に「工芸指導所は、日本の伝
統を相承しているすぐれた工房と接触せねばならない。今日斎藤氏から、私
が工芸指導所の嘱託として京坂地方へ出張し、指導所に適切な工芸品を選択
してほしいという話があった（見本用及び輸出工芸品製作の参考にするた
め）」（庄子、1998、p.55）と記しているところからは、タウトは日本の伝統
を受け継ぐ工芸品を基盤に作られた産業工芸品には、輸出工芸としての価値
があると判断していることが判る。日本の竹・金属・木・漆・織物・陶磁器
などを「かくも美しい日本の材料・素材」（三橋、宮崎、坂本、p.54）と評
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　　①1933（昭和8）年9月5日　 工芸指導所のための諸提案
 ②同年11月14日　　　　　 プログラム（計画覚書）
 ③同年11月18日　　　　　　斎藤、上田および鈴木の三氏と金工
  （ならびに漆工）工場への訪問
 ④（日付記入無し）　　　　 所長の質問への回答
 ⑤1933（昭和8）年12月11日 家具のための研究作業に関する報告
 ⑥同年同日　　　　　　　　金工に関する報告
 ⑦同年12月12日　　　　　　個々の工芸品のための諸提案
 ⑧同年12月13日　　　　　　照明具
 ⑨1934（昭和9）年3月5日　 仙台の工芸指導所のための私のこれまでの 
  仕事に関する報告
 ⑩同年3月6日　　　　　　　工芸指導所の展覧会のための提案

参考：庄子（1997）p.32を参考に作成

　これらの内容は、提案6編、報告3編、返答1編として分けられる。ここで
は工芸指導所の欠点を指摘し、改善案を提示した「提案」、タウトの仕事を
示した「報告」を中心に紹介する。
　まず工芸指導所の欠点を指摘した文書について取り上げる。①で「輸出振
興」を第一とする欧米の志向に偏っていること、欧米の模倣が殆どであるこ
と、間に合わせのやっつけ仕事で作られていることの3点が指摘されている。
②の中では、工芸指導所の工芸に対する批評、工芸指導所の長所と欠点、工
芸指導所の課題が記されている。②については、工芸指導所に対する提案も
含まれる文書のため、詳細は提案の部分で後述する。⑦では、試作のための
設計図案や陳列品を見た際の記述も残っており、試作や陳列品が、日本での
良質品の立場も、ヨーロッパで行きかう品が持つ高い品質も持っていない、
設計図の中で、何一つ満足すべきものがないとの評価も見られる。
　次に、工芸指導所に対する「提案」を示した文書について紹介する。先に
紹介した②では、工芸所の長所と欠点を挙げたうえで、3つの課題を提案し、
その理念と方法に関することが示されている。長所について組織体制・施設
設備が整っていること、印刷転写の特許を持つこと等、欠点として図案制作
が工芸品本体製作を行っていないこと、工長と設計家が分離していることの
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　もともと工芸指導所の嘱託顧問を務めた同年の春時点で、すでにタウトは
来日していた。タウトの娘・エリザベートは、ドイツ国防軍の将官フォン・
ハマーシュタインの娘と仲が良かったことから、ヒトラーがタウトを社会主
義的思想・心情を持つ人物として逮捕者リストに載せていたことを知ったの
である。そこでタウトはパリへ逃亡し、1933（昭和8）年5月に日本へ亡命し
たのだ。その後、タウトは日本各地を訪問し、デザイン指導を行っている。
　工芸指導所招聘のきっかけは、昭和8年（1933）9月1日から5日の間、東京
三越本店にて行われていた「商工省工芸指導所研究試作品展覧会」だった。
工芸指導所はタウトにドイツ工作連盟についての問い合わせをした際、この
展覧会にタウトを案内していたのである。この時タウトは、出陳物について
の批評を求められ、「良いものは何一つない」、「ヨーロッパ、アメリカのス
ケッチ的模倣」であり、「輸出工芸」に終始していると痛烈に批評している。
この批評は、国井所長や剣持勇に衝撃を与えた。1章でも述べたように、明
治以降の時代において海外へ大量輸出された輸出工芸品は、劣悪品が殆どで
あり、海外の志向に態と寄せた作風のものが多かった。昭和時代に入った当
時でも輸出された工芸品は、あくまでも輸出向けとして作られた「劣悪なも
の」のままであり、態と「海外の志向」に寄せたデザインのそれらの評判は
芳しくなかったのである。酷評を聞いた国井は、当時の日本輸出工芸品の悪
評を払拭し、所員達に海外先進国の工芸事情を把握させるチャンスになると
考え、タウトに指導を依頼した。招聘した時のことについて、国井は「氏も
私の熱意に動かされて来仙を承諾されたが、扨外国人を指導の嘱託にするこ
とは前例がないと云うことで商工省及び外務省に諒解を求めるに苦心した」

（庄子 1989、p.108）と語っている。ここから分かるように、タウトは工芸
指導所で初の外国人の嘱託顧問であった。国井は、タウトと出会う1年前に
欧米視察へ赴いており、当時の海外の品にみられる機能性が日本の工芸品で
は意識されていないことに気付いていた。そのため、前例のない海外からの
指導者招聘に対して、積極的な姿勢を取っていたのだと考える。タウトは国
井が見せたその熱意に応えるべく、工芸指導所のデザイン指導に携わった。
　先に述べた通り、タウトは工芸指導所に対して10編の提言書を残している。
それは以下の10編である。
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ついた民芸運動家たちが担っていったと判る。

４節）海外からの指導者
１.　3人の指導者
　工芸指導所には、海外から招聘された指導者たちが存在する。彼らはいず
れも、建築、家具といった分野に携わる専門家であり、工芸指導所で製作す
る輸出工芸品に関する助言を行っている。国外から来た彼らは、いわば日本
の「工芸」に対する海外の目であり、輸出産業としての「工芸」を目指す工
芸指導所には必要不可欠な存在だった。彼らの助言・指導とはどのようなも
のだったのか。また、工芸指導所における輸出品としての工芸は、彼らの助
言・指導によってどのように変化したのか。この節では1933（昭和8）年に
招聘されたブルーノ・タウト、1939（昭和14）年に招聘されたティリー・プ
リル＝シュレーマン、1940（昭和15）年に招聘されたシャルロット・ペリア
ンについて順に取り上げ、考察を進める。

２.　ブルーノ・タウト
　ブルーノ・タウト（1880-1938）はドイツの建築家であり、20世紀初めの
ドイツで設立されたモダンデザイン発展に貢献した団体・ドイツ工作連盟の
一員である。日本には1933年（昭和8）5月4日から約3年半滞在しており、工
芸指導所では1933（昭和8）11月から1934（昭和9）年3月まで、嘱託顧問を
務めていた。工芸指導所に対して、提案6編、報告3編、返答1編の計10編に
およぶ文書を残している所からは、タウトが工芸指導所の産業工芸に対する、
海外からの目線を積極的に伝えようとしていたことが判る。また、1節で紹
介した、仙台市宮城野中学校構内にある記念碑に「また『見る工芸から使う
工芸へ』の指導理念のもとにドイツの建築家ブルーノ・タウトを招き機能実
験、規範原型ⅸの研究を行うなど、近代デザイン運動を世に先駆けて実践し
た」という一文が残っていることからは、タウトが工芸指導所に対して大き
な影響を与えたことが判る。タウトは記念碑の文にある通り、工芸指導所に
対して大きく分けて3つの仕事を行っていた。それは、工芸指導所の工芸に
対する批評、日本における「工芸」の優良品の選択、そして指導・講習であ
る。ここでは、タウトが工芸指導所へ招聘された経緯、工芸指導所全体への
批評、提案について紹介する。
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れた。同年に東北地方が凶作にみまわれたことから推進されたこの講習会は、
新たに作られた製品と従来の農村副業品を出品する、「東北冷害地方農民副
業工芸品展覧会」を開催するために開かれた講習会だった。だが、展覧会自
体は東北各県が経費捻出を困難としたことによって実現しなかったようだ。
しかしこの事業を契機として、農業従事者向けの編組工芸品研究が、剣持勇ⅷ

を中心として展開されている。当時、地域の手工業を輸出向けに改良するこ
とで輸出工芸品の品質を向上させる、「固有工芸の研究」に傾注していた工
芸指導所は、この編組研究もその一環として行っていた。これらのことから、
農村振興の面において工芸指導所は「工芸」の指導啓蒙、試作品の制作や展
示による国内「工芸」の制作者の意識改善に貢献していたと判る。
　農林省管轄の雪調も、商工省管轄の工芸指導所も工芸による地域振興を図
ろうとした点では共通の目的を持っていた。また、農村内部ではなく、都市
部や海外といった外部に工芸品の販路を求めた点でも共通点がある。そう
いった共通点があったためか、商工省管轄の施設である工芸指導所、工業試
験所の職員が雪調に招聘されるケースも存在した。このことについて今野

（2017、p.4）は、当時の森林行政全体のレベルが木工芸品を製作できる程度
に達していなかったことから、外部の機関に協力を仰がざるを得なかったの
ではないかと考察している。
　目的が同じ「地域振興」といっても雪調における工芸振興事業はあくまで
も事業の一環に過ぎず、農林省が推奨した農村工業という枠組みである①主
産物あるいは産出資源が材料であること、②労働形態が副業であることの2
点から外れてはならなかった。対して工芸指導所は、「副業性」を確保する
点について考慮していたかは不明瞭であり、輸出工芸の振興という目的を第
一に考えていたことが推測できる。こういった様子からは、副業性を重視し
ようとした雪調と、既存産業への農村編入を試みた工芸指導所とでは工芸
振興の方針が大きく異なることが判る。『仙台市史』（pp.524-525）によれば、
1940（昭和15）年から翌年にかけての河北新報に掲載された東北の輸出向け
工芸に関する記事では、雪調の民芸運動による指導のもとに作られた農村手
工芸品と、工芸指導所の指導のもとに作られた工芸品が別記事として取り上
げられたという。その中で農村奨励策としての工芸振興は、活動度が高かっ
た民芸運動の方へと移っていった。このことから、東北の農村振興や副業、
手工業としての工芸奨励は、工芸指導所と交代する形で、雪調とそれに結び
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　ところで雪調の館長である山口弘道ⅵは農業経済学を専攻する、農林省の
高級官僚であり、工芸振興というよりは具体的な農民生活の改善を念頭に置
いていた。1937（昭和12）年3月に柳宗悦ⅶら民芸家に協力を要請している
点や、1942（昭和17）年まで彼らと民芸品調査・収集を行っている点からは、
工芸による地域振興が安定した農家経営を支える事業となると考えていたこ
とが推測される。莞草や藁を利用した手工業での編組工芸品制作が行われて
いる点からは、大量輸出を目的とした産業工芸ではなく、あくまでも農民の
副業を目的とした、民芸品としての工芸品制作が行われていることが判る。
　対して本稿で主題として取り上げた工芸指導所は「産業工芸」の研究指導
を使命とした、商工省による研究施設だ。デザイン研究の先駆的な取り組み
を行った国立機関としても知られ、もともと地域に存在する手工業を基盤と
した輸出産業育成が期待されていた。近代化が進む時代に即した意匠が試み
られ、実用的な工芸品の量産による工芸振興、輸出工芸の振興が進められた
施設である。工芸指導所における研究対象には地方特産品の改善も含まれて
いたため、農村工芸・農家工芸の振興を通した農村救済という問題も重要課
題の一つだったと考える。国井所長は当時の農村の疲弊状態を鑑み、「今後
吾國農村は所謂単一な農業丈けでは何うしても立ち行かない事が明瞭になっ
た。主産業たる農業の外に補助収入たる副業を持たなければならぬといふ事、
而も此の副業も従来のやうな養蚕や養鶏ばかりでは立ち行かぬ。もっと各種
の新規な副業を捜し出して、より工業的な経営をせねばならぬといふやうに
唱えられるやうになって来た。農村の工業化が即ち之れである。農村の恒久
的救済は、農村に適當なる工業を移入し、農村経済を改善する外他に途はな
いのである」（三橋、宮崎、坂本 p.52）と述べている。つまり副業で疲弊す
る農村救済を図る必要性を説きつつ、救済策として望ましいことは手工業で
はなく、産業工業の発展にあるとしているのだ。そのため、工芸指導所で製
作された工芸品は大量生産を目的としており、機械を用いた加工を施すもの
で産業的色合いが強く、雪調で製作された工芸のような農村の「副業性」を
満たすものではなかった。工芸指導所の工芸品自体は「副業性」を直接満た
すものではなかったものの、指導講習においては農村の副業に関連するもの
が行われている。
　1934（昭和9）年12月には東北冷害地方救済副業指導講習会が開かれてお
り、東北6県の工業試験所職員を対象とした農村工芸品の製作指導が教授さ

商
工
省
工
芸
指
導
所
と
「
日
本
的
な
も
の
」

（96）
－82－



その時期の食糧政策と東北地方の社会問題となっていた。したがって東北に
おける農村の振興は、東北振興の中でも着目すべき課題だったのではないか
と考える。前述したとおり、その東北地方において、工芸指導所は「産業工
芸」の研究指導を使命とする施設であるのと同時に、東北振興を推進するこ
とも設置目的としていた。この項では同時期に同じ「東北振興」、「農村振
興」を目的としていた積雪地方農村経済調査所（以下、雪調）と、工芸指導
所を取り上げることで、東北の農村振興がいかにして図られていたかについ
て考察する。
　まず東北振興を推進した雪調とは、何か。この機関は昭和恐慌で疲弊する
農村、特に冬に豪雪の害（雪害）に見舞われる東北農村の克服を第一の目的
として、1933（昭和8）年に山形県新庄町に設立した研究機関である。管轄
は農林省であり、主な事業は、積雪地方（北海道，東北6県，新潟，北陸3
県）における積雪の理化学的研究、農家経済および生活状況の調査と改善指
導、農村工業の研究指導だ。
　そのため設立当初は雪害克服のための建築（実験的農家住宅）、冬の保存
食（山菜の瓶詰、缶詰等）の開発が進められていたが、1937（昭和12）年に
は冬の現金収入を確保するために、農家の「副業」改善も行われるように
なったのである。ここでいう「副業」とは農家における民芸品、工芸品製作
である。凶作、天災で困窮していた当時、その副業の販路は農村内部ではな
く、都市部や海外など外部に求められた。
　1936（昭和11）年、雪調に指導に来ていた木檜恕一Ⅴは、農村工業にふさ
わしい品種は「普通の家具より小さい工芸品」としたうえで、外国向け土産
品では煙草入れ、ハンドバック、ナプキンリング等が良いとしている。意匠
については、輸出向けであれば「日本の商品を西洋化したもの」、「外国商品
に日本趣味を加えたもの」が良いとした。雪調で木檜と行われた「木工に関
する伝習会」にて、スプレーで吹き付けられた鮮やかな塗料やピエロモチー
フが印象的な木工が参考品として提示されていたところからは、雪調でも輸
出向けの製品作りが期待された側面があると考えられる。つまり、雪調にお
ける工芸の販売先として考えられたのは海外市場だったのである。情報や物
流が未発達だった当時、農村の人々が外部の人間から得た、数少ない情報を
受け、生活水準や様式が異なる消費者に対して商品を製作することは困難だ
ろうと推察する。
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られていた。遠藤（1952、p.28）によれば、1930年、1931年頃には、その職
工数は仙台市だけで250人ほど居り、当時の価値で年産額10万円以上にも達
したという。地元産の材を活用した埋木の工芸は、産業振興に貢献すると考
えられたようだ。工芸指導所では埋木を機械加工できないかと試行錯誤が行
われている。しかし、材質の脆弱性と割裂性が高いことから、機械加工の手
法を利用できず、その産業的活用と発展はほぼ不可能だと判断された。
　ところで1934（昭和9）年には「固有工芸」の研究事業として「竹材応用
工芸品の研究試作」および「編組工芸品の研究試作」が行われていた。その
成果として、竹製の椅子、輪切りにした真竹をカラフルな色彩に染めて漆で
仕上げたビールカップ、花台、電気スタンド等が制作されている。これらは
あくまでも輸出向けを意識して制作されたものであり、日本の土着性を前面
に押し出したとは言い難い品であった。1932（昭和7）年に欧米視察へ行っ
ていた国井所長は、「日本の風土のなかで育まれた土着性を持ち味として生
かした工芸品」を「日本的なもの」として評価し、輸出産業として育成しよ
うと画策していたものの、実際に工芸指導所で作られたものは、共感の喚起
や土着性を求める世界の潮流からは外れたものだったのだ。だが、この輸出
向けの工芸品は東北振興・農村振興としては好適だと思われたようである。
工芸指導所で技師を勤めていた岡安淳吉は、報告の中でこういった試作品生
産には設備投資がいらず、副業としては成り立つものだと所感を添えている。
　しかし、製作された工芸品は工業的色合いが強く、農村の「副業性」を必
ずしも果たすものではなかった。三須田善暢、佐藤恭子の「民藝運動と昭和
恐慌期の東北農村社会―ある知的交差の素描」では、農林省の施設である積
雪地方農村経済調査所と商工省に招聘された指導者であるシャルロット・ペ
リアンとの関連について触れられており、農村経済振興と民芸運動について
の記述がある。その中では、農村における「副業性」を満たすものとして積
雪地方農村経済調査所の民芸品・工芸品制作研究が取り上げられている。
３.　東北地方の農村振興
　もともと明治維新で工業化が進められたことにより、農村における自給自
足経済は次第に解体され、大正・昭和時代前期の農村は困窮状態にあった。
その際、農村副業・農家副業は疲弊する農村救済に役立つと考えられ、奨励
されていた。また昭和時代における東北は、米の単作地帯であり、かつ国内
における米の主生産地であった。そのため、東北地方における不作、凶作は
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　このうち、例として指導講習の「埋木彫刻講習会」について取り上げる。
開設当初の工芸指導所では、仙台産埋木材を活用した産業工芸の開発が行わ
れていたことから、ここでいう埋木彫刻とは、仙台産埋木材を利用した彫刻
だと推測する。もともと木彫り工芸などに利用されていた仙台産埋木は、古
雅な味わいで知られていた。一時はその産額も多く、東北地方の多くの家庭
でお盆・茶托・箸・筆立・床の置物、その他日常の器具装飾品等に多く用い
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1929（昭和4）年には現地調査が開始されている。その後に発行された、工
芸指導所の機関誌『工芸指導』第2号（昭和4年12月）、第3号（昭和5年9月）
は、東北工芸に関する特集号であり、東北六県の工芸が取り上げられていた。
第2号の「東北の工藝に對する私見」の中で、工芸指導所の国井喜太郎所長
は、東北地方の文化の開発が比較的遅れていることを指摘した上で、元々東
北の文化には名君の支配下で保護奨励されてきた美術工芸が存在すると述べ
ている。しかし、その後の明治維新の際に各藩主の保護奨励が途絶えたとい
う点についても指摘しており、東北地方における工芸振興の重要性が示され
ている。
　同じ号の「東北工藝界情况」では、工芸指導所の開所式当日の式後に工芸
指導所を中心とした東北六県工芸協会設立の議が行われたことについて触れ
られており、その中で設立趣旨に産業振興、伝統的工芸の産業化が挙げられ
たと書かれていた。このことから当時、東北地方は工芸分野のみならず、産
業分野全体としても発達が必要だと認識されていたことが判る。
　東北帝大附属金属材料研究所との共同研究では、成果としてKS磁石鋼応
用品、玉虫塗等が生まれた。KS磁石鋼応用品は戦前の一時期に、仙台の特
産品となり、玉虫塗はKS磁石鋼応用品に代わり、今日まで仙台の特産品と
されている。工芸指導所と東北帝大附属金属材料研究所が共同研究を行うに
あたって、1933（昭和8）年に工芸指導所と東北帝大附属金属材料研究所の
支援の下、有限会社東北工芸製作所が設立された。国立機関である工芸指導
所の研究成果はこの東北工芸製作所を通じて特産品に応用され、流通したの
である。
　工芸指導所を中心とした東北六県工芸協会の設立や、東北帝大附属金属材
料研究所との共同研究、東北工芸製作所の設立などからは、工芸指導所設立
初期の段階において他の機関との連携体制が広がり、産業工芸育成の体制が
整えられていった様子がうかがえる。
　工芸指導所における東北振興の具体的な活動は、前出の『工芸指導』第2
号に記載されている。巻末に「本所事業中特に東北を対象とせるもの」とい
う表題の下、指導講習、調査、試験研究、展覧会競技会助勢、伝習生の養成、
その他の6つの項目が紹介されていた。具体的な内容は表3の通りである。 
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111号改正、昭和7年7月勅令第201号改正）には以下のことが書かれている。
　　第１条工芸指導所は商工大臣の管理に属し工芸の指導を為すため左の事
　　　務を掌る
  1.木工品及金属工品に関する試験及研究
  2.木工品及金属工品の原料及材料の品質の鑑定
  3.木工品及金属工品制作に関する伝習及講話
  4.試験研究の為製作したる木工品及金属工品、加工したる材料並に調 
   整したる其の意匠図案の配布
 第２条工芸指導所は工芸の改善に必要ありと認むる場合に限り木工品 
  及金属工品の製作並に其の意匠図案の調整の依頼に応ずることを得
 第３条工芸指導所に左の職員を置く
  所長技師専任4人奏任
  属専任1人判任技手専任3人判任
  所長は技師以て之に充つ
 第４条所長は商工大臣の指揮監督を承け所務を掌理す
 第５条技師は上官の命を承け技術を掌る
 第６条属は上官の命を承け庶務に従事す
 第７条技手は上官の指揮を承け技術に従事す
  附則本令は公布の日より之を施行す工芸指導所の事務開始に至る迄 
  第３条の職員は其の準備の事務を掌す

出典：庄子（1994）p.6
　この官制から、あくまでも目的は固有工芸育成、輸出工芸振興に主軸が置
かれていることが判る。
２.　東北振興
　産業工芸振興、輸出振興に主軸を置いた工芸指導所の活動だが、「東北振
興」の目的がないがしろにされていたわけでは無い。むしろ工芸指導所で最
初に行われた事業に東北における工芸の実態調査が含まれた点、1933（昭和
8）年に東北帝国大学（現：東北大学）附属金属材料研究所と共同で東北特
産品の育成が始められた点からは、設立当初において「東北振興」という目
的に沿った活動が重要視されていたことが判る。
　東北工芸の実態調査は、1928（昭和3）年4月から着手された。同年11月に
工芸指導所の仙台本所が設置されたことで人員と設備が充実し、翌年である
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大恐慌が起こり、そのあおりを受けて農村も恐慌状態に陥った。当時、東北
の農村は壊滅的な打撃を受けて疲弊し、早急に救済措置を取る必要が生じた。
こういった事情から、政府が東北振興を重要課題として認識する姿勢は崩さ
れず、継続されたのである。
　このように工芸指導所の設立目的に「東北振興」という政治課題を盛り込
むことは、不自然なことではなかったのだ。商工省は工芸指導所の設置計画
の一部を変更し、東北の未利用資源の開発、東北工芸産業の育成その他を主
な目的として再度要求したのである。かくして1927（昭和2）年12月に第五
十二議会で協賛を得て、工芸指導所設置案は成立した。内閣の更迭により中
橋徳五郎が商工大臣に就任した際には、文化的事業の発達に関する機関は文
化の中心にあるべきだとして、一時的に計画を中止された。だが、仙台市の
誘致運動は激しく、予算もすでに議会の承認を得ていたことから、前内閣の
計画通り、工芸指導所は仙台市に設置されたのである。

３節）工芸指導所の役割
１.　産業振興・輸出振興
　前述したように、工芸指導所の設立目的は（1）日本伝統の工芸の近代化
を図ることで輸出振興を進める事と、（2）東北の産業を開発する事の二点で
ある。工芸指導所開所式にて中橋商工大臣は工芸指導所に対して、伝統的な
手工業を基盤にした輸出産業育成を期待すると話している。この部分から、
日本固有の伝統的な地場産業を輸出工芸化する、いわゆる「固有工芸」の研
究が求められていたことが判る。
　先に述べたように、東北振興が目的とされたのは工芸指導所の設置案が一
度出来上がった後のことであり、当初の段階では自国の工芸技術向上や輸出
化等が第一の目的であった。国策として問題にされていなかった固有工芸へ
の着手は、前例のない事業である。国井喜太郎所長によれば、当時の工芸産
業に携わる業者は自業の重要性を認識しておらず、「改善進歩への熱意が足
りないように見うけられた」（森 2010、29巻、p.5）という。そのため、工
芸指導所は生産者に対するアプローチとして、将来進むべき方向を示し重要
性を周知させようと尽力したようだ。試作品展示会や講演会、雑誌『工芸
ニュース』の発行を行うことで、啓蒙活動が行われている。また、工芸指導
所の目的と組織などについて定められた工芸指導所官制（昭和3年6月勅令第
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の目的として、なんとか工芸指導所設置案を通したいと考えていたのだ。商
工省の予算として創設費27万が計上された工芸指導所の設立案は、省議では
商工行政の新しい分野を開拓するものとして異議なく通過したものの、大蔵
省の査定ではなかなか賛同が得られなかった。このことについては当時、工
芸の動向として技芸保護の動きが続いており、①世間の産業工芸に対する関
心が低かったこと、②明治期に始まる、これまでの工芸が輸出産業として成
り立っていなかったことの二点から、省庁を通した事業として進めるには、
理由として物足りないと思われたのではないかと考える。そこで、工芸指導
所設置案を通すために付け足した設置の理由が、当時の政治問題になってい
た東北振興である。
　昭和初期と重なるこの時期において、東北振興の動きは活発化していた。
もともと東北は、戊辰戦争の「賊軍」として冷遇されていたこともあり、発
展が遅れた地として認識されていた。また、1902（明治35）年と1905（明治
38）年に大冷害が起こった時点で、東北地方が寒冷な地域であることは社会
に認識されており、東北地方における冷害は問題視されつつあったのだ。さ
らに1913（大正2）年にも大冷害が起こったことによって、「東北救済」や

「東北振興」などが民間や財界、政治の場でとりあげられるようになる。特
に1913（大正2）年の大冷害による被害と影響は非常に大きく、離農、棄農
が激増し、婦女子の身売りなどが社会問題となった。当時の東北は、米の単
作地帯が広がる、国内における米の主生産地であり、東北地方における不作、
凶作はその時期の食糧政策にも影響を及ぼしていたのだ。当時、内務大臣
だった原敬はこの惨状を知り、渋沢栄一や益田孝ら財界人に働きかけ、東北
振興会ⅲという民間団体を組織させている。この会は冷害対策、東北振興の
調査を行った団体であり、1915（大正4）年には「東北柘植会社」ⅳ設立構
想を含む「東北振興に対する意見書」を帝国議会に提出した。つまり明治時
代から、東北は近代日本における「後進」地域、かつ「政府による救済が必
要な地域」と認識されており、その発展は国にとって重要課題とされていた
のだ。
　1927（昭和2）年には東北振興会の再建、1928（昭和3）年には東北産業博
覧会が開催された。昭和時代に移行してからも東北振興が課題として取り上
げられる機会は多く存在したのである。したがって、「東北振興」という政
治課題は世間的にも注目を集めていた。その後の1929（昭和4）年には世界
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献していた。本所が1940（昭和15）年時点で東京に移されていることについ
ては、もともと中橋得五郎商工大臣が文化的事業の発達に関する機関は文化
の中心にあるべきだと反対していたことから、東北の工芸奨励がある程度十
分な域まで達したか、あるいは前年の1939年から第二次世界大戦が始まった
ことから、軍需品の生産が重要視されるようになったかの片方、または両方
が理由だと考える。この想定が正しければ、工芸指導所における東北振興事
業が活発に進められたのは、本所が東京に移されて以降ではなく、仙台に本
所が存在した工芸指導所設立初期である。よって本稿では、仙台に本所が置
かれた時期に重点を置き、論を展開していく。以下、この工芸指導所の設立
背景について触れながら、工芸指導所の役割や成果について考察する。

２節）工芸指導所の設立背景
　記念碑の設立趣旨として書かれているように、工芸指導所の設立目的とは、

（1）日本における伝統の工芸を近代化することで、輸出振興を図ること
（2）東北の産業開発を担うこと
の二点である。工芸指導所開所式において中橋商工大臣も、建設目的につい
て

「我国在来ノ工芸的手工業ニ対シテ、工業ニ関スル最新ノ科学及技術ヲ応用
利用スルコトヲ指導奨励シテ、其ノ製品ヲ海外市場ニ輸出スルニ適当ナラシ
ムルコトハ甚ダ必要デアリ、且ツ産業貿易ノ振興上効果多キモノト云ハナケ
レバナリマセン。」、「東北ノ産業、殊ニ工業ニツイテハ不審ノ声ヲ聞クコト
久シイモノガアリマス。然シ乍ラ之ハ単ニ大規模ノ近代工業ノ発達ガ微々ト
シテ振ハナイト云フニ過ギナイノデアリマシテ、所謂我国固有ノ工芸的手工
業ニ至ッテハ、木工ニ於テモ金工ニ於テモ見ルベキモノガ決シテ少ナクナイ
ノデアリマス。」（森 2010、29巻、p.18）と述べている。工芸的手工業に科
学技術を取り入れ、指導奨励を行うこととは、第1章で述べた産業工芸振興
を指す。だが、ここでいう東北の産業、特に工業に対する「不審ノ声」とは
何か。工芸指導所設立当初の周囲の反応から、考察していく。
　当初の段階では工芸指導所は「わが国固有の工芸技術に科学のメスを加え、
この量産化を図り、ひいては輸出の拡充を」(前褐書、p.14）行うことを目的
として設置案が出されている。帝国工芸会は、価格競争に気を取られて後進
工業国として模倣や低級品製造ばかり行っていた状況を打破することを第一
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はあくまでも近代化の中で生まれた産業工芸である。連綿と受け継がれてき
た、日本固有の伝統的な手工業である「日本的なもの」ではない。しかし、
工芸指導所の「固有工芸」の試みは、衰退しかかった前近代的な手工業を改
良するという点において、日本の「工芸」としての在り方を広げるものだっ
たのではないかと考える。

第２章　商工省工芸指導所
１節）商工省工芸指導所の概要
　商工省工芸指導所（以下、工芸指導所）とは、昭和初期に創設された国立
の工芸指導機関である。産業工芸試験所東北支所の前身であるこの機関は、
仙台市二十人町通り10（現仙台市宮城野区五輪一丁目4番22号）に設置され
た。この場所には現在、仙台市立宮城野中学校が建設されており、現在で
も工芸指導所の痕跡が残っている。それは、中学校の角に立つ、高さ4m程
の記念碑だ。「工芸発祥」と記されたプレートが嵌められた記念碑の隣には、
以下の設立趣旨が綴られた石碑が並んでいる。
 明治以来ひたすら西欧追従に急な時流の中で優れたわが国伝統の工芸 
 に着目し、その近代化をはかり輸出を振興するため、さらには東北の 
 産業開発の一翼をになって昭和3年国立工芸指導所はこの地に創設され 
 た。
 工芸指導所は工芸を産業の技術として高め、わが国産業工芸の基礎を 
 つくった。
 また「見る工芸から使う工芸へ」の指導理念のもとにドイツの建築家 
 ブルーノ・タウトを招き機能実験、規範原型の研究を行うなど、近代 
 デザイン運動を世に先駆けて実践した。
 まさに近代工芸及びデザイン研究発祥の地であることを思い、之を記 
 念し、心あるもの相寄りこの碑を建てる。
 昭和四十五年初夏

（出典：仙台市史編さん委員会、p.488）
　工芸指導所は1928（昭和3）年に仙台に設立された。1940（昭和15）年に
本所が東京に新設された際には東北支所として、1952（昭和27）年からは産
業工芸試験所東北支所として活動している。その歴史は1967（昭和42）年ま
で続き、その40年もの間、国内の産業技術向上、産業工芸の基盤づくりに貢
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が目立つようになる。経済ブロック圏内の人々に対する共感の喚起が望まれ
たのだ。この潮流を受け、工芸領域においても土着的、伝統的、ローカルな
ものといった共感を促すものが求められるようになる。したがって民族固有
の様式、伝統的手工芸の保護といった内向き志向が高まった結果、工芸領域
では「日本的なもの」の創出が課題となったのである。
　そういった情勢の中、1928（昭和3）年に商工省工芸指導所が設立された。
詳細については第2章で後述するが、商工省工芸指導所は日本伝統の工芸の
近代化、東北振興の2つの目的の下に建てられた施設である。工芸指導所の
初代所長である国井喜太郎は1932（昭和7）年から半年の間、欧米視察に赴
き、日本から輸出される工芸品に対する厳しい評価を目の当たりにした。昭
和初期の日本の輸出工芸品も明治時代と同様、欧米諸国で使われる品の模造
品じみたものが多く、海外には粗悪品、劣悪品が横行していたのである。そ
の状況を鑑みて、工芸における「日本的なもの」の創出が求められた当時、
国井は「日本固有の伝統的な手工業」に輸出の可能性を見出した。日本の風
土のなかで育まれた土着性を持ち味とした工芸品を「日本的なもの」として
評価したのである。その後に着手したのが日本固有の地場産業の輸出産業化
への取り組み、いわゆる「固有工芸」の研究事業である。だが、「固有工芸」
とは衰退しかかった前近代的な手工業の輸出産業化を図る取り組みであっ
て、木田の言う「日本的なもの」ではない。工芸指導所で製作された工芸と
は、輸出向け工芸としての産業工芸品である。輸出産業の一環として研究事
業が展開された「固有工芸」は、必ずしも歴史や風土に根ざした土着的なも
のとは言えず、かつそれらは日本独自のものとして展開されたとは言えない
ものなのだ。ここでいう「日本的なもの」とは、日本の工芸史観の確立を背
景とした、歴史におけるある時代の様式や技法を「正統」とする認識の確立
によって創出されるもの、すなわち「伝統工芸」やその源流を指す。

５節）「日本的なもの」と工芸指導所の工芸
　工芸指導所で作られた「工芸」とは、欧米諸国と並ぶ地位を確立すべく生
まれ、日本の輸出工芸の堕落したイメージを回復、向上させる目的で改良さ
れた産業工芸であることが判る。明治時代から昭和にかけて、海外で粗悪品
と認識されていた日本の輸出工芸を改善することは課題であり、工芸指導所
の設立時はその課題解決が図られた時期であった。だが、工芸指導所の工芸
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　第1回から第2回までは、展示品が「美術」、「製造品」という大まかな括り
で見られている。だが、帝国博物館の分類体系の中で「美術工芸」という言
葉が使われ始めた1889（明治22）年より後の年に開催された第4回以降では

「工業」、「工芸」あるいは「美術」、「美術工芸」という括りが設けられ、区
分されている。このことから明治20年代における「工芸」概念は、博物館に
西欧の「美術」概念が流入したことによって再構築され始めたことが判る。
　つまり、明治20年代初頭に博物館の分類体系として「美術工芸」が登場し
た出来事によって、西欧から入ってきた「美術」概念と、曖昧な状態にあっ
た「工芸」とを相対的に見る視点が養われたと考えられる。このように、ナ
ショナリズムの高揚を背景とし、欧化主義に抗いながら日本独自の近代化が
模索された明治20年代、「工芸」概念が成立したことを見ると、「工芸」は西
欧から輸入した概念である「美術」概念に対抗して育まれた造形ジャンルだ
と捉えることが出来る。
　帝国主義化が進むと、「自己」であり「他者」でもある、「アジア」、「東
洋」という概念が芽生えた。この「アジア」・「東洋」という概念は、日清戦
争後の中国の衰退、日本の台頭という力関係の変化を背景に、「西洋」に対
抗する手段として認識された概念である。ところで、工芸は前述したように、

“旧来の日本の造形ジャンル”だ。しかし、中国や朝鮮半島、日本で作られた
工芸は、西欧が流入する以前のアジアで既に賞玩されていたことが判ってい
る。工芸は、アジアの様々な民族における近代以前の生活文化に溶け込んで
いたものと言うことが出来るのだ。つまり、「アジア」、「東洋」という括り
で見れば、「工芸」はアジアの人々の共感を得ることが出来ると推測される。
そのため、「アジア」、「東洋」概念は、アジアの様々な民族が共感する近代
以前の生活文化に根差した価値観・美意識を提示し、「帝国」日本における
国民意識の統合も図ることが出来るという利点を持っていた。この二つの概
念は文化多元主義的な共同体、日本中心主義的な「帝国」日本の構造を創出
する基盤になると見なされたのである。
　1920年代には、第一次世界大戦が終わりを迎えたことで、第一次世界大戦
を生み出す要因となった国民国家を連想させない様式が望まれるようになっ
た。一時的に建築や家具、工芸には歴史や風土を超えた国際的に普遍的なモ
デルが好まれるようになったのである。しかし、第二次世界大戦への国際情
勢の緊迫が高まった1930年代には、再び国家主義的なナショナリズムの高揚
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た西欧の動きを受け、日本では欧米諸国に対抗する手段が望まれるようにな
る。対抗策を練るため、欧米諸国から様々なものが輸入された当時、輸入さ
れたものの内に「美術」という概念が存在する。木田（p.7、p.24）は、当時
の「工芸」は、この“「美術」概念と相対的なものとして概念形成した旧来
の日本の造形ジャンル”、“「美術」と「工業」の中間的領域を「工芸」とし
て創出した”と考察している。
　帝国博物館の分類体系の中で使われた言葉である「美術工芸」とは、1873

（明治6）年に開催されたウィーン万博の関係者を中心に、「Kunstgewerbe」
の翻訳語として使われた言葉だ。その使用は内国勧業博覧会の出品区分の中
でも見ることが出来る。以下は内国勧業博覧会の第1回から第5回までの出品
区分である。 
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時点で佐野が目的として掲げた「輸出増進」が達成されたとは言い難いが、
万国博覧会を通じて海外に日本の「工芸」が認知され、輸出品として海外に
出回っていたことは確かである。
　1878（明治11）年のパリ万博でも、日本の美術工芸品は注目を浴びた。そ
れを契機として、ジャポニスムが高まり、大量に輸出された日本の工芸品
だったが、輸出を目的とした劣悪品の横行によって大きくイメージを損なっ
てしまう。原因について、商工省嘱託の海外工芸事情調査員だった日野厚は、
生産者は外国の事情をよく知らずに、仕入れ商人の言うとおりの値段に調子
を合わせて、品物を安くしてしまうからだと指摘している。輸出不振に伴い、
直輸出会社は相次いで倒産した。したがって日本の名誉挽回のため、日本工
芸品の改善指導は急務になったのである。

４節）世界情勢と「工芸」概念の変遷
　「工芸」と「工業」、「美術」は日本の産業化が進むにつれて、段々と区別
され始める。帝国博物館の分類体系の中で「美術工芸」という言葉が使われ
るようになった1889（明治22）年は、大日本帝国憲法が制定された年である。
憲法制定を機に正式な国名が大日本帝国になった翌年、帝国議会が開設され
たことで、日本は立憲君主制の近代国家として整備された。憲法制定によっ
て、国の骨組みが整備された明治20年代は「日本国民」という意識が定着し
つつあった時代と言える。社会的システムの整備に伴い、日本国民としての
共同体意識が高まったことで、日本がこれまでに進めてきた欧化主義政策や
政府が目指す近代化の方針について問い直されるようになったのだ。それま
では日本の近代化を目的として推し進められていた欧化主義政策だが、自由
民権運動を経て、迎合的な外交姿勢に対する批判は高まっていった。同時に
日本独自の近代化を模索しようとする意志も高まりを見せ、ナショナリズム
が台頭したのである。
　欧米先進国で第二次産業革命が起こった明治10年代後半、世界では重化学
工業・電機産業・アルミニウムなどの非金属部門が発展していった。それら
新工業部門の建設に伴い、巨大企業が市場を支配するようになり、人々の生
活基盤や伝統的経済基盤が大きく変化することになったのである。資本主義
の発展と事業の競合が進んだことで、欧米先進国ではヨーロッパ近代文明へ
の優越意識と非ヨーロッパ地域の文化への軽視が広まっていった。こういっ
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が行われていた様子からは、当時、西欧先進諸国が競うようにして国際的な
博覧会を催していたことが判る。この時期、日本では近代国家形成を進める
ために、西欧諸国の産業技術、近代技術等を取り入れ、近代化・工業化を進
める方法を模索していた。戸田（p.28）は、明治政府は日本の工業化を図る
にあたって、四つの方法をとったと指摘している。その四つとは、西欧諸国
への視察、西欧近代技術の導入、日本の技術力の発信と輸出増進、西欧諸国
における技術伝習である。
　ウィーン万博で副総裁を務めた佐野常民は、前年の1872（明治5）年に参
加の目的として、日本の栄誉を海外に示す「国威発揚」、日本を広く海外に
紹介し利益を生む「輸出増進」、「輸出増進」のための製品市場調査である

「西洋文物調査」、現地で職人や技術者に製法を学ぶ「技術伝習」などを掲げ
ている。先に述べたように、当時の日本は西欧に対抗できる近代技術を持ち
合わせていなかった。そこで、海外に日本の栄誉を示すものとして打ち出し
たのが、当時、曖昧な概念として存在した「工芸」だったのである。ウィー
ン万博では、織物、漆器、磁器、陶器、七宝、象牙細工、藤細工、革細工な
どが出品されたが、それらは人気を博した。その盛況ぶりは、「見物人カ盛
ニ日本部ニ押寄セ從ツテ品物ノ売レ方モ甚タ好ク又各國ノ博物館モ種々日本
品ヲ買ヒ入レ又ハ謙譲ヲ希望シタモノアリ」（日野、p.23）と言われるほど
であった。明治政府は万国博覧会に積極的に参加することで「日本特有のも
の」を欧米諸国に認知させ、輸出を促そうとした。だが、畑が作成したグラ
フ（表1）によれば、明治期の輸出額のうち、工芸品に相当する品の輸出額
は微々たる
ものだとい
うことが判
る。最も輸
出額が高い
陶磁器でも、
明治時代半
ばで全体の
1 ～ 2％に過
ぎないので
ある。この
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漆工の七分野の歴史だが、当初の計画では角工、紙工、画工の三分野も交え
る予定だったと解説している。つまりこの段階において「工芸」は織物や石
工、陶芸といった製造業だけでなく、絵画など美術領域も含んだ総合的な内
容として認識されていたことが判る。
　さらに横井時冬ⅱによって1898（明治31）年に発行された『日本工業史』
は「工業」史という名目だが、内容は日本の製造業を総合的に記したもので
ある。内容は、蒔絵、七宝、染物、刺繍、螺鈿、陶磁器、根付といった現代
でいう「工芸」に近い分野の他、窯業や印刷業などの「工業」寄りの分野に
ついても書かれており、全体として見れば手工業を含む、日本の製造業の総
合史になっている。このように新しい概念であった「工芸」は、言葉が使わ
れ始めた明治時代初頭の段階においては「美術」や「工業」とのはっきりと
した区別のない曖昧なものであった様子が覗える。

３節）輸出品としての工芸—万国博覧会と日本の「工芸」区分
　明治政府による工芸品の輸出は、殖産興業政策の一環として推進された。
内務省の設立者であり、内務省の初代内務卿である大久保利通は、その殖産
興業政策を主導した指導者といえる人物である。大久保は殖産興業政策の中
で、西欧技術輸入の在り方を見直し、農業と紡績工業の重視、積極的な海外
貿易振興を図った。『殖産興業に関する建議書』（1874）では、人民の知識不
足によって有益な事業が行えていないこと、政府主導の産業化推進が必要で
あることを指摘している。この建議書で推進した事業は「外来技術の直輸
入」であり、西欧技術の存在が重要視されていたことが判る。日本が近代
化・工業化を進めるにあたって、西欧技術を取り入れるためには、西欧諸国
の視察、西欧の近代技術の実情調査は必要不可欠だった。それらを行う上で、
西欧諸国が技術力を盛んに競い合っていた万国博覧会は最適な催しだったの
である。海外の産業技術を学び、自国の産業化を図る道となった万国博覧会
は、殖産興業政策の中心的な役割を果たすことになった。
　万博が始まった19世紀は、「博覧会の時代」ともいわれており、日本も
1867（慶応3）年のパリ万博から参加・出品を始めている。だが、このパリ
万博は江戸幕府、薩摩藩、佐賀藩が各々で参加したものであり、日本が政府
として公式に参加したのは、1873（明治6）年のウィーン万博が最初だった。
この後にもフィラデルフィア、シカゴ、パリといった世界の主要都市で万博
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題が存在した。明治20年代には繊維産業が日本の輸出産業として急成長した
影響で、工芸の輸出産業としての地位は相対的に低下したのである。輸出中
心の工芸製作は困難な状態に陥った。次第に工芸製作の方向は、殖産興業的
な生産から、技芸保護の動きへ転換していった。
　その後の輸出を目的とした工芸製作の動きは一時期と比べて鈍化しつつ
あったが、海外市場における日本の工芸への悪評は続いており、昭和になっ
てもその評価は「惡い廉いの代名詞」（森 2010年、30巻、p.183）と言われ
るほどであった。そこで海外に求められるような輸出工芸、産業工芸の発達
と、日本「工芸」の名誉挽回を目指すべく、様々な取り組みが行われる。そ
の内の一つが本稿で取り上げる、商工省工芸指導所の設立だ。
　本章では、日本の工芸概念の成立と工芸を取り巻く時代の変遷を取り上げ
ることで、工芸指導所設立時の工芸の立ち位置について考察していく。

２節）用語としての「工芸」使用
　「工芸」という言葉が最初に使われたのは、明治時代初頭であった。工部
省設置の際、「工部省を設くるの旨」（明治3年）で使われたのが最初ではな
いかとされている。しかし当時の「工芸」とは、現代において使われる「工
芸」という言葉と必ずしも意味や使い方が同じものだというわけではなかっ
た。現代において「美術的な作品を作ること」（『新明解国語辞典　第七版』、
2012年）、「美的価値をそなえた実用品を作ること。陶芸・木工・染織など。」

（『広辞苑　第六版』、2014年）と認識されている「工芸」だが、当時は現代
における「工業」の意味も含まれる言葉であった。
　「工芸」という言葉が使われ始めた段階において、「工芸」は近代的技術に
基づいた、現代における「工業」を意味するものであった。1878（明治11）
年のパリ万国博覧会参加のため、同年に発行された『工芸志料』（黒川真頼ⅰ

執筆）では日本のものづくりの歴史とガイドラインが整理されている。序文
の中で村山徳淳は、博覧会は人の知識を開くため、また「工芸」を盛んにす
るために開催されるとしており、パリ万博に数百もの物品を日本から出品す
る理由については日本の「工芸」を奨励するためだと記している。これを踏
まえると、村山が「工芸」という言葉で示そうとしているものは工業ないし
製造業としての意味が強いのである。だが、もう一つの序文の中で黒川は

『工芸志料』に収録されているのは、織工、石工、陶工、木工、革工、金工、
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ては、充分に明らかにされているとは言えない。これらの問題に接近するた
めに、本稿では、工芸指導所が設置された時代背景、工芸指導所の役割と成
果、および工芸指導所に対する国内と国外の評価について取り上げる。

第１章　「工芸」の変遷
１節）「工芸」の評価
　工芸指導所が設立された1928（昭和3）年、海外から見た日本の工芸のイ
メージは良いとは言えないものだった。その原因は「工芸」という言葉が使
われ始めた明治時代、日本の「工芸」の世界的な立ち位置が悪化したことに
ある。
　殖産興業政策が推進されていた明治時代、工芸は「日本が誇る文化」を世
界に示す手段、および輸出振興の手段として扱われていた。当時の日本が西
欧に対抗できるような、発達した近代技術を持ち合わせていなかったことか
ら、世界という舞台で日本の地位を示すためには国の文化水準の高さを別の
形で示す必要があったのである。よって、政府は世界各地で開かれた万国博
覧会に積極的に参加することで、工芸品を日本特有のものの一つとして周知
させ、日本の文化水準を示そうとしたのだ。
　しかし、日本経済が深刻化していた明治10年代、政府は機械制工業を後押
しする一方で、工芸的手工業については零細な手工業者、仕入れ商人にゆだ
ねたままの状態であり、近代化策を講じていなかった。そのため、大量輸出
を目的とした粗悪品の横行、海外の嗜好に態と寄せた作風の工芸品の流通が
増え、日本の工芸品のイメージは大きく損なわれてしまった。一例として、
明治期における薩摩焼の例が挙げられる。1889（明治22）年頃までは薩摩焼
というと、素地に色彩豊かな絵が緻密に描かれたものとして知られており、
旧幕時代には藩を代表する名産品として名高い陶磁器であった。その評判は
海外まで広がり、1867（慶応3）年のパリ万国博覧会においても「SATUMA」
として高い評価を得ている。世界に名が知れ渡った薩摩焼は、徐々に国外か
らの需要が増えていった。だが、薩摩にはその増え続ける需要に応えるだけ
の生産力が無く、薩摩焼の素地も大量の確保が難しかった。そのため、比較
的用意しやすい別の素地に薩摩風の絵を付け、安く売る手法が取られるよう
になる。その品質が落ちていくと同時に、評判もまた落ちていったのである。
粗製濫造、粗悪品横行の問題を抜きにしても、輸出産業としての工芸には問
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商工省工芸指導所と「日本的なもの」

大　沼　亜　実

はじめに
　昭和時代初期の日本では、工芸の領域において「日本的なもの」の創出が
課題とされるようになっていた。当時、第二次世界大戦へ向かって国際情勢
の緊迫が少しずつ高まり、日本でも軍国主義体制の強化に伴う国家主義的な
ナショナリズムが高揚しつつあったのだ。他国への対抗意識が強くなったこ
とは、伝統的な生活文化や風土に根ざした土着的なものの志向の高まりと
いった、民族固有の様式や伝統的なものを保護する動きの活発化を促した。
こうした内向き志向が「日本的なもの」の創出の要因の一つになったと考え
られる。
　また、内向き志向の背景には、経済不況の存在があった。世界恐慌時にお
ける海外市場の保護貿易強化と経済ブロックの分断に加え、東北地方では
1934（昭和9）年に大凶作被害が出たのだ。世界恐慌による影響で海外向け
輸出品が減少し、輸出品となる原産品が売れない状態に陥ったことで農家は
ダメージを受ける。そして当時の東北が、米の単作地帯が広がる、国内にお
ける米の主生産地であったことから、東北地方における不作、凶作はその時
期の食糧政策に影響を及ぼした。東北の凶作が起こった際の不況では離農、
棄農の激増、青田売りや婦女子の身売りなども社会問題になっていた。この
ような経済不況への懸念がつのり、経済発展のための市場の拡大や輸出の拡
張、「後進地」の発展の重要性が叫ばれるようになる。
　1928（昭和3）年、工芸産業の近代化を図る目的で仙台に商工省工芸指導
所（以下、工芸指導所）が建てられた。商工省の管轄のもと、産業工芸の研
究指導を図った工芸指導所は、日本における伝統の工芸を近代化し輸出振
興を図ること、東北の産業開発を担うことの二点を設立目的とし、工芸の

「科学化」、「大衆化」、「輸出化」を三代指針に掲げる国立機関であった（木
田 p.85）。しかし、地域の観点から考えると、工芸指導所がなぜ仙台に置か
れたか、その目的を達成するために実際にどのようなものがそこで作られた
か、指導所の設置が地域社会に何かの効果をもたらしたかという問題につい
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ためにどのような日本語使用場面を提示できるのか検討することは今後の課
題である。特定の職業に限らず、高校留学生と社会をつなげる試み、キャリ
ア支援につながる日本語教育実践を今後も考え続けていきたい。

参考文献
猪又由華里（2021）「高校留学生のためのカリキュラムデザイン―アクティ
　ブ・ラーニングを意識した授業実践から―」『宮城学院女子大学大学院人
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具体化され、また、具体化されたことにより、モチベーションが上がり、受
けたアドバイスを実行する姿がうかがえた。高校生のような若い世代は様々
な物事に興味が出る一方で、漠然とした将来や、進路について具体的に今何
をしたらよいのかがわからず、ただ時間だけが過ぎていることに焦りや不安
を覚えることもあるだろう。劉さんの事例はまず社会とつながる経験をもち、
具体的な社会の人と対話することによって、今の社会の問題は何なのか、自
分にできることは何か、自分ならどうするかなど、進路についてより深く考
え、取り組んでいける足がかりが得られることを示唆している。つまり、高
校生に対する、社会につながる日本語教育の実践は、キャリア教育としての
側面も大きいと言える。
　三つ目として「偶発的な出来事に柔軟に対応し、学びにつながるネット
ワークの結び目を増やしていくこと」も本実践における教師の役割として挙
げられる。もともと、本実践は新聞への投書がゴールであったが、その投書
が新聞社からの取材につながるという、当初は全く誰も想定していなかった
奇跡的な出来事に発展した。その偶発的とも言える出来事に対し、授業では
必要な練習を加えたり個人的なネットワークを駆使したりして、柔軟にシラ
バスを考え、生徒にとってより発展的な学びができるように工夫した。この
ように、生徒一人ひとりの未来につながるネットワークの結び目を増やして
いくことは、日本語授業の担当教師にも十分可能なことなのではないかと考
える。
　最後に本実践の意義と課題を述べたい。劉さんが今回、新聞社への訪問や
記者との対談をきっかけに、自らの力で日本在住の香港出身者に取材を試み
ようと考えていることからも、日本語クラスにおける一つの教室活動が生徒
に与える影響の大きさがうかがえる。本稿で報告した事例は、高校留学生一
人という極めて限られた対象の事例であるが、高校生が社会とつながる日本
語教育実践の一つのケースを示したという点で意味があったのではないかと
考える。
　しかし、今回の劉さんのように将来なりたい職業が明確な高校留学生は多
くないかもしれない。社会経験も乏しく、世の中にどんな職業があるのかも
まだわからない中、将来なりたい職業、将来の目標がまだはっきりしていな
い高校生に対して、「社会で行動する者」として自覚させ社会とつなげる足
場かけ的なサポートをどのようにしていけるのか、高校生と社会をつなげる
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しかし、新聞というすでに確立されたメディアにおいては、様々な層の読
者がいるという特性を活かしたことにより、日常的に劉さんが触れている
TwitterやInstagram上の表現とは異なる日本語表現に触れることになった。
TwitterやInstagramなどでは、若者言葉や口語、またネット特有のネット
用語などが用いられているが、新聞に投稿する際には口語ではなく、新聞に
投書する際の特有の日本語表現、文章の構成、意見の効果的な訴え方などを
指導することになった。さらに不特定多数の人の目に触れ、記録に残るとい
うことを伝えたうえで、投書する内容も改めて考えなおし、慎重に吟味する
という指導も必要になった。
　日本語の授業では、「何のためにその日本語表現を使うのか」という目的
や場面を意識させることが必要である。高校生を対象とした日本語教育では、
通常学級に入り、教科学習についていくための基礎的な日本語の文法や語彙
の教育や試験対策が重視され、高校生が社会で実際に使用する場面と言語の
学びが乖離してしまうことがある。社会経験が少ない中、どこで用いる表現
なのか、どんな印象を受けたり与えたりする表現なのか、実践的な表現を教
える授業内容なのにもかかわらず、学習者が実際に経験していないために、
その表現を知っていても適切に使用することができないこともある。今回の
実践では、はじめに計画していなかった「記者からのインタビューに答え
る」という活動も劉さんの投書がきっかけとなって生まれた。インタビュー
の受け答えのためには、想定質問を考え、内容もさることながら、初めて
会った目上の社会人に対する言葉遣い、表現もあわせて授業で扱うこととな
り、授業内容は拡大、発展していった。投書文を読み、自分自身の意見を書
くという、「読む」「書く」だけでなく、インタビュー活動も加わることに
よって「聞く」「話す」活動もより充実することになった。計画的であった
とはいえないが、状況にあわせてシラバスを柔軟に変えて、対応した結果で
ある。重要なことは、ロールプレイでも教室内で完結する発表でもなく、現
実に社会の人々とつながる経験の中で「読む」「書く」「聞く」「話す」とい
う四技能の伸長を促すことができたということであろう。
　二点目の教師の役割として、「生徒のキャリア発達の足場かけを行うこと」
を挙げたい。劉さんへのインタビューからはこれまで行ったことのなかっ
た「新聞への投書」という行動がきっかけとなり、実際に自分が目標とする
職業の人や社会と接することで、将来に向けて今、すべきことや課題がより
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　これらを踏まえ、ここでは、本実践を行ううえで教師に必要とされた役割
として、「社会において、目的や場面にあわせた適切な日本語を使う場を作
ること」、「生徒のキャリア発達の足場かけを行うこと」、「偶発的な出来事に
柔軟に対応し、学びにつながるネットワークの結び目を増やしていくこと」
の三点を挙げたい。
　まず、役割の一点目として「社会において、目的や場面にあわせた適切な
日本語を使う場を作ること」を挙げたい。社会に向けて意見を発信する日本
語授業においては、使用するメディアに合わせた、適切な日本語を使う実践
を行うことができる。今回の実践では、社会に向けて意見を発信するツー
ルとして新聞というすでに確立されたメディアを使ったことにより、自分
が書いた意見が不特定多数の多くの人の目に触れるという体験をした。現
在TwitterやInstagramなどのSNSが若者には主流のメディアとなっている。

図1　実践の過程
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うがいい。文字だらけの、論文みたいな感じの記事は読むのやめとこうって
なる。だから簡単的に。わかりやすく。」

4.3.　本実践が生み出したもの
　インタビューの語りで劉さんが述べているように、劉さんは出身地におい
ても新聞に投書した経験はなく、授業の中で初めて経験したことであった。

「意見を伝えるって、昔は面倒くさいと思ってた。」と語る劉さんが投書に前
向きに臨めたのは、受験が終わる時期であったという時期的なものも大き
かった。しかし、その行動が投書文の掲載、インタビュー取材などの活動に
発展していった。新聞に記事が掲載された影響は大きく、劉さんは周囲から
の反響に驚きつつ、今、何をすべきで、これから何をしていきたいかについ
て、より具体的に考え、述べることができるようになった。それは、より社
会のことを学び、多くの人々の考えを聞き、社会に対してその声を届け、日
本社会にいる外国人のサポートをしていきたいという目標と強く結びついて
いった。劉さん自身が自らを「社会で行動する者」として自覚し、自らが社
会を変える一人として活躍できる可能性を認識したとも言えるだろう。この
ことから、本実践が生み出したものは、劉さんの「社会で行動する者として、
これからも社会に積極的にかかわり続ける姿勢」ではないかと考える。

5．本実践から考える教師の役割 
　以上、本稿では高校留学生、劉さんに対する社会とつながる日本語教育の
実践について報告してきた。自分が日本で生活するうえで感じた問題意識を
新聞に投稿するという一つの教室活動から、新聞社の取材を受けることとな
り、そのインタビュー記事が新聞に掲載されるという一連の経験が将来の夢
へと具体的につながっていった過程を述べた。この一連の過程を図に表すと、
以下の図1のようになる。
　図中の（1）～（6）は3.2実施内容で述べた活動を示している。
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　劉さんはそのための足がかりとして、記者になり、いろいろな人の考え
方を取材したうえで、日本で、外国人が暮らしやすい環境を整えたいとい
う。外国人が日本で住みやすくなるために必要なのは日本人の意識改革であ
り、そのために日本人に対して情報発信をしていきたいと考えている（語り
6、7）。

（語り7）「私はジャーナリストとしていろんな意見を聞いて発信してもっと
多くの人が政治とか社会に対し関心を持てるならいいかなって思ってます。」

　劉さんが情報発信をする対象は日本人であり（語り8）、日本人に対して、
若者の政治参加や自国のこと、自国と日本との関係などを発信していきたい
のだという。

（語り8）「今私の対象は、日本人なんですよ。香港の方じゃなくて、日本で
日本の高校で香港のことを教えるけど複雑すぎて日本人は分からないですよ。
日本人は自分と関係あるのかと思いがちだから、逆にもっと簡単的に、香港
のことを、日本人に対して日本の何に影響するのかについて話したら、自分
のことと関係があるのかってわかるはず。そして、自分も興味関心が出たら、
もっと深く知りたくなるはず。」

　劉さんはTwitterやInstagramを通じて情報発信をするのが若者に対して
は効果的であると考えている（語り9）。ポスターのように目に留まりやすく
てわかりやすく、写真があり、文字数も少ない媒体が適していると考え、こ
のような若者の心がつかめるツールを使って情報を発信していきたいと語っ
た。

（語り9）「自分で情報発信したいツールはTwitterかなぁ。Twitterで、何か
写真、イラストとか使ったら、わかりやすくて、使いやすい。Twitterとか
インスタ、インスタのストーリーとか。文字制限ないけど、結構多い文字よ
り、短くてわかりやすい方がいい。写真は絶対ないと、目に留まらない。ポ
スターみたいな感じ。ストーリーとかは、ポスターみたいな感じでぱっとみ
て、気になって下にスクロールしたら、詳細ページを見る。わかりやすいほ

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
高
校
留
学
生
が
社
会
と
つ
な
が
る　

日
本
語
授
業
の
実
践
報
告　

─ 

新
聞
へ
の
投
書
が
生
み
出
し
た
も
の
と
教
師
の
役
割 

―

（120）
－58－



　この発言は、R新聞社の記者に人脈を大事にすることをアドバイスされた
のだが、それを意識しているのではないかと考える。
　また、R新聞社の記者には興味関心があるキーワードを3つ考えるように
言われていた。将来メディアを通じて発信したいことは何かという問いに
対して、R新聞社の記者が3つのキーワードを言っていたが、劉さんは今4つ
キーワードがあると語っている（語り5）。

（語り5）「台湾人の記者さんと話したときに、台湾人の記者さんが自分の
キーワードを三つ言ってた。わたしは、香港、若者、留学生、外国人が、
キーワード。」

　K新聞社、R新聞社の記者の話を聞いて、スクラップする、情報を発信し
ている人に連絡しようと考える、興味があることを取材に行こうと考える、
キーワードを考える、など、具体的な行動をしようとする姿勢がうかがえる
ことから、将来のために、今しておくべきことが何なのかが見えてきたので
はないかと考える。

⑥今後、社会との関わりをどのようにしていきたいと考えているか
　劉さんは、将来、日本にいる外国人のサポートをしたいと語っている（語
り6）。

（語り6）「将来は、日本にいる外国人のサポートとかをしたい。記者として
いろんな人の考え方を聞いて、その後、多くの留学生とか外国人が暮らしや
すい環境を作りたい。そのためには、日本にいる人の考えを直さなければい
けない。そこで、わたしができることは情報発信だなあって思う。一部の日
本人は結構古い考え方の人がいて、外国人は良くないとか。まだそういう考
えを持ってる人がいるから。（中略）伝統も必要だと思うけど、政治の考え
方も変わらなきゃいけないんだよ。若者とかにもそれを理解してもらわない
といけないし。情報がないとやっぱり何がいいか自分で選べないから、新聞
とかテレビとかねメディアって大事。私なら、若者を対象とした情報発信で
きるかなって思ってる。若者にあった情報発信の方法があると思う。」

日
本
文
学
ノ
ー
ト

　
第
五
十
七
号

（121）
－57－



族が存在して共存している感じだけど、日本だと（民族が）一つしかないか
ら、あまり移民文化受け入れてないし。外国人は労働力として欲しいけど、
もし外国人が自分の職場で働いたら悪い影響あるんじゃないとか、そういう
イメージがあるけど、それがなくて記者になれたのはすごい。やっぱり、今
でも日本人が外国人に対して、まあ、一部、全員じゃなくて一部の人でもな
んか、外国人はよくないとか。自分の風習とは違う人は入れませんとか、そ
ういうイメージもってるから、それを乗り越えた外国人はすごいなって。」

⑤将来の目標を達成するために、今すべきことが具体化されたか
　劉さんはK新聞社を訪問した際、記者に「記者になるために今しておく
ことは何ですか」という趣旨の質問をしていた。この時、その記者からは、
様々なジャンルの本をたくさん読むことをアドバイスされていた。その後、
授業の時に、進学先の学校からの課題図書の中に、自分が最近読んで卒論の
テーマにしていた本があったこと、自分が問題意識がある本を今は読んでい
るという趣旨の発言を繰り返ししていた。また、R新聞社の記者からのアド
バイスで、自分が投稿した記事をスクラップしておくように言われたのだが、
劉さんはアドバイスを即、実行していた。これからは、日本にいる香港人の
YouTuberの取材をしたいと語る。その理由は、劉さんは将来、若者の政治
参加や、自国のこと、自国と日本との関係について発信していきたいからで
ある（語り3）。

（語り3）「やっぱり、政治参加。あとは、香港のこと。多くの人に。もっと
いろんな人のために。日本でも香港のことについて、発信しているものもあ
るけど、わかりにくいし、日本の市場は何を求めているのか。香港のこと
ばっかりじゃなくて、日本とはどんな関係あるのかを発信したい。」

　その目標を達成するために、今、日本にいる香港出身のYouTuberと連絡
を取り、話を聞いてみたいと考えている（語り4）。

（語り4）「日本にいる香港の方、取材しようかなあと思って、最近、香港の
YouTuberで日本に移住した人がいる。A県に住んでるの。A県のB市。」
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経緯や、選挙の時の高校生の政治参加についてどんな印象だったか、香港の
雨傘運動を見たことがあるか、またその印象についてどう思ったかなどにつ
いて取材を受けた。劉さんは雨傘運動については父親の勧めで幼少期に見学
に行っただけであったが、このような話を聞いてくれたり、自国の政治に興
味を持ってくれる外国人がいたりすることについて肯定的に捉えていると
語った（語り1）。取材されたときの質問は想定していた質問とは違う内容が
多かったが、記者の質問の内容を嬉しく感じ、自分の考えを率直に述べるこ
とができたと考えていた。

（語り1）「政治の話はいいことなんですよ。香港以外の人が香港で起こって
いるこういうことについて考えてるって、すごく嬉しかった。そもそも海外
の政治って話したくないっていうイメージもあるかもしれないから、話を聞
いてくれて、話してくださいって言われたら、ありがとうございますって、
ちょっと嬉しい気持ち。」

　劉さんは新聞社本社への訪問や記者とのインタビューを受けるという体験
を通して、メディア関係の道に進むモチベーションが上がったように見えた。
それは、インタビューが終わったころ、記者に対し「記者になるために今し
ておくことは何ですか。」という趣旨の質問をしていたことからもうかがえ
た。

④目標とする職業の人（新聞記者）とのオンライン対談について
　R新聞社の記者が唯一の外国人記者である台湾人だったため、日本で活躍
する外国人という部分が印象的だったようである。劉さんは、日本が技能実
習生などの外国人労働者を受け入れる反面、治安の悪化などの悪影響を外国
人のせいにするきらいがあるのではないかと感じていた。そのような排他的
な側面を持つ日本社会という環境の中で、それを乗り越え、記者になった外
国人ということが印象的だったようである（語り2）。

（語り2）「印象的だったことは、国籍関係なく、できるのはすごいなって。
まあ、今でも外国人がそういう駄目とか、そういう考えを持ってる日本人は
まだまだいる。日本だと単一民族で、アメリカとかカナダとかだと多くの民
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③インタビューされた内容についてどう思ったか。
④目標とする職業の人（R新聞社の記者）との対談にどのような感想を持っ
たか。
⑤将来の目標を達成するために今、すべきことが具体化されたか。
⑥今後、社会との関わりをどのようにしていきたいと考えているか。
インタビューは同意のもとICレコーダーに録音し、その後文字起こしをし
て分析の資料とした。

4.2.　インタビュー結果
①新聞投稿に臨んだときの気持ち
　劉さんはこれまで新聞に投稿した経験はなく、授業で初めて経験した。新
聞への投稿については「そもそも、意見を伝えるって、昔は面倒くさいと
思ってた。」という。しかし、劉さんはクラスの留学生の中で唯一、投書に
前向きであった。その理由について劉さんは、「みんなめんどくさいって
いったけど、私は学校が決まるのが早かったから。だからやろうかなって。」
と語っている。受験の時期が早く、進学先が決まった後であったため、心に
余裕が生まれた時期であったことが、気持ちを前向きにさせた大きな要因で
あったことがうかがえる。投書するテーマの選択に関しては教師とともにブ
レインストーミングを行ったことで、具体的に絞られていったと振り返って
いる。

②掲載されたときの気持ち
　2021年11月に劉さんの投書が掲載された。劉さんは「まあ、（反響は）結
構大きくて。」と述べるように掲載されたときの周囲の反響が大きかったと
感じている。翌週学校に登校したときに、担任の先生や校長先生などに、記
事を見たと声を掛けられたという。また、2022年1月に特集記事として劉さ
んの取材記事が掲載されたことも大きな反響をよんだ。しかし若者の政治参
加という本人の政治の意識を扱った内容であったこともあり、周囲がどのよ
うに思うかなどを考え、反響の大きさには若干不安も覚えたようである。

③インタビューされた内容について
　先述したように2021年12月に劉さんはK新聞社を訪問し、日本に留学した
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（6）R新聞社の外国人記者とオンライン対談をする
　2021年12月後半の授業では、R新聞社の記者とオンラインで対談を行った。
劉さんはK新聞社を訪問した際、新聞社内を見学させてもらい、「記者にな
りたい」と発言していた。そこで筆者（志賀村）の個人的なネットワークを
活用し、R新聞社にオンライン対談の依頼をした。R新聞社は台湾人記者の
王さん（仮名）を紹介してくれ、オンライン対談が実現することとなった。
王さんはR新聞社初で、唯一の外国人記者である。対談の時間は45分で事前
にもらった王さんが書いた新聞記事を基に、新聞記者になった経緯、これま
で努力してきたこと、これまで取材してきたこと、高校生の今やっておくべ
きことなどを聞いた。また、紙の新聞を購読し、劉さんが投稿した記事をス
クラップして残しておくこと、コミュニティは大事なので人脈を広げること、
自分が興味関心のあるキーワードを考えることなどの具体的なアドバイスを
もらった。

写真　オンライン対談の様子

4．劉さんへのインタビュー
　本章では劉さんが本授業について、どのような気持ちで臨んでいたのかに
ついてインタビューでの語りをもとに明らかにしていく。

4.1.　インタビューの概要
　インタビューは2022年1月に、大学の研究室で筆者2人と劉さんの3人で
行った。インタビューは以下の質問リストを中心に、追加で質問を加えるな
ど半構造化インタビューの方法で約1時間行った。
①新聞投稿について、どのような気持ちで臨んだか。
②掲載された時、どのような気持ちだったか。

日
本
文
学
ノ
ー
ト

　
第
五
十
七
号

（125）
－53－



いテーマを考えてくることを宿題とした。
　その後の授業で劉さんから「日本のマナーを日本に来る外国人に知らせる
べきである」というテーマで書くことにしたと報告があった。それを踏まえ
て、そう思ったきっかけや、具体的な経験を再度話しながら、ブレインス
トーミングを行った。具体的なエピソードが出始めたところで、パラグラフ
ライティングで、「自己紹介」「具体的な経験」「自分の主張」の順で書くよ
うに指導した。

（3）新聞に投稿する
　2021年11月、助詞や使役形のエラーなど文法的な部分を訂正した文章を確
認し、教室で一緒にネットを介してK新聞社の投書欄に投稿した。その日の
夕方、K新聞社から投稿の確認と採用される旨の連絡があった。

（4）K新聞社からの取材依頼を受け、インタビューに答える練習をする
　2021年12月、劉さんが投書した記事を読んだK新聞社報道部の記者より追
加取材依頼のメールが来た。2022年4月に民法改正により成年年齢が20歳か
ら18歳に引き下げられることになるが、これに関して、東北各地に住む様々
な立場の18歳から話を聞き、特集記事を組んで、各自が考える日本の将来像
や、その心象風景について紹介したいとのことで、留学生である劉さんから
見た、日本社会の現状に関する率直な意見を聞きたいという内容であった。
依頼を受ける形で、その後の2回の授業において想定される質問を考え、そ
れに対する答えを準備した。

（5）K新聞社の取材を受ける
　その後、K新聞社へ劉さんと筆者（志賀村）が訪問し、2時間半ほど取材
を受けた。取材の主な内容は、日本に留学した経緯、選挙の時の高校生の政
治参加や雨傘運動2についてであった。2022年1月に劉さんを取材した内容の
特集記事がK新聞の一面に掲載された。

2　香港で2014年9月28日から79日間続いた民主化要求デモのこと。デモ参加者が雨傘をさし
て催涙弾や催涙スプレーで排除しようとする警察に抵抗したことから雨傘革命、雨傘運動
と呼ばれる。

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
高
校
留
学
生
が
社
会
と
つ
な
が
る　

日
本
語
授
業
の
実
践
報
告　

─ 

新
聞
へ
の
投
書
が
生
み
出
し
た
も
の
と
教
師
の
役
割 

―

（126）
－52－



	（1）新聞の読者投書記事を読む
　2021年9月、小論文の授業内でクラス全員に、参考資料として大学留学生
による投書記事のコピーを配布した。投稿記事の構成（問題提起、意見な
ど）について解説し、別のテーマで意見文を書く授業を行った。この日、ク
ラスに大学受験に区切りが付いたら投書欄に投稿してみることを提案してみ
たところ、劉さんが投稿を希望したため、受験が一段落した後に投書を試み
ることとなった。

（2）新聞に投書する準備
　新聞に投書する準備として、大学留学生の投書をもう一度読み、それを参
考に意見文を書いた。大学留学生が投稿した内容は松島の観光地に外国語の
パンフレットを増やしてほしいというものであった。劉さんはそれをモデル
にしながら、日本で生活している外国人が情報を得やすいように、公共施設
に外国語の張り紙やパンフレットが必要であるという内容の作文を400字程
度書いた。
　次の授業において前回書いた文章の文法的なエラーや構成についてフィー
ドバックした。また、内容は大学留学生の主張に影響を受けすぎていたため、
劉さんのオリジナリティが出るように、どんなテーマで投稿するかを考える
時間とした。テーマを考える際、進路が決まり授業に参加していた他の留学
生1人も加わり、劉さんと他の留学生の3人で意見を出し合った。「外国人留
学生という視点から見た日本」というテーマには全員の留学生が興味をもっ
ており、出てきた案には教育問題、資源問題、若者の政治参加、技能実習生
に関わる問題などさまざまなものがあった。この中から、自分が最も書きた

2021年12月 K新聞社記者より取材依頼が入る
取材日程調整、校長先生に許可を取る
想定質問を考える（質疑応答練習第1回目）
想定質問を考える（質疑応答練習第2回目）
K新聞社を訪問する
R新聞社の記者とオンライン対談をする
K新聞社のカメラマンと写真撮影をする

2022年 1月 インタビュー記事が掲載される
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校）の先生に日本語で問い合わせた。」（2021.7月インタビュー）と語ってい
る。なお、劉さんは2021年7月に日本語能力試験を受験しN1に合格している。

3.2.　実践内容
　筆者の一人である志賀村は2021年5月より5名の高校留学生の日本語の授業
を二人の日本語教師で分担して担当していた。1コマ45分の授業で、文法を
週1コマと、小論文2コマを担当していた。後期は受験に向けて必要な小論文
や、読解問題など、各自の課題に取り組み、個別に指導していた。受験する
大学の入試の時期も各自異なることから、進学先が決まる時期も異なってい
た。そこで、進学先が決まった留学生には、受験後に行う日本語授業の内容
について希望を聞き、自由な課題を課す個別指導をすることにしていた。そ
の中で筆者（志賀村）は、高校生が社会とつながる一つの手段としてK新聞
社への投書を提案した。K新聞社の投書欄は400字～ 500字程度の文字数であ
り、文字数的にも負担が少なく、また、テーマも自由に設定できる。これま
での日本語教育の中で行われてきたように与えられたテーマで作文をするの
ではなく、自分が本当に言いたいことを、自由に意見し、また公の場で発表
するという責任や緊張感も経験することができると考えた。留学生全員に呼
びかけた結果、クラスで一番早く進学先（メディア関係）が決まった劉さん
が投書に挑戦したいと手を挙げた。
　以下に、2021年9月から12月にかけて行った劉さんに対する個別指導の内
容を示す（表1）。

年月 活動と新聞掲載の流れ
2021年 9月 新聞の読者投書記事を読んでみる
2021年10月 投書記事を書いてみる（作文第1回目）

第1回目の作文のフィードバックをうける（作文第2回目）
投書する記事を書くためにテーマを考える
投書するテーマを選ぶ
パラグラフライティングで作文を書く（作文第3回目）

2021年11月 記事をK新聞社に投稿する
K新聞社に掲載される

表1　個別指導の内容

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
高
校
留
学
生
が
社
会
と
つ
な
が
る　

日
本
語
授
業
の
実
践
報
告　

─ 

新
聞
へ
の
投
書
が
生
み
出
し
た
も
の
と
教
師
の
役
割 

―

（128）
－50－



点から、それらを支援することが日本語教師の役割ではないかと述べている。
猪又（2021）もまた、高校留学生に対する日本語教育の目的がしばしば「日
本語での教科学習に『参加』できるようになること」と表現されてきたこと
を批判し、高校留学生が個々に持つ経験やモチベーション、言語習得の力を
もとに、自分に合う方法で学び、自分に必要なことを理解し、さまざまな問
題を解決できる自律的な学習者を育てる方法として「アクティブ・ラーニン
グ」を取り上げ、その実践例を報告している。齋藤（2018）や猪又（2021）
が述べるように、筆者らも高校留学生に対する日本語教育の場を「教科学習
にスムーズに移行できる日本語の力を獲得する場」として在席学級の授業に
ついていくための予備教育的な場に狭めるのではなく、高校留学生を「社会
で行動する者（social agents）」の一人として社会参加を促進する足場かけ
の場として位置づけたいと考えている。これまでの高校留学生に対する日本
語教育の研究では、留学生は同時に「高校生」であるという発達段階に注目
し、日本語教師の役割をその段階の学びについて支援する者として位置づけ
る提案とその実践報告がなされてきた。しかしながら、その中に「高校留学
生が社会とつながる力を育てる」という視点は十分にあったとは言えない。
本稿で報告する実践のオリジナリティはその点にあり、本報告は高校留学生
に対する日本語教育を考えるうえで一つの参考になるものと考える。

3．実践の内容
3.1.　学習者の概要
　本授業における日本語学習者はA高校に通う香港出身の高校留学生、劉さ
ん（仮名）である。劉さんは、2020年10月にA高校の留学生として来日した。
当初、4月に来日予定であったが、コロナの影響を受け、入国が半年ほど遅
れ、それまで日本と香港をオンラインでつなぎ授業を受けていた。劉さんは
2020年に留学する前にも、旅行や、短期留学で何度か日本を訪れている。日
本に留学しようと思った理由について、「ニュースを見て社会系、政治系と
かもいろんなことを調べるのが好き。いろんなことに興味があって、グロー
バル的な考えがあって、世界を見てみようと思ってサマーコースに参加し
た。」「2019年の4月か3月に気持ちが変わった。香港の高校のコースとか大
学が難しすぎていやになって、自分が興味ある日本かオーストラリアに行
こうかと思った。日本に来たいと思って、自分で探して、ここの学校（A高
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る場だと考えられている（奥村・櫻井・鈴木 2016：40）。筆者らもこの考
え方に共感し、高校留学生に対する日本語授業の場を、「社会で行動する者

（social agents）」が参加する社会活動と位置づけた。本稿で報告する授業は、
高校留学生が持つ日本社会への問題意識を出発点とし、高校留学生の社会参
加を促し、教師とともに協力し合うとともに、留学生が持つ個別の将来の目
標に寄り添い、サポートすることを目的として行われたものである。本稿で
は高校留学生の成果物と個人インタビューの分析をもとに、この実践が生み
出したものについて明らかにし、高校の日本語教育現場において教師に求め
られる役割について述べていきたい。まず、澤邉が高校留学生に対する現状
と先行研究についてまとめ、本実践のオリジナリティについて述べる。次に、
志賀村が授業の実践内容について述べ、高校留学生へのインタビューから本
実践が生み出したものについて考察する。最後に、日本語教師に求められる
役割について本実践を踏まえて2人の筆者が検討し、論じていきたい。

2．高校留学生に対する日本語教育
　文部科学省による「平成29年度高等学校等における国際交流等の状況につ
いて」によると、高等学校等における外国人留学生（3 ヶ月以上）の受け入
れは、前回調査より474人増加の2,621人と報告されている1。この数は、「留
学」の在留資格を持つ日本への留学者数（全体）から考えれば非常に小さな
割合である。このような背景もあり、高校留学生を対象とした日本語教育に
関する先行研究は多くないが、正規の長期留学生に関する研究として近年発
表されたものに、寺田（2011）、齋藤（2018）、猪又（2021）などがある。
　寺田（2011）は高校留学生に対する日本語教育の問題と課題を作文指導の
観点から述べたもので、日本語授業の計画を作るにあたっては、留学生の卒
業後の進路が大きな影響を及ぼすとしている。齋藤（2018）は日本語学習支
援の立ち上げから2年間の実践経過を踏まえて高校留学生の学びの捉え方に
ついて考察し、学校における日本語教師の役割について論じたものである。
留学生の学びを「移動経験をめぐる学び」「高校生としての学び」「ことばの
学び」という3つの学びで捉えることができるとし、高校留学生を指導する
日本語教師の役割は日本語を教えることだけでなく、これら3つの学びの観

１　出身国は多い順に中国、タイ、アメリカ、韓国、ドイツとなっている。

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
高
校
留
学
生
が
社
会
と
つ
な
が
る　

日
本
語
授
業
の
実
践
報
告　

─ 

新
聞
へ
の
投
書
が
生
み
出
し
た
も
の
と
教
師
の
役
割 

―

（130）
－48－



〈研究ノート〉
高校留学生が社会とつながる
日本語授業の実践報告

─ 新聞への投書が生み出したものと教師の役割 ―

志賀村　佐　保・澤　邉　裕　子

1．はじめに
　本稿では、2021年度に行った高校留学生を対象とした「社会とつながる
日本語授業」について報告する。高校留学生に関する実践研究は、「年少者

（児童生徒）に対する日本語教育」と「留学生に対する日本語教育」の2つの
カテゴリーにまたがるものとなる。2019年に文化庁文化審議会国語分科会が
示した「留学生に対する日本語教師に求められる資質・能力【初任】」およ
び「児童生徒等に対する日本語教師【初任】に求められる資質・能力」にお
いては、それぞれ必要とされる技能について「社会とつながる力を育てる技
能」が挙げられている。「留学生に対する日本語教師に求められる資質・能
力【初任】」においてのそれは、「教室内外の関係者と学習者をつなぎ、学習
者の社会参加を促進するための教室活動をデザインすることができる」、ま
た「児童生徒等に対する日本語教師【初任】に求められる資質・能力」に
おけるそれは、「児童生徒等を取り巻く社会の中に、自身の役割を位置づけ、
指導・支援の内容を決定し、実施することができる」と「学校や地域、家庭
などでの児童生徒等の活動や、将来を想定した指導を行うことができる」の
2つが具体的な技能として挙げられている。このように「日本語学習者が社
会とつながる」ための力を育てることは、日本語教師に求められる技能とし
て重要なものと位置づけられている。近年、日本語教育に多大な影響を与
えている欧州評議会のCEFRにおいても、言語学習者は「社会で行動する者

（social agents）」という視点で捉えられている。そこには、初級学習者だか
ら社会につながることができない、という考え方はなく、学習者がもってい
る言語知識や経験を生かして、社会活動を行うことができる存在だという捉
え方が示されている。そして、授業も「社会で行動する者（social agents）」
が参加する社会活動の一つであり、学習者と教師がともに協力し合ってい
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㉔日刊ゲンダイDEGITAL　https://www.nikkan-gendai.com/articles/view/
　sports/292391

㉕nippon.com　https://www.nippon.com/ja/news/reu20210725KBN2EV0C3/

㉖ABEMA TIMES　https://times.abema.tv/articles/-/8667939

㉗THE ANSWER　
・https://the-ans.jp/coaching/176121/
・https://the-ans.jp/analysis/175917/

㉘東京中日スポーツ　https://www.chunichi.co.jp/article/298228

㉙BBN Sports　https://www.bbm-japan.com/article/detail/22413

㉚時事通信　https://www.jiji.com/jc/article?k=2021072500210&g=spo
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・https://www.kobe-np.co.jp/news/sports/202108/0014553730.shtml
・https://www.kobe-np.co.jp/news/kobe/202107/0014533671.shtml

⑬東京新聞　TOKYO WEB　https://www.tokyo-np.co.jp/article/119365

⑭産経新聞  https://www.sankei.com/article/20210726-F7UMAKEEI5O5Z
　DWH5QOADKT2QI/?outputType=theme_tokyo2020

⑮Nagano Nippo Web　⑯北海道新聞　どうしん電子版　⑰上毛新聞　
　記事削除

⑱中日新聞　https://www.chunichi.co.jp/article/297844

⑲スポニチアネックス
・https://www.sponichi.co.jp/sports/news/2021/07/26/kiji/20210726s00006000247000c.html
・https://www.sponichi.co.jp/entertainment/news/2021/07/26/kiji/20210726s00041000424000c.html
・https://www.sponichi.co.jp/sports/news/2021/07/28/kiji/20210728s00006000384000c.html
・https://www.sponichi.co.jp/sports/news/2021/07/26/kiji/20210726s00006000097000c.html

⑳THE DIGEST
・https://thedigestweb.com/topics_detail13/id=44263
・https://thedigestweb.com/topics_detail13/id=44355
・https://thedigestweb.com/topics_detail13/id=44255

㉑東スポWeb
・https://www.tokyo-sports.co.jp/sports/judo/3466545/
・https://www.tokyo-sports.co.jp/sports/judo/3466215/
・https://www.tokyo-sports.co.jp/sports/judo/3466290/

㉒女性自身　https://jisin.jp/sport/2003605/

㉓サンテレビNEWS　https://sun-tv.co.jp/suntvnews/news/2021/07/26/41008/
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⑤讀賣新聞オンライン　https://www.yomiuri.co.jp/olympic/2020/20210725-
　OYT1T50220/

⑥スポーツ報知
・https://hochi.news/articles/20210726-OHT1T51131.html?page=1
・https://hochi.news/articles/20210725-OHT1T51293.html
・https://hochi.news/articles/20210725-OHT1T51300.html
・https://hochi.news/articles/20210726-OHT1T51038.html

⑦日刊スポーツ
・https://www.nikkansports.com/olympic/tokyo2020/judo/news/202107260000198.html
・https://www.nikkansports.com/olympic/tokyo2020/judo/news/202107260000300.html
・https://www.nikkansports.com/olympic/tokyo2020/judo/news/202107250000888.html

⑧テレ朝news
・https://news.tv-asahi.co.jp/news_sports/articles/000223642.html
・https://news.tv-asahi.co.jp/news_sports/articles/000223638.html

⑨サンケイスポーツ
・https://www.sanspo.com/article/20210726-RK5WVY352ZO3NIE5WJYJ7SJ6RY/?outputType=theme_tokyo2020
・https://www.sanspo.com/article/20210726-7DDJRI3PKJJSNJ2H6ZTBBFJUHA/?outputType=theme_tokyo2020
・https://www.sanspo.com/article/20210801-UXJMS7BWZVIJBFMVJP2HAUNI2U/?outputType=theme_tokyo2020

⑩デイリー新潮
・https://www.dailyshincho.jp/article/2021/07271715/?all=1
・https://www.dailyshincho.jp/article/2021/07281725/?all=1
・https://www.dailyshincho.jp/article/2021/07280602/?all=1&page=1

⑪NEWS　ポストセブン　https://news.goo.ne.jp/article/postseven/sports/
　postseven-1678397.html?isp=00002

⑫神戸新聞　NEXT
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調査対象教科書
『みんなの日本語初級Ⅰ 第2版 本冊』スリーエーネットワーク,2012
『げんき 第3版発行』ジャパンタイムズ出版,2020
『まるごと 日本のことばと文化 初級1 A2 かつどう』三修社,2014
『まるごと 日本のことばと文化 初級1 A2 りかい』三修社,2014
『できる日本語』アルク,2011
『改訂版　毎日使えてしっかり身につく はじめよう日本語初級1 メインテキ

スト』スリーエーネットワーク,2007
『BASIC KANJI BOOK―基本漢字500― VOL.1』凡人社,2011 

添付資料
4-4メディアの表記調査

（2）Google検索における阿部一二三、詩選手の関係性表す「きょうだい」表
記調査
閲覧日　2021年8月31日

①NHK　NEWS WEB
・https://www3.nhk.or.jp/news/special/2020news/special/article_20210726_
　01.html
・https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210725/k10013159581000.html

②Sports Graphic Number　https://number.bunshun.jp/articles/-/849048

③web Sportiva　https://sportiva.shueisha.co.jp/clm/othersports/fight/2021
　/07/26/post_45/

④デイリースポーツ
・https://www.daily.co.jp/olympic/tokyo2020/2021/07/26/0014534297.shtml
・https://www.daily.co.jp/olympic/tokyo2020/2021/07/26/0014534293.shtml
・https://www.daily.co.jp/gossip/2021/07/26/0014534148.shtml
・https://www.daily.co.jp/olympic/tokyo2020/2021/07/26/0014534311.shtml
・https://www.daily.co.jp/olympic/tokyo2020/2021/08/01/0014553808.shtml
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全ての表記が「きょうだい」と発音されることから、話し言葉の「きょうだ
い」が特定の「きょうだい」を表すと思っているようだった。しかし母語話
者が話し言葉として「きょうだい」を使用する際、武井（1982）は兄弟姉妹
を含むものとして用いられていると述べている。確かに、相手に「きょうだ
いはいますか。」と聞く際、「兄弟、兄妹、姉弟、姉妹」のいずれかを意図し
て問いかけているのではない。ここから、表記と同様に母語話者と学習者で
認識に違いが見られることが分かる。
　表記の観点以外に話し言葉に着目することで、総合的な「きょうだい」の
扱いの検討が可能であると考えられる。話し言葉の観点から日本語教科書・
学習者・母語話者・日本社会での使い方や意識の違いを明らかにし、日本語
教育で話し言葉の「きょうだい」をどのように扱うべきかを検討することを
今後の課題としたい。

参考文献
小森由里（2002）「日本語教育における親族語彙―初級日本語教科書の分析

―」,『ICU比較文化』34,p.73
佐藤慎司・ロチャー松井恭子・熊谷由理（2018）「実践編 初級日本語の文字プ

ロジェクト」,佐藤慎司・高見智子・神吉宇一・熊谷由理（編著）　『未来
を創ることばの教育をめざして : 内容重視の批判的言語教育　(Critical 
Content-Based Instruction) の理論と実践』,日本語教育学研究　6,ココ出
版,pp.125-150

薛鳴（2000）「親族名称に見られる関係表示 : 日本語と中国語の比較から」,
『社会言語科学』2(2),pp.43-57

武井睦雄（1982）「親族語彙の歴史」,森岡健二・前田富祺・柏谷嘉弘・佐藤
喜代治・松岡洸司・武井睦雄・宮地敦子（編著）『講座日本語学4（語彙 
史）』明治書院,p.120

辞書
『古典基礎語辞典』角川学芸出版社,2011
『日本国語大事典 第二版 第四巻』小学館,2001
『学研 現代新国語辞典 改定第六版』株式会社学研プラス,2017
『三省堂 類語新辞典』株式会社三省堂,2005
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　「きょうだい」に関しても実際の日本社会と教科書の使われ方との比較・
分析を通して、学習者の「きょうだい」や様々な「きょうだい」構成の

「きょうだい」を表記し、なぜそのように表記したか意見交換をする教室活
動が考えられる。実際の使用と教科書の用法の比較・分析から教科書が全て
ではないということに気づくことが可能である。また、比較・分析をした結
果を基に「きょうだい」表記をするので、「きょうだい」の特徴に気づくと
同時に、創造的に「きょうだい」表記を使用することができる。そして最後
に行う意見交換は、他の学習者や教師に伝える力を育み、外部と繋がる場と
なるだろう。
　柔軟性や創造性の性質で「きょうだい」表記の使用方法の正しさを見出す
ことは難しい。よって、日本語教育の中で「きょうだい」表記の扱い方を考
える際、正しい扱い方はまだないと言っていいだろう。しかし、その性質か
ら初期段階の学習者が批判的な見方や言語知識を身につけたり、学習言語へ
の興味がわいたりするような様々な活動を考えることは可能だ。また、母語
話者でも迷う「きょうだい」表記だからこそ、教師が一方的に教えるのでは
なく、教師も学習者と共に「きょうだい」表記を考えることで、新しい見方
や学びが生まれると考える。

5-3.今後の課題
　本研究では、日本語教育現場での「きょうだい」表記の扱い方を検討する
ために、4つの調査を進めてきた。その調査の1つ、母語話者を対象にしたア
ンケートでは女性の回答に偏ってしまった。年齢別に見ても10代、20代が中
心で、60代以上の回答を得られなかった。女性の回答が多いということは、
兄と妹や姉と弟など、【兄弟】以外の「きょうだい」構成が見られ、様々な

「きょうだい」表記の回答が確認できるという利点がある。しかし、多くの
回答を得るために性別、年代、職業などの条件を限定しなかったが、筆者の
周囲にいる人物にしか調査が及ばなかった。男性や高年層の視点を取り入れ
て偏りを無くすことで、アンケート調査の信憑性を高められるとともに、男
女別や年齢別で「きょうだい」表記の意識が異なるかという新たな調査が可
能になるであろう。
　さらに今回「きょうだい」を表記の観点から調査してきたが、学習者から
聞き取り上の問題を指摘する声が上がった。アンケートに答えた学習者は、
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　今回、「きょうだい」表記に関する4つの調査を行うことで、日本語教科書
と日本社会での使い方の差が明らかになった。
　日本語教育の教科書では表記が【兄弟】か【きょうだい】のみで、そのほ
かの表記への言及もなかった。学習者が共通して学習する表記は【兄弟】で
あるが、その他の表記を「きょうだい」と認識しているかは学習者ごとに異
なっている。一方で、母語話者は【兄弟】、【きょうだい】に捉われず、人数
や性別を考慮して【兄妹】、【姉弟】と使い分けをしている。日本のメディア
も、統一的に「きょうだい」表記を使うわけでなく、目的に応じて形を柔軟
に変えている。よって、日本社会での使われ方との乖離が明白なのである。
　両者の間に乖離が生じるのは、言葉の性質によるものだと考えられる。日
本語の「きょうだい」は前述の通り、「目的や使う人の考え方によって表記
や使い方が変化する」という柔軟性や創造性が認められる。一方で教科書で
は日本の国語教育で【兄弟】が指導されているように、規範性の観点から社
会の共通認識のもとで使用される漢字として統一的に【兄弟】が使われてい
る。
　では、柔軟性と創造性の性格を併せ持つ「きょうだい」を日本語教育でど
のように扱うか。「きょうだい」の性質上、「きょうだい」表記の「正しい使
い方」を指導することは困難である。しかし教室活動の一例として、内容重
視の批判的日本語教育(Critical Content-Based Instruction: CCBI)の考えを取
り込んだ佐藤・ロチャー松井・熊谷（2015）の文字プロジェクトが参考にな
ると考えられる。
　佐藤他（2015）が提唱するCCBIとは、「クリティカルな姿勢・視点をもつ
自律的な生涯学習者を育てる」ことが教育理念であり、初期の段階から学習
者自身が自分で考え、分析し、その内容に責任を持って外へ伝えて行く力を
育成する内容重視の日本語教育である。
　文字プロジェクトでは、カタカナの使用法を主題としていた。教師が指導
するのではなく、学習者が実際のカタカナの使用例と教科書の用法を比較・
分析し、その結果から実際にカタカナを創造的に使用するのである。最後に
は、教科書への批判的な考察から、それに対しての関わり方を考えた。学習
者に文字プロジェクトに関するアンケート調査を行い、その回答から文字プ
ロジェクトは言語と知識を学び、クリティカルな視点・姿勢を持つことも学
べる可能性があると評価している。
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うだい】より【兄妹】、【姉弟】表記が多くなった。一方で、3人以上の男女
の「きょうだい」表記となると、【兄弟】と【きょうだい】を用いる表記が
多くなり、表記が難しいと答える回答が多かった。

④メディア調査
（1）「日本経済新聞」「讀賣新聞」「毎日新聞」「産経新聞」「朝日新聞」の
ニュースサイトで、「兄弟、兄妹、姉弟、きょうだい」をそれぞれ検索に掛
けた。そして、検索結果の数と「きょうだい」表記が使われている文をまと
める調査を行った。
　新聞社ごとの「きょうだい」の表記数と新聞全体の「きょうだい」の表記
数は、両者ともに【兄弟】、【きょうだい】が多いという結果となった。
　【兄妹】・【姉弟】は単体での使用が多く、数詞を伴わない。【兄弟】も単体
での使用が最も多かったが、名詞や数詞を伴っての使用が確認された。【きょ
うだい】は数詞を伴う使用が多いことが特徴的であった。

（2）「Google」検索を用いて、2021年7月25日に兄と妹で東京オリンピック柔
道競技において、金メダルを獲得した阿部一二三選手と詩選手を「阿部一二
三　阿部詩」の形で検索した。そして、ニュースサイト・新聞社・出版社・
テレビ局が作成したウェブ上の記事を対象に、表記の種類と表記数、見出し
と記事中での「きょうだい」表記の比較、「きょうだい」に付属する言葉を
調べた。
　表記の種類は【兄妹】と【きょうだい】の2つのみで、表記数は、総数が
112の中で【兄妹】が67（60%）、【きょうだい】が45（40%）だった。
　見出しと記事の表記数の比較では、見出しと記事共に【きょうだい】より

【兄妹】が多く使用されていた。また、見出しに【兄妹】、【きょうだい】の
どちらの表記をするのかをメディア数で調べると、【兄妹】を見出しに使用
するメディアが大多数であった。
　付属する言葉は、【きょうだい】表記になると、【兄妹】より様々であった。
特に、「男女のきょうだい」、「性別の異なる日本のきょうだい」は特徴的で、

【兄妹】表記には見られない言葉である。

5-2.日本語教育での「きょうだい」の扱い方
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うに扱うべきか」を検討するために、4つの調査の結果と考察を述べてきた。
ここでは改めて本論での調査と明らかにしたことをまとめる。

①日本語教科書分析
　6種類の初級用日本語教科書を分析した。調査項目は「きょうだい」の表
記、「きょうだい」の教科書中の使われ方、「きょうだい」の意味の3つであ
る。
　「きょうだい」は【きょうだい】と【兄弟】表記で示され、「兄弟姉妹」の
意味で指導されていることが分かった。教科書ごとに使われ方は様々である
が、問題や例文で「きょうだい」が男女を含むことを示すように設定されて
いる教科書が多い。一方で、【兄弟】に限らない「きょうだい」表記、また
表記に関する説明は確認されなかった。

②学習者調査
　Googleフォームを利用して、国内外の日本語教育に携わる大学の日本語学
習者にアンケート調査を行った。アンケート調査では、日本語の授業で習っ
た「きょうだい」表記と、「きょうだい」表記で困ったこと、難しいと思っ
たことを答えてもらった。
　学習者調査の全体の結果から、日本語の授業で「きょうだい」を【兄弟】
として習う学習者が大多数であることが判明した。また、学習者の「きょう
だい」表記の認識の差も確認された。
　学習者の悩みとして、「きょうだい」表記の多さに起因する表記の仕方の
複雑さや、発音が皆同一であることから、聞くだけでは「きょうだい」の男
女構成の判別ができないという意見が挙がった。

③母語話者調査
　Googleフォームを利用して、母語話者に自分の「きょうだい」、阿部一二
三・詩選手の関係、サザエ・カツオ・ワカメの関係性の表記の仕方とその理
由を調査した。
　母語話者へのアンケート調査を通して、母語話者が2人の男女の「きょう
だい」を表記するとなると、【兄弟】に限らない【兄妹】と【姉弟】表記も
一般的に用いていることが分かった。また、どの質問でも【兄弟】と【きょ
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ると考えられる。また、書き手によって表記が異なることもあったので、全
ての会社で表記を統一させているわけではないことが分かった。
　最後に「きょうだい」に付属する言葉を調べた。「阿部兄妹」、「阿部きょ
うだい」、「男女のきょうだい」、「性別の異なる日本のきょうだい」、「3きょ
うだい」が見受けられた。「阿部兄妹」と「阿部きょうだい」は意味的にも
音的にも同じであるが、表記が2つに分かれた。
　【きょうだい】は、【兄妹】より様々な付属する言葉があった。特に、「男
女のきょうだい」、「性別の異なる日本のきょうだい」は特徴的で、【兄妹】
には見られない表現だ。これは【きょうだい】に兄弟姉妹の意味が含まれて
いるものの、読者には「きょうだい」構成が伝わりにくいのを考慮して、性
別について言及する言葉が付属していると考えられる。一方で、【兄妹】は
読み手が漢字の構成で「きょうだい」構成を把握できるため、意味を補う必
要性がない。
　ではなぜ、意味を補う必要性がない【兄妹】ではなく、ひらがなの【きょ
うだい】を使用するメディアもあるのか。考えられる理由として、母語話者
アンケートで様々な「きょうだい」関係を規範性や、一般的な表記という認
識で【兄弟】表記した例があったことから、【兄妹】が「きょうだい」表記
の1つという認識がない人への配慮として、あえて【兄妹】ではなくひらが
なの【きょうだい】を使用しているということが推察される。
　辞書的な意味で言えば、2人の関係性は【兄弟】で表記しても構わない。
しかし、血の繋がりを持つ「きょうだい」関係を表す際に、【兄弟】だと字
義の影響により読み手が「きょうだい」構成を男2人だと捉える可能性があ
る。よって、読み手への伝わりやすさを考慮した際に、【兄弟】表記ではな
く、【兄妹】、【きょうだい】が使用されるのであろう。
　「きょうだい」のメディア表記調査から、日本社会のメディアで扱われる

「きょうだい」表記は決して統一的ではなく、読み手の受け取り方を意識し
て、伝えたいことや目的に応じて柔軟に形を変えたり、言葉を付属したりし
て使用されていると考えられる。

５.総合的な考察と今後の課題
5-1. 本論のまとめ
　本論では、研究課題「日本語教育現場での「きょうだい」表記をどのよ
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だい】が45（40%）だった。
　図表5では、見出しと記事の【きょうだい】と【兄妹】の表記数を比較し
た結果を表した。

図表5　見出しと記事の「きょうだい」表記数の比較 

　見出しでも記事でも、【きょうだい】表記より【兄妹】表記が多いことが
分かる。
　次に、見出しに【兄妹】、【きょうだい】のどちらの表記をするのかをメ
ディア数で調べた。見出しに「きょうだい」表記が確認できたメディアが29
の中で、【兄妹】が20（69%）、【きょうだい】が9（31%）であった。両方の
表記を使用するメディアもそれぞれの表記で数を数えたが、【兄妹】を見出
しに使用するメディアが大多数であることが分かる。
　見出しに【兄妹】表記が多い理由として、見出しとは、限られた文字数で
読者を内容に惹きこむための印象的なものでなければならない。そのために

【きょうだい】とするよりも、一目で2人の兄と妹の関係性を理解できる【兄
妹】が多く用いられたのではないか。また、文字数の関係でも二文字で簡潔
に見える【兄妹】が採用されやすいという見方もできる。
　次にメディアの「きょうだい」表記のパターンについて調べた。表記パ
ターンとして、「きょうだいと兄妹」を併用する形と、1つの表記を統一的に
使用する「兄妹のみ」「きょうだいのみ」の3つがあった。併用する形をとっ
ていたのが12のメディアで、「兄妹のみ」が10（83%）、「きょうだいのみ」
が8（67%）だった。
　【兄妹】と【きょうだい】を併用しているメディアには、複数の記事を複
数の書き手が作成している場合があり、表記が異なっている要因の1つであ
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あまり使用数に違いはないが3番目に名詞を伴う使い方（例：兄弟校）とい
う順となった。
　【兄妹】と【姉弟】の共通点は、単体での使用が多い点と、数詞を伴う使
い方がない点である。考えられる理由は、前述したように【兄妹】と【姉
弟】が兄と妹、姉と弟という「きょうだい」構成の限定的な印象を与え、兄
弟姉妹を表す【兄弟】と【きょうだい】のほうが、前後に数詞をつけること
で様々な「きょうだい」構成を表現しやすいということである。
　【兄弟】と【きょうだい】をグラフで比較すると、【兄弟】は単体での使用
割合が最も高く、続いて名詞を伴う使い方（例：兄弟産地）が来て、3番目
に数詞（例：兄弟2人）の順番となっているが、【きょうだい】は数詞を伴う
形（例：4きょうだい）での使用割合が最も高い。ここから【きょうだい】
は「きょうだい」構成が複数の場合、【兄弟】より使用が多いことに違いが
見られる。【兄弟】に数詞が付くのが【きょうだい】より少ないのは、同じ
兄弟姉妹の意味を持つものの、【兄弟】の字義による影響で兄と弟のイメー
ジを与えやすいからではないか。よって、メディアが男女混合の3人以上の

「きょうだい」関係を表記するのなら、【兄妹】・【姉弟】のように「きょうだ
い」関係を限定せず、【兄弟】のように字義の影響を与えず、様々な「きょ
うだい」構成を含ませることが可能なひらがなの【きょうだい】が好まれる
と考えられる。さらに【兄妹】・【姉弟】に言及すると、男女混合の3人以上
の「きょうだい」関係を【兄妹】・【姉弟】を用いて表記する場合、必ず1人
に焦点を当てて、その人物の目線から関係性を表すことになる。しかしメ
ディアには公共性が求められるので、主観的ではなく第三者の客観的な立場
から表記するのが適切であろう。その点、ひらがなの【きょうだい】は読
み手に与える字義の影響を考慮する必要が無く、基準を設けず「きょうだ
い」の総称として用いることが可能である。したがって、メディアが多様な

「きょうだい」関係を伝える際に、最もひらがなの【きょうだい】が読み手
に誤解を与えない表記であると考えた。

4-4-2-2.（2）の調査結果
　調査対象となったメディアの媒体数は30である。
阿部一二三、詩選手の関係性を表す表記は【兄妹】と【きょうだい】の2つ
のみであった。表記数は、総数が112の中で【兄妹】が67（60%）、【きょう
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　言葉自体に兄弟姉妹の意味を含む【兄弟】、【きょうだい】がより多く使わ
れているのは、様々な「きょうだい」の構成を含ませることが可能だからだ
と考える。例えば、3人以上の男女が混ざった「きょうだい」構成だと、【兄
妹】、【姉弟】では表現できないため、【兄弟】または【きょうだい】となる。
よって、【兄妹】、【姉弟】が表記数として少ないのは兄と妹、姉と弟という

「きょうだい」構成が限定されるからであると考える。また、血縁関係の兄
弟姉妹を表す以外にも、血縁関係はないものをまるで「きょうだい」同様の
関係があることにも使われているので、表記数が多くなった可能性がある。
例えば日本経済新聞の「兄弟校」や「兄弟産地」、朝日新聞の「台湾と日本
はきょうだいのような関係」などである。
　次に、新聞の「きょうだい」表記がどのように使われているのかを明らか
にする。記事中の使われ方を使用項目として、単体、名詞を伴う、数詞を伴
う、その他の4項目に分けた。
図表4は、各「きょうだい」表記の使用項目割合を円グラフで表し、一覧に
してまとめたものである。

図表4　「きょうだい」表記の使用項目別割合

　新聞全体の「きょうだい」の使われかたとして最も多いのは、単体での
使用であった（例：兄弟）。次に、数詞を伴う使い方（例：3人きょうだい）、13 
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の種類と表記数、見出しと記事中での「きょうだい」表記の比較、「きょう
だい」に付属する言葉を調べた。このような方法でメディアの「きょうだ
い」表記の扱い方や意識を明らかにした。
　
4-4-2.結果と考察
4-4-2-1.（1）の調査結果
　図表3は、各新聞社の「きょうだい」表記と全体の「きょうだい」表記の
割合を円グラフで表し、一覧にしてまとめたものである。

図表3　新聞社の「きょうだい」表記の割合

　5社の新聞社中、3社で【兄弟】表記が最も多く、【きょうだい】表記が最
も多い新聞社が1社、【兄弟】と【きょうだい】が同数の新聞社が1社である。
多くの新聞社で【兄弟】と【きょうだい】表記が多いが、産経新聞は【兄
妹】表記が2番目に多かった。【姉弟】表記を確認できた新聞社は讀賣新聞の
みであった。
　新聞の「きょうだい」表記の結果を見ると、【兄弟】が全体の約半数を占
めており、次いで【きょうだい】表記も約3割であることが分かる（図表3）。
使用数は少ないが、【兄弟】と【きょうだい】だけでなく、【兄妹】も【姉
弟】も使われていた。
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4-3-2-6.質問5
「きょうだい」表記で困ったこと、思ったことがあれば、自由に記述してく
ださい。
　母語話者に向けたアンケート調査の最後の質問で、12人の記述を得た。
困ったことについては、3人以上で男女が混ざっている「きょうだい」構
成を漢字で表記することが難しいとする回答が多く見られた。その他にも、

「きょうだい」表記が様々あることに触れつつどの表記が正しいのかが分か
らないという悩みもあった。また、【兄弟】が男兄弟のイメージなので「女
性」である自分を話すことの不便さを訴える回答も見られた。
　母語話者は、3人以上の男女の「きょうだい」表記の仕方や複数ある「きょ
うだい」表記に対して、疑問や戸惑いなど様々な考えを持っているというこ
とが分かった。

4-4.メディア調査
　日本社会での「きょうだい」の使われ方を明らかにするために、メディア
の「きょうだい」表記を調査した。

4-4-1.方法
　以下の2つの調査を行った。

（1）全国紙である「日本経済新聞」「讀賣新聞」「毎日新聞」「産経新聞」「朝
日新聞」のニュースサイトで、「兄弟、兄妹、姉弟、きょうだい」をそれぞ
れ検索に掛けた。検索期間を2021年8月11日から2021年9月11日の1か月間と
し、その間の検索結果の数と「きょうだい」表記が使われている文をまとめ
た。そこから、各新聞社でどの「きょうだい」表記がどれくらい使われてい
るのか、新聞全体で「きょうだい」表記がどのように使われているのかを明
らかにした。

（2）「Google」検索を用いて、2021年7月25日に兄と妹で東京オリンピック柔
道競技において、金メダルを獲得した阿部一二三選手と詩選手を「阿部一
二三　阿部詩」の形で検索した。2人はメディアの注目度も高く、様々なメ
ディアで記事が書かれていると思い、より多くの記事を集められると見越し
て選んだ。検索期間は2021年7月26日から1週間である。そして、ニュースサ
イト・新聞社・出版社・テレビ局が作成したウェブ上の記事を対象に、表記
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範・一般的な表記」、「漢字表記の難しさ」、「基準の設定」、「性別・年齢」、
「兄弟の定義」、「その他」の7つの項目に分けた。
　表記は【兄弟】と【きょうだい】が最も多く、「三兄弟」、「3きょうだい」
と続く。他にも、「3人きょうだい」、「3人兄弟」、「3兄弟」など、漢字・ひら
がな表記、数字・漢数字の有無という違いがあるが、【兄弟】、【きょうだい】
を用いた表記が42の回答のうちの33（79%）なので、全回答の3分の2以上の
割合を占めている。
　表記の理由に着目すると、「漢字表記の難しさ」の記述が多く見られた。
例えば、「漢字で組み合わせを示すことができないから」「姉が含まれている
ため、兄弟に違和感があるから」「3人以上の場合表記が難しいため、ひらが
なを頼らざるを得ないと思いました」といった漢字で表記する違和感や、不
都合さを理由として挙げている。漢字表記では十分に関係性を表記できな
いので【きょうだい】、「3きょうだい」、「3人きょうだい」というひらがな
で「きょうだい」を表記する回答でこの理由が多い。似た理由で、男女が混
ざった3人の関係性を表記すること自体難しいと答える回答も少なくなかっ
た。
　表記の仕方として、自ら基準を設ける回答者もいた。具体的には「末っ子
を基準にしたから」「サザエからみて、カツオは弟、ワカメは妹なので姉弟
妹と表記します」など、1人に焦点を当てて、その人物から見た関係性を表
記している。
　ほかにも【兄弟】表記をした理由として、「姉・妹も含めた意味で使われ
ていると思うから」「姉や兄や妹が入り混じっている時は男女や構成関係な
く兄弟」など、【兄弟】の定義に基づいて表記をしている回答もあった。
　質問4の⑤と⑥から、「サザエ・カツオ・ワカメ」という3人以上の男女の

「きょうだい」の関係性を表記するとなると、【兄弟】か【きょうだい】表記
が最も使用されていることが分かった。表記理由は2人の「きょうだい」で
は見られなかった「漢字表記の難しさ」や「表記の難しさ」が多く、3人以
上の男女の「きょうだい」の関係性を表す難しさを強く感じた。母語話者で
も「きょうだい」表記に対して様々な疑問を抱えながら、自分の考えに基づ
いて「きょうだい」表記をしているのではないだろうか。
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慣れないこと、3人以上の「きょうだい」を前提に【きょうだい】表記をし
たことが理由として挙げられた。

4-3-2-4.質問4.③・④
③(2)の関係性をどのように表記しますか。＊(2)はカツオとワカメの関係性。
　「きょうだい、兄妹、姉弟、その他」から選択。
④③で選んだ表記の理由を教えてください。
　カツオとワカメの関係を【兄妹】、【きょうだい】、【兄弟】と表記する回答
を得た。【兄妹】が38、【兄弟】が3つ、【きょうだい】が1つの回答だった。
　【兄妹】表記の項目ごとに分けた理由での回答数は、「関係」「分かりやす
さ」「性別・年齢」「規範・一般的」「その他」の順になった。3の質問と同じ
く【兄妹】表記が最も多かったが、項目別理由の構成は異なっている。「きょ
うだい」表記が共通していても、「阿部一二三・詩選手」、「カツオ・ワカメ」
という表記の対象が違うことで、理由項目の「分かりやすさ」と「性別・年
齢」の逆転や、「規範・一般的」の有無が見られる。しかし、対象が違うこ
とで新しい理由が出てくるわけではないので、今までの傾向と同じく【兄
妹】という字義に影響を受けていると考えられる。
　【兄妹】表記以外の表記理由として、【きょうだい】の表記で「複雑だか
ら」があった。確かに、ひらがなを用いることで複雑な「きょうだい」構成
表記が可能かもしれない。
　これまでの2人の男女の「きょうだい」を表記する際、どの質問でも【兄
弟】と【きょうだい】より【兄妹】、【姉弟】表記が多かった。これは【兄弟】、
または【きょうだい】で表記するよりも、表記理由にあった「関係」「分か
りやすさ」「性別・年齢」が字義により伝わりやすいからではないだろうか。

4-3-2-5.質問4.⑤・⑥
⑤(3)の関係性をどのように表記しますか。＊(3)はサザエとカツオとワカメ
　の関係性。
⑥⑤のように表記した理由を教えてください。
　男女混合かつ3人以上の「きょうだい」構成なので、「サザエ・カツオ」
と「カツオ・ワカメ」の「きょうだい」構成より表記の種類が豊富であり、
様々な表記の理由が見られた。得られた回答の理由を「表記の難しさ」、「規
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「関係」「性別・年齢」「分かりやすさ」「その他」の項目に分けた。2の回答
と同様に「きょうだい」の「関係」、「性別・年齢」の順に回答が多く、その
次に「分かりやすさ」に着目した回答となった。
　「関係」を含めて、特に「性別・年齢」、「分かりやすさ」に関しては、回
答者が【兄妹】という漢字の字義に影響を受けていると考えられる。例えば、

【兄妹】から年齢の上下や、兄と妹という男女の「きょうだい」であること
を読み取れる。唯一、何人で構成される【兄妹】なのかが判断できない。し
かし今回は、前提条件として「阿部一二三選手は兄で、阿部詩選手は妹」と
いうことを提示しているので、人数は【兄妹】表記で示しているという見方
も可能である。また、この質問では2の回答より「分かりやすさ」に着目す
る回答が多かった。これも【兄妹】の字義によるものであると考えられる。
　【兄妹】以外の表記理由では、【きょうだい】は「漢字で表記するイメージ
がなかったから」、【兄弟】は「普段、『きょうだい』は『兄弟』としか表記
していないから」であった。

4-3-2-3.	質問4.①・②
サザエさん一家の「きょうだい」表記　これからサザエさんの家系図の一
部を示します。家系図を見ながら質問に答えてください。
①(1)の関係性をどのように表記しますか。＊(1)はサザエとカツオの関係
　性。「きょうだい、姉弟、兄妹、その他」から選択。
②①で選んだ表記の理由を教えてください。

　サザエとカツオの関係性の表記は、姉弟とする回答が38、【兄弟】、【きょ
うだい】は2つずつの回答であった。
　次に表記理由についてである。回答数が多かった【姉弟】表記は理由を項
目ごとに分け、3と同様に「関係」「性別・年齢」「分かりやすさ」「その他」
の順になった。【姉弟】表記が3の【兄妹】表記の項目別理由の構成と同じに
なるのは、【兄妹】と同様に【姉弟】の字義の影響によるものであると考え
る。つまり【姉弟】から【兄妹】と同様に、年齢の上下や、姉と弟という男
女の「きょうだい」であることを読み取れる。また、人数も予め2人の「きょ
うだい」であることが示されているので、【姉弟】表記で示すことができる。
　一方で、姉と弟の関係を【兄弟】、【きょうだい】と表記する理由として、

【兄弟】表記の伝わりやすさや普段から使用していること、【姉弟】表記が見
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「きょうだい」の構成人数が3人以上と比較的多く、全ての「きょうだい」表
記の前に人数を表す数字、または漢数字が付いているのが特徴的である。
　「きょうだい」の「人数と性別」に着目した表記は「三姉妹」「4兄弟」の
2つである。表記の理由で「兄弟の中では男の方が多いし、自分が女である
ことをアピールしたいと思わないから」という答えが興味深い。これは「4
兄弟（兄、兄、自分、弟）」と答えた回答者の表記理由で、「きょうだい」が
2人以上で、かつ、性別が男と女で混合している「きょうだい」構成である。

【兄弟】は「兄弟姉妹」を表すので、定義に照らし合わせて表記しても【兄
弟】表記は当てはまる。しかし回答者は「きょうだい」構成の男性の多さと
いう人数と、また自分の性を示す必要がないという性別の観点から【兄弟】
表記にしたというものであった。
　他にも表記の「分かりやすさ」で【姉妹】を【きょうだい】表記をしてい
る回答者がいた。
　全体の結果から、様々な考えのもとに回答者は自分の家族の「きょうだ
い」表記をしていることが分かった。また、回答者が【兄弟】、【きょうだ
い】に限らない「きょうだい」表記をすることも確認された。一方で、3人
以上で男女混合の「きょうだい」構成だと、表記は【兄弟】、【きょうだい】
を使う傾向が見られる。さらに、世間一般的な表記という認識であえて【兄
弟】と表記する回答があっても、【兄弟】が「兄妹、姉弟、姉妹」を含む

「兄弟姉妹」を表すことから、【兄妹】や【姉弟】を【兄弟】と表記する回答
は認められなかった。

4-3-2-2.	質問3
①7月25日に東京オリンピック柔道競技で、男子66キロ級の阿部一二三選手
　と女子52キロ級の阿部詩選手が金メダルを獲得しました。阿部一二三選
　手は兄で、阿部詩選手は妹です。二人の関係性をどのように表記しますか。
　＊「きょうだい、兄妹、兄弟、その他」から選択。
②①で選んだ表記の理由を教えてください。

　阿部一二三選手、詩選手の関係性を【兄妹】と表記する回答が40、【兄弟】、
【きょうだい】は1つずつであり、2人の関係を【兄妹】と回答する答えが極
めて多かった。
　表記の理由では【兄妹】表記の回答が非常に多かったので、表記理由を
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　①あなたのきょうだい構成を例のように表記して教えてください。例（兄、
　　自分、弟）
　②あなたのきょうだい構成を漢字、またはひらがなを用いて表記してくだ
　　さい。必要であれば数字を使っても構いません。例（兄弟、兄妹、姉弟、
　　姉妹　3兄弟　等）
　③②のように表記した理由を教えてください。
　1の質問で「きょうだいがいる」と答えたのは、42人のうち39人（93%）　
だった。
　「きょうだい」の構成は、2人の回答者が多く、3人以上になると、「兄、自
分、妹」「兄、姉、姉、自分」など、性別や回答者の「きょうだい」におけ
る立場によって様々な構成の種類が確認できた。
　「きょうだい」の表記は、【兄弟】、【きょうだい】より【兄妹】、【姉弟】表
記が多かった。これは、39人の回答者のうち33人（85%）が女性なので、必
然的に女性の「きょうだい」が多くなるのは当然であると考える。しかし、
多くの回答者が男女混合の自身の「きょうだい」構成の表記として【兄妹】、

【姉弟】を選択したという見方も可能である。ここから、回答者が【兄弟】、
【きょうだい】に限らない表記をしていることが確認できた。
　「きょうだい」表記の理由は、「関係」「性別・年齢」「人数」「規範的・一
般的な表記」「人数と性別」「分かりやすさ」「その他」の7つの項目に分類し
た。分類した結果、「きょうだい」の「関係」に着目した理由が15で、最も
多かった。主な理由に「姉と妹だから」「兄と妹だから」などがある。「きょ
うだい」表記と構成は【兄弟】、【きょうだい】表記が無く、【姉妹】や【姉
弟】など2人の「きょうだい」構成が多いことに特徴が見られる。
　「きょうだい」の「性別・年齢」においても「関係」と同様に【兄弟】、

【きょうだい】表記はされていない。
　一方で、「規範的・一般的な表記」の理由で表記されたのは、全て【兄
弟】または【きょうだい】であった。具体的な理由として、「一般的な表記」
や「姉弟できょうだいと読む場合をあまり見かけないため、自分の中で変換
する意識がなかった」という回答があった。【兄弟】、【きょうだい】表記が

【兄妹】、【姉弟】より世間一般的な表記という認識をしている回答者もいる
ことが分かる。
　「人数」を理由とした「きょうだい」表記は、「3兄弟」「5人兄弟」など、
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　1で回答者にきょうだいの有無を聞き、2で「いる」と答えた人に自分の
きょうだいの構成と表記をどう表すかを尋ねた。また、表記した理由を聞く
ことで回答者自身の「きょうだい」表記についての意識を分析した。
　3以降でも表記の理由を聞き、回答の仕方は選択式から選ぶ方法を取った。
3は、多くの場面で目にすることが多かったと想定して阿部一二三選手、詩
選手の兄と妹の関係性を用いて、どのような理由でどのように表記をするの
かを明らかにした。
　4では、簡易的なサザエさん一家の家系図を回答者に見せながら、サザエ、
カツオ、ワカメの3人の関係性を用いて姉と弟、兄と妹、そして姉、弟、妹
をどのように表記するのかを探った。特に、姉、弟、妹は3人以上でかつ

「きょうだい」構成が男女を含むので、様々な表記の仕方が見られると予想
して記述式にした。サザエさんを用いた理由は、認知度が高い国民的アニメ
なので回答者が答えやすいと考えたからである。
　最後の5では、回答者が日常的に「きょうだい」表記で感じていることを
調査するために設定した。

4-3-2.結果と考察
　回答を得たのは42人であった。男性が6人、女性が36人だった。20代が最
も多く27人で、次いで10代が12人、40代が1人、50代が2人である。
4-3-2-1.質問1・2	
1.きょうだいはいますか。
2.「きょうだいがいる」を選択した人に質問

②①で選んだ表記の理由を教えてください。
③(2)の関係性をどのように表記しますか。
　＊(2)はカツオとワカメの関係性。「きょうだい、兄妹、姉弟、その他」か
　ら選択。
④③で選んだ表記の理由を教えてください。
⑤(3)の関係性をどのように表記しますか。
　＊(3)はサザエとカツオとワカメの関係性。
⑥⑤のように表記した理由を教えてください。
5.「きょうだい」表記で困ったこと、思ったことがあれば、自由に記述し
てください。
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いう、聴解上の疑問の声があった。

4-3.母語話者調査
　母語話者が日頃、「きょうだい」をどのような意識で表記するのかを明ら
かにするためにアンケート調査を行った。

4-3-1.方法
　Googleフォームを利用した。対象者は、多くの回答を得るために性別、年
代、職業などの条件を限定せず、家族、ゼミの先生、友人とその家族、アル
バイト先のスタッフに協力をお願いした。調査期間は2021年8月1日～ 10月
までの2か月間である。
　アンケート調査で設定した質問と、質問の提示順は以下の図表2の通りで
ある。

図表2　アンケート調査項目一覧
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1.きょうだいはいますか。
2.「きょうだいがいる」を選択した人に質問
①あなたのきょうだい構成を例のように表記して教えてください。例（兄、
自分、弟）
②あなたのきょうだい構成を漢字、またはひらがなを用いて表記してくだ
さい。必要であれば数字を使っても構いません。例（兄弟、兄妹、姉弟、
姉妹　3兄弟　等）
③②のように表記した理由を教えてください。
3.①7月25日に東京オリンピック柔道競技で、男子66キロ級の阿部一二三選
手と女子52キロ級の阿部詩選手が金メダルを獲得しました。阿部一二三選
手は兄で、阿部詩選手は妹です。二人の関係性をどのように表記しますか。
　＊「きょうだい、兄妹、兄弟、その他」から選択
②①で選んだ表記の理由を教えてください。
4.サザエさん一家の「きょうだい」表記　これからサザエさんの家系図の
一部を示します。家系図を見ながら質問に答えてください。
①(1)の関係性をどのように表記しますか。
　＊(1)はサザエとカツオの関係性。「きょうだい、姉弟、兄妹、その他」か
　ら選択。
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を教えてください。自由に書いてください。」という質問への回答を求めた。

4-2-2.結果と考察
　アンケート調査では、50人から回答を得た。50人の内、男性が24人、女性
が24人、無回答が1人である。学習者の国籍は韓国が44人、アメリカが2人、
日本が2人1 、台湾/シンガポールと記述する回答が1人、中国が1人であった。
回答者の年齢は20代が46人、10代が3人、1人が40代である。
　学習者が習った「きょうだい」として【兄弟】が最も多かった。50人の
回答者のうちの47人（94%）が答えていたので、ほとんどが【兄弟】を習っ
ていることになる。また、【きょうだい】も28人（56%）の回答があったの
で、半数以上が学習していることが分かった。一方で【姉妹】、【兄妹】、【姉
弟】の回答は【姉妹】と【兄妹】が14人（28%）、【姉弟】が15人（30%）に
留まったので、習っている学習者は一部であると言える。
　学習者が習った「きょうだい」の組み合わせとして多かったのは、【兄弟】
が14（28%）、「兄弟、きょうだい」が12（24%）、「兄弟、姉弟、兄妹、姉
妹、きょうだい」が7（14%）であった。他にも様々な組み合わせがあったが、
複数回答で多い組み合わせはこの3つである。また、学習者が習った「きょ
うだい」表記の組み合わせが13パターンあったことから、教育現場で指導さ
れる「きょうだい」表記は統一されていないことが分かる。これはつまり、
学習者間で「きょうだい」表記の認識に差が生じている状態であると考えら
れる。
　次に、②「『きょうだい』表記で困ったこと、難しいと思ったことはあり
ますか。」の質問で「ある」と答えた学習者は16人（32%）であった。その
回答では、「きょうだい」表記の多さから使い分けが分からないとする記述
が目立った。例えば、学習者が姉で、弟との関係を【姉弟】と【兄弟】と

【きょうだい】、どれで書くべきかを迷うという回答があった。また、「きょ
うだい」を【兄弟】と習ったことから、兄と姉のうち、姉をどうやって説明
するか困るとの記述も見られた。
　表記以外にも、【姉弟】、【兄妹】も「きょうだい」と呼ぶことから、実際
に「きょうだい」と聞いても【姉弟】なのか【兄妹】なのかが分からないと

１　1人はシンガポール国籍の期限付きと記述
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　確認された「きょうだい」表記は【兄弟】と【きょうだい】のみで、【兄
弟】に限らない「きょうだい」表記に関する説明は確認されなかった。
　教科書中の使われ方は、『みん日』のように文法の例文や聴解で使われた
り、『げんき』『はじめよう日本語』のように語彙のみで載っていたり、教科
書ごとに様々である。しかし、意味に着目すると「brothers and sisters」が
多いことが分かる。『はじめよう日本語』の「siblings」も男女の別なくいう

「きょうだい」を意味する。『基本漢字』においても、兄弟の漢字を書く練習
で、「brothers (and sisters)」という訳が付いていた。つまり、どの教科書に
おいても【兄弟】（きょうだい）を兄弟姉妹という意味で使用しているので
ある。教科書での使われ方でも、問題や例文で「きょうだい」が男女を含む
ことを示すように設定されているものが多い。例えば『みん日』の練習問題
では、Aから兄弟の人数を問われたBが、「4人です。姉が2人と兄が1人いま
す。」と男女を含む「きょうだい」構成を答えている。

4-2.学習者調査
　学習者に対して、どの「きょうだい」表記を学習してきたかや「きょうだ
い」表記への考えを明らかにするためにアンケート調査を行った。

4-2-1.方法
　学習者から回答を得るために、国内外の日本語教育に携わる大学に協力し
てもらった。国内では東京のＭ大学の上級入門クラス、国外は韓国S大学日
本文学講読クラス、K大学の上級会話クラスである。Ｍ大学は、2021年11月
10日（水）の授業の日にZOOMで参加し、アンケート調査の概要を説明して、
質問を受けながらその場でGoogleフォームに回答してもらった。S大学とK
大学には、Googleフォームを送り回答に協力してもらった。
　アンケート調査はまず学習者の性別、国籍、年齢を聞いた。そして、これ
から「きょうだい」表記について質問することを説明し、①「日本語の授業
で習った『きょうだい』をぜんぶえらんでください。」という質問を設定し
た。回答形式をチェックボックスとし、「兄弟、姉弟、兄妹、姉妹、きょう
だい」の中で当てはまるものを全て選べるようにした。次に②で「『きょう
だい』表記で困ったこと、難しいと思ったことはありますか。」とし、ある
と答えた人に、③「『きょうだい』表記で困ったこと、難しいと思ったこと
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図表1　教科書分析の結果

教科書 みん日 げんき まるごと（りかい　か
つどう）

表記 兄弟 兄弟 きょうだい
教科書中の使
われ方

①例文
兄弟は何人ですか。
4人です。姉が2人と
兄が1人います。
②聴解問題のスクリ
プト
女：兄弟がいますか。
男：ええ、妹が1人い
ます。学生です。

① 単 語 一 覧
に掲載
兄弟

①問題（りかい）
ただしいことばをえら
びましょう。
あに・あね・おとうと・
いもうと
答え　きょうだい
②かつどう
きょうだい（家系図　
あに　あね　わたし　
おとうと　いもうと）

意味 brothers and sisters brothers and 
sisters

brothers and sisters

教科書 できる日本語 は じ め よ う
日本語

基本漢字

表記 兄弟 兄弟 兄弟
教科書中の使
われ方

①会話文
A：Bさん、兄弟がい
ますか。
B：はい、姉が1人い
ます。
②指示文
自 分 の 兄 弟・ 家 族・
友達の住んでいると
ころや仕事などにつ
いてクラスメイトと
話しましょう。

① 語 彙 一 覧
に表記
ご兄弟

①漢字の書き方　「兄」
「弟」の熟語例
兄弟
②問題　漢字の読み
主人は兄弟が少ないで
す

意味 Brothers and sisters siblings brother　
＊兄弟と書く問題では
brothers (and sisters)
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④日本社会では「きょうだい」表記がどのように使用されているのか。

４.調査
4-1.日本語教科書分析
　日本語教育での「きょうだい」の使用実態を明らかにするために、日本語
教科書の分析調査を行った。

4-1-1.方法
　日本語教科書中で確認できる「きょうだい」の表記、教科書中の使われ方、
意味、この3項目に分けて分析した。また、分析の対象として以下の6種類の
教科書を取り上げた。

・『みんなの日本語初級Ⅰ 第2版 本冊』（スリーエーネットワーク）以下、　
　『みん日』
・『げんき 第3版発行』（ジャパンタイムズ出版）以下、『げんき』
・『まるごと 日本のことばと文化 初級1 A2 かつどう』（三修社）
・『まるごと 日本のことばと文化 初級1 A2 りかい』（三修社）以下、『まる
　ごと』
・『できる日本語』（アルク）以下、『できる日本語』
・『改訂版　毎日使えてしっかり身につく はじめよう日本語初級1 メインテ
　キスト』（スリーエーネットワーク）以下、『はじめよう日本語』
・『BASIC KANJI BOOK―基本漢字500― VOL.1』（凡人社）以下、『基本
　漢字』

　「きょうだい」は学習の早い段階で出てくる語彙であるため、初級学習者
用の教材を選定し、その中でも比較的多くの日本語教育現場で使用されてい
るものを分析の対象とした。『基本漢字』に関しては、総合教科書以外に漢
字学習教材で「きょうだい」の扱われ方を調査するために選んだ。

4-1-2.結果と考察
　教科書分析の結果を以下の図表1にまとめた。
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　一方で、中国語は同じ内容の質問をする場合、「你有几个兄弟姐妹？」の
ように「あなた以外、何人の兄弟姉妹がいるか」と具体的に聞かなければな
らない。これは中国語に日本語の「きょうだい」に相当する名称が無いか
らである。英語の場合も「sister and brother」となるが、この「sister」や

「brother」は年齢の上下が明示されていない。日本語の「きょうだい」に集
合概念があるのに対して、中国語も英語も「きょうだい」に相当するような
包括的な概念が欠如していることが分かる。また、それに関連して「兄、弟、
姉、妹」というそれぞれ個別概念においては、英語では常に性別を気にして
いて、日本語と中国語では常に年の上下を意識するとしている。
　小森（2002）においても、親族語彙は社会、文化的背景の違いから生じた
意味領域があり、それぞれの社会においてその用法、概念の区分の仕方に違
いを認めている。その例として、日本語の「兄弟姉妹」がこの漢字と対応す
るかたちで4つに区分されるが、英語では'brother'　'sister'と2つに分けられ
ることを挙げている。そして、このような親族語彙の指導や定着の仕方につ
いて日本語教育の大切な課題だと主張している。

３.調査目的
　以上の先行研究から、辞書的な「きょうだい」の定義、日本語と二か国語
の「きょうだい」の具体的な用法、概念の区分の違いが明らかになった。し
かし、親族語彙という大きな枠組みの先行研究は多数見受けられるものの、

「きょうだい」という1つの語彙に焦点を当てた日本語教育分野の研究は管見
の限りないことを確認した。また、日本語教育に限らず日本社会での使用実
態に関する研究も同様であり、先行研究の書かれた年代が古く、数も少ない
ことから、現代社会の実情により近い研究結果を得るための調査が必要であ
る。
　以上のような問題意識から、本研究では以下の研究課題を立てた。
　課題：日本語教育において「きょうだい」表記をどのように扱うべきか。
　この課題を検討するために、4つの調査を進めることとした。
①日本語教育において「きょうだい」表記をどのように扱っているのか。
②学習者は「きょうだい」表記に対してどのような意識や考えを持っている
　のか。
③母語話者は「きょうだい」表記をどのような意識で表記するのか。
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とで、辞書的に定義づけられている「きょうだい」とは何かを確認する。
　『日本国語大事典 第二版 第四巻』では、「きょうだい」を「同じ父母から
生まれた子どもたちを、男女の別に関係なくいう。また、その子どもたち
同士の関係をもいう。兄弟姉妹。」と定義づけている。よって、兄と弟で構
成される「兄弟」は、定義から言えば「兄弟」だけでなく「兄妹」、「姉弟」、

「姉妹」を含む「兄弟姉妹」を表すのである。表記に関しては、『学研 現代
新国語辞典 改定第六版』において、「兄妹」「姉妹」「姉弟」と書いて「きょ
うだい」と読ませることもあるとしている。現代社会で、兄と妹でも「きょ
うだい」、「兄弟」と表記するのは定義に則っているのである。
　今日の日本では男女の別なく「きょうだい」を用いるが、過去においては
どうか。『古典基礎語辞典』によると、上代では異性か同性か、年齢が上か
下かで呼び分けられていた。
　「せ」「いも」は、きょうだいが異性の場合に使われる。年齢の上下は考慮
されずに、姉から弟、妹から兄という、女性のきょうだいから男性のきょう
だいを「せ」と呼び、兄から妹、または弟から姉という、男性のきょうだい
から女性のきょうだいに対しては「いも」を使う。
　同性のきょうだい間では年齢の上下が考慮され、「え」「おと」で使い分け
をする。弟から兄、妹から姉という、年下から年上のきょうだいをいう場合
は、いずれも「え」（兄）と言う。反対に兄から弟、姉から妹という、年上
から年下のきょうだいをいう場合は、いずれも「おと」（弟）が使われる。
　中世以降になると、今日と同様の兄弟姉妹関係の呼称体系となった。また、

『類語新辞典』では、「え」「おと」が男女の性別に関係なく年上と年下をい
うことから、「兄弟姉妹」を「兄弟」というようになったとしている。

2-2.「きょうだい」の他国との比較
　薛鳴（2000）は日中の親族名称を比較し、対照研究の視点から中国人と日
本人の親族名称の使用状況を考察したものである。
　日本語の「きょうだい」は「きょうだいは何人か」と質問された際に、自
己を含めた「3人」と答えたとすれば、自己以外の二人について、性別、年
齢の上下は明示されない。ここから「きょうだい」という語は、兄、弟、姉、
妹のいずれかを表すことも、自己を含めた全体を表すことも可能である集合
概念としている。
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日本語教育における
「きょうだい」表記について

　阿　部　咲　良

１.はじめに
　日本語教育において「きょうだい」という親族語彙は、日本語能力試験に
おけるN1 ～ N5のレベル分けのN5に分類される。N5は基本的な日本語をあ
る程度理解することができるレベルであり、「きょうだい」は早い段階で学
習する語彙である。一般的に「きょうだい」の漢字は、兄と弟で構成される
兄弟の表記で想像されるが、表記の仕方が複数存在する。例えば、目覚まし
い活躍をしている卓球の張本智和選手には妹がおり、2人を張本兄妹と表記
するメディアは少なくない。また、2021年7月25日の東京オリンピック柔道
競技において、阿部一二三選手と詩選手が金メダルを獲得した。2人は兄と
妹の関係で、兄妹がオリンピックにおいて同日金メダルを獲得するという快
挙を成し遂げ、「阿部兄妹」として脚光を浴びた。張本兄妹、阿部兄妹、2
組の「きょうだい」表記に着目すると、兄と弟だけではなく、兄と妹でも

「きょうだい」という表記が用いられている。勿論、姉と弟でも同様である。
このように、日本社会では「きょうだい」の表記が兄と弟に限定されておら
ず、構成によって表記が変わる。また、「きょうだい」が2人以上で性別が男
と女で混ざっている場合はさらに表記が増える可能性がある。日本社会での
使用方法に則ると、日本語を学ぶ学習者は初級の語彙「きょうだい」でも多
数の表記を理解し使い分けをしなければならない。
　そこで本稿では、日本語教育と日本社会での「きょうだい」表記の使われ
方を明らかにしたうえで、改めて日本語教育の中での「きょうだい」表記を
どのように扱っていくべきかを検討していく。

２.先行研究
2-1.「きょうだい」の定義
　前述の通り、兄弟、兄妹、姉弟と様々な「きょうだい」表記が日本社会で
使用されている。では、本来の「きょうだい」の定義は何か。ここでは辞書
をもとに、「きょうだい」の本来の意味や使われ方、つまり定義を調べるこ
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文学作品の「語彙」「表現」の簡略化に葛藤を覚えながら協働で工夫を重ね、
自分たちなりの最大限のリライト文章を作り出し、達成感と満足感を得るこ
とができたこと、やさしい日本語への理解を深め、その意義と可能性につい
て自分の考えを持つことができたこと、さらに、このようなプロジェクト活
動を肯定的に評価し、さらなる活動継続へ期待を持つことができたことなど
がプロジェクトの成果として見えてきた。やさしい日本語へのリライトには
正解がなく、作業は学生たちの「選択」の連続である。それは難しい作業で
あるが、他者と協働しながら主体的にことばの「選択」を繰り返し、一つの
ものを作り上げていくプロジェクトだからこそ、得られた学びだったのでは
ないかと考える。2022年4月現在、この冊子を提供した日本語教育機関の日
本語教員からは「初見で読むには難しすぎず、短くてよかった。特に伊勢物
語のときに短歌について説明したが、当時の時代背景などを面白いと学習者
が話していた」（米国・D大学教員）、「レベル、長さともに準備なくても無
理なく皆で読む活動ができた。活発な討論もできていた」（米国・U大学教
員）、「オンラインで日本語の学習支援をしている外国人児童が歴史や文学が
好きなので、日本文学冊子を使わせていただけて本当にありがたい」（日本・
学習支援ボランティア）などの声を早速いただいている。このことは、この
プロジェクトの成果物である「やさしい日本語で読む日本文学」冊子が国内
外で年少者から大学生などの成人まで広い年齢層の日本語学習者にとって有
用なリソースになり得る可能性を示している。本プロジェクトの実施によっ
て、日本文学、日本語教育を専門とする大学生たちがその制作に主体的に携
わり、リソースの提供者となり、社会貢献ができるという一つのモデルを示
すことができたのではないかと考える。今後も「日本文学」作品のリライト
を含め、日本語学習者にとってわかりやすく、親しみやすい日本語学習リ
ソースをいかに提供できるかについて考え続けていきたい。

謝辞　本研究は、宮城学院女子大学2021年度教育推進研究費の助成を受け
て実施されました。挿絵の提供を含む本プロジェクトに参加した全てのメン
バーに感謝します。
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　感想にはプロジェクトの過程について記述が多くあり、参加の理由から
リライト過程に感じたさまざまな思いなどが書かれていた。特に「他学年の
学生との協働」に関する記述は複数見られ、1年生から4年生までが協働で取
り組んだ本プロジェクトによって、他学年の学生との交流により楽しく活動
ができたことを肯定的に捉えるものが多かった。原文の語彙、文法をレベル
分けしたうえで、難しいと判断したものを簡略化し、やさしくリライトする
過程は難しいものであったが、教員も含めさまざまな人々の助言を得ながら
協働して作り上げる過程は楽しく、リライトスキルの向上など、得るものが
多かったというコメントが目立った。一方で、他学年の同じリライトグルー
プの人以外とは十分に意見交換ができなかったことが残念だったと振り返る
コメントもあったことから、今後の協働プロジェクトを考えるうえで課題と
したい。
　また、自由記述からは「やさしい日本語」へのリライト作業を通して「や
さしい日本語」という日本語のバリエーションの一つへの理解が促されたこ
とがうかがえた。その理解はやさしい日本語へリライトする際のコツ、方法
というスキルのみならず、どのような人に向けて活用されるものかという対
象への気づきや、やさしい日本語が持つ意義なども含まれており、実践を通
して「やさしい日本語」が果たす役割や可能性について考える契機になった
ことがうかがえた。【プロジェクトの過程】には【やさしい日本語とのかか
わり】が継続的にあり、それが冊子作成作業の難しさにもなり、楽しさにも
なり、さまざまな気づきを促すものにもなったと言える。
　さらに自由記述には実際に完成した冊子を手にした際には達成感を得、　
それぞれの作品を読み、素晴らしい作品ができたと評価する声とこうした冊
子づくりが日本文学を多くの人々に楽しんでもらえる一つの機会になること
を期待し、活動の継続を望む記述が複数見られた。【やさしい日本語とのか
かわり】を継続的に行った【プロジェクトの過程】が、このような【評価と
今後への期待】に結びついていったと考える。
 
7．プロジェクトの成果
　以上、本稿では「やさしい日本語で読む日本文学」リライト・プロジェ
クトについて、主に成果物の語彙のレベル分析と参加学生の事後アンケート
の結果をもとに報告した。それらの結果からは、参加学生たちが特に日本
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評価と今後への
期待

リライトスキルの向上 相手に合わせて言葉を使い分ける能力
が格段に上がったと実感しています。

達成感 リライト作品が実際に形となったのは
とても貴重な経験でした。

学びの発展 やさしい日本語についての理解やリラ
イトの方法だけではなく、一つの方法
に縛られずに多様な視点で見ることで
うまく表せることを実感し、それは他
の場所でも生かせることだと思いまし
た。

冊子活用への期待 この本が日本に来ている外国の方など
の手に取られ、その人に何かが伝わっ
たならば嬉しく思います。

活動継続への期待 これからもこの活動が続いたらいいな
と思います。

作品への評価 どの作品も素晴らしいものができあが
ったと思います。

図1　カテゴリー間の関連図
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上位カテゴリー 下位カテゴリー 自由記述の例
プロジェクトの
過程

参加の理由 日本で楽しまれている日本文学作
品をわかりやすくして外国の方に
も読んでもらうという取り組みに
興味を持ち参加しました。

他学年の学生との協働 学年に関係なく一つのプロジェク
トを通して交流できて、とても刺
激になりました。

日本語の面白さの実感 日本語の奥深さ、面白さを改めて
実感しました。

原文のレベル分け 実際にリライトする過程では長い
時間をかけて一作品内の語彙文法
を全てレベル分けしました。

リライトする難しさ リライトする練習では言葉をやさ
しくするということにばかり集中
してしまい、うまくリライトする
ことができませんでした。

作業の楽しさ 作品を決めての取り組みでは、一
から作り上げていくことが楽しか
ったです。

教員などからの助言 プロジェクトメンバーをはじめ、
先生方や友人など様々な人々にア
ドバイスをいただき、とても勉強
になりました。

やさしい日本語
とのかかわり

やさしい日本語に対する知
識

はじめて行ったリライトでは、言
葉を直すだけでなく、文を区切り、
補足でさらに文章を足すことや絵
で難しいことばをわかりやすくす
ることなどの方法があることを知
り、とても勉強になりました。

やさしい日本語への親しみ やさしい日本語を自分のことのよ
うに、より身近に考えるようにな
りました。

やさしい日本語の対象への
気づき

やさしい日本語は外国人（日本語
学習者）の方だけが対象ではない
ことに気づきました。

やさしい日本語の意義 大切なのは、相手に伝えたいこと
が伝わることです。

表3　プロジェクトに参加した感想についての自由記述分析カテゴリー分類結果
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　『虹の橋』ではリライト後、中級から超上級に判定される語彙が大幅に減
少した。原文は一文が長い傾向にあり、リライトする際に難しい表現をなく
したり短くしたりしたが、中・上級にあたる語彙は説明を補っているため、
全体の語彙総数は大きく変わらなかった。
　リライト前とリライト後の文章の語彙のレベルを比較すると、リライト
前に中級以上に判定される語彙がリライト後は大きく減少しており、NPO
多言語多読の語彙の目安レベル3（初中級）に合わせたレベル調整がほぼす
べての作品においてかなりの程度達成できていることがわかった。全体の文
章の長さや古文という文章の特性に鑑みて、『伊勢物語』『やまなし』『虹の
橋』は中級レベルの読み物としたが、語彙のレベルから考えると9割前後の
語彙が初級レベルとなっており、かなり「易しい」レベルにリライトできて
いるのではないかと評価できる。

6．参加学生の感想
　ここではプロジェクトへの参加学生9名に2021年2月に実施した、自由記
述型の事後アンケートの結果を報告する。アンケートではプロジェクトに
参加した感想を尋ねた。自由記述の文章の内容をKJ法（川喜田,1970）を援
用して分析した結果、【プロジェクトの過程】、【やさしい日本語とのかかわ
り】、【評価と今後への期待】という3つの上位カテゴリーに分類された。【プ
ロジェクトの過程】は「参加の理由」「他学年の学生との協働」「日本語の面
白さの実感」「原文のレベル分け」「リライトする難しさ」「作業の楽しさ」

「教員などからの助言」の7つの下位カテゴリー、【やさしい日本語とのかか
わり】は「やさしい日本語に対する知識」「やさしい日本語への親しみ」「や
さしい日本語の対象への気づき」「やさしい日本語の意義」という4つの下位
カテゴリー、【評価と今後への期待】は「リライトスキルの向上」「達成感」

「学びの発展」「冊子活用への期待」「活動継続への期待」「作品への評価」と
いう6つの下位カテゴリーに分類された。その結果をまとめたものを表3およ
び図1に示す。
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　『飴だま』の合計の語彙数は、リライト前の486語からリライト後の321語
へと大幅に減り、リライト後は中級、上級レベルの語が大きく減少したこと
がわかった。一方で超上級に判定される語彙の数はリライト前とリライト後
で変わらなかった。これは書き手の世界観や作品の雰囲気を損なうことがな
いようにと考慮した末、超上級語彙をリライト後にも残した結果ではないか
と推察される。
　『伊勢物語』リライト後の文章6は、古文を現代語訳し、かつ和歌の解釈も
丁寧に行っているため、使用語彙数が増えた。その結果、上級と中級の語彙
数が減り初級語彙の割合が最も高いものとなったが、超上級に判定される語
彙の数は増える結果となった。
　『トロッコ』の語彙数は、リライト前が合計2453語、リライト後が合計
1077語と、半分以下に大きく語彙数が減るとともに中級から超上級に判定さ
れる語彙も大幅に減少した。わかりやすくするために簡潔な文章にしたり、
難易度の高い語彙をなくしたりした結果だと思われる。
　『やまなし』については、リライト後では語彙に対する説明を付け加えた
こともあり、合計の語彙数がやや増えた。リライト後、中級前半から上級後
半は格段に減少しているのに対し、超上級や該当なしはあまり大きな減少が
見られなかった7。

飴だま 伊勢物語 トロッコ やまなし 虹の橋
初級 283 672 971 1346 2165
中級前半 7 26 36 56 49
中級後半 15 15 12 37 51
上級前半 0 2 4 2 4
上級後半 　 0 0 4 1 2
超上級 15 21 32 23 37
リストに該当なし 1 0 18 5 50
合計 321 736 1077 1470 2358

6　J-LEXは現代語の語彙について判定するツールであるため、そもそもリライト前の古文のレベ
ル判定に適したものではないと思われるが、今回は他の作品と同様のツールを用いて結果を分
析した。
7 宮沢賢治が使用する独特な世界観を表す語彙がJ-LEXでどのように処理されたかは明確にわ
からないため、この結果はあくまでも概要を捉えるための参考としたほうが良いだろう。

表2　J-LEXによる語彙のレベル分析結果（リライト後）
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について挙げていた。このような結果を踏まえ、ここでは語彙の難易度の面
からリライトの結果について検討することとした。

5.1 分析方法
　語彙の難易度を確認するツールとしてオンライン語彙・漢字頻度プロファ
イラー J-LEX（菅長・松下2013）を用いた。手順としては、まず、J-LEXの
サイトを開き、リライト前あるいはリライト後の文章をウィンドーに貼り
つけた。次に、 ロップダウンリストからベースワードとして「留学生用（語
彙）」を選択し、判定ボタンを押して画面に表示される「ジャンル／レベル
別語数（延べ）」を確認した。この判定結果の確認は、筆者のうち高橋、熊
谷、中野、安倍、鈴木が行い、それぞれ判定を担当した結果についての気づ
きを記述した。なお、ここでは判定結果として表示される語彙のレベルの
中から、「初級」「中級前半」「中級後半」「上級前半」「上級後半」「超上級」

「リストに該当なし」の語数を抜粋している。

5.2 分析結果
　表1にリライト前の文章、表2にリライト後の文章の判定結果を示す。

飴だま 伊勢物語 トロッコ やまなし 虹の橋
初級 406 205 2007 1142 2695
中級前半 32 50 161 124 176
中級後半 24 25 90 65 91
上級前半 5 7 45 19 45
上級後半 2 1 33 15 13
超上級 15 15 110 39 155
リストに該当なし 2 2 7 6 12
合計 486 305 2453 1410 3187

表1　J-LEXによる語彙のレベル分析結果（リライト前）
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（リライト文章）その時おきいちゃんはひとりで、しずかに言いました。

（コメント）原文では、登場人物の複雑な感情・表情の表現が豊かなため、
その分言葉が難しくなっている。そのためリライトも難しく、他の文章で採
用していた方法では対応しきれず例外的な対応をした。まず、他の部分では
省略してきた部分をあえて省略しなかった。比喩（～のような）は事実を強
調するための例えであり事実自体ではないため、省略をしていた。しかし、
後に続くおきいちゃんの話は「死後の世界、天国」について言及しており、
冗談めかして言っているのか物思いにふけってしみじみ言っているのかで読
み手が感じ取れるおきいちゃんの心情が大きく変わると考えた。その判断の
ためにも原文を省略しなかった。次に、対訳をつけるように別の単語で言い
換えることをしなかった。私がこの文章で試すと「何にかに憑かれたような
調子」は「自分の世界に入る」「豹変する」「自分を見失ったように」に言い
換えられ、「しみじみ話す」は「物思いにふける」に言い換えられた。他の
文章ではよく使う方法だったが、この方法では意味を重視し過ぎてしまい

「やさしくする」ことに繋がらないと考えた。最後に、原文から思い浮かべ
た絵を見えたままに伝えるという方法を考えた。今までの工夫が通用しない
この文章のために考えた特殊な方法だったが、この方法によってリライトを
することができた。言い換えの方法では、等号で結ばれる必然性のある言葉
でなければならないが、記号のように表現の恣意性を持つイメージを共有す
ることで別の視点から自由に表現できたのではないかと考える。

5．リライト前とリライト後の使用語彙のレベル分析
　ここでは、それぞれの作品がリライト前とどのように変化したかについ
て客観的に明らかにするために、リライト前の原文とリライト後の文章を語
彙のレベル度分析をした結果を報告する。本プロジェクトでは先述した通
り、リライトを行うためにレベルの目安としてNPO多言語多読の語彙表と
文型表を用い、レベル3 ～ 4（初中級～中級）を基準としたリライトを行っ
た。松下（2017：4）は、これまでの第二言語の読解力を構成する下位能力
についての代表的な研究を概観し、レベルが初級に近づくほど語彙力が読解
力に占める割合が高く、少なく見ても読解力の4割程度は語彙力で説明でき
ると結論づけている。プロジェクト参加者に対する事後アンケートにおいて
も参加者の多くが「工夫した点と大変だった点」として「語彙」のリライト
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（原文）波から来る光の網が、底の白い磐の上で美しくゆらゆらのびたりち
ぢんだりしました。

（リライト文章）お日さまが光っているのが波によって、いくつもの糸のよ
うになって集まっていました。それは糸を組み合わせた、魚を取るときなど
に使う網のようでした。それが大きな白い石の上で美しい体を大きくしたり、
小さくしたりしていました。

（コメント）原文は、波・光・網・底・磐・ゆらゆら・のびる・ちぢむとい
うように難しい語彙が密集している部分であったため、膨大な時間がかかっ
てしまった。特に頭を悩ませたのが「光の網」という言葉だ。「光（名詞）」
は「光る（動詞）」にすることで語彙表の中のレベルでは低くすることがで
きたが、「網」は1対1で対応するようなやさしい語彙を見つけることができ
なかった。また、この言葉は、この後にも何度か登場するうえ、作者オリジ
ナルの表現だと考えていたため削るという選択肢をとることができなかった。
このように言い換えや省略ができなかったため、「網」という言葉を用いつ
つ、その説明をするという方法をとることにした。説明では「糸を組み合わ
せた」という形についてと、「魚を獲るときに使う」という場面についてと
いう二方向からのアプローチをすることでより網とは何かがわかるよう仕向
けた。また、原文は一文であったところをリライトでは三文にした。補足説
明を加えたことによって、書かなくてはいけない内容が増えたため、文章が
長くなってしまったからだ。これらを1つの文にしてしまうと一文に含まれ
る量が多く、読みづらくなってしまう。そのため、欲張らずに要素を分ける
ことにした。そしてそれを、できる限り自然な流れでつなげることを意識し
た。特に網の説明部分は辞書など言葉の説明を受けているのだと感じさせず
に、物語の世界観に浸ったまま読み進められるよう努めた。加えて、それで
もわかりにくいかもしれないという不安があったため、その場面の挿絵を入
れるという補足も行った。

4.4『虹の橋』のリライト例（高橋なつ・熊谷未来）

（原文）その時おきいちやんは何にかに憑れたやうな調子で、しみじみ話し
ました。
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とにした。挿絵の効果により、日本語学習者の方が「わたし舟」のイメージ
をしやすくなったのではないかと考えている。

4.2『伊勢物語』のリライト例（安倍菜々香）

（原文）男も女もはぢかはしてありけれど、男はこの女をこそ得めと思ふ、
女はこの男をと思ひつつ、親のあはすれども聞かでなむありける。

（リライト文章）男の人も女の人も恥ずかしくて、子どもの頃のように会う
ことができませんでした。しかし、男の人は女の人と結婚したいと思ってい
て、女の人もまた男の人と結婚したいと思っていました。だから、親が他の
人と結婚させようとしても、誰とも結婚しませんでした。

（コメント）「筒井筒」の文で、男女がお互いを意識しているということを
表している部分である。この文章の後は、ほぼ二つの和歌が詠まれているの
みであるため、和歌の前の文章で設定を簡潔かつわかりやすく整理するよう
工夫した。この二つの和歌は、男の歌に対する返歌が描かれている描写であ
るため、それぞれの和歌だけで考えずに、二つの和歌のニュアンスを合わせ
るように工夫した。また、原文が古文であり、現代の日本語と異なったニュ
アンスで表現されていることから、古文のニュアンスを無くさずに現代の日
本語で表現するところが難しかった。単純にリライトするだけでは文のつな
がりが悪かったり、わかりにくい日本語になってしまったりと、わかりやす
く表現することが難しかったが、「しかし」や「だから」などの接続詞を使
い、必要に応じて文を区切るように工夫した。他にも、原文では「男も女も
はぢかはしてありけれど」としか書かれておらず、恥ずかしいと表現するだ
けでは子どもの時と今の心情が異なっていることが分かりにくくなっている
ため、「子どもの頃のように会うことができませんでした」と文を追加する
ことで心情に伴う二人の行動をわかりやすく表現した。さらに親が結婚相手
を選ぶという昔の考え方を伝えながらも、それに反発する思春期の心情を表
現するといった、リライトしながら古文の情緒ある表現を大事に考えた。

4.3『やまなし』のリライト例（中野沙耶）
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4．リライト作業の実際
　ここでは、リライト前の原文とリライト後の文章を比較させながら、リ
ライトする際にどのような工夫を行ったかについて、筆者のうち『飴だま』

『伊勢物語』『やまなし』『虹の橋』のリライト担当者である5人がそれぞれの
リライト作業を振り返って記述する。

4.1『飴だま』のリライト例（鈴木茅優）

（原文）春のあたたかい日のこと、わたし舟にふたりの小さな子どもをつれ
た女の旅人がのりました。

（リライト文章）季節は春でした。とてもあたたかい日でした。二人の子供
と、そのお母さんがいました。三人は舟に乗りました。

（コメント）原文冒頭の一文を、どのようにリライトするか悩んだ。日本
語学習者の方が、冒頭で「面白くないな」「なんか難しそうかも…」と読み
進めることを中断させてしまわないように、関心を引くことができるよう
な、それでいて物語の世界に引き込むことができるようなリライト文を考え
た。具体的に工夫した点は、冒頭の一文を短い意味のまとまりに分け、四つ
の文に書き換えたことである。原文では読点が一つしかないので、日本語学
習者の方が読みづらいと考えた。しかし短文にすることで、視覚的な読みや
すさを意識した文に書き換えることができた。また『やさにちチェッカー 5』
のツールを活用し、上級語彙の使用をなるべく避ける工夫も行った。例えば、
原文には「旅人」とあるが「旅人」には「ふたりの小さな子ども」がいるの
で、ここは「お母さん」と書き換えても差支えないのではないかと考えた。
これにより、日本語学習者の方が「子どもと旅人の関係性が分からない」と
混乱することなく、「子供」と「お母さん」が家族であると理解することが
できると考えた。他にも、原文には「わたし舟」とあるが、日本語学習者の
方が「わたし舟」をイメージできないと考え、「わたし舟」を「舟」と書き
換えることにした。しかし、これでも十分にリライトできたとは思えず、試
行錯誤の末、「舟」はそのままに、文の下に「わたし舟」の挿絵を添えるこ

5　http://www4414uj.sakura.ne.jp/Yasanichi1/nsindan/（2022年4月30日最終閲覧）
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なし』、野口雨情の『虹の橋』、古典文学作品（作者不詳）の『伊勢物語』か
ら「芥川」と「筒井筒」が選ばれた。一つの作品をリライトする担当は基本
的に2名で、異なる学年の学生同士が協働で取り組むグループも複数あった。
NPO多言語多読のWEBサイトで公開されている「レベルの目安」の文型表、
語彙表を参考に、各自リライト作業を約二か月間かけて行った。リライトの
文章を作成する過程では、学科の近代文学や古典文学を専門とする教員から
も助言をもらった。さらに、その文章をもとにどの部分にどのような挿絵を
入れるかについてもグループにおいて検討し、グループメンバーあるいは学
科の学生に挿絵を依頼して、オリジナルの原稿を完成させた。
　冊子は、2022年1月に印刷所で印刷・製本され、納品された。その後、県
内の日本語教育機関を中心に郵送して届け、海外で希望があった大学にも
PDF版を提供した。また、大学のWEBサイトに「やさしい日本語で読む日
本文学」のページ4を開設し、デジタルブック形式で閲覧とPDF版をダウン
ロードできる仕様にした。最後に、プロジェクトに参加した学生たちに対し、
自由記述型のアンケート調査を実施した。

作品作成担当者は次の通りである（プロジェクトメンバーの他、挿絵協力
者も含む）。

『飴だま』　 簡約：鈴木茅優、絵：菊地優花
『伊勢物語』 簡約：安倍菜々香、絵：新開なつみ
『やまなし』 簡約：松田遥花、中野沙耶、絵：松田遥花
『トロッコ』 簡約：浅野まほ、中村清乃、絵：中村清乃
『虹の橋』　 簡約：高橋なつ、熊谷未来、絵：村上璃奈

写真　　　完成した「やさしい日本語で読む日本文学」冊子

4　https://www.mgu.ac.jp/departments/jl/yasashii_nihongo/ （2022年4月30日最終閲覧）
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(1) 7月12日： 第1回ワークショップ（オンライン）
(2) 9月23日： 第2回ワークショップ（オンライン）
(3) 9月24日： 全体ミーティング（オンライン）リライトする日本文学作品 
  の検討
(4) 10月13日：全体ミーティング（対面）リライト第１校
(5) 11月17日：全体ミーティング（対面）リライト第２校
(6) 12月23日：全体ミーティング（対面）リライト第３校　挿絵の確認
(7) 1月前半：最終稿の提出と印刷所への依頼、校正作業
(8) 1月末：冊子の製本納品

　2021年7月と9月にはNPO多言語多読の理事長、粟野真紀子氏を講師に招
き、NPO多言語多読が作成したレベル別の語彙・文型表に基づいたリライ
トのワークショップをオンラインで開催した。ワークショップでは、やさし
い日本語にリライトする際の注意点、工夫についてレクチャーがあり、グ
ループで短い作品をもとにリライトする演習を行った。粟野氏より、多読用
の読み物を作成する際の注意点として、「語彙と文法をコントロールする」

「辞書を使わなくても良いように、絵でわかってもらう／漢字は総ルビにす
る」、「全部わからなくても、楽しく読み続けられればいいから、読解問題を
入れない／訳は入れない」ことが示された。また、特に「書き出しは文を短
く。話の設定が無理なく頭に入るように」することや、「文と文のつながり
を明確に。主語の省略はしすぎない。会話は誰が話しているのかわかるよう
に」すること、「簡約の場合、わかりやすくするために文を前後で入れ替え
たり、大幅にカットしたりしてもよい」こと、「語彙表や文型表にない言葉
や文型が出てきたとき、前後関係でわかりやすければ使う。その際は繰り返
し使うことが望ましい。あるいは挿絵で補う」ことなどが大切なポイントと
して挙げられた。
　2回のワークショップの直後、自分たちがリライトしたい作品を持ち寄
り、検討する全体ミーティングをオンラインで実施した。初中級から中級レ
ベルで作成することを念頭に、既に日本語学習者用の多読用リソースとして
出版がされていない作品の中で、自分たちが挑戦したい作品を選んだ。その
結果、新美南吉の『飴だま』、芥川龍之介の『トロッコ』、宮沢賢治の『やま
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関係していると考える。このような背景の中、「日本文学」をやさしくリラ
イトした読み物は、市販されているものが複数あるものの、無料の素材はそ
れほど多いとは言えない。先述のNPO多言語多読のサイトにある「無料の
読み物」87作品として挙げられている中で、日本文学作品にジャンル分けさ
れると考えられるリライト作品は初中級レベルの「手ぶくろを買いに」（新
美南吉）一作品だけである（2022年3月26日現在）。その理由は、幅広いジャ
ンルを扱うことを重視することもあるだろうが、著作権の問題や日本文学作
品をやさしい日本語でリライトすることの難しさも少なからずあるのではな
いかと推察する。
　しかしながら日本文学作品のやさしい日本語へのリライトは、このよう
な多読用のリソースのラインナップ充実だけでなく、国語教育を受けてい
る外国につながりのある児童生徒2や、海外で日本文学作品に触れたいと考
えている日本語学習者にも広く活用される可能性が高いと考える3 。そこで、
本学科の専門領域である「日本文学」を題材に、やさしい日本語にリライト
し、無料で読めるリソースとして国内外の日本語学習者に提供することを目
指したプロジェクトを実施することとした。本稿では、リライト前とリライ
ト後の文章の語彙に関する分析結果や参加学生に対するアンケート結果を
データとしながら、プロジェクトの成果についてまとめていきたい。

3．「やさしい日本語で読む日本文学」リライト・プロジェクトの実践内容
　プロジェクトは2021年5月に本学日本文学科の全学年の学生対象に参加が
呼びかけられ、1年生2名、2年生3名、3年生2名、4年生2名の全9名の有志の
メンバーにより活動が開始された。オンラインで連絡や意見交換を行うため、
Microsoft Teamsでプロジェクト名のチームを作り、活動のプラットフォー
ムとした。オンライン上で自己紹介を行い、年度内のスケジュールについて
も確認をした。時系列に活動の流れを述べると以下の通りとなる。

2　外国人児童生徒に対する学習支援の目的で、様々な教科の「リライト教材」（光元・岡村
2006）が作成されている。中島・大塚（2018：42）は「『やさしい日本語』と JSL児童生徒
に対する日本語指導の特殊性を踏まえると、リライト教材は容易な『日常言語』を使って教
科の内容を理解するための教材」であり、日本語教育教材としても使えるものでなければな
らないとしている。
3 松下（2017：3）も多文化共生のための行政サービスや住民の助け合いとしての「やさし
い日本語」のほか、文学、エッセイなどより幅広いジャンルでリライトテキストがあること
が、より豊かな日本語空間を広げることにつながるとしている。
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調整した日本語」というものは当然存在していた。そうした日本語を最も使
いこなせる職業といえば日本語教師である。実際に、NHKではやさしい日
本語で書いたニュースが「NEWS WEB EASY」というWEBサイトとして
公開されているが、もともとのニュースを日本語能力試験N3程度の「やさ
しい日本語」にリライトするのはNHKの記者と日本語教師が協働で行って
いる。「やさしい日本語」を熟知し、日本語学習者のレベルに応じた日本語
の使用ができると期待されてのことと推察する1。
　このように、日本語教育と「やさしい日本語」の親和性は非常に高い。
日本語教育において、「やさしい日本語」は日本語学習者の日本語運用力が
着実にステップアップしていくことを補助する役割を担うものとして活用さ
れてきたものだが、ここからは「読む」という側面に焦点を当てて学習用リ
ソースとして活用される「やさしい日本語」について取り上げていきたい。
　日本語学習者向けに日本語の難易度を調整したやさしい日本語による読
み物のリソースは、さまざまなものが市販されたり無料公開されたりしてお
り、日本語学習者や日本語教師が活用できるようになっている。日本語学
習者が楽しく読める「多読」用のリソースとして、ラインナップを豊富に
することを目指し、さまざまな団体や個人が作成している。その例として、
NPO多言語多読が監修しているレベル別日本語多読ライブラリー「日本語
よむよむ文庫」（アスク出版）や「日本語多読ブックス」シリーズ（大修館
書店）、出版社アルクが編集している「どんどん読める！日本語ショートシ
リーズ」、仙台国際日本語学校が監修する「にほんごで　よむ」シリーズな
どがある。また、近年はオンライン上で、無料で読める多読用リソースを集
めたサイトも増えてきている。NPO多言語多読のサイト「にほんごたどく」
にある「無料の読み物」のほか、「たどくのひろば」、「日本語多読道場」な
どのWEBサイトがその例として挙げられる。日本語入門レベルの学習者か
ら中級程度の学習者を対象に読み物がほぼオリジナルで作成されていて、読
み物のジャンルも幅広い。ジャンルの幅広さは、多読用の素材が日本語学習
者にとって「楽しく、気軽に読める」ものであることが重要であることにも

1　宮城県仙台市に本社を置く「河北新報社」による新聞「河北新報」でも2021年12月から「（み
やぎ発）やさしいにほんごニュース」WEBサイトが公開されている。河北新報の「やさし
い日本語」ニュースも「経験豊富な日本語教師と編集局の記者が協力して記事を書いていま
す」との説明がWEBサイトに掲載されており、監修協力は宮城県国際化協会地域日本語教
育アドバイザーであることが明記されている。
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〈報告〉
「やさしい日本語で読む日本文学」
リライト・プロジェクトの報告

─学生間の協働と主体的なことばの選択から得られたもの─

澤邉裕子・高橋なつ・熊谷未来・中野沙耶・安倍菜々 香・鈴木茅優

1．やさしい日本語とは
　「やさしい日本語」が生まれるきっかけとなったのは、1995年の阪神・淡
路大震災である。当時日本語で避難情報が伝えられることが多い中、日本語
も英語も十分に理解できない外国人が必要な情報を入手できず、被害を受け
ることとなった。日本に住む外国人が多様であることが明らかになり、緊急
時でも必要な情報を素早く伝えられるよう「やさしい日本語」が誕生した。
災害を機に用いられるようになったものだが、現在ではウェブニュースや公
文書でも見られ、外国人だけでなく日本人にとってもわかりやすいものとし
て活用されている。
　このように「やさしい日本語」は現在、多言語対応と同等の役割を果た
せるものとして注目されている。庵（2021）は、「やさしい日本語」につい
てマイノリティのためのものとマジョリティのためのものとして大別される
としている。マイノリティのための「やさしい日本語」は、外国人の居場所
作りのため、外国にルーツを持つ子供やろう児が第二言語として学習する際
の支援のためとしての役割があり、マジョリティのための「やさしい日本
語」は、自らの考えを相手に伝える能力を高める、専門家から非専門家への
情報提供などの点において重要な意味を持つとされる。本研究で扱う「やさ
しい日本語」は前者、すなわち日本語を学んでいる学習者の支援としての役
割を担っている。

2．やさしい日本語で書かれた日本語学習者向け読み物素材
　先述したように「やさしい日本語」は外国人を対象にわかりやすい日本
語での情報提供という目的の下、普及してきたものであるが、「やさしい日
本語」という表現が生まれる前から、「日本語学習者に向けてわかりやすく
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〈
書
籍
紹
介
〉

　

九
里
順
子
著
『
詩
の
外
包
』

　
　

千　

葉　

幸
一
郎　

本
書
は
九
里
順
子
氏
に
よ
る
初
の
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
り
、
俳
句

誌
『
鬣
（
た
て
が
み
）』
を
中
心
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
寄
稿
し
た

エ
ッ
セ
イ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
九
里
氏
に
は
『
明
治
詩

史
論　

透
谷
・
羽
衣
・
敏
を
視
座
と
し
て
』（
和
泉
書
院
、
二
〇

〇
六
）、『
室
生
犀
星
の
詩
法
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
一
三
）、『
詩

人
・
木
下
夕
爾
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
二
〇
）
と
い
う
三
冊
の
す

ぐ
れ
た
研
究
書
が
あ
る
が
、
本
書
に
は
「
研
究
と
い
う
文
体
で
は

書
け
な
か
っ
た
も
の
を
収
め
た
」（
二
五
四
頁
）
と
言
う
。
ま
た
、

著
者
は
『
鬣
』
の
同
人
と
し
て
『
静
物
』（
邑
書
林
、
二
〇
一
三
）

『
風
景
』（
邑
書
林
、
二
〇
一
六
）
と
い
う
二
冊
の
句
集
を
も
つ
俳

人
で
も
あ
る
。

本
書
は
大
き
く
三
つ
の
章
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
Ⅰ　

モ

ダ
ン
の
街
角
」
に
は
、『
鬣
』
五
三
号
（
二
〇
一
四
・
一
一
）
か

ら
八
〇
号
（
二
〇
二
一
・
八
）
ま
で
続
け
て
掲
載
さ
れ
た
二
十
八

本
の
エ
ッ
セ
イ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ピ
ン
ク
映
画
の
考
察
（
五

三
号
）
か
ら
始
ま
り
、
日
活
ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
（
五
四
号
）、
東
映

ポ
ル
ノ
（
五
五
号
）
と
ピ
ン
ク
映
画
の
話
が
続
い
た
か
と
思
え
ば
、

釜
ヶ
崎
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
㊙︎
色
情
め
す
市
場
」
と
釜
ヶ
崎
の

詩
人
・
東
淵
修
と
の
類
似
性
に
言
及
し
て
（
六
二
号
）
著
者
の
専

門
分
野
へ
近
づ
く
。
そ
し
て
、
ム
ー
ド
歌
謡
（
五
六
号
）、
川
内

康
範
（
五
九
号
）、
大
西
ユ
カ
リ
と
小
野
十
三
郎
（
六
〇
号
）
…

…
歌
謡
曲
、
詩
、
そ
し
て
絵
画
、
菓
子
、
相
撲
…
…
と
著
者
の
筆

は
軽
や
か
に
舞
う
。「
文
学
は
、
私
の
固
有
性
を
あ
な
た
の
固
有

性
に
向
け
て
開
き
、
あ
の
日
あ
の
時
の
風
景
を
共
有
し
た
い
と
思

う
時
に
生
ま
れ
る
」
も
の
で
あ
り
、「
そ
の
よ
う
な
あ
の
日
の
風

景
を
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
描
い
た
も
の
」（
二
五
三
頁
）
が
本
章

に
収
め
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
と
著
者
は
書
く
。「
あ
の
日
の

風
景
を
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
描
い
た
」
と
は
言
う
も
の
の
、
収
録

に
あ
た
っ
て
綿
密
な
構
成
意
識
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
掲
載
誌
の

号
数
を
見
る
と
分
か
る
。
著
者
に
は
「
風
景
を
、
思
い
つ
く
ま
ま

に
描
」
く
俳
人
と
し
て
の
洞
察
力
・
瞬
発
力
と
、
綿
密
に
論
を
組

み
立
て
て
い
く
研
究
者
と
し
て
の
構
成
力
・
持
久
力
と
が
絶
妙
な

バ
ラ
ン
ス
で
同
居
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
「
Ⅱ　

詩
の
外
包
」
に
は
、
同
題
の
も
と
に
『
鬣
』
の

六
七
号
か
ら
七
八
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
十
二
本
の
エ
ッ
セ
イ
が
並

ぶ
。
著
者
は
「
詩
は
、
外
な
る
も
の
に
包
ま
れ
、
外
な
る
も
の
を

包
み
込
ん
で
成
立
し
て
い
る
。
両
者
が
固
有
の
地
点
で
バ
ラ
ン
ス

を
保
っ
て
表
出
さ
れ
た
も
の
が
一
つ
の
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
な
の
で
あ
る
」（
二
五
四
頁
）
と
書
く
。
前
章
と
違
い
、

こ
ち
ら
は
著
者
の
専
門
と
す
る
室
生
犀
星
を
中
心
と
し
た
近
現
代

詩
に
関
す
る
考
察
が
中
心
と
な
る
。
た
だ
し
、
著
者
は
「
専
門
領

〈
書
籍
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介
〉
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域
と
い
う
も
の
に
拘
ら
ず
、
詩
が
連
れ
出
し
て
く
れ
る
問
題
意
識

を
素
直
に
追
い
か
け
」（
同
頁
）、
そ
の
筆
は
『
万
葉
集
』
や
『
文

選
』
と
い
っ
た
古
典
か
ら
、
堀
辰
雄
や
石
坂
洋
次
郎
ら
近
現
代
の

作
家
、
そ
し
て
昭
和
歌
謡
に
ま
で
及
ぶ
。
や
は
り
、
研
究
者
と
し

て
の
冷
徹
な
知
性
と
、
俳
人
と
し
て
の
瑞
々
し
い
感
性
と
が
同
居

し
た
、
す
ぐ
れ
た
文
章
で
あ
る
。

そ
し
て
「
Ⅲ　

見
え
て
く
る
も
の
」
に
は
、『
鬣
』
以
外
の
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
た
四
つ
の
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
庄
野
潤
三

の
小
説
『
夕
べ
の
雲
』、
詩
人
・
木
下
夕
爾
、
狛
犬
、
故
郷
・
越

前
大
野
の
谷
な
ど
、
こ
こ
に
も
著
者
の
興
味
関
心
の
広
さ
、
学
識

の
深
さ
が
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
が
故
郷
・
越
前
大
野
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ

で
終
わ
る
の
は
、
本
稿
の
筆
者
に
と
っ
て
非
常
に
興
味
深
い
。
著

者
は
故
郷
の
現
状
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

（
前
略
）
大
野
の
街
も
、
往
年
の
賑
わ
い
は
な
い
。
実
家

の
あ
る
七
間
商
店
街
は
、
亀
山
城
を
仰
ぐ
目
抜
き
通
り
で

あ
っ
た
が
、
あ
の
家
も
こ
の
家
も
後
継
が
お
ら
ず
に
廃
業
し

た
。（
中
略
）
か
と
言
っ
て
、
往
年
の
商
店
街
に
代
わ
る
新

し
い
中
心
地
が
で
き
た
訳
で
は
な
い
。
手
元
に
あ
る
『
岩
波

写
真
文
庫　

福
井
県
―
新
風
土
記
―　
１
９
５
７
』
で

は
、
大
野
市
の
人
口
は
四
万
四
千
と
あ
る
。
こ
の
夏
帰
省
し

て
「
大
野
市
報
」
を
観
た
ら
、
表
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
人

口
は
三
万
一
千
人
で
あ
る
。
こ
の
六
十
年
間
で
、
四
分
の
一

の
人
口
が
減
少
し
た
の
で
あ
る
。（
二
四
九
頁
）

著
者
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
中
心
街
の
衰
微
や
故
郷
の
人
口
減
少

を
嘆
く
。
そ
の
気
持
ち
は
、
奥
州
白
石
の
中
心
街
に
生
ま
れ
て
二

十
四
歳
ま
で
育
っ
た
本
稿
の
筆
者
に
も
痛
い
ほ
ど
分
か
る
。
白
石

も
一
九
五
五
年
の
段
階
で
は
人
口
が
四
万
五
千
人
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

二
〇
二
二
年
六
月
末
の
段
階
で
は
三
万
二
千
人
と
な
っ
て
お
り
、

越
前
大
野
と
同
様
の
推
移
を
見
せ
て
い
る
。

日
本
海
側
と
太
平
洋
側
と
の
違
い
か
ら
積
雪
量
に
差
は
あ
れ
ど
、

越
前
大
野
も
奥
州
白
石
も
盆
地
の
中
に
位
置
す
る
城
下
町
で
あ
る
。

夏
は
酷
暑
、
冬
は
極
寒
と
い
う
気
候
で
あ
り
、
平
山
城
の
も
と
に

城
下
町
が
整
備
さ
れ
、
掘
割
を
清
ら
か
な
水
が
流
れ
る
。
亀
山
城

（
大
野
城
）
の
麓
に
あ
る
柳
廼
社
（
幕
末
の
大
野
藩
主
、
土
井
利

忠
を
祀
る
）
の
風
景
が
著
者
の
「
幼
少
期
の
原
風
景
」（
二
二
二

頁
）
だ
そ
う
だ
が
、
本
稿
の
筆
者
に
と
っ
て
は
白
石
城
の
建
つ
益

岡
に
鎮
座
す
る
神
明
社
（
片
倉
小
十
郎
を
祀
る
）
が
そ
れ
に
当
た

る
。
似
た
よ
う
な
原
風
景
を
も
ち
、
同
じ
よ
う
に
城
下
町
の
目
抜

き
通
り
に
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
著
者
の
感
性
に
は
自
分

と
相
通
ず
る
も
の
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

九
里
順
子
先
生
は
二
〇
二
二
年
三
月
を
も
っ
て
本
学
を
ご
退
職

に
な
り
、
故
郷
の
越
前
大
野
に
戻
ら
れ
た
。
ご
実
家
の
事
情
と
い

う
こ
と
で
致
し
方
な
い
こ
と
と
は
言
え
、
二
〇
二
一
年
四
月
に
着

任
し
た
本
稿
の
筆
者
が
同
僚
と
し
て
ご
一
緒
で
き
た
の
は
一
年
に

も
満
た
な
い
短
い
期
間
で
あ
り
、
本
当
に
残
念
で
あ
る
。
先
に
書

日
本
文
学
ノ
ー
ト
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い
た
よ
う
に
、
盆
地
の
中
の
城
下
町
に
生
を
受
け
て
幼
少
期
を
過

ご
し
た
者
同
士
、
文
学
や
歌
謡
曲
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
語
り
合
い

た
か
っ
た
し
（
ピ
ン
ク
映
画
は
ち
ょ
っ
と
…
…
）、
コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
で
な
け
れ
ば
カ
ラ
オ
ケ
で
一
緒
に
一
九
七
〇
年
代
の
歌
謡
曲

を
歌
い
た
か
っ
た
（
ち
な
み
に
言
う
と
、
本
稿
の
筆
者
は
一
九
七

二
年
の
早
生
ま
れ
で
あ
る
）。

末
筆
な
が
ら
九
里
先
生
の
学
恩
に
感
謝
し
、
今
後
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
〇
日　

翰
林
書
房
刊
）

〈
書
籍
紹
介
〉
九
里
順
子
著
『
詩
の
外
包
』
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谷
崎
潤
一
郎
『
幇
間
』
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大　

谷　

紗　

恵

日
本
語
教
育
の
中
で
の
方
言
教
育
と　

…
…
…
…
…
…
大　

宮　

千　

冬

　

宮
城
県
方
言
教
材
の
開
発
に
つ
い
て

『
源
氏
物
語
』
の
女
性
と
色
彩
……
…
…
…
…
…
…
…
…
奥　

山　

涼　

香

創
作
「
ア
ル
プ
ト
ラ
ウ
ム
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
野
寺　

七　

海

創
作
「
不
思
議
な
明
日
か
ら
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
加　

藤　

仁　

美

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
垣
間
見
」
が
も
た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
……
川　

井　

梨
花
子

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
の
活
用
と
可
能
性
…
…
菅　

野　

瑞　

貴

新
海
誠
の
作
品
世
界
に
お
け
る
神
の
表
象　
　
　
　

…
菊　

地　

美　

咲

　

―
『
君
の
名
は
。』『
天
気
の
子
』
の
比
較
を
中
心
に
―

や
さ
し
い
日
本
語
の
習
得
か
ら
見
る
在
日
外
国
人
へ
の
対
応

……
熊　

谷　

未　

来

　

―
曖
昧
な
言
葉
「
大
丈
夫
」
の
認
識
と
接
触
場
面
で
の
使
用
―

「
断
り
表
現
」
の
位
置
づ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

……
黒　

坂　

満
里
菜

　

―
日
本
語
母
語
話
者
と
日
本
語
教
育
の
教
材
の
比
較
か
ら
―

『
た
け
く
ら
べ
』
か
ら
見
る
一
葉
の
女
性
像
……
…
…
…
桑　

島　

礼　

華

『
男
色
大
鑑
』
に
見
る
武
士
の
男
色
……
…
…
…
…
…
…
佐
々
木　

茉　

鈴

谷
崎
潤
一
郎
『
春
琴
抄
』
論
―
谷
崎
の
女
性
崇
拝
観
を
め
ぐ
っ
て
―
……
佐　

藤　
　
　

葵

創
作
「
広
く
、
大
き
な
空
の
下
で
」……
…
…
…
…
…
…
佐　

藤　

月　

乃

学
校
方
言
の
分
布
と
特
徴
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
佐　

藤　

和　

奏

「
ゴ
ジ
ラ
」
の
表
象
―
『
ゴ
ジ
ラ
』
と
『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
を
題
材
に
―
……
…
澤　

田　

な
つ
み

創
作
「
夜
に
話
を
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
清　

水　

愛　

梨

中
原
中
也
に
お
け
る
〈
喪
失
感
〉
に
つ
い
て
…
…
…
…
庄　

子　

理　

音

宮
沢
賢
治
の
詩
に
お
け
る
宗
教
と
宇
宙

…
…
…
…
…
…
庄　

子　

瑠　

奈

　

―
賢
治
の
修
羅
性
と
心
象
ス
ケ
ッ
チ
―

《
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
度
》

　
　

日
本
文
学
科
卒
業
論
文
題
目

　『
雨
月
物
語
』
に
お
け
る
人
間
的
真
実
……
…
…
…
…
…
相　

澤　

祥　

可

漫
画
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
―
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
を
中
心
に
―
……
…
…
相　

澤　

柚　

花

現
代
日
本
語
に
お
け
る
天
候
オ
ノ
マ
ト
ペ

…
…
…
…
…
赤　

間　

咲　

良

　

―
方
言
の
語
形
の
特
徴
を
中
心
に
―

谷
崎
潤
一
郎
と
『
蓼
喰
ふ
虫
』……
…
…
…
…
…
…
…
…
浅　

野　

み
る
き

『
和
泉
式
部
日
記
』
に
お
け
る
敦
道
親
王
の
人
物
像
と

……
阿　

部　
　
　

茜

　

そ
こ
か
ら
み
え
る
作
品
の
執
筆
意
図

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
に
対
す
る
日
本
語
教
育

…
阿　

部　

友　

美

　

―
行
動
中
心
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ
た
学
習
支
援
を
行
っ
た
例
―

日
本
語
学
習
者
が
日
本
で
生
活
す
る
た
め
の

…
…
…
…
石　

川　

友　

里

　

漢
字
教
材
の
研
究
・
比
較

音
楽
を
取
り
入
れ
た
日
本
語
教
育
…
…
…
…
…
…
…
…
伊　

藤　

望　

美

谷
崎
潤
一
郎
の
足
へ
の
執
着　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
鵜　

川　

優　

希

創
作
「
ア
リ
ア
の
泉
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
遠　

藤　

加
奈
子

非
漢
字
圏
出
身
の
留
学
生
を
対
象
と
し
た　
　

…
…
…
遠　

藤　

由　

希

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入
れ
た
漢
字
学
習
に
つ
い
て

ア
ニ
メ
作
品
に
見
る
挿
入
歌
の
こ
と
ば
…
…
…
…
…
…
遠　

藤　

里　

紗

「
制
」
と
「
製
」
の
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

……
大　

内　

優
未
子

　

―
『
打
ち
上
げ
花
火
、
下
か
ら
見
る
か
？
横
か
ら
見
る
か
？
』
ド
ラ
マ
と
ア
ニ
メ
の
比
較
を
中
心
に
―

日
本
文
学
ノ
ー
ト
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30
秒
の
ア
オ
ハ
ル
―
日
本
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
お
け
る
青
春
の
表
象
分
析
―
……
…
鈴　

木　

い
ず
み

日
本
語
の
歌
詞
に
お
け
る
人
称
代
名
詞
の
変
遷
…
…
…
鈴　

木　

美　

優

句
読
点
を
取
り
入
れ
た
表
現
の
可
能
性　
　
　
　
　

…
鈴　

木　

璃　

子

　

―
映
画
『
狂
っ
た
一
頁
』
と
川
端
康
成
の
新
た
な
試
み
―

２
０
０
０
年
代
以
降
大
衆
が
求
め
る
男
性
ア
イ
ド
ル
像
の
比
較
研
究
……
須　

藤　

未　

紀

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
メ
ニ
ュ
ー
を
用
い
た　
　

……
…
高　

橋　

な　

つ

　
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
認
知
度
と
意
識
調
査

接
客
場
面
に
お
け
る
過
剰
敬
語
の
実
態
―
大
学
生
の
調
査
か
ら
―
……
竹　

内　

天　

音

創
作
「
運
命
の
話
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
竹　

林　

真
美
子

太
宰
治
『
人
間
失
格
』
に
お
け
る
幸
福
と
失
格
…
…
…
千　

葉　

日
菜
子

ス
ポ
ー
ツ
漫
画
が
女
性
に
愛
さ
れ
た
理
由
の
変
化　

…
土　

田　

柚　

伽

　

―
１
９
９
０
～
２
０
０
０
年
代
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
漫
画
の
女
性
受
容
者
の
比
較
分
析
―

令
和
の
若
者
が
感
じ
る
「
昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」　

……
樋　

口　

絢　

女

　

―
映
画
『
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
三
丁
目
の
夕
日
』
に
映
る
ど
こ
か
懐
か
し
い
日
本
―

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
歴
史
的
変
遷
―
マ
ン
ガ
を
資
料
と
し
て
―
……
福　

島　

柚　

里

創
作
「
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
空
を
纏
う
」……
…
…
…
…
…
…
松　

田　

舞　

依

外
国
人
介
護
士
の
た
め
の
日
本
語
教
育
…
…
…
…
…
…
村　

上　

璃　

奈

谷
崎
潤
一
郎
研
究
―
『
春
琴
抄
』
を
考
え
る
―
…
…
…
脇　

山　

未　

紅

創
作
「
白
紙
の
世
界
で
、
貴
方
は
」……
…
…
…
…
…
…
渡　

邉　

奈　

緒

和
歌
史
に
お
け
る
「
霞
」
の
変
遷　
　
　
　
　
　
　

…
大　

場　

美　

波

　

―
『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て
―

『
卍
』
に
お
け
る
恋
愛
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
……
…
國　

安　

葉　

那

佐
藤
春
夫　

文
語
定
型
詩
と
い
う
選
択
…
…
…
…
…
…
橋　

本　

美　

優

プ
ロ
野
球
語
彙
の
実
態
―
発
生
の
背
景
と
特
徴
―
……
…
…
加　

藤　

梨　

子

高
校
留
学
生
の
教
科
学
習
に
お
け
る
実
態
と
授
業
研
究
……
…
阿　

部　

彩　

香

日
本
語
教
育
に
お
け
る
「
き
ょ
う
だ
い
」
表
記
に
つ
い
て
……
阿　

部　

咲　

良

現
代
社
会
に
お
け
る
「
か
わ
い
い
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
実
態
…
…
阿　

部　
　
　

優

「
義
経
記
」
に
お
け
る
女
性
た
ち　
　

……
…
…
…
…
…
荒　

井　

千　

智

　

―
静
御
前
と
久
我
大
将
の
姫
君
の
違
い
―

創
作
「
三
羽
烏
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
伊　

藤　

由
希
子

流
行
歌
に
見
る
歌
詞
の
変
遷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
井　

上　

穂　

南

日
本
語
教
育
と
国
語
教
育
に
お
け
る
敬
語
学
習
の
比
較
……
…
梅　

澤　

芽　

生

ぼ
か
し
表
現
の
意
味
機
能
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
遠　

藤　
　
　

楓

化
粧
品
に
お
け
る
色
彩
語
彙
の
特
徴
…
…
…
…
…
…
…
遠　

藤　

里
佳
子

日
本
で
は
、
人
は
い
つ
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
大　

泉　

詩　

菜

　

ネ
ズ
ミ
に
嫌
悪
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
か

梶
井
作
品
に
お
け
る
「
光
と
闇
」
の
表
出
…
…
…
…
…
大　

内　

陽　

夏

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
一
般
の
人
々
の
生
活
に
つ
い
て
……
…
大　

槻　

絢　

花 

商
工
省
工
芸
指
導
所
と
「
日
本
的
な
も
の
」……
…
…
…
大　

沼　

亜　

実

『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
光
源
氏
の
従
者
に
つ
い
て

……
…
菅　

野　

真　

由

　

―
惟
光
と
良
清
を
中
心
に
―

若
年
層
に
お
け
る
「
配
慮
」
の
言
語
行
動
…
…
…
…
…
窪　

田　

愛　

弓

近
松
心
中
物
に
お
け
る
人
間
ド
ラ
マ
…
…
…
…
…
…
…
桑　

原　

唯　

華

日
本
語
教
育
に
お
け
る
音
声
指
導
教
材
の
効
果
と
課
題

……
…
今　

野　
　
　

栞

　

―
行
動
中
心
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ
た
実
践
か
ら
―

ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
の
歌
詞
の
表
現
特
性

…
…
…
…
…
…
…
今　

野　

眞　

叶

　

―
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
―

女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
の
言
語
特
徴
…
…
…
…
…
…
…
坂　

本　

実　

来

《
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
度
》
日
本
文
学
科
卒
業
論
文
題
目

－182－



創
作
「
拝
啓
、
花
村
さ
ん
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
々
木　

夏　

音

創
作
「
奈
津
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
々
木　

夏　

海

創
作
「『
花
言
葉
』
―
死
と
愛
―
」…
…
…
…
…
…
…
…
鹿　

野　

美　

紗

宮
城
県
浦
戸
石
浜
の
挨
拶
表
現
…
…
…
…
…
…
…
…
…
清　

水　

瑠　

璃

『
義
経
記
』『
平
家
物
語
』
か
ら
見
る
義
経
…
…
…
…
…
菅　

原　

育　

海

『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
シ
リ
ー
ズ
か
ら
見
る
「
つ
な
が
り
」……

菅　

谷　

朋　

佳

　

―
１
９
８
０
年
代
と
２
０
１
０
年
代
を
中
心
に
―

マ
ン
ガ
『
火
の
鳥
』
か
ら
見
る
手
塚
治
虫
の
死
生
観
…
杉　
　
　

日
奈
子

細
田
守
の
家
族
観　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
髙　

倉　

純　

佳

　

―
『
お
お
か
み
こ
ど
も
の
雨
と
雪
』『
バ
ケ
モ
ノ
の
子
』
を
中
心
に
―　

光
源
氏
の
「
容
姿
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
武　

石　

眞　

衣

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
末
摘
花
の　

……
…
…
…
…
…
千　

葉　

ち
づ
る

　
「
醜
女
」
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て

映
画
『
羅
生
門
』
か
ら
見
る
黒
澤
明
の
映
画
戦
略
…
…
千　

葉　

美　

希

方
言
コ
ピ
ー
の
効
果
と
企
業
戦
略
…
…
…
…
…
…
…
…
千　

葉　

美
沙
希

江
戸
時
代
に
お
け
る
妖
怪
の
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
津　

田　

桃　

佳

古
代
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
継
承
と
消
滅
…
…
…
…
…
…
…
…
鶴　

丸　

渚　

沙

『
盲
目
物
語
』
に
お
け
る
永
遠
女
性
像
と
盲
目
の
意
図
……
沼　

田　

梨　

愛

創
作
「
仲
の
瀬
橋
の
上
で
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
野　

嵜　

華　

凜

日
本
文
学
に
お
け
る
犬
と
人
と
の
関
わ
り

…
…
…
…
…
長
谷
部　

奈　

乃

　

―
小
林
一
茶
の
発
句
を
中
心
に
し
て
―

創
作
「
身
近
な
話
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
服　

部　

優　

月

『
伊
勢
物
語
』
の
和
歌
に
お
け
る
景
物
の
研
究
……
…
…
針　

生　

麻　

璃

二
つ
の
「
戦
時
下
」
―
『
こ
の
世
界
の
片
隅
に
』
漫
画
・
映
画
の
比
較
を
中
心
に
―
……
半　

澤　

佳　

奈

２
０
１
０
年
以
降
日
本
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
と
ア
イ
ド
ル
文
化

……
藤　

巻　

桃　

子

　

―
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
の
事
例
を
中
心
に
―

道
成
寺
伝
説
に
お
け
る
蛇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
村　

上　

璃　

奈

茶
道
の
歴
史
と
政
治
利
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
村　

山　

望　

愛

啄
木
の
女
性
観
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
森　

野　

美　

恵

今
日
の
私
た
ち
の
多
様
性
の
相
互
理
解
の
不
充
足
性
に
つ
い
て

……
湯　

村　

夏　

帆

　

―
「
同
和
教
育
」
の
視
点
か
ら
―

『
痴
人
の
愛
』
に
お
け
る
ナ
オ
ミ
ズ
ム
と
永
遠
女
性
……
我　

妻　

あ　

み

草
野
心
平
『
第
百
階
級
』
に
お
け
る
心
平
と
〈
蛙
〉……
渡　

邉　

杏　

奈

創
作
「
神
さ
ま
の
手
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉　

田　

詩　

織

日
本
文
学
ノ
ー
ト

　
第
五
十
七
号
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日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅱ
Ｃ
（
明
治
三
〇
～
四
〇

　

年
代
の
短
編
小
説
を
読
む
）

 

日
本
文
学
発
展
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

 

卒
業
研
究
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

 

日
本
近
代
文
学
演
習
Ｉ
・
Ⅱ
（
大
学
院
）

澤　

邉　

裕　

子　

 

文
学
語
学
入
門
セ
ミ
ナ
ー
Ｄ（
日
本
語
教
育
入
門
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
本
語
教
育
概
説
Ⅰ
・
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
本
語
教
育
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
（
日
本
語
の
文
法
と
日

　

本
語
の
教
え
方
を
学
ぶ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
本
語
教
育
発
展
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

卒
業
研
究
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
本
語
教
育
実
習
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
本
語
教
育
学
演
習
Ｉ
・
Ⅱ
（
大
学
院
）

志　

村　

文　

隆　
　

文
学
語
学
入
門
セ
ミ
ナ
ー
Ｂ（
現
代
日
本
語
入
門
）

 

現
代
語
Ⅰ
（
日
本
語
の
地
域
差
を
学
ぶ
）

 

現
代
語
Ⅱ
（
言
葉
の
多
様
性
（
変
異
）
を
学
ぶ
）

 

東
北
の
文
学
・
文
化
・
こ
と
ば
Ｉ
・
Ⅱ

 

東
北
の
文
学
・
文
化
・
こ
と
ば
Ａ

 

日
本
語
学
演
習
Ⅰ
Ａ
・
Ⅱ
Ａ
（
日
本
語
方
言
考
察
）

 

日
本
語
学
発
展
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

 

卒
業
研
究
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

 

日
本
語
学
演
習
Ｉ
・
Ⅱ
（
大
学
院
）

菊　

地　

恵　

太　
　

日
本
語
概
説
Ⅰ
・
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

文
学
語
学
入
門
セ
ミ
ナ
ー
Ｅ
（
古
典
籍
を
読
む
）

《
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度
》

　
　
日
本
文
学
科
講
義
題
目

深　

澤　

昌　

夫　
 

日
本
文
学
史
Ⅰ
（
古
典
）

 
日
本
文
化
史
Ⅰ
・
Ⅱ
（
古
典
芸
能
史
入
門
）

 

文
学
語
学
入
門
セ
ミ
ナ
ー
Ａ
（
く
ず
し
字
で
書
か

　

れ
た
「
百
人
一
首
」
を
読
む
）

　
　
　
　
　
　
　

 

古
典
文
学
Ⅰ
Ｃ
（「
牡
丹
灯
籠
」
の
系
譜
を
探
る
）

 

東
北
の
文
学
・
文
化
・
こ
と
ば
Ｉ
・
Ⅱ

 

東
北
の
文
学
・
文
化
・
こ
と
ば
Ａ

 

日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅰ
Ｂ
（
中
世
文
学
を
読
む
）

　
　
　
　
　
　
　

 

日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅱ
Ｂ
（
近
世
文
学
を
読
む
）

 

日
本
文
学
発
展
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

 

卒
業
研
究
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

 

日
本
古
典
文
学
演
習
Ｉ
・
Ⅱ
（
大
学
院
）

千　

葉　

幸
一
郎　

 

日
本
文
学
史
Ⅱ
（
近
代
）

 

文
学
語
学
入
門
セ
ミ
ナ
ー
Ｃ（
近
現
代
文
学
入
門
）

 

近
代
文
学
Ⅰ
Ａ
（
近
代
文
学
に
描
か
れ
た
女
性
像

　

を
探
る
）

 

近
代
文
学
Ⅱ
Ａ
（
安
部
公
房
を
読
む
）

 

日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅰ
Ｃ
（
文
学
理
論
の
基
礎

　

を
学
ぶ
）

《
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度
》
日
本
文
学
科
講
義
題
目

－184－



 

日
本
語
学
演
習
Ⅰ
Ｂ
（
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
『
エ
ソ

　

ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』（
天
草
版
伊
曽
保
物
語
）
を

　

読
む
）

 

日
本
語
学
演
習
Ⅱ
Ｂ
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
正
徹
本

　
『
徒
然
草
』
を
読
む
）

 
日
本
語
学
発
展
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

 
卒
業
研
究
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

李　
　
　

敬　

淑　
　

映
像
文
化
論
Ⅰ
（
映
像
表
現
と
映
画
分
析
の
基
礎

　

的
な
概
念
に
つ
い
て
学
ぶ
）

 

映
像
文
化
論
Ⅱ
（
テ
ク
ス
ト
分
析
に
と
ど
ま
ら
な

い
映
画
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
）

山　

口　

一　

樹　

 

文
学
語
学
入
門
セ
ミ
ナ
ー
Ｆ
（
く
ず
し
字
で
書
か

　

れ
た
『
新
板
源
氏
か
る
た
』
を
読
む
）

　
　
　
　
　
　
　

 

古
典
文
学
Ⅰ
Ａ
（『
源
氏
物
語
』
を
読
む
）

　
　
　
　
　
　
　

 

古
典
文
学
Ⅱ
Ａ
（
平
安
文
学
「
女
房
」
研
究
）

 

日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅰ
Ａ
（
上
代
・
中
古
文
学

　

を
読
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅱ
Ａ
（『
枕
草
子
』
を
読
む
）

 

日
本
文
学
発
展
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

 

卒
業
研
究
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

Ｊ
・
Ｆ
・
モ
リ
ス　

 

日
本
文
化
論
Ⅰ
（「
日
本
文
化
論
」
的
な
言
説
を

　

越
え
た
日
本
文
化
を
学
ぶ
）

　
　
　
　
　
　
　

 

日
本
文
化
論
Ⅱ（
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
）

 

世
界
の
な
か
の
日
本
Ａ
・
Ｂ
（
多
文
化
共
生
に
つ

　

い
て
学
ぶ
）

 

日
本
文
化
発
展
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

千　

葉　

正　

昭 

近
代
文
学
Ⅰ
Ｂ
（
太
宰
治
を
読
む
）

　
　
　
　
　
　
　

 

近
代
文
学
Ⅱ
Ｂ
（
菊
池
寛
を
読
む
）

早
矢
仕　

智　

子　

 

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
日
本
に
お
け
る

　

多
文
化
社
会
の
現
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

　

日
本
語
教
師
に
と
っ
て
の
「
異
文
化
理
解
」
の

　

知
識
、
技
能
、
態
度
を
習
得
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
本
漢
字
能
力
検
定
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
本
語
教
育
学
特
殊
講
義
Ｉ
・
Ⅱ
（
大
学
院
）

本　

間　

睦　

美　

 

国
語
科
教
材
研
究

堀　

田　

智　

子　

 

第
二
言
語
習
得
論
Ⅰ
・
Ⅱ
（
第
二
言
語
習
得
の
基 

礎
的
な
用
語
や
概
念
を
整
理
し
な
が
ら
、
習

得
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
わ
る
知
識
を
身
に
つ
け

る
）

市　

瀬　

智　

紀　

 

対
照
言
語
学

程　
　
　

艶　

春　

 

対
照
言
語
学

五
十
嵐　

伸　

治　
　

国
語
科
教
育
法
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ

 

国
語
科
実
践
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ

 

ニ
ュ
ー
ス
時
事
能
力
検
定
対
策

池　

上　

冬　

樹　

 

創
作
表
現
発
展
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

卒
業
研
究
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

笠　

間　

は
る
な　

 

日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅰ
Ｄ
（
明
治
二
〇
年
代
の

 

　
「
女
性
」
を
描
い
た
文
学
作
品
を
読
む
）

日
本
文
学
ノ
ー
ト

　
第
五
十
七
号

－185－



 

日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅱ
Ｄ
（
女
性
文
学
研
究
）

 

日
本
語
検
定
対
策
Ⅰ
・
Ⅱ

小　

林　
　
　

隆　
　

社
会
言
語
学
（「
も
の
の
言
い
か
た
」
の
地
域
差

　

研
究
）

三　

島　

敦　

子　
　

音
声
学 

（
日
本
語
音
声
学
の
基
礎
知
識
の
習
得
）

 
日
本
語
教
育
実
習
Ⅰ

仁　

平　

政　

人　

 
日
本
近
代
文
学
特
殊
講
義
Ｉ
・
Ⅱ
（
大
学
院
）

大　

木　

一　

夫　

 

日
本
語
史
Ⅰ
・
Ⅱ

大　

本　
　
　

泉　

 

近
代
文
学
Ⅰ
Ｃ
（
近
現
代
文
学
に
描
か
れ
た
「
食
」

 

　

を
読
む
）

猿　

渡　
　
　

学　

 

メ
デ
ィ
ア
編
集
Ａ
・
Ｂ（
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

 

　

シ
ョ
ン
の
体
感
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル

 

卒
業
研
究
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ

佐　

竹　

保　

子    

中
国
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ
・
Ⅱ
（
大
学
院
）

佐　

藤　

育　

美　

 

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
（
日
本
語

　

の
特
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
的
に

　

学
ぶ
）

佐　

藤　

伸　

宏　

 

比
較
文
学
Ａ
・
Ｂ
（
比
較
文
学
の
成
立
と
歴
史
的

　

展
開
、
影
響
や
翻
訳
そ
の
他
、
比
較
文
学
的
な

　

研
究
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
）

篠　

本　

賢　

一　

 

身
体
表
現
Ａ
・
Ｂ
（
演
技
の
実
践
を
通
じ
て
、
表

　

現
力
を
高
め
る
）

鈴　

木　

由
利
子　
　

日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅰ
Ｆ
（
近
代
化
以
前
の
「
命

　

の
誕
生
を
め
ぐ
る
選
択
―
産
む
・
産
ま
な
い
・

　

産
ま
れ
な
い
」
に
つ
い
て
史
料
や
民
間
伝
承
を

　

読
み
解
き
な
が
ら
考
察
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
本
文
学
・
文
化
演
習
Ⅱ
Ｆ
（
近
代
化
以
降
の
同

　

テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
察
す
る
）

 

民
俗
学
Ａ
・
Ｂ
（
人
び
と
の
生
活
の
歴
史
を
知
り
、

　

そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
き
た
習
俗
や
儀
礼
の
意
味

　

を
考
え
る
）

髙　

橋　
　
　

修　

 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

髙　

野　

静　

枝　

 

書
道
Ⅰ
・
Ⅱ

武　

田　
　
　

拓　

 

日
本
語
学
特
殊
講
義
Ｉ
・
Ⅱ
（
大
学
院
）

津　

田　

大　

樹　

 

古
典
文
学
Ⅱ
Ｂ 

（『
万
葉
集
』
を
読
む
）

于

楽　

 

古
典
文
学
Ⅰ
Ｂ
（『
平
家
物
語
』
を
読
む
）

渡　

辺　

郁　

子　

 

書
道
Ⅲ
・
Ⅳ

渡　

邊　

真
由
美　

 

国
語
科
教
材
研
究

渡　

部　

東
一
郎　

 

中
国
文
学
概
説
Ⅰ
・
Ⅱ
（
漢
文
訓
読
）

 

中
国
文
学
Ａ
（「
唐
代
伝
奇
」
を
読
む
）

 

中
国
文
学
Ｂ
（『
聊
斎
志
異
』
を
読
む
）

横　

溝　
　
　

博　
　

日
本
古
典
文
学
特
殊
講
義
Ｉ
・
Ⅱ
（
大
学
院
）

《
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度
》
日
本
文
学
科
講
義
題
目
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受
贈
図
書
目
録
（
二
〇
二
一
年
四
月
～
二
〇
二
二
年
三
月
）

緑
岡
詞
林　

45
（
青
山
学
院
大
学
日
文
院
生
の
会
）

青
山
語
文　

51
（
青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
）

青
山
学
院
大
学
文
学
部
紀
要　

63
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
）

日
本
・
ア
ジ
ア
言
語
文
化
研
究　

14　

15
（
大
阪
教
育
大
学 

教
育
協
働

学
科
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
専
攻 

多
文
化
リ
テ
ラ
シ
ー
コ
ー
ス
）

国
語
と
教
育　

47
（
大
阪
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会
）

大
阪
国
際
児
童
文
学
振
興
財
団 
研
究
紀
要　

34
（
大
阪
国
際
児
童
文
学

振
興
財
団
）

文
学
史
研
究　

61（
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研
究
会
）

百
舌
鳥
国
文　

30
（
大
阪
府
立
大
学
日
本
言
語
文
化
学
会
）

言
語
文
化
学
研
究　

日
本
語
日
本
文
学
編　

16
（
大
阪
府
立
大
学
人
間
社

会 

シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科 

人
間
社
会
学
専
攻
言
語
文
化
学
分
野
）

大
妻
国
文　

52
（
大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会
）

岡
大
国
文
論
稿　

49　

50
（
岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会
）　

國
文　

134　

135
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
）　　

帯
広
大
谷
短
期
大
学
紀
要　

58
（
帯
広
大
谷
短
期
大
学
）

香
川
大
学
国
文
研
究　

46
（
香
川
大
学
国
文
学
会
）

学
習
院
大
学
上
代
文
学
研
究　

46
（「
学
習
院
大
学
上
代
文
学
研
究
会
」

同
人
）

學
習
院
大
學
國
語
國
文
學
會
誌　

65
（
學
習
院
大
學
國
語
國
文
學
會
）

國
文
学　

105　

106
（
関
西
大
学
国
文
学
会
）

関
西
学
院
大
学
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要　

11
（
関
西
学
院
大
学

　

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
）

日
本
文
藝
研
究　

73
―
1
（
関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
）

神
田
外
語
大
学
大
学
院
紀
要　

言
語
科
学
研
究　

27
（
神
田
外
語
大
学
大

学
院
）

語
文
研
究　

130
・
131
合
併
号　

132
（
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
）

和
漢
語
文
研
究　

19
（
京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会
）

国
文
研
究　

66
（
熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
）

群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究　

41
（
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
語
国
文

学
会
）

高
知
大
國
文　

52
（
高
知
大
学
国
語
国
文
学
会
）

神
女
大
国
文　

33
（
神
戸
女
子
大
学
国
文
学
会
）

神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要　

15
（
神
戸
女
子
大
学

　

古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
）

日
本
文
化
研
究　

6
（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
學
國
文
學
會
）

古
代
文
学
研
究　

第
二
次　

30
（
古
代
文
学
研
究
会
）

相
模
国
文　

48
（
相
模
女
子
大
学
国
文
研
究
会
）

く
れ
な
い 

佐
多
稲
子
研
究　

13
（
佐
多
稲
子
研
究
会
）

實
踐
國
文
學　

100
（
実
践
国
文
学
会
）

上
智
大
学
国
文
学
論
集　

55
（
上
智
大
学
国
文
学
会
）

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要　

39
（
上
智
大
学
国
文
学
科
）

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
日
本
文
学
紀
要　

33
（
昭
和
女
子
大
学
大
学
院
）

文
学
研
究　

32
（
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会
）

成
蹊
國
文　

54
（
成
蹊
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
）

聖
心
女
子
大
学
大
学
院
論
集　

43
―
1　

43
―
2
（
聖
心
女
子
大
学
）

日
本
文
学
ノ
ー
ト

　
第
五
十
七
号
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清
泉
語
文　

8
（
清
泉
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
）

清
泉
女
子
大
学
紀
要　

67　

68
（
清
泉
女
子
大
学
）

清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要　

41　

42
（
清
泉
女
子
大
学
） 

全
国
文
学
館
協
議
会　

紀
要　

14
（
全
国
文
学
館
協
議
会
）

専
修
国
文　

109　

110
（
専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会
）

日
本
文
学
論
集　

46
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
院
生
会
）

日
本
文
学
研
究　

61
（
大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
）

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
紀
要　

31
（
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
）

語
文
論
叢　

36
（
千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会
）

中
央
大
學
國
文　

65
（
中
央
大
學
國
文
學
會
）

紀
要　

言
語･

文
学･

文
化　

129　

130
（
中
央
大
学
文
学
部
）

中
京
大
学
文
学
会
論
叢　

8
（
中
京
大
学
文
学
会
）

中
京
大
学
文
学
部
紀
要　

56
―
1　

56
―
2
（
中
京
大
学
文
学
部
）

中
國
詩
文
論
叢　

39
（
中
國
詩
文
研
究
會
）

國
文
鶴
見　

55
（
鶴
見
大
学
日
本
文
学
会
）　

奈
良
学
研
究　

23
（
帝
塚
山
大
学
奈
良
学
総
合
文
化
研
究
所
）

日
本
文
化
史
研
究　

52
（
帝
塚
山
大
学
奈
良
学
総
合
文
化
研
究
所
）

湘
南
文
學　

54　

55　

56
（
東
海
大
学
日
本
文
学
会
）

東
京
女
子
大
學
日
本
文
學　

117
（
東
京
女
子
大
学
学
会
日
本
文
学
部
会
）

東
京
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究　

29（
東
京
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究
会
）

東
京
大
学
国
文
学
論
集　

16
（
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
）

日
本
語
日
本
文
学　

33
（
同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
）

同
朋
文
化　

17
（
同
朋
大
学
人
文
学
会
）

国
語
学
研
究　

60
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
「
国
語
学
研
究
」
刊

　

行
会
）

言
語
科
学
論
集　

25
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

言
語
学
・
日
本

　

語
学
・
日
本
語
教
育
学
専
攻
分
野
）

文
藝
研
究　

―
文
芸
・
言
語
・
思
想
―　

189　
（
東
北
大
学
文
学
部
日
本
文

芸
研
究
会
）

日
本
文
学
文
化　

21
（
東
洋
大
学
日
本
文
学
文
化
学
会
）

文
学
論
藻　

96
（
東
洋
大
学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
）

並
木
の
里　

91　

92
（『
並
木
の
里
』
の
会
）

令
和
簡
注　

源
氏
物
語
⑰
絵
合
（『
並
木
の
里
』
の
会
）

令
和
簡
注　

源
氏
物
語
⑱
松
風
（『
並
木
の
里
』
の
会
）

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科
論
集　

21
（
南
山
大
学
日
本
文
化
学
科
）

西
日
本
国
語
国
文
学　

8
（
西
日
本
国
語
国
文
学
会
）

二
松
學
舍
大
学
人
文
論
叢　

106　

107
（
二
松
學
舍
大
学
人
文
学
会
）

日
本
近
代
文
学
館
年
誌　

資
料
探
索　

17
（
日
本
近
代
文
学
館
）

清
心
語
文　

23
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
）

日
本
文
学
研
究　

55
・
56
合
併
号
（
梅
光
学
院
大
学
日
本
文
学
会
）

阪
神
近
代
文
学
研
究　

22
（
阪
神
近
代
文
学
会
）

言
語
表
現
研
究　

38
（
兵
庫
教
育
大
学
言
語
表
現
学
会
）

國
文
學
攷　

248　

249　

250　

251
（
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
）

文
教
國
文
學　

65
（
広
島
文
教
大
学
国
文
学
会
）

玉
藻　

55
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会
）

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌　

104　

105（
藤
女
子
大
学
日
本
語
・
日
本
文
学
会
）

文
教
大
学
国
文　

50
（
文
教
大
学
国
文
学
会
）

日
本
文
學
誌
要　

103　

104　

105
（
法
政
大
學
國
文
學
會
）

受
贈
図
書
目
録
（
二
〇
二
一
年
四
月
～
二
〇
二
二
年
三
月
）
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法
政
文
芸　

16　

17
（
法
政
大
学
国
文
学
会
）

作
家
特
殊
研
究　

研
究
冊
子　

11
（
法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科

　

日
本
文
学
専
攻
）

日
本
文
学
論
叢　

51
（
法
政
大
学
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
委
員
会
）

能
楽
研
究　

45
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
）

三
重
大
学
日
本
語
学
文
学　

32
（
三
重
大
学
人
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学

　

研
究
室
）

武
庫
川
国
文　

90　

91
（
武
庫
川
女
子
大
学
国
文
学
会
）

か
ほ
よ
と
り　

17
（
武
庫
川
女
子
大
学
大
学
院
）

日
本
語
日
本
文
学
論
叢　

16
（
武
庫
川
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　

日
本
語
日
本
文
学
専
攻
）

武
蔵
野
文
学
館
紀
要　

9　

10　

11
（
武
蔵
野
大
学
）

武
蔵
野
大
学
日
本
文
学
研
究
所
紀
要　

9
（
武
蔵
野
大
学
文
学
部
日
本
文

　

学
研
究
所
）

文
芸
研
究　

145　

146　

147
（
明
治
大
学
文
芸
研
究
会
）

日
本
文
学
会
誌　

33
（
盛
岡
大
学
日
本
文
学
会
）

日
本
文
學
會
學
生
紀
要　

29
（
盛
岡
大
学
日
本
文
学
会
）

東
北
文
学
の
世
界　

29
（
盛
岡
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
）

国
語
国
文
論
集　

51　

52
（
安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会
）

論
究
日
本
文
學　

114　

115
（
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
）

琉
球
ア
ジ
ア
文
化
論
集　

7
（
琉
球
大
学
人
文
社
会
学
部
）

國
文
學
論
叢　

67
（
龍
谷
大
學
國
文
學
會
）

古
代
研
究　

55　
（
早
稲
田
古
代
研
究
会
）

国
文
学
研
究　

194　

195　
（
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
）

早
稲
田
大
学
大
学
院　

教
育
学
研
究
科
紀
要　

32
（
早
稲
田
大
学
大
学
院

　

教
育
学
研
究
科
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　

別
冊
29
―
1　

29
―
2
（
早

　

稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
）

文
藝
と
批
評　

13
―
3　

13
―
4
（
早
稲
田
大
学
文
学
部
日
文
コ
ー
ス　

　

室
内
文
藝
と
批
評
の
会
）

中
國
文
學
研
究　

46
（
早
稲
田
大
學
中
國
文
學
會
）

平
安
朝
文
学
研
究　

30
（
早
稲
田
大
学
平
安
朝
文
学
研
究
会
）

和
洋
國
文
研
究　

56
（
和
洋
女
子
大
学
日
本
文
学
文
化
学
会
）

宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集　

133
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
）

宮
城
学
院
女
子
大
学
大
学
院
人
文
学
会
誌　

23
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
大

　

学
院
人
文
学
会
）

志
賀
村
佐
保
様
よ
り

　
『
今
日
か
ら
使
え
る
！
技
能
実
習
生
の
た
め
の
日
本
語
』（
デ
ザ
イ
ン　

　

エ
ッ
グ
社
）

秦　

恒
平
様
よ
り

　
『
秦　

恒
平　

湖
の
本
』　

151
～
156
（
湖
の
本
）

畑
山
み
さ
子
先
生
よ
り

　
『
詩
を
め
ぐ
る
幻
想
』（
東
京
美
術
）

公
益
財
団
法
人
笹
川
保
健
財
団
様
よ
り

　
『
ふ
れ
あ
い
文
芸　

令
和
3
年
版
』（
公
益
財
団
法
人
笹
川
保
健
財
団
）

菊
地
恵
太
先
生
よ
り

　
『
日
本
略
字
体
史
論
考
』（
武
蔵
野
書
院
）

九
里
順
子
先
生
よ
り

日
本
文
学
ノ
ー
ト

　
第
五
十
七
号
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『
詩
の
外
包
』（
翰
林
書
房
）

　
『〈
往
還
〉
の
諸
相
』（
翰
林
書
房
）

澤
邉
裕
子
先
生
よ
り

　
『
や
さ
し
い
日
本
語
で
読
む
日
本
文
学　

レ
ベ
ル
初
中
級　

ト
ロ
ッ
コ
』

　
『
や
さ
し
い
日
本
語
で
読
む
日
本
文
学　

レ
ベ
ル
初
中
級
～
中
級　

　

飴
だ
ま　

伊
勢
物
語
』

　
『
や
さ
し
い
日
本
語
で
読
む
日
本
文
学　

レ
ベ
ル
中
級　

虹
の
橋
』

　
『
や
さ
し
い
日
本
語
で
読
む
日
本
文
学　

レ
ベ
ル
中
級　

や
ま
な
し
』

受
贈
図
書
目
録
（
二
〇
二
一
年
四
月
～
二
〇
二
二
年
三
月
）
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前
集
要
目

日
本
文
学
ノ
ー
ト　
　

第
五
十
六
号
（
通
巻
七
十
八
号
）

目　
　

次

蜻
蛉
巻
に
お
け
る
宮
の
君
の
出
仕
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山　

口　

一　

樹
…
…
…
…
…
一

吾
輩
も
猫
で
あ
る
―
日
本
文
学
史
の
中
の
ネ
コ
た
ち（
そ
の
一
）……
…
…
…
…
…
…
深　

澤　

昌　

夫
…
…
…
…
一
五

『
白
き
手
の
猟
人
』に
お
け
る
三
木
露
風
の〈
象
徴
〉…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
青　

木　

優　

佳
…
…
…
…
六
二

地
を
這
う
透
谷
―
「
亡
友
反
古
帖
」よ
り
見
え
る
も
の

―
……
…
…
…
…
…
…
…
九　

里　

順　

子
…
…
…
…
八
六

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉「
国
」字
体
小
考
―
日
本
に
お
け
る
使
用
字
体
の
変
遷

―
……
…
…
…
菊　

地　

恵　

太
…
…
…
一
〇
三

リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
自
律
的
な
学
習
を
促
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

　

―
日
本
語
学
習
サ
イ
ト「
ひ
ろ
が
る 

も
っ
と
い
ろ
ん
な
日
本
と
日
本
語
」を
活
用
し
た
例

―
……
遠　

藤　

琴　

里
…
19（
一
三
四
）

〈
報
告
〉オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
践
か
ら
見
え
た
日
本
語
学
校
の
対
面
授
業
の
意
義
……
…
志
賀
村　

佐　

保
…
1（
一
五
二
）

彙
報

　

二
〇
二
〇
年
度　

日
本
文
学
科
卒
業
論
文
題
目
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
三

　

二
〇
二
一
年
度　

日
本
文
学
科
講
義
題
目
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
六

　

受
贈
図
書
目
録（
二
〇
二
〇
年
四
月
～
二
〇
二
一
年
三
月
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
九

　
『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』投
稿
規
定

日
本
文
学
ノ
ー
ト

　
第
五
十
七
号
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日
本
文
学
ノ
ー
ト
　
第
五
十
七
号（
通
巻
七
十
九
号
）

《
執
　
筆
　
者
　
紹
　
介
》

（
本

学

名

誉

教

授
）

（
本
学
二
〇
二
一
年
度
卒
業
生
）

（
本

学

名

誉

教

授
）

（
本

学

准

教

授
）

（
本
学
二
〇
二
一
年
度
卒
業
生
）

（
本

学

教

授
）

（
本
学
大
学
院
二
〇
二
一
年
度
修
了
生
）

（
本
学
二
〇
二
一
年
度
卒
業
生
）

（
本

学

大

学

院

生
）

（
本
学
二
〇
二
一
年
度
卒
業
生
）

（
本

学

学

生
）

（
本

学

学

生
）

（
本

学

学

生
）

（
本

学

教

授
）

九く　

里の
り　

順じ
ゅ
ん　

子こ

大お
お　

場ば　

美み　

波な
み

犬い
ぬ　

飼か
い　

公き
み　

之ゆ
き

菊き
く　

地ち　

恵け
い　

太た

大お
お　

沼ぬ
ま　

亜あ　

実み

澤さ
わ　

邉べ　

裕ゆ
う　

子こ

志し

賀が

村む
ら　

佐さ　

保お

阿あ　

部べ　

咲さ
く　

良ら

高た
か　

橋は
し　

な　

つ

熊く
ま　

谷が
い　

未み　

来く

中な
か　

野の　

沙さ　

耶や

安あ
ん　

倍べ　

菜な

な々

香か

鈴す
ず　

木き　

茅ち　

優ひ
ろ

千ち　

葉ば　

幸こ
う

一い
ち

郎ろ
う
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編
集
後
記

本
号
は
、
三
十
年
の
長
き
に
わ
た
り
日
本
文
学
科
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
九
里

順
子
先
生
の
ご
退
職
を
記
念
す
る
記
念
号
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
お
若
く
、
教
育

者
、
研
究
者
と
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
先
生
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
選
択
定

年
制
度
を
利
用
し
て
早
期
退
職
を
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私
に
と
っ
て
は
同
僚

で
あ
り
つつ
常
に
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
姉
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
着
任
当

初
か
ら
仕
事
面
だ
け
で
な
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面
で
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
私

か
ら
見
た
九
里
先
生
は
、
情
熱
的
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
あ
り
な
が
ら
繊
細
で
細
や

か
。
九
里
先
生
の
存
在
は
、
そ
の
よ
う
な
要
素
が
足
り
な
い
私
に
と
って
、
私
自
身

を
振
り
返
る
た
め
に
も
大
事
な
も
の
で
、
常
に
刺
激
を
受
け
て
い
た
。
特
に
、
多

く
の
著
作
を
世
に
出
さ
れ
、
一
貫
し
て
近
代
詩
の
研
究
に
向
か
い
続
け
て
い
る
そ

の
ご
研
究
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
か
ら
は
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

た
。
二
〇
二
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
詩
人
・
木
下
夕
爾
』（
翰
林
書
房
）
は
、
昨

年
、
第
二
十
三
回
小
野
十
三
郎
賞
の
詩
評
論
書
部
門
の
特
別
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
、

九
里
先
生
の
長
年
の
ご
研
究
の
成
果
が
こ
の
よ
う
に
学
術
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ

た
こ
と
を
心
か
ら
誇
ら
し
く
、
大
変
嬉
し
く
思
って
い
る
。
九
里
先
生
、
改
め
て
ご

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

嬉
し
い
ニュ
ー
ス
と
し
て
も
う
一つ
、
他
に
も
こ
の
春
日
本
文
学
科
を
卒
業
さ
れ
た

熊
谷
未
来
さ
ん
が
卒
業
間
際
に
行
わ
れ
た
令
和
三
年
度
日
本
語
教
育
能
力
検
定

試
験
に
見
事
合
格
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
た
い
。
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
は
、

日
本
語
を
教
え
る
基
礎
的
な
力
を
測
る
民
間
試
験
で
合
格
率
が
低
い
難
し
い
試
験

だ
が
、
熊
谷
さ
ん
は
在
学
中
の
合
格
を
目
指
し
て
コ
ツ
コ
ツ
努
力
さ
れ
、
こ
の
た
び

そ
の
目
標
を
達
成
し
た
。
日
本
語
教
師
は
今
後
国
家
資
格
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
の
合
格
は
国
家
資
格
を
得
る
一つ
の
大
き
な
基

準
に
な
る
見
込
み
が
高
い
こ
と
か
ら
、
熊
谷
さ
ん
の
合
格
は
後
輩
た
ち
に
も
非
常
に

力
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
に
な
っ
た
と
思
う
。
ぜ
ひ
、
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
熊
谷
さ
ん
の
合
格
体
験
記
も
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
収
束
は
な
か
な
か
見
通
せ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で

も
学
科
学
生
、
教
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
活
躍
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
成
果
に

力
づ
け
ら
れ
る
思
い
で
あ
る
。
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
報
告
、

書
籍
紹
介
も
そ
う
し
た
研
究
や
活
動
の
成
果
の一
部
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
読
者
の

知
的
好
奇
心
や
探
究
心
を
刺
激
し
、
今
後
の
発
展
的
な
研
究
や
実
践
に
結
び
つ
い

て
い
く
こ
と
を
願
って
い
る
。 

（
澤
邉
裕
子
）

『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
投
稿
規
定

１
．
投
稿
資
格　

日
本
文
学
会
の
会
員
と
す
る
。
な
お
、
編
集
委
員
会
の

許
可
を
得
た
も
の
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

２
．
掲
載
内
容　

①
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト　

②
創
作
作
品　

③
講
演
会
原

稿　

④
書
評　

な
ど

そ
の
他
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
た
も
の
を
掲
載
す
る
。

３
．
本
誌
は
年
一
回
発
行
す
る
。

４
．
著
作
権
お
よ
び
電
子
化

　

著
者
は
、
自
ら
の
有
す
る
著
作
権
の
う
ち
複
写
権
お
よ
び
公
衆
送

信
権
の
行
使
を
投
稿
段
階
に
お
い
て
日
本
文
学
会
に
許
諾
し
た
も
の

と
す
る
。
日
本
文
学
会
は
著
者
よ
り
行
使
を
許
諾
さ
れ
た
複
写
権
お

よ
び
公
衆
送
信
権
に
よ
り
、
そ
の
著
作
物
を
電
子
化
ま
た
は
複
製
の

形
態
な
ど
に
よ
り
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
は
自
ら
の
著
作

を
他
に
転
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に
は
事
前

に
日
本
文
学
会
に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。　

日
本
文
学
ノ
ー
ト 

第
五
十
七
号
（
通
巻
七
十
九
号
）

二
〇
二
二（
令
和
四
）年
七
月
二
〇
日　

印
刷

二
〇
二
二（
令
和
四
）年
七
月
三
〇
日　

発
行

発

行

人

発

行

所
仙
台
市
宮
城
野
区
岡
田
西
町
一
番
五
十
五
号

☎
〇
二
二
─

二
八
七
─

三
三
五
一

深

澤

昌

夫

宮
城
学
院
女
子
大
学

日
本
文
学
会

仙
台
市
青
葉
区
桜
ヶ
丘
九
丁
目
一
番
一
号

☎
〇
二
二
─

二
七
七
─

六
一
二
一

印

刷

所

株

式

会

社 

東

誠

社

〒
981-
8557

〒
983-
0004



（
通
巻
七
十
九
号
）

第

五

十

七

号

日

本

文

学

ノ

ー

ト

目　
　

次

九
里
順
子
教
授
定
年
退
職
記
念
特
集
号

詩
と
向
き
合
う
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九　

里　

順　

子
…
…
…
…
…
一

九
里
順
子
教
授
略
歴
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

研
究
業
績
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九　

里　

順　

子
…
…
…
…
…
五

和
歌
史
に
お
け
る「
霞
」の
変
遷

　

―『
万
葉
集
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
新
古
今
和
歌
集
』を
め
ぐ
っ
て

―
…
…
…
…
大　

場　

美　

波
…
…
…
…
十
八

古
代
和
歌
と
う
た
わ
れ
た
風
景
―
幻
影
の
リ
ア
リ
ズ
ム
……
…
…
…
…
…
…
…
犬　

飼　

公　

之
…
…
…
…
四
二

〈
短
信
〉前
稿
の
訂
正
と
お
詫
び

　

幷
に
三
巻
本『
色
葉
字
類
抄
』国
郡
部
の「
国
」字
体
に
つ
い
て
の
覚
書
……
…
菊　

地　

恵　

太
…
…
…
…
七
〇

商
工
省
工
芸
指
導
所
と「
日
本
的
な
も
の
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大　

沼　

亜　

実
…
64（
一
一
四
）

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉高
校
留
学
生
が
社
会
と
つ
な
が
る
日
本
語
授
業
の
実
践
報
告　

　

―
新
聞
へ
の
投
書
が
生
み
出
し
た
も
の
と
教
師
の
役
割

―
……
…
…
…
…
…
志
賀
村　

佐　

保
…
47（
一
三
一
）

 

澤　

邉　

裕　

子

日
本
語
教
育
に
お
け
る「
き
ょ
う
だ
い
」表
記
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
阿　

部　

咲　

良
…
18（
一
六
〇
）

〈
報
告
〉「
や
さ
し
い
日
本
語
で
読
む
日
本
文
学
」リ
ラ
イ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

　

―
学
生
間
の
協
働
と
主
体
的
な
こ
と
ば
の
選
択
か
ら
得
ら
れ
た
も
の

―
……
…
澤　

邉　

裕　

子
…
１（
一
七
七
）

 

高　

橋　

な　

つ

 

熊　

谷　

未　

来

 

中　

野　

沙　

耶

 

安　

倍　

菜
々
香

 

鈴　

木　

茅　

優

書
籍
紹
介

　

九
里
順
子
著『
詩
の
外
包
』
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
千　

葉　

幸
一
郎
…
…
…
一
七
八

彙
報

　

二
〇
二
一
年
度　

日
本
文
学
科
卒
業
論
文
題
目
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
八
一

　

二
〇
二
二
年
度　

日
本
文
学
科
講
義
題
目
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
八
四

　

受
贈
図
書
目
録（
二
〇
二
一
年
四
月
～
二
〇
二
二
年
三
月
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
八
七

　
『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』投
稿
規
定
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